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この マニ ュ ア ル の BASTC 編 は 、 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ MZ-2000 の シス テム ソフ トウ ェ ア BASTC 
イン ター プリ タ MZ-1Z001、 お よび MONTTOH 編 は 同じ く MZ-2000 の シス テム ソフ トウ ェ ア 
MONITOR _MZ-1Z001M に それ ぞ れ 基づい て 作成 され て いま す 。 


(1) 


(2) 


(3) 


(4) 


多目的 パー ソナ ルコ ンピュータ MZ-2000 で は 、 シス テム ソフ トウ ェ ア を すべ て ファ イル 形 
態 の ソフ トウ ェ ア パ バ パック (カセ ッ ト テ ー プ 、 デ ィ ス ケッ ト な ど ) に よっ て サポ ー ト され ます 。 
各 シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア お よび 本 書 の 内 容 は 、 改 良 の た め 変更 する こと が あり ます の で 、 フ 
ァイル バー ジョ ン ナ ン バ パー に は 特に ご 注意 され る よう 、 お 願い 致し ます 。 


本 書 は 、 誤 り 、 記 載 も れ 等 の な いよ う 確 認 、 チ ェ ッ ク を 行っ た 上 で 作成 し まし た が 、 も し お 
気付 き の 点 が あり まし た ら 、 最 寄り の シャ ー プ の サー ビス 窓口 (技術 サー ビス 部 ・ サ ービス 
ステ ーション ・ サ ービス プラ ンチ ) まで ご 連絡 願い ます 。 


パー ソナ ルコ ンピュータ MZ-2000 の シス テム ソフ トウ ェ ア は 、 す べ て シャ ー プ 株 式 会 社 の 
オリ ジ ナ ル ソ フ トウ ェ ア で あり 、 著 作 権 は 当社 が 保有 し て お り ま す 。 シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア 
な ら び に 本 書 の 内 容 を 無断 で 複製 する こと は 禁じ られ て いま す 。 


本 書 の プロ グラ ム を 使用 し た こと に よる 金銭 上 の 損害 お よび 逸失 利益 また は 第 三 者 か ら の い 
か な る 請求 に つい て も 当社 は その 責任 を 負い ませ ん の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
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この マニ ュ ア ル は 、 フ パー ソナ ルコ ンピュータ MZ-2000 の 標準 シス テム ソフ ト 
ウェ ア BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 の 言語 仕様 と 文法 を 解説 し て いま す 。 

プロ グラ ミン グ 言 語 BASIC は 、 Beginner's All-purpose Symbolic Instruc- 
поп Code の 頭 女 字 で ある と いわ れ て いる よう に 、 各 種 の ユン ピュ ー タ 言語 の 
うち で 特に 初心 者 向き の 汎用 プロ グラ ミン グ 言 語 と し て 開発 され まし た 。 そ し 
<. 多様 な 問題 の 解決 に あたっ て 、 筒 便 に 、 し か も プロ グラ マ が コン ピュ ー タ 
と 対話 する 型式 で プロ グラ ミン グ を 進め る こと が で きる と いう 3 特徴 を 持っ て お 
り 、 ォ ネー ツナ ルプ ログ ラミ ング に うっ て つげ の 、 効率 の よい プロ ダグ ラミ シグ 言 
Еа зр 

BASIC MZ-1Z001 は 、 ノ パー ソナ ルコ ンピュータ MZ-2000 の 特徴 を 充分 に 
発揮 きせ る BASIC イ ンタ ー プ リタ で あり 、 各種 の アル ゴリ ズム 設計 、 デ ー タ 
処理 、 出 力 表 示 プ ロモ セス 等 に それ ぞ れ 高 機能 を 実現 し て いま す 。 同 時 に 、 高 速 
処理 を 指向 し た 設計 が な され て お り 、 初 心 者 どけ で な く 、 高 度 な 各種 の プロ フ 
ェ ッ ショ ナル ・ ブ プロ グラ ミン グ に も 縦横 に 駆使 で きる イン ター プリ タ で す 。 

本 書 は 、BASIC MZ-1Z001 の 言語 仕様 、 コ マン ド グ ル ー プ 、 ス テー トメ ン 
トグル ー プ 、 フ ァ ン クシ ョ ング ルー プ の 順に 章 を 追っ て 解説 し て いま す 。 

BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 は 、 グ ラフ ィ ッ ク 3 画面 の コン トロ ー ル 
を 含ん で いま す が 、 カ ラー ディ ネス プレ イコ ント ロー ル は 含ん で いま ん 。 #7 
ーー ディスプレイ を 接続 し て 使用 きれ る 場合 は 、 カ ラー コン トロ ー ル 用 BASIC イ 
ンタ ー プ リタ (別売 : 詳 しく は 販売 店 に お 問い 合わ せく だ さい 。) を ご 使用 くだ 
さい 。 


BASIC MZ-1ZOO1 の 概要 Chapter 
1 


本 章 は 、BASTC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 の 使い 方 、 プ ログ ラミ ング の 概要 を 解 
説 し て いま す 。 

は じ め に 、BASTC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 の 起動 方 法 が 説明 され 、 つ づい て 、 
動作 モー ド 、 プ ログ ラム の 構造 、 プ ログ ラム の 構成 要素 、 ス クリ ー ン エディ ショ 
ン 、 初 期 設定 値 の 解説 が 行なわ れ ま す 。 

BASTC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 に 用 意 さ れ て いる 全て の コマ ンド 、 ス テー トメ 
ント 、 関 数 は 、 つ づく 第 2 章 、 第 3 章 、 第 4 章 で 個々 に 詳細 な 文法 解説 が な され 
て いま すず す 。 
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11 BASIC イン ター プリ タ MZ-1Z001 の 起動 


BASIC MZ-1Z001 は 、MONITOR MZ-1Z001M と と も に カセ ッ ト テ ー プ ファ イル 中 に あり 、 そ の 使用 に 際 し て イ 
ニシ ャ ル ロ ー デ ィング を 行う 必要 が あり ます 。 こ れ は 難し いこ と で は な く 、MZ-2000 の 電源 を ON に し た 時 、 イニ シャ ル 
ロー ディ ング を 行う IPL (initial program loader) が 自動 的 に スタ ー ト する の で 、 あら か じ め 、 BASIC カ セ モット ファ イル 
を カセ ッ ト デ ッ キ に セッ ト し て お きま す 。 テ ー プ を セッ ト し て いな い 場 合 は 、 テ ー プ を セ モット する よう メッ セー ジ が 表示 され 
る の で その 指示 に 従い ます (テー プ は 巻き 戻し て いる こと )。 イニ シャ ル ロ ー デ ィング に よっ て 、MONITOR М7-17001М 
お よび BASIC MZ-1Z001 が シス テム に ロー ディ ング され ( 図 1 一 1 の 左 の 写真 は ロー ディ ング 中 で ある こと を 示し て い 
ます )、 終 了 後 図 1 一 1 の 右 の 写真 に 示す メッ セー ジ を 表示 し 、BASIC が 起動 し ます 。 

"Ready "(¥ 、 シ ステ ムコ ント ロー ル が BASIC の コマ ンド レベ ル に あり 、 コ マン ド を 受け 付け られ る 状態 に ある こ 
と を 示し て いま す 。 

(ソフ トウ ェ ア の 起動 方 法 の 詳細 に つい て は 、 Owner's Manual の 「 シ ステ ム プ ログ ラム の イニ シャ ル ロ ー デ ィング の 方 
法 」 を 参照 の こと 。) 


%% MONITOR М2-1001М %% 


Dading BASIC M2-1Z001 


42-12881 У1.0а 


HAFP Corp. 
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1.2 動作 モー ド 


シス テム ソフ トウ ェ ア BASIC イ ンタ ー プ リタ の 動作 に は 、 コ マン ドレ ベル の 動作 モー ド と ステ ー ト メン トレ ベル の プロ 
グラ ム 実 行 モ ー ド の 2 通り の 動作 モー ド が あり ます 。 コ マン ドレ ベル の 動作 モー ド で は 、BASIC コマ ンド を 直接 に 実行 し 
た り BASIC プロ グラ ム テ キス ト の 作成 ・ 編 集 を 行い ます 。 ス テー トメ ント レベ ル の プロ グラ ム 実 行 モ ー ド で は 、BASIC 
コマ ンド RUN に よっ て BASIC プロ グラ ム テ キス ト を 解釈 し 、 そ の 指示 に 従っ て 各種 の 自動 処理 を 行い ます 。 


1.2.1 コマ ンド レベ ル で の 動作 


BASIC の コマ ンド レベ ルレ の 動作 モー ド に は 直接 モー ド (direct mode) と 間接 モー ド (indirect mode) の 2 通り 
が あり ます 。 

直接 モー ド で は 、BASIC の 直接 実行 コマ ンド 、 た と えば 、 RUN, LIST, SAVE と いっ た コマ ンド の 実行 、 あ る い は 、 
直接 実行 命令 と し て も 使用 で きる ステ ー ト メン ト を 用 いて 、 ち ょ うど 電卓 を 使用 する よう な 使い 方 が 可能 で す 。 

電卓 の よう な 使い 方 と し て は 、 た と えば 図 1 一 2 に 示す よう に 、PRINT 文 と 、 算 術 式 に よっ て 、 演 算 ・ 表 示 コ マン ド を 
与え て 、 結 果 を 直ちに 得る こと が で きま す 。 


1 一 2 


また 、 この よう な 使い 方 で は 、 プ ログ ラム の 実行 中 、STOP 文 や BREAK 操作 に よっ て 中 断 さ せ 、 そ の 時 の 各 変 数 の 値 
を 調べ た り 、 値 を 代入 し た りす る の が 可能 で 、 デ バッ グ 操 作 と し て 使う こと が で きま す 。 


間接 モー ド と は 、BASIC プ ログ ラム の 作成 、 編 集 (エディ ショ ン ) を 行う モー ド で す 。BASIC プロ グラ ム は 、 次 項 か 
ら 詳し く 解 説 され る よう に 、 行 番号 を も つ BASIC 方 の 集合 で あり 、BASIC に 用 意 き され て いる ステ ー ト メン ト ぐ や 関数 に 
よっ て 目的 と する 処理 の アル ゴリ ズム を 記述 する も の で す 。 間接 モー ド で は カー ソル エディ ショ ン に よっ て CRT デ ィ ス プ 
レイ を 見 な が ら 編 集 作業 を 行う こと が で きま す 。 (1・5 節 を 参照 ) 
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1.2.2 ステ ー ト メン トレ ベル で の 動作 


プロ グラ ム の RUN コマ ンド に よっ て 実行 モー ド へ 移る と BASIC イン ター プリ タ は 、 プ ログ ラム テキ スト に 記述 され た 
各 ス テー トメ ント を 解釈 し な が ら 各 々 の 機能 に し た が っ た デー タ 処 理 を 実行 し て 行き ます 。 実行 モー ド に お ける プロ グラ 
マ と の コミ ュ ニ ケー ショ ン は 、 各 種 入 出力 文 に よっ て 行わ れ ま す 。 

た と えば 、INPUT 文 の 実行 に よっ て 、 必 要 な デー タ を キー ボー ド か ら 入 力 し た り 、PRINT 文 の 実行 に よっ て 内 部 デー 
タ を CRT ディ スプ "レイ 上 に 出力 し た り の コミ ュ ニ ケー ショ ン が な ステー トメ ント レベ ル に よっ て 行わ れ ま す 。 

プロ グラ ム の 実行 を 終了 する と 、 動作 モー ド は 、 コ マン ドレ ベル に 戻り ます 。 実行 モー ド に ある 場合 強制 的 に コマ ンド レ 
ベル に 戻す に は [Break] + [| sHiFT | キー を 押し 、 プ ログ ラム 実行 を 停止 させ ます 。 な お 、BASIC に は 、 USR 関数 
に よる 機械 語 ル ー チ ン の 使用 が 可能 で す が 、 こ の 場合 の 動作 モー ド は 、CPU レベ ル の 実行 モー ド と な り 、BASIC の 管理 


を 離れ る こと に な り ま す 。 も し 、CPU レベ ル の 実行 モー ド に ある 場合 、 そ れ を 停止 させ る に は 、 リ セッ トス イッ チ (ЖЖ 
背部 に あり ます ) FHL. MONITOR コマ ンド レベ ル へ 戻す し か あり ませ ん 。 
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1.3 BASIC プロ グラ ム の 構造 


BASIC プロ グラ ム は 、 何 行か の 順番 に 並べ られ た 行 (line) か ら な っ て お り 、 そ れ ぞ れ の 行 に は 、 プ ログ ラム 実行 、 
手続 き な ど の 動作 (operation) を 指示 する 文 (statement) が 記述 され ます 。 

BASIC プロ グラ ム の 実行 は 、 分 岐 命令 、 参 照 命令 等 を 除い て 、 原 則 的 に 文 の 並び の 順に 行なわ れ ま す 。 ま た BASIC 
で は 、 特 別 を フォーマット (forma) 指定 文 や 宣言 文 な どの 初期 設定 項目 か ら プ ログ ラム を 始め る 必要 は な く 、 プ ログ ラ 
ム 中 の 任意 の 行か ら 実 行 を 開始 する こと も 可能 で す 。 


1.3.1 行 (line) 


行 は 、 行 番号 と 本 文 と か ら な り 、 そ れ ぞ れ の 行 は 、 キ ャ リッ ジリ ター ンコ ー ド を セッ マレ ー タ と し ます 。 間接 モー ド に お 
いて 1 行 を 入力 する に は キー (また は キー) を 与え る こと に よっ て 実行 きれ ます 。 


行 番号 

行 番号 は 、 行 の 冒頭 に 置き 、 行 を 示す 役割 を 果 し ま す 。 行 を 定義 むせ る と いう 意味 で 、 定 義行 番号 (definition line 
ze の er) と も いい 、 他 の 文 か ら 参照 する た め に 記述 する 参照 行 番号 (ye7eyezce line number) と 区 別して 言う こと が あり 
ます 。 

定義 行 番号 は 、 1 一 65535 の 範囲 の 整数 が 許さ れ ま す 。 各行 の 定義 行 番号 は 、 連 続 し た 数 で ある 必要 は な い の で 、 行 の 
追加 挿入 を 考え て 、 10 ぐら い ず つ あけ て 設定 する の が 得策 で す 。 ま た AUTO コマ ンド (Р 27 参照 ) は 一 定 の 増分 で 定 
義行 番号 を 自動 的 に 発生 し て くれ ます 。 

同一 の 定義 行 番号 の 行 が 入力 され た 場合 は 、 以 前 の も の は 無効 と な り ま す 。 


本 x 
本 文 は 、 1 つの 行 の な か で 、 定 義行 番号 に 続い て 1 つの 文 ま た は 、 複 数 の 文 を 記述 し ます 。 
本 文 は 、 定 義行 番号 と 、 キ ャ リッ ジリ ター ンコ ー ド を 含め て 1 行 、 即 ち 160 桁 以内 と な る よう な 廊 字 列 で 記述 し ます 。 
ЖАО. ВЖ (multi statement) で 記述 する 場合 、 文 と 文 の セパ レー タ と し て コロ ン " : "を 使用 し ます 。 


1.3.2 X (statement) 


BASIC XI}, KÈ l RITA (executable statement) У ЗЕЖЯТ Х (поп-ехесша ве statement) と に 分 類 で きま す 。 

実行 娘 は アデ ロ グラ ム の 動作 を 記述 する も の で 各種 の 演算 や 代入 、 比 較 、 分 岐 を 処理 する 文 が あり ます 。 非 実行 娘 は プロ 
グラ ム に 必要 な 情報 の 設定 や ポイ ンタ の コン トロ ー ル を 行う も の で 、 配 列 宣 言 文 や デー タ 文 、 定 義文 、 注 釈 娘 な ど が あり 
22%, 

直接 モー ド で 使用 する 場合 記述 する 文 は 、 直 接 実行 文 (direct mode executable statement) と 呼ぶ こと も あり ます 。 
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1.4 BASIC 文 の 構成 要素 


BASIC 文 は 、 了 予約 語 で ある コマ ンド 、 ス テー トメ ント 、 組 み 込み 関数 、 シ ステ ム 変 数 だ け で な く 、 各 種 の 演算 子 、 定 
数 、 変 数 名 、 配 列 名 、 式 と いっ た 各 要 素 と と も に 構成 され ます 。 以 下 、 各 構成 要素 に つい て 解説 を 行い ます 。 


1.4.1 予約 語 (reserved words) 


すべ て の 予約 語 (キー ワー ド と も 呼ば れ ま す ) は 、BASIC イン ター プリ タ 自 身 が 管理 し て いる 語 で あり 、 プ ログ ラマ 
が 任意 に 定義 むす る こと が で き な い 語 の 集まり で す 。 表 1 一 1 は 、BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 の 全て の 予約 語 を アル フ 
ァ ベ ッ ト 順 に 並べ た も の で す 。 こ れ ら は 、 コ マン ド 、 ス テー トメ ント 、 組み 込み 関数 、 シ ステ ム 変 数 に 対応 し た 独自 の 働き が 
あり 、 プ ログ ラマ が 変数 名 な ど に 使う こと は で きま せん 。( 表 1 一 1 の 子 約 語 の 右 の 数 字 は 、 参 照 ペ ー ジ を 示し て いま す 。) 


回 


АВ 82 
ASC m 92 
АТМ ааа 86 
AUTO ーー 27 
BLINE не 66 
BOOT +++ +++ +++ 30 
CHANGE ーー 57 
CHARACTER $ ーー 94 
СНЕ8------------- 91 
CLOSE/T ------------------ 73 
СЫҢ ーーーーーーーーーー 52 
CONSOLE н 54 
CON у eas 29 
СОРҮ/Р------------ 79 
COS ーーーーーーーーーー 85 
CSRH ーー 53 
СЕМ 53 
CURSOR ーー 53 
РАТА па 39 
DEF FN 49 
DEF KEY ------------------ 50 
DIN ен 48 
END ーー 52 
ЕХР--------------.. 87 
ЕА5Т-------.- 58 
FOR ーー 41 
СЕТ ーーーーーー 39 
GOSUB ーーーーーーー 43 
Сото 43 
GRAPH ーー 62 
IF РЕА щ 
ІМАСЕ/Р---------- 78 


ж 1-1 BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ 一 1Z001 の 全て の 予約 語 


ня 


а 


INP secre 80 
INPUT So 38 
INPUT/T eg 4 
ны 83 
КЕТ 31 
LEFT aes 89 
LEN завезено iss 93 
LET "ーー ニニ ーー 34 
LIMIT ее 75 
LINE ーー 65 
LIST ----+++++++++-+--++----++ 27 
LIST/Pーーーーーー…ー 28 
LN 88 
LOAD к 24 
LOG Y 88 
Мф taa 89 
MON ененнен 30 
MUSIC о 59 
NEN а 28 
NEXT ecse 41 
ON 47 
ОТ EE 80 
РАСЕ/Р ese 19 
PATTERN =-=- 68 
PEEK а 76 
POINT reas 70 
РОКЕ------------ 16 
РОӨН---------- 71 
POSITION ---------------- 67 
РОВ sea 71 
PRINT s= 35 
РИІМТ/Р-------- 18 


[ЕЈ 


PRINT/T ------------------ 72 
READ зон 39 
REM sa 51 
ВЕЗЕТ ーー……………… 64 
RESTORE…………… 40 
ВЕТОКМ не 43 
REW с 57 
МІСНТ%---------- 90 
RND ーー 88 
ВОРЕМ/Т----------------- 74 
RUN и 29 
ЗАМЕ нон 25 
SET sss 63 
SGN ーー 83 
SIN ーー 84 
SIZE аи 58 
SPACE $ ------------------ 90 
SQR ーー 84 
STEP issa 41 
STOP ーー 52 
STR $ ни 92 
STRING $----------------- 91 
ТАВ------------- 95 
ТАМ 86 
TEMPO -------------------- 61 
THEN sssaaa 44 
ТІ8------------- 58 
ТО е 41 
USR ーー 77 
МАР 93 
УЕВТЕУ-------------------- 26 
WOPEN/T --------------- 72 
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1.4.2 デー タ 要 素 


BASIC プロ グラ ム で 予約 語 以外 の 構成 要素 は 一 般 に デー タ 要 素 と 呼ぶ こと が で きま す 。 それら を 分 類する と 更に 次 の 
よう な 各 要 素 に 分 けら れ ま す 。 


定 数 数 値 定 数 、 ス トリ ング 定数 、 シ ステ ム 定 数 

変 数 : 数 値 変数 、 ス トリ ング 変数 、 シ ステ ム 変 数 

配 я : 1 次 元 数 値 配列 、 2 次 元 数 値 配列 、 1 次 元 ス トリ ング 配列 、 2 次 元 ス トリ ング 配列 
式 : 算術 式 、 ス トリ ング 結合 式 、 関 係 式 、 論 理 式 

セパ ビー タ : 。 コン マ ( ぅ )、 セ ミコ ロン ( 5)、 コ ロン ( >) 


定数 、 変 数 、 配 列 の 各 デ ー タ 要素 に は 、 上 記 の よう に デー タ の 型式 (type) に よっ て 、 数 値 デ ー タ と スト リン グ デ ー タ 
の 2 通り の も の が あり ます 。 


1.4.3 Ж 数 


定数 と は 、 そ の 表現 自体 が デー タ の 値 を 具体 的 に 示す も の で あり 、 プ ログ ラム の 実行 中 に その 値 が 変え られ る こと の な 
い デ ー タ 要素 を いい ます 。 


数值 定数 (numeric constant) 

数 値 定数 は 符号 ( 十 、 一 ) 、 数 字 (0 一 9)、 小 数 点 ( . ) で 記述 され る 10 進 数 、 あ る い は 符号 、 仮 数 部 、 指 数 部 (Е 
で 示す ) で 記述 され る 指数 表現 の 10 進数 を いい ます 。 い ずれ も 内 部 表現 型式 は 浮動 小数 点 型 式 を と り ま す 。 

BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 で 表現 で きる 数 値 デ ー タ は 、 有 効 桁 8 桁 以内 (精度 は 最小 桁 土 1 以内 ) 、 指数 範囲 、 
10-9 一 10? で す 。 

数 値 が 正 の 場合 は 、 十 符号 は 省略 で きま す 。 

LIMIT, POKE, PEEK, USR の 各 娘 に お いて アド レス を 直接 指定 する 場合 ある い は CHR$ に よっ て アス キー 
コー ド を 指定 する 場合 は 、16 進 数 を 用 いる こと も 可能 で す 。16 進 4 桁 (CHR$ の 場合 は 2 桁 ) の 前 に ドル マー ク " 8" 
を つけ て 示し ます 。 例 :LIMIT $ B000 


GE Ур 5215Е — 8 = 0.00005215 


( 誤 例 ) 15,300 コン ママ を 使っ て いる 
123456789 8 桁 を 越え を て いる 
300 Е +91 指数 範囲 を 越え て いる 


スト リン グ 定 数 (string constant) 

スト リン グ 定 数 は 、 キ ネ キーボー ド か ら 入 力 可 能 な 文字 セッ ト の 並び に よっ て 表現 する 文字 定数 で あり 、 一 対 の ク ォ ー テ ー 
ショ ンマ ー ク (") で 囲ん で 示し ます 。D ATA 文 中 で は 、 ク ォ ー テ ーション マー ク は 省略 で きま す 。 

スト リン グ 定 数 の 最大 文字 数 は 、 行 の 有効 長 に よっ て 決ま り ま す が 、BASIC 内 部 で の スト リン グ デ ー タ の 最大 廊 字 数 
は 255 文字 で す 。 
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スト リン グ 定 数 は 、PRINT 文 で は メッ セー ジ や 各種 キャ ラク タ を 表現 し 、MUSIC 文 で は 音符 デー タ を 表現 し 、PA- 
TTERN 文 で は 、 グ ラフ ィ ッ ク バ パタ ー ン の ビッ ト デ ー タ を 表現 する な ど 、 ス テー トメ ント に よっ て それ ぞ れ 異 っ た 各種 の 
7---27 を 表わし ます 。 


シス テム 定数 (system constant) 
シス テム 定数 は 、BASIC に 用 意 さ れ て いる 定数 で あり 、 円 周 率 の 値 が 、 キ ャ ラク タ " z" に 定め られ て いま す 。 x= 
3.1415927 
(р) 半径 が 10 の 円 の 円 周 は 、 次 の 式 に よっ て 計算 で きま す 。 
гжлж 10 


1.4.4 変 数 (variable ) 


変数 と は 、 デ ー タ の 型 は 変わ ら な い が 、 そ の 値 は プロ グラ ム 実 行 中 に 任意 に 変え 0 る こと の で きる も の を いい ます 。 変 数 
は 、 変 数 名 に よっ て 引用 され ます 。 変 数 の 初期 値 は 、0 また は 空 ( プ ブランク) で す 。 


数值 变数 (numeric variable) 
数 値 変数 に は 数 値 デ ー タ だ け を 与え る こと が で きま す 。 
変数 名 は 何 文字 で も か まい ませ ん が 、 最 初 の 2 娘 字 だ けが 変数 の 区 別に 使わ れ ま す 。 ま た 最初 の 文字 は 英字 の X AF 
(А — Z) で な けれ ば な り ま せん が 残り の 文字 は 、 英 字 と 数 字 が 使え ます 。 た だ し 、 BASIC で 使用 し て いる 了 予約 語 を 使用 す 
る こと は で きま せん 。 THE (reserved шота) と は 、BASIC の 全て の コマ ンド 、 ス テー トメ ント 、 関数 名 、 お よび 演算 
子 、 そ の 他 の 特殊 文字 (INP、OUT 廊 で 使う @ マ ー ク や MUSIC 文 で 使う マー ク な ど ) СФ, 
数 値 変数 は 数 値 デ ー タ が 代入 され る まで は 0 と な っ て いま す 。 
(Е М ABC と AB は 同じ 扱い 
(а) DATA3 予約 語 DATA を 含む 
C@ 特殊 文字 を 含む 


スト リン グ 変 数 (string variable ) 
スト リン グ 変 数 に は スト リン グ デ ー タ だ け を 与え る こと が で きま す 。 
変数 名 は 、 前 記 、 数 値 変数 名 の 場合 の 条件 に 従い 、 名 前 の 最後 に ドル マー ク "$ " を 付加 し て スト リン グ 変 数 名 と し ま 
す 。 ス トリ ング 変数 が 扱い うる スト リン グ デ ー タ の 最大 長 は 255 文字 で す 。 ス トリ ング 変数 は 、 ス トリ ング デー タ が 代入 
され る まで は プラ ンク と な っ て いま す 。 
(Е И) NAME1$ と NAME 2$ は 同じ スト リン グ 変 数 と みな す 
(в М music $ (сет 小娘 字 を 使っ て いる 。 
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シス テム 変数 ( system variable ) 

シス テム 変数 は 、BASIC 内 で 変化 する 値 を 示す 変数 で あり 、BASIC の 空き エリ ア を 示す S1ZEE、 カ ー ソ ル 位 置 を 示 
す CSRH, CSRV, グラ フィ ッ ク エ リア 上 の ポジ ショ ン ポ イン タ の 位置 を 示す PO SH, POSV の 各 数 値 変数 、 お 
よび 、 内 蔵 の 24 時 間 時 計 の 値 を 示す 6 杵 の スト リング 変数 T 1 $ が あり ます 。 


1.4.5 ВС J (array) 


配列 は 、 順 訟 づ けら れ た 同じ 型 の デー タ の 集合 で あり 、 添 字 を 1 個 も つ 1 次 元 配列 (リス ト と も いう ) と 、 添 字 を 2 個 も 
つ 2 次 元 配列 (テー ブル と も いう ) が あり ます 。 


数 値 配 列 と スト リン グ 配 列 の ディ メン ジョ ン 定 義 等 の 詳細 は 、 文 法 編 3・5・1 節 (P.48 ) に 解説 され て いま す 。 
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1.4.6 = (expression ) 


式 に は 前 述 の よう に 算術 式 、 ス トリ ング 結合 式 と 関係 式 、 論 理 式 と が あり ます 。 算術 式 と スト リン グ 結 合 式 は 、 ス テー 
トメ ント の オペ ラン ド の 中 で 、 ま た 関数 の 引数 と し て 使い 、 式 に 従っ た 演算 の 結果 で ある 1 つの 数 値 デ ー タ また は スト リ 
ング デー タ を 表わし ます 。 関係 式 と 論理 式 は 、 IF 文 の オペ ラン ド で 分 岐 条 件 を 記述 する 際 に 用 いら れ ま す 。 


算術 式 (элтейе expression ) 

算術 式 は 、 数 値 デ ー タ (数 値 定数 、 数 値 変数 、 数 値 配列 、 数 値 関数 ) の 算術 演算 を 表現 する も の で あり 、 数 値 デ ー タ で 
ある 算術 要素 と 、 算 術 演算 子 と か ら 構 成 さ れ ま す 。 

算術 演算 子 は 、 四 則 演 算 子 と 。、 ベ べき 算 演 算 子 と か ら な り 、 そ れ ら を 演算 の 優先 順に 並べ る と 次 の よう に な り ま す 。 


算术 演算 子 ж я ЖИ: 

#% хан XAY (ХУ: XZ ҮЗЕ 2) 

у 負 符号 -Х  (X に 一 1 を 掛け る ) 
ж, ノ як юй хжу (X に Y を 掛け る )、X ノ Y бр: X を Y で 割る ) 
+, - ши, йй X+Y (X に Y を 足す )、XーY(X か ら Y を 引く ) 


べき 算 が 優先 され ます が 、 括 孤 "( ) "を 使用 し て いる 場合 は 、 括 孤 内 の 演算 が さら に 優先 きれ ます 。 括 孤 内 の 演算 の 
優先 順 も 上 記 と 同様 で す 。 

玉 と や 、 填 と ー の よう に 、 同 順位 の 演算 が 続く 場合 は 、 式 の 左 か ら 右 へ 順に 計算 きれ ます 。 ま た だ た 、 べ べき乗 が 連続 する 
場合 も 同様 で す 。 

た と そば 、 次 に 示す よう に 演算 順 が 決ま り ま す 。 


TA TNSB+CZXK*M МЕС вацхетияр 
| ° 
@ @ @ 
@ 
@ @ 
即ち 、 —(А^)в+ © м 即ち 、 өттү? 


( 例 ) いく つか の 一 般 の 数 式 を BASIC の 算術 式 で 表現 し て み ま す 。 
一 般 の 数 式 BAS1IC の 算術 式 


с 


е 
ШЕ та 4 СИ(А-В) -Е/р 


ーー С/(АЖВ) Уа СИА ТВ 


ађ 
sinî x + 1 SIN (Х) “2-1 
xs УИ) 
(=) * хор 
кап“! x АТМ(Х) 
2лт 2ЖлжЕ 


Иры SQR (А^2+В^2) また は (АЖА+ВЖВ)^0.5 
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スト リン グ の 結合 式 (string connective expression ) 


スト リン グ の 結合 式 と は 、 文 字 通り 幾つ か の スト リン グ デ ー タ を 連結 し て 新た な 1 つの スト リン グ デ ー タ を 作る 式 で あ 


り 、 演 算 子 " +" を 用 いて 表記 し ます 。 


( 例 ) "АВС" + "ПЕЕ" は "ABCDEE "と 同じ スト リン グ デ ー タ を 表わし ます 。 
次 の プロ グラ ム を 実行 する と 、AL$ に は アル ファ ベッ ト 26 廊 字 が 代入 され ます 。 
プロ グラ ム 


10 FOR М=1 TO 26 


20 AL$ テ AL$ 十 CHRS$ (64-М) ------ スト リン グ の 結合 式 が 使わ れ て いま す 。 


30 МЕХТ М 

40 PRINT AL$ 

50 END 

プロ グラ ム の 実行 

RUN 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
Ready 


関係 式 (relational expression ) 


関係 式 は 、 2 つの 数 値 デ ー タ を 関係 演算 子 に よっ て つない だ も の 、 ま だ た は 、 2 つの スト リン グ デ ー タ を 関係 演算 子 に よ 


っ て つない だ も の で す 。 
関係 式 は IF 文 の 中 で 使用 され る の で 、 詳 細 は 文法 編 3 . 4 . 3 (P.44 ) に 解説 され て いま す 。 


論理 式 (logical expression ) 
論理 式 は 、 関 係 式 に よっ て 与え られ る 真 ま た は 偽 の 値 の 論理 和 ま た は 論理 積 を 表現 する も の で あり 、 
され ます 。 


1.4.7 セパ レー タ (separator) 


1 つの 文 の 中 で 幾つ か の 要素 を 区 切る 場合 は 、 セ モッ パレ ー タ と し て コン マ " , "を 使用 し ます 。 


( 例 ) DATA 3.5,4.66, DATA1 
ON А СОТО 100 , 200 , 300 


IF 文 の 中 で 使用 


20 
1.5 スク リー ン エ ディ タ 


間接 モー ド で BASIC プロ グラ ム を 作成 、 編 集 する 時 は BASIC の スク リー ン エ ディ タ が 動作 し て お り 、 画 面 を 見 な が 
ら カ ー ソ ル (cursor) を 自由 に 動か し て 、 大 変 操作 性 の よい エディ ショ ン が 可能 と な っ て いま す 。 

BASIC プロ グラ ム は 、 行 番号 を も つ 行 の 単位 で BASIC テキ スト エリ ア に スト ア さ れ ま す が 、 す で に 述べ た よう に キ 
ャ リッ ジリ ター ン キ ー | св | を 入力 する か 、 あ る い は 、 エ ンタ ー キ ー [ENT] を 入力 する こと に よっ て は し じ し め て スト ア 
され ます 。 従 っ て プロ グラ ム の リス ト 表 示 を カー ソル 操作 に よっ て 変更 し た 場合 も 、 必 ず キー か キー 
を 入力 する 必要 が あり ます 。 


カー ソル 操作 (cursor control) 

プロ グラ ム を 新しく 入力 する 場合 は 、 行 番号 、 本 廊 の 順に 行 を キー 入力 し て 行き 、 そ の 場合 、 カ ー ソ ル は 、 1 文字 分 ず 
つ 移 動 し て 行き ます 。 

一 方 、 上 既に スト ア さ れ て いる プロ グラ ム の ある 行 を 変更 する 場合 は 、 そ の 行 の リス ト 表示 上 に カー ソル を 持っ て 行き 変 
更 す る こと が 可能 で あり 、 行 全体 を 新しく 入力 し 直す 必要 は あり ませ ん 。 カ ー ソ ルコ ント ロー ル は 、 左 右上 下 に 動か す た 
DD 4 個 の 黄色 の キー と 、 カ ー ソ ル を 画面 の 左上 隅 に 移す キー に よっ て 行い ます 。 

左右 上 下 移動 の キー は 、 キー と 共に 押す と 、 オ ー ト リピ ー ト が 可能 で す 。 


行 の 変更 の 場合 、 単 に ある 女 字 を 他 の 文字 に 変え る だ け で な く 、 挿 入 や 削除 が 必要 な 場合 が あり ます 。 挿 入 を 行う 場合 
は [| знет | キー を 押し た まま 必要 回 キー を 入力 する と 、 カ ー ソ ル 位 置 に スペ ー ス が で きま す 。 削 除 を 行う 場合 
は 、 必 要 回 キー を 入力 する と 、 カ ー ソ ル 位 置 の 手前 を 削除 し て 行き ます 。 


カー ソル コン トロ ー ル キー 


[б キー : ホー ム と クリ ア [557] キー : 削除 と 挿入 
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1 つの 行 全体 を 削除 する 場合 は 、 そ の 行 の 行 番号 の み 入力 し また は キー を 入力 する こと に より 行 な 
われ ます 。 


BASIC テキ スト は 、 通 常 プ ログ ラム の 実行 、 あ る い は 実行 中 の エラ ー 検 出 、 プ レー ク 等 に よっ て 壊さ れる こと は あり 
ませ ん 。 プ ログ ラム 上 の 間違い は 、 実 行 に よっ て 見 つけ 出し 、 ス クリ ー ン エディ ショ ン に よっ て 必要 な デバ ッ グ 操作 を 繰 
り 返 すこ と に よっ て 排除 し て 行く こと が で きま す 。 こ の よう な 対話 型 の デバ ッ グ ・ エ ディ ショ ン 操 作 は BASIC の 大 き な 
特徴 と いそ ます 。 


タプ キー| TAB | の セッ ティ ング 

メイ ン キ ー ボ ー ド 上 で 、 ス ペー スバ パー の す ぐ 左 側 に ある | TAB | キー は 、 タ ビュ レー ショ ン キ ー (tabulation key) С. № 
ー 入 力 の 際 に 指定 欄 に 一 定 の 書式 で デー タ を 入力 する 場合 等 に 使わ れ ま す 。 

タプ セッ ト は 、 モ ニタ ワー クエ リア の $11C 1 か ら $ 11CF の 間 の デー タ を 変え る こと に より プロ グラ マ が 必要 と する 
も の に 設定 し 直す こと が で きま す 。 

この 操作 は 、 MONITOR コマ ンド に よっ て 行う こと も で きま す が 、 こ こ で は 、BASIC の POKE 文 を 使っ た タブ セ 
ッ ト の 方 法 を 示し ます 。 


タプ セット の デー タ エ リ ア は 、$11 C1 番地 一 $11CF 番地 の 間 の 15 バ イト で あり 、$11C1 番地 に 最初 の タブ セット 
位置 1 を (キャ ラク タ 表 示 の メー 座標 )、 つ づけ て 第 2 、 第 3 の タブ セッ ト 位 置 を 入れ て ゆき ます 。 $11C0 番 地 に は 1 を ス 
ト ア し て お きま す 。 
た と えば 、 最 初 の タプ セッ ト 位 置 を X メ 一座 標 が 15 の 位置 (即ち 16 そ キャ ラク タ 目 ) と する に は 、 
РОКЕ $11С0, 1 
の 実行 後に 、 
РОКЕ $11C1,15 
を 実行 する こと に よっ て セッ ト で きま す 。 続 いて 、 次 の タプ セッ ト を 、Xー 座 標 が 23 の 位置 と する に は 、 
РОКЕ $11C2,23 
を 実行 し ます 。 
ここ て で 次 は 改行 し て 行 の 先頭 へ 戻す に は 、 $ 11C3 番 地 に タプ セッ ト の エン ド マ ー ク 2 5 5 ($ FF) を セ モット し て お 
きま す 。 
POKE $11C3,255 
を 実行 し ます 。 
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1.6 初期 設定 値 に つい て 


MZ-2000 シ ステ ム IPL に よっ て 、BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 を 起動 し た 時 の 各種 初期 設定 値 を まとめ て 示し ま 
す 。 こ れ ら は シス テム の 初期 デフ ォ ル ト 値 で あり 、 い ずれ の 値 も プロ グラ マ が 任意 に 変え る こと が で きま す 。 


画 ネ ー ボ ー ド 関係 
1) 動作 モー ド : ノー マル モー ド 
2) 小文字 の 入力 は ノー マル モー ド の シフ ト ポ ジ ショ ン 


3) デフ ァ イ ナ ブル ファ ンク ショ ン キ ー は 最初 、 次 の よう に 設定 され ます 。 


(вт) :RUN + 
ГЕРІ SLIST3 
(ез) : CONSOLE 
(та) : CONT + 
(+5) : AUTO} 

: СНК $ ( 
:ПЕЕ KEY ( 
: GRAPH 

: SAVE" 

: LOAD + 


СЕТУ + Z ZV 7 BIR 
1) キャ ラク タデ ィ ス プレ イモ ー ド : ノー マル (Х<Уу279Э7УЕ:Я) 
2) キャ ラク タ 表 示 桁 数 : 40 キ ャ ラク タン 行 
3) キャ ラク タ 表 示 ス クロ ー リ ング エリ ア : 最大 (第 0 行か ら 第 24 行 ) 
4) グラ ジィ ッ ツ ディ スプ ビレ イス カカ モード ペ ポー ジ S ペー ジュ 
グラ フィ ッ ク デ ィ ス プレ イ 出 力 モ ー ド ペー ジ : 全 ペ ー ジ と も OFF 
ポジ ショ ン ポ ボ ポインタ: POSH= 0 、POSV= 0 
5) グラ フィ ッ ク デ ィ ス プレ イ 、 リ ゾ プリ ュー ショ ン モ ー ド : 320X200 ド ッ ト ノ 画面 


画 内 蔵 時 計 
TI $ =" 000000 "で 初期 化し て スタ ー ト する 。 


画 音 楽 機能 
1) テン ポ の デフ ォ ル ト 値 : 4 (PRAF E, Moderato) 
2) 音 長 の デフ ォ ル ト 値 : 5 (4 2614. D) 


画 そ の 他 

1) 配列 変数 は 全て 未定 義 

2) BASIC テ キス ト エ リア の 下限 : $FFFF 番 地 (即ち LIMIT МАХ 状態 ) 
3) タプ ブ セット: 5 キャ ラク タタ 毎 


BASIC MZ-1Z001 の コマ ンド [Chapter 
2 


この 章 は 、BASTC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 の 持つ すべ て の コマ ンド を 説明 し ま 
+. コマンド は 、 特 別 の も の を 除い て 、 直 接 実行 命令 と し て の み 使 用 で きる 命令 
で あり 、 プ ログ ラム テキ スト 中 で 使用 する こと は で きま せん 。 

な お 、MZ-80B で 作成 され た BASTC テ キス ト プ ロ グラ ム は 、MZ-2000 の BASTC 
イン タプ リタ MZ-1Z001 お よび DTSK BASTC イ ンタ プリ タ MZ-2Z001 の どちら 
で も 使用 可能 で す 。 た だ し ハー ドウ ェ ア に 直接 関係 し た 命令 (LIMIT. PEEK, 
роке. оя. t OUT) を プロ グラ ム 内 で 使用 し て いる 場合 に は 、 修 正 を 
要 し ます 。(BASTC テ キス ト エ リア お よび 各 ポ ー ト アド レス が MZ-80B と М2-2000 
と で は 異な る 為 ) また POTNT 命 令 に つい て は 3.8.8 (P.70) を 参照 くだ さい 。 


各 コ マン ド 解 説 の 形式 
= 式 コマ ンド の 正しい 一 般 形 を 示し ます 。 
ここ で 、 プ ログ ラマ が 指定 すべ き 項 目 は 、 イ タリ ッ ク 体 で 
示し て いま す 。 


< > 内 に 示し た 項目 は 、 省 略 可 能 で ある か 任意 に 繰り 返し 
項目 を 連ね る こと が で きる こと を 示し て いま す 。 
項目 の セパ レー タ (コン マ 、 セ ミコ ロン な ど ) は 正しく 決 
め ら れ た 位置 に 置か か な けれ ば な り ま せん 。 

コマ ンド の 機能 を 述べ ます 。 

解 s コマ ンド の 使い 方 を 詳し く 説 明 し ます 。 
コマ ンド の 使い 方 の 例 を 示し ます 。 
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21 プロ グラ ム フ ァ イル 入出 力 コ マン ド 


2.1.1 LOAD 
= 式 LOAD <file пате› 
機 能 クセ ッ ト テ ー プ ファ イル か ら 、J77 が /e пате で 指定 する BASIC テキ スト ファ イル 、 ま だ は BASIC 
プロ グラ ム に リン ク さ れる 機械 語 プ ログ ラム ファ イル を ロー ド し ます 。 
解 说 ロー ド す べき ファ イル 名 は オペ ラン ド に 記述 し ます 。 ロ ー デ ィング 動作 の 第 一 段階 で は 、 フ ァイル 


サー チ が 行わ れ 、 フ ァイル の ヘッ ダ 部 に 登録 され て いる ファ イル 名 を 読み 、 指 定 さ れ た ファ イル で 
ある か どう か 調べ ます 。 LOAD コマ ンド の オペ ラン ド に 指定 され た ファ イル 名 と 異 っ た ファ イル 
は 、 

FOUND "file пате" 
の 表示 を 行っ た 後 、 早 送り で 読み と ば され ます 。 指 定 さ れ た ファ イル が 見 つか っ た 時 は 、 

FOUND "file пате" 
に 続け て 、 

LOADING "file пате" 
が 表示 され 、 ロ ー デ ィング が 行わ れ ま す 。 図 2 一 1 は 、2 つの ファ イル を 読み と ば し た 後に 指定 フ 
ァイル "1000 primes" の ロー ディ ング を 行っ た も よう を 示し て いま す 。 


も し オペ ラン ド の ファ イル 名 指定 を 省略 する と 、 最 初 に 見 つか っ た ファ イル の ロー ディ ング を 行い 
#3. 

ファ イル の ロー ディ ング は 、 フ ァイル モー ド が BTX (BASIC テ キス ト ) また は OBJ (機械 語 プ 
ログ ラム ) の も の だ け に 実行 され ます 。 

ロー ド す べき ファ イル が BTX モー ド で ある 場合 、BASIC テキ スト エリ ア を NEW し た 後 、 新 た 
に ロー ド さ れる こと に な り 、 前 に あっ た テキ スト は 消去 され ます 。 
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2.1.2 SAVE 


OBJ モー ド の ファ イル の ロー ディ ング は 、LIMIT 文 に よっ て 確保 し た 機械 語 プ ログ ラム エリ ア が 
既に あり 、 し か も 該当 OBJ モー ド フ ァイル の ロー ディ ング アド レス が 、 そ の エリ ア 内 で あれ ば ロ 
ー デ ィング が 実行 され ます 。 こ の 場合 、BASIC テキ スト エリ ア 内 の テキ スト は 消去 され ませ ん 。 

OBJ モー ド フ ァイル の ロー ディ ング を 行う 場合 、LOAD コマ ンド は 、 プ ログ ラム 中 の ステ ー ト メ 
ント と し て 使用 する こと が で きま す 。 

OBJ ファ イル の ロー ディ ング アド レス は 、MONITOR ある い は 、LINKER 等 の レス テム プロ グ 
ラム の ファ イル 出力 時 に 指定 し 、 フ ァイル の ヘッ ダ 部 に 登録 さき れ ま す 。(BASIC イ ンタ ー ダ リタ に 
は 、OBJ ファ イル を 出力 する 機能 は あり ませ ん 。) 


ЗАМЕ <file пате? 
BASIC テキ スト エリ ア に スト ア さ れ て いる BASIC プ ログ ラム テキ スト を ファ イル 名 を 与え て カ 
セッ ト テ ー プ 上 に セー プ し ます 。 
セー プ ブ さ れる テキ スト は 、BASIC プロ グラ ム テ キス ト の 全部 (Bl. LIST コマ ンド に よっ て 表 
示さ れる プロ グラ ム テ キス ト の 全体 ) で あり 、 機 械 語 プ ログ ラム エリ ア の 内 容 は モー プ ブ の 対象 と は 
な り ま せん 。 
file пате は 、 作 成 さ れる BASIC テキ スト ファ イル (BTX) の 名 前 と な る の で 、 プ ログ ラム に 
合っ た 適当 な 名 前 を 16 文 字 以 内 の スト リン グ で 与え ます 。 file пате を 与え な いと 、 エ ラー に は な 
り ま せん が 、 名 な し の ファ イル が 作成 され る こと に な り 、 そ うし た ファ イル を 多数 作る と ファ イル 
管理 が 難し く な り ま す 。 
現在 BASIC テキ スト エリ ア に スト ア さ れ て いる プロ グラ ム テ キス ト を 、 フ ァイル 名 を "Process 
1 一 1" と し て セー プ す る に は 、 カ セッ ト テ ー プ を カセ ッ ト デ ッ キ に セッ ト し 、 

SAVE "Process 1—1" 


を 実行 し ます 。 
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2.1.3 VERIFY 


к = VERIFY <file пате» 

机 BE BASIC テキ スト エリ ア 内 の プロ グラ ム テ キス ト と 、 序 Ze пате で 指定 する BASIC テキ スト ファ 
イル の 内 容 を 比較 し ます 。 

解 01% 両者 の 内 容 が 同一 で あれ ば " ОК" が 表示 され 、 異 っ て いる 場合 は " ERROR " 表示 が な され ます 。 


図 2 一 2 の 左側 は 、BASIC テキ スト ファ イル "TEXT cycloid "を テキ スト エリ ア 内 の テキ スト 
と 比較 し て 両者 が 一 致し た 様子 を (ここ で 、 該 当 フ ァイル は 、 フ ァイル "MUSIC "の 後に 見 つか 
っ だ こと が 判り ます )、 右 側 の 写真 は 、BASIC テキ スト ファ イル "MUSIC" の 比較 が 成立 し な か 
っ だ た こと を 示し て いま す 。 


図 2—2 


オペ ラン ド に ファ イル 名 を 記述 し な いと 、 最 初 に 見 つか っ た BASIC テキ スト ファ イル が 比較 の 対 
象 と な り ま す 。 
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22 テキ スト 編集 コマ ンド 


2.2.1 AUTO 
# s= AUTO (Ils, n> 
gree スタ ー ト 行 番号 : デフ ォ ル ト 値 =10 
= 行 番号 の 増分 : デフ ォ ル ト 値 =10 
机 БЕ 間接 モー ド で の BASIC テキ スト 作成 時 に 、 定義 行 番号 を 自動 的 に 発生 きせ ます 。 
解 。 説 AUTO コマ ンド を 実行 する と 、BASIC は 行 番号 ls を 表示 し て ステ ー ト メン ト の 入力 を 待ち ます 。 
キー (また は キー) に よっ て その 行 を 入力 する と 、 改 行 し て 次 の 行 番号 в п 
を 表示 し て ステ ー ト メン ト の キー 入力 を 待ち ます 。 
この よう に 、AUTO コマ ンド は 行 番号 ls か ら ス ター ト し て 、 一 定 の 間隔 z ヵ を 置い た 定義 行 番号 を 
発生 し 、 テ キス ト 作 成 が スム ー ズ に 行え そ を る よう に し て いま す 。 
オペ ラン ド の デフ ォ ル ト 値 (指定 し な か っ た 場合 に 、BASIC が 決め る 値 ) は 、7s、 ヵ z と も に 10 で す 。 
AUTO コマ ンド か ら 通 常 の 間接 モー ド へ 戻る に は キー を 押し ます 。 
AUTO 300, ,5……… 定義 行 番号 を 、300、305、310、315……… の 順に 発生 し ます 。 
AUTO 100……… 定義 行 番号 を 、100、110、120 ……… の 順に 発生 し ます 。 
AUTO „20 定義 行 番号 を 、10、30、50、70……… の 順に 発生 し ます 。 
AUTO ……… 定義 行 番号 を 10、20、30、40……… の 順に 発生 し ます 。 
2.2.2 LIST 
ж = LIST <ls-le> 
ls ж 7 b= F 行 番号 
le eÉ 52 ド 行 番号 


Ж ВЕ 現在 BASIC テキ スト エリ ア 内 に ある プロ グラ ム テ キス ト の 全部 、 も し く は 一 部 を CRT デ ィ ス プレ 
イ 上 に リス ト し ます 。 

解 説 プロ グラ ム テ キス ト の 全部 を リス ト す る に は オペ ラン ド は 記述 し ませ ん 。 
一 部 分 を リス ト さ せる 場合 は 、 リ スト スタ ー ト 行 番号 7s と エン ド 行 番号 7e を マイ ナス 記号 "ーー "С 
結ぶ か 、 ど ちら か 一 方 を 記述 し ます 。 
リス ト 表 示 の 実行 中 に スペ ー ス バー を 押さ そる と 、 そ の 間 リ スト 表示 が 一 但 停 止 し ます 。 ま た 、 
また 、 キー を 押す と 、 リ スト 表示 が 中 断 さ れ て BASIC コマ ンド レベ ル へ 戻り ます 。 
な お 、 こ の LIST 命令 を 実行 する と 、 グ ラフ ィ ッ ク デ ィ ス プレ イ 出 力 モ ー ド ペー ジ は 、 全 ペー ジ と 


も OFF と な り ま す 。 


LIST ……… プロ グラ ム テ キス ト の 全体 を リス ト し ます 。 
LIST 300-350--: 定義 行 番号 300 か ら 350 ま で の プロ グラ ム テ キス ト を リス ト し ます 。 
LIST 2500-……… 定義 行 番号 2500 以 降 の プロ グラ ム テ キス ト を リス ト し ます 。 


LIST 0 定義 行 番号 150 の テキ スト の み を リス ト し ます 。 
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2.2.3 LIST/P 


LIST/P </s 一 7e> 
の "mm スタ ー ト 行 番号 


現在 BASIC テキ スト エリ ア 内 に ある プロ グラ ム テ キス ト の 全部 、 


イン プリ ンタ 上 に リス ト し ます 。 


プリ ンタ 上 に リス ト す る プロ グラ ム テ キス ト の 範囲 の 指定 方 法 は 、 


ド の 記述 と 同様 で す 。 


も し く は 一 部 を オプ ショ ン の ラ 


前 記 LIST コマ ンド の オペ ラン 


LDS TR や mw プロ グラ ム テ キス ト の 全体 を プリ ンタ 上 へ ヘリ スト し ます 。 


PRINT/P CHR$ (5) : LIST/P-2990 


ван プリ ンタ の フォ ー ム フィ ー ド (form feed) を 行っ た 後 、 即 ち 、 次 ペー ジ の 先頭 に 
紙 送 り を し た 後に 、 プ ログ ラム テキ スト の 行 番 2990 ま で を プリ ンタ 上 へ リス ト し 


表す 。 
プリ ンタ の 状態 に よっ て 次 の エラ ー が 発生 する こと が あり ます 。 
ЖЕггог 65 ……… プリ ンタ が レデ ィ 状 態 (ready) で な い 
ЖЕггог 66 ……… プリ ンタ の ハー ドウ ェ ア 上 の エラ ー 発 生 
Error 67 ……… プリ ンタ の 用 紙切れ 


NEW 


BASIC テ キス ト エ リア を クリ ア する と 共に 、 プ ログ ラム ワー クエ リア の 初期 化 を 行い ます 。 
NEW コマ ンド を 実行 する と 、BASIC テキ スト エリ ア 内 に ある プロ グラ ム テ キス ト を 削除 し 、 Im] 
時 に 変数 エリ ア 、 配 列 エ リア 等 の プロ グラ ム ワ ー ク エリ ア を 削除 し ます 。 

LIMIT 文 に よっ て BASIC テキ スト エリ ア が 制限 され て いる 場合 は 、、BASIC テキ スト エリ ア 内 


だ けが クリ ア さ れ 、 機 械 語 プ ログ ラム は 削除 さき れ ま せん 。 


LOAD コマ ンド の 実行 時 (BTX ファ イル ) に も ロー ディ ング の 前 に 、NEW コマ ンド と 同じ 操作 が 


行わ れ ま す 。 
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2.3 コン トロ ー ル コマ ンド 


2.31 КОМ 


2.3.2 CONT 


RUN «із» 

な ……… スタ ー ト 行 番号 
現在 BASIC テキ スト エリ ア 内 に ある プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
間接 モー ド の テキ スト 編集 操作 に よっ て 作成 し た プロ グラ ム 、 あ る い は カセ モット テー ププ ファイル か 
ら ロ ー ド し た プロ グラ ム を 実行 きせ る コマ ンド で す 。. 
プロ グラ ム を 、 そ の 先頭 行か ら 実 行 す る に は 単に 、 

RUN | cR | 
と キー 入力 し ます 。 
行 番号 /s か ら 実 行 する 場合 は 、 

RUN із | св | 
と キー 入力 し ます 。 
オペ ラン ド を 記述 し な い RUN コマ ンド で は 、 は じ め に CLR X (3° 6 ・4 節 参照 ) が 実行 され た 
の と 同様 に 、 変 数 エリ ア と 配列 エリ ア は クリ ア さ れ 、 そ の 後 、 プ ログ ラム の 先頭 行 へ ヘコ ント ロー ル 
が 移さ れ ま す 。 一 方 、RUN в コマ ンド で は 、 ク リア 操作 は 行わ れ ま せん 。 
シス テム コン トロ ー ル は 、 プ ログ ラム の 中 の ЕКО X. STOP 廊 の 実行 ある い は プロ グラ ム の 終端 
で コマ ンド レベ ル に 戻り ます 。 (途中 で エラ ー が 発生 し た 場合 や + キー が 押 
され た 場合 も コマ ンド レベ ル に 戻り ます 。) 
また 、 プ ログ ラム 中 で USR 関数 (3 ・10・ 4 節 参照 ) を 使っ て いる 場合 は 、 ユ ー ザ エリ ア の 機械 
語 プ ログ ラム や モニ タ サ プ ブルー チン 等 へ 一 旦 コ ント ロー ル が 移さ れ ま す 。 (この 場合 、 コ ント ロー 
ル は BASIC の 管理 を 離れ る こと に な り 、 キー 操作 等 は 受け つけ な く な り ま す 。) 
ある い は 、MON コマ ンド を ステ ー ト メン ト と し て 用 いた 場合 は 、 そ れ に よっ て シス テム コン トロ ー 
ル は モニ タコ マン ドレ ベル へ 、BOOT コマ ンド を ステ ー ト メン ト と し て 用 いた 場合 は TPL スタ ー 
ト 状態 へ ヘコ ント ロー ル が 移さ れる こと に な り ま す 。 


CONT 
プロ グラ ム の 実行 中 の + キー の 入力 、 あ る い は STOP Ж, END 文 の 実行 に 
よっ て プロ グラ ム が 中 断 状態 に ある 時 、 プ ログ ラム の 実行 を 継続 し て 再開 し ます 。 

(CONT : continue) 
CONT コマ ンド は 、 通 常 プ ログ ラム の デバ ッ グ の た め 用 いら れ 、STOP 文 あ る い は キー 
の 入力 に よっ て 任意 の 箇所 で 実行 を 停止 きせ 、 直 接 モ ー ド に よっ て 中 間 結果 を 調べ た り 、 変 数 の デ 
ー タ を 変え た り し た 後 の ア ログ ラム 実行 の 継続 に 使わ れん ます 。 
プロ グラ ム の 再開 を 別 の 行か ら 行 う 場合 は 、RUN Zs コマ ンド また は 、GOTO із コマ ンド を 使い 
ます 。 
プロ グラ ム 中 断 中 に 間接 モー ド に よる プロ グラ ム の 編集 作業 (エディ ショ ン ) を 行っ た 場合 は CO 
NT 不能 (Error 17) と な り ま す 。 
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2.3.3 MON 


2.3.4 BOOT 


MON 
BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 に よる シス テム コン トロ ー ル を 離れ て 、MONITOR MZ-1Z00 
1M の シス テム コン トロ ー ル レベ ル へ 移り ます 。 (MON : MONITOR) 
メモ リマ ッ プ (付録 A. 3) に 示さ れる よう に 、 シ ステ ム は 、BASIC イ ンタ ー プ リタ と "MONITOR 
の 2 層 構 造 の シス テム プロ グラ ム に よっ て 動作 し て いま す 。1IPL に よっ て カセ ッ ト テ ー プ か ら MON 
ITOR MZ-1Z001M と BASIC MZ-1Z001 を ロー ディ ング し た 時 、 シ ステ ムコ ント ロー ル は BAS 
IC イ ンタ ー プ リタ に 移さ れ ま す が 、MON コマ ンド に よっ て シス テム コン トロ ー ル を MONITOR の 
方 へ 移す こと が で きま す 。 
MONITOR MZ-1Z001M は 、M (メモ リ ・ コ レク ショ ン )、D (メモ リ ・ ダ ンプ ) J ( ジャ ンプ )、 
$ (セー ブ )、V (ベリ ファ イ )、L (ロー ド ) の 6 個 の コマ ンド に よっ て 機械 語 プ ログ ラム の 作成 、 
実行 、 フ ァイル 出力 が で きま す 。MONITOR MZ-1Z001M に つい て は 
MONITOR 篇 

を 参照 し て くだ さい 。 
な お 、MONITOR か ら BASIC へ の 復帰 は 次 の ジャ ンプ 命令 に よっ て 実行 で きま す 。 

ЖЈ 

J-ADR . 1240 ……… BASIC テキ スト エリ ア を クリ ア し て 復帰 する 。 


(соја start) 


* J 
J-ADR . $1300……… BASIC テキ スト エリ ア を クリ ア せ ず に 復帰 する 。 
(hot start) 
BOOT 


MZ-2000 の シス テム IPL (initial program loader) を 起動 し ます 。 

IPL の 起動 に よっ て 新た に 、 カ セ モット テー プ フ ァ イ ル あ る い は は フロッピー ディスケット か ら シ ステ 
ム プ ログ ラム が ロー ディ ング され ます 。 従っ て 当然 、 現 在 シ ステ ム 内 に ある BASIC イン ター プリ 
タ 、MONITOR、 ユ ー ザ プロ グラ ム 等 は 消去 され る こと に な り ま す 。 

BOOT コ マン ド の 実行 は 、MZ-2000 の 電源 スイ ッ チ を ON に し た 時 、 あ る い は IPL リ セッ トス イッ 
チ を 押し た 時 と 同様 の 機能 が ある わけ で す 。 
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2.4 デフ ァ イ ナ プル ファ ンク ショ ン キ ー・ リ スト コマ ンド 
2.4.1 KLIST 
= 式 KLIST 
机 — BE デフ ァ イ ナ プル ファ ンク ショ ン キ ー の 定義 状態 を 調べ る た め 、CRT デ ィ ス プレ イ 上 へ スズ トリ ング 定 
義 の リス ト 表 示 を 行い ます 。 
解 8 


` і <> 
5102 — 3 は KLIST コマ ンド の 実行 例 を 示し た も の で 、10 個 の ファ ンク ショ ン キ ー の 全て が Жжт 
ンド 等 に 定義 され て いる の が わか り ま す 。 


BASIC MZ-1Z001 の 
ステ デー トメ ント 


この 章 は 、BASTC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 の 持つ すべ て の ステ ー ト メン ト を 説 
明 し ます 。 


各 ス テー トメ ント 解説 の 形式 
ス デ ー ト デメ ント の 正しい 一 般 形 を 示し ます 。 
ここ で 、 プ ログ ラマ が 指定 すべ き 項 目 は 、 イ タリ ッ ク 体 で 
Мытная. 
<> 内 に 示し た 項目 は 、 省 略 可能 で ある か 任意 に 繰り 返し 
項目 を 連ね る こと が で きる こと を 示し て いま す 。 
項目 の セパ レー タ (コン マ 、 セ ミコ ロン な ど ) は 正しく 決 
め ら れ た 位置 に 置か か な けれ ば な り ま せん 。 
机 fE ステ ー ト メン ト の 機能 を 述べ ます 。 
ステ ー ト メン ト の 使い 方 を 詳し く 説 明 し ます 。 
ステ ー ト メン ト の 使い 方 の 例 を 示し ます 。 


Chapter 
3 
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31 {КАЖ 


3.1.1 LET 


«ТЕТУ р=е 
っ mt… 数 値 変数 また は 数 値 配列 要素 、 あ る い は スト リン グ 変 数 また は スト リン グ 配 列 要 素 
(о : variable) 
ет ИЕ К, 数 値 変 数 、 数 値 配列 要素 、 数 値 関数 また は それ ら の 算術 式 、 あ る い は スト リ 
ング 定数 、 ス トリ ング 変数 、 ス トリ ング 配列 要素 また は それ ら の 結合 式 
(е : expression) 
e で 表わさ れる デー タ を 、 ゎ ヵ で 表わさ れる 変数 また は 配列 要素 に 代入 し ます 。 
e の 値 と 、 そ れ を 代入 する ぁ の 型 は 、 同 じ し デ ー タ 型 (数 値 、 ス トリ ング ) で な けれ ば な り ま せん 。 
LET は 、 省 略す る こと が で きま す 。 省 略し た 場合 、 
A=A+3 
と いう よう な 文 を 、 数 式 の 表現 と し て 見 た と する と "等 式 "で は あり 得 な いも の で す 。 こ れ は 、 関 係 
式 で は な く 、 変 数 4 の 値 に 3 を 加算 し て 、 そ の 結果 を 新た に 変数 A に 代入 きせ る 文 だ と いう こと を 
間違わ な いよ うに し て くだ さい 。 
次 の 各 代 入 女 は いずれ も 正しい 使い 方 で す 。 
10 N=32 
10 А$ = " Give те file пате "' 
10 LET А%-- А%-СНН%(255) 
10 К(р) - ЗІМ(ТНЖ /180-- С) + SIN(2 玉 TH 米 ヶ 7180+ С) 
ae ダイ レク トモ ー ド で の 代入 例 


次 の 各 文 は 誤り で す 。 
20 D$=A+B-........... 左辺 が スト リン グ 変 数 で ある の に 右辺 が 数 式 と な っ て いる 。 
20 LOG(LK) =LK 十 1……… 左辺 が 数 値 変 数 また は 数 値 配列 要素 で な い 。 


うら 


3.2 入出 力 文 


一 般 に 入出 力 文 と いそ えば 、 キ ー ボ ー ド 、CRT デ ィ ス プレ イ 、 サ ウン ド 、 入 出力 ター ミナ ル 、 ラ イン プリ ンタ そし て 外部 
ファ イル と の や り と り を 制御 する すべ て の 文 が 含ま れ ま す 。 し か し 、 こ の セク ショ ン で は 、 そ の うち 基本 的 な 入出 力 
文 (PRINT 文 、INPUT 文 、GET 文 、READ 一 DATA 一 RESTORE 文 ) を 解説 し 、 そ の 他 の 入出 力 文 は 、 以 降 の セク シ 
ョ ン で 、 デ ー タ ファ イル コン トロ ー ル 文 、 音楽 コン トロ ー ル 文 、 グ ラフ ィ ッ クコ ント ロー ル 文 、 入 出力 ポー ト コン トロ ー ル 文 
に それ ぞ れ グル ー プ 分 けし て 解説 され て いま す 。 | 


3.2.1 PRINT 


PRINT Ха, кер deans н. d3 
? «е d, e, Ф en dp? 
ере 出力 デー タ ま た は タビ ュ レ ーション 関数 
др セパレータ 


オペ ラン ド の 出力 並び に 指定 され た デー タ (数 値 デ ー タ 、 ス トリ ング デー タ ) を セッ マレ ー タ の 機能 、 
タビ ュ レ ーション 関数 の 機能 等 に 従っ て 並び の 順に CRT デ ィ ス プレ イ に 表示 し ます 。 

デー タ の 出力 ポイ ンタ は カー ソル で あり 、PRINT 文 を 実行 する 直前 の カー ソル 位置 か ら 表 示 が 
実行 され 、 カ ー ソ ルポ イン タ も 移動 し ます 。 デー タ の 出力 形式 は 、 セ パレ ー タ 、TAB 関 数 、SPACE $ 
関数 、 ス トリ ング デー タ 中 の カー ソル コン トロ ー ル コー ド に よっ て 決ま り ま す 。 
出力 並び を 省略 する と 、 改 行 の み が 実 行 さ れ ま す 。 

キー 入力 を 簡便 に する た め 、 2 番目 の 書式 に 示し た よう に "'? "記号 を "PRINT'" の か わり に 使用 
する こと が で きま す 。 

数 値 デ ー タ の 出力 は 、 実 数 形式 また は 、 指 数 形式 に よっ て 表示 され ます 。 

実数 形式 の 出力 は 、 一 般 に 、0.00000001 以 上 10* 未満 の デー タ に つい て 行わ れ 、 次 の 形式 で 表示 さ 
れ ま す 。 


空白 
| | Х---Х. X メ ーーーX 


( 1 未満 の デー タ の 時 は 1 の 位 を 桁 に 含め な い ) 
即ち 、X は 0 一 9 の 数 字 で 8 桁 以 内 で あり 、 小 数 の 場合 は 、 数 字 と 数 字 の 間 の いずれ か に 人 小数点 が 置 
か れ ま す 。 デ ー タ の 先頭 に 置か れる 符号 は 正 な ら ば 空白 、 負 な ら 一 (minus) が 表示 され ます 。 
指数 形式 の 出力 は 、 実 数 形式 で 表示 で きる 範囲 を 越え た 場合 行なわ れ 、 次 の 形式 で 表示 され ます 。 


(7°). *ーーーー xs| |yy 


即ち 、 デ ー タ の 先頭 に 符号 が つき 、 正 な ら ば 空白 、 負 な ら ば ー(minus) が 表示 され ます 。 

仮数 部 (. Х————Х) は 小数 点 以下 8 桁 以内 で あり 、 最 大 の 桁 と 最小 の 桁 は 0 以外 の 数 字 に な 
り ま す 。 

指数 部 は E (exponential) 表示 に 続い て 、 指 数 の 符号 ( 十 ま た は 一 ) が 表示 され 、 指 数 が 2 桁 の 数 
の 数 YY (Y は 0 一 9 の 数 字 ) に よっ て 表示 され ます 。 
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スト リン グ デ ー タ の 出力 は 、 カ ー ソ ル 位 置か ら 続け て 実行 され ます 。 

スト リン グ デ ー タ が 、 だ た と えば カー ソル コン トロ ー ル 等 の PRINT 廊 の 制御 用 コー ド で ある 場合 
は 、 そ れ に 従っ た コン トロ ー ル が 実行 され ます 。 即 ち 、 ア デス キー コー ド 0 一 29 ま で が 問題 と な る 
の で 、 そ れ ぞ れ の 場合 、PRINT の 出力 並び の デー タ と し た 時 、 ど の よう な コン トロ ー ル が 行 な 
われ る か を まとめ て 示し ます 。 


PRINT CHR$ (0) 何 も 実行 し ませ ん 。 

PRINT CHR$ (1) カー ソル が 1 行 分 下 へ 移動 し ます 。 

PRINT CHRS$ (2) カー ソル が 1 行 分 上 へ 移動 し ます 。 

PRINT CHR$ (3) カー ソル が 1 字 分 右 へ 移動 し ます 。 

PRINT CHR$ (4) カー ソル が 1 字 分 左 へ 移動 し ます 。 

PRINT CHRS (5) カー ソル が CRT デ ィ ス プレ イ の 左上 隅 へ 移動 し ます 。 

PRINT CHRS$ (6) 画面 を クリ ア し 、 カ ー ソ ル が CRT デ ィ ス プレ イ の 左上 隅 へ 移動 。 

PRINT CHR$ (7) カー ソル の 左側 に ある 1 文字 を 削除 し 、 カーソル も 1 文字 分 左 へ 移動 。 

PRINT CHR$ (8) カー ソル の 位置 に 1 文字 分 の 空白 を あけ ます 。 

PRINT CHR$ (9) キー 入力 モー ド に つい て グラ フィ ッ ク モ ー ド ーー ノー マル モー ド 
を 切り 換え ます 。 

PRINT CHRS$ (10) キー 入力 モー ド に つい て シフ トロ ッ ク モ ー ド <ー み ノー マル モー ド 
を 切り 換え ます 。 

PRINT СНВ$ (11) 何 も 実 行 し ませ ん 。 

PRINT CHRS$ (12) キー 入力 モー ド に つい て カナ モー ド デ ーー ノー マル モー ド を 切り 換 
えま すず 。 

PRINT CHR$ (13) 何 も 実 行 し ませ ん 。 

PRINT CHRS (14) シフ トロ ッ ク モ ー ド 、 グ ラフ ィ ッ ク 入 力 モ ー ド 、 カ ナ モ ー ド を 全 
て 解除 。 

PRINT CHR$ (15) キー ボー ド の キー 入力 モー ド に つい て カナ モー ド を 解除 し ます 。 


PRINT CHR$ (16—29) スペ ー ス を 1 個 表示 し ます 。 
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上 記 命 令 を 実行 する 場合 、 こ の 命令 の あと に セミ コロ ン を つけ る と 上 記 コ ント ロー ル 内 容 の み を 
実 


70 РАМТ CHR$ (2); 


同じ く 、 コ ンマ を つけ る と 上 記 コ ント ロー ル 実 行 後 、10 文 字 分 の タビ ュ レ ーション を 行ない ます 。 
(J) 
80 PRINT CHR$ (3), 


セミ コロ ン ま だ は コン マ を つけ な いで この 命令 を 実行 する 場合 は 、 上 記 コ ント ロー ル 実 行 後 改行 
され ます 。 
(І) 

90 PRINT CHR$ (6) 


баж) 
キー 入力 モー ドコ ント ロー ルコ ー ド CHRS$ (9), СНЕЗ (10), 、CHR$ (12) で は 、 そ れ ぞ れ の キー 
入力 モー ド と ノー マル モー ド を 切り 換え る 、 と あり ます 。 こ れ は 、 モ ー ド 切り 換え は フリ ッ プ ・ 
フロ ッ プ 動作 な の で 、 1 回 コー ド を 与え る 毎 に キー 入力 モー ド が 切り 換わる こと に な る と いう 意 
味 で す 。 た と えば 、 現在 ノー マル モー ド (まだ は カナ モー ド ま だ た は シフ トロ ッ ク モ ー ド ) の と き 
PRINT CHRS$( 9 ) を 実行 すれ ば キー 入力 モー ド は グラ フィ ッ ク モ ー ド と な る し 、 現在 グラ フィ 
ッ ク モ ー ド の と き 実 行 す れ ば ノー マル モー ド へ 戻る こと に な り ま す 。 ま た 、 キ ャ リッ ジリ ター ン を 
行う と キー 入力 モー ド は 常に ノー マル モー ド へ 戻り ます か ら 注 意 が 必要 で す 。 
た と えば 、INPUT 文 の 実行 の 前 に キー 入力 モー ド を カナ 入力 モー ド と する に は 

100 PRINT CHRS(14) : CHR$ (12) : : INPUT AS 
と し ます 。 セ ミコ ロン を 忘れ る と キャ リッ ジリ ター ン が 実行 され カナ 入力 モー ド は た ち ま ち 解 除 
され て し まい ます 。 


複数 個 の 出力 並び は 、 2 種類 の それ ぞ れ 機能 の 異 る モン パパ レー タ に よっ て 区 切り ます 。 
г (EM) чине 出力 デー タ を 続け て 表示 し ます 。 

се сш) аа 出力 デー タ を タビ ュ レ ーション を つけ た 位置 に 表示 し ます 。 即 ち 、 
左 の デー タ の 先頭 位置 か ら 10 文 字 目 を 右 の デー タ の 先頭 位置 と し ま 
す 。 た だ し 、 左 の デー タ が 10 文 字 以 上 ある 場合 は 、 オ ー バ レイ し な 
い 位 置 ま で 、10 文 字 単 位 の タビ ュ レ ーション を 行ない ます 。 

TAB 関 数 (p.95 参 照 ) は PRINT 文 中 で 、 タ ビュ レー ショ ンコ ント ロー ルフ ァ ン クシ ョ ン と し て 

用 いら れ 、 和 任意 の タビ ュ レ ーション を 与え る こと が 可能 で す 。( タ ビュ レー ショ ン は 増加 する 形 で 

し か 与え を られ ませ ん ) 
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3.2.2 INPUT 


ЕТ 式 INPUT (SSO був, е „ба > 
e essex スト リン グ デ ー タ : デー タ 入 力 メ ッ セ ー ジ 
机 数 値 変数 また は 数 値 配列 要素 、 あ る い は スト リン グ 変 数 また は スト リン グ 配 列 要 素 


机 。 НЕ プロ グラ ム の 実行 中 に 、 キ ー ボ ー ド か ら デ ー タ (数 値 定 数 、 ス トリ ング 定数 ) が 入力 され る の を 待 
ち 、 入 力 並 びに 指定 され た 変数 また は 配列 要素 に デー タ を 順次 代入 し ます 。 

# 。 説 INPUT 文 が 実行 され る と CRT デ ィ ス プレ イ に " ? "が 表示 され 、 つ づけ て カー ソル 点 減 に よっ て デー 
タ の 入力 待ち の 状態 に ある こと を 示し ます 。 "スト リン グ メ ッ セ ー ジ " を 用 いて いる 場合 は 、 は じ 
め に その メッ セー ジ を 表示 し 、 続 け て カー ソル を 表示 し ます 。 "スト リン グ メ ッ セ ー ジ "と 入力 普 
び の セパレータ は " ; "を 用 いま す 。 
入力 並び が 複数 個 ある 場合 、 入 力 デ ー タ を コン マ " , "に よっ て 区 切っ て キー 入力 する こと が で き 
ます 。 デ ー タ 入力 は CI キー に よっ て 実行 きれ ます 。 
入力 デー タ が 入力 並び より 少 い 場合 は 、 次 の 行 に " ? "を 表示 し て 更に デー タ が 入力 され る の を 待 
ち ま す 。 
入力 デー タ が 入力 並び より 多い 場合 、 余 っ た デー タ は 無視 され ます 。 入 力 デ ー タ と 入力 並び の デー 
タ の 型式 は 同一 で な けれ ば な り ま せん 。 ス トリ ング 定数 は 、 ク ォ ー テ ーション マー ク を 用 い ず に 入 
力 で きま す が 、 そ の 場合 は スト リン グ デ ー タ の 前 後に 与 を られ た スペ ー ス は 無視 され ます 。 ス ト 
リン グ の 前 後に スペ ー ス を 与え た り 、 コ ンマ を 与え る 場合 は 全体 を クォーテーション マー ク で 囲み 
ます 。 
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3.2.3 СЕТ 


тоа 数 値 変数 また は 数 値 配列 要素 、 あ る い は スト リン グ 変 数 また は スト リン グ 配 列 要 素 

プロ グラ ム の 実行 時 に 、 押 きれ て いる キー を 調べ て その デー タ を 変数 また は 配列 要素 に 代入 し ます 。 
GET 文 が 実行 され た 時 、 キ ー が 押さ きれ て いた だ たら 、 そ の デー タ を 変数 また は 配列 要素 に 代入 し ます 。 
キー が 押さ れ て いな い 場 合 、 数 値 変数 また は 数 値 配列 要素 に は 0 が 代入 され 、 ス トリ ング 変数 また 
は スト リン グ 配 列 要 素 に は " " (Null) が 代入 きれ ます 。 
GET 文 に よっ て 入力 され る デー タ は どれ か 1 つの キー デー タ で あり 、 数 値 デ ー タ で あれ ば 、0 一 
9 の うち いずれ か の 整数 で あり 、 ス トリ ング デー タ で あれ ば 、 1 文字 が 入力 きれ ます 。 2 個 以上 の 
キー を 押し て いて も 、 優 先 度 の 最も 高い キー が 有効 と な り ま す 。 ま た 、 数 値 変数 また は 数 値 配列 要 
素 に 対し て は 、 数 字 の キー 以外 を 押し て いて も 無視 され ます 。 


3.2.4 READ 一 DATA 


READ vı < WT ‚ от? 


DATA а, «ут а» 


DATA 文 に 記述 し た デー タ 並 び を 読み 、 変 数 また は 配列 要素 に 代入 し ます 。 
READ 廊 と DATA 廊 は いつ も 対 に し て 用 いま す 。 

DATA 文 は 、1 文 あ る い は 複数 廊 で 、 デ ー タ 並び (デー タテ ー ブ ル ) を 構成 し 、READ 文 は 、 そ の 
デー タ を 順番 に 1 つ 1 つ 読み 出し て 、 入 力 並 び の 1 つ 1 つの 変数 また は 配列 要素 に 代入 し ます 。 徒 
っ て 、 デ ー タ 並び の デー タ と 、 対 応 する 入力 並び の 変数 また は 配列 要素 の デー タ の 型 は 一 致し な け 
れ ば な り ま せん 。 一 致し な いと Error 4 (Раја mismatch) が 発生 し ます 。 

READ 文 の 実行 中 に DATA 娘 の デー タ 並 び を 越え た 場合 は 、Error 24(Out of DATA) が 発生 し 
ます 。 

READ 文 で 、 デ ー タ 並び の 途中 の デー タ ま で 読ん だ あと 、 次 の READ 文 を 実行 する と 、 そ の 次 の デ 
ー タ か ら ひ き 続 いて 読み 出さ れ ま す 。 

RESTORE 文 を 用 いる と 、 次 に 実行 する READ 廊 で 読み 出す デー タ 並 び の 位置 を 決め る こと が で き 
ます 。 
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3.2.5 RESTORE 


= 式 RESTORE «те number > 

机 能 READ 文 で 読み 出す デー タ 並 び を 、 デ ー タ 並び の 先頭 、 あ る い は 指定 し た 行 番号 の デー タ 並 びに 設 
定 し ます 。 

解 说 オペ ラン ド を 記述 し な いか ある い は 、 0 を 記述 する と 、 デ ー タ 並び の 先頭 、 即 ち 、 DATA 女 の うち 


最も 小さ い 行 番号 を も つも の の 先頭 へ デー タ 読 み 出 し ポイ ンタ が な リストア され ます 。 
オペ ラン ド に < 行 番号 > を 指定 する と 、 そ の 行 の DATA 文 、 ま た は 、 そ の 以後 で 最も 小さ い 行 番号 
を も つ DATA 文 の 先頭 へ デー タ 読 み 出し ポイ ンタ が リス ト ア され ます 。 
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3.3 ルー フ 文 


3.3.1 FOR~ NEXT 


書 式 
機 ВЕ 
解 説 


FOR сь= ТО р <5ТЕР зт» 


NEXT «со» 
НН コン トロ ー ル 変数 (contol variable) : 数 値 変数 また は 数 値 配列 要素 
фу a 初期 値 (initial value) : 数 値 デ ー タ 
КЕЙІ 終値 (Епа! value) : 数 値 デ ー タ 
оон 増分 (step value) : 数 値 デ ー タ 


ある ルー チン の 繰り 返し 実行 を 行い ます 。 

変数 cg は 、FOR 一 NEXT 文 が 構成 する 繰り 返し ブロ ッ ク (2-7) の 制御 変数 で あり 、 最初 初期 
値 が 代入 され ます 。 ル ー チ ン の 終わ り で NEXT 文 が 実行 され 、STEP so で 与え られ た 増分 が 
制御 変数 に 加算 きれ 、 こ の 値 が 終値 ヵ を 越え な い 値 で あれ ば 、FOR 文 の 次 の 実行 文 へ 戻り 、 繰り 
返し 処理 が 続け られ ます 。 増分 sw は 、 通常 は 正 の 増分 を 与え を ます が 、 負 の 値 を 用 いる こと も で きま 
す 。 こ の と き 最 終値 は 初期 値 よ り 小 さく 設定 し ます 。 ル ー プ は 、 制 御 変数 の 値 が 最終 値 よ り 小 さく 
な る まで て 実行 され ます 。STEP sz を 省略 する と 、 増 分 三 1 で 実行 され ます 。 


多重 ルー プ 
FOR 一 NEXT ル ー プ は 多重 に 重ね る こと が で きま す 。 ルー プ の 重ね 合わ せ は 、 必 ず 入 れ 子 型 ( ネ 
スト 構造 ) と な る よう に し 、 内 側 の ルー プ は 、 外 側 の ルー プ に 完全 に 含ま れ な けれ ば な り ま せん 。 
まだ た それ ぞ れ の ルー プ は 別々 の 制御 変数 を 使わ な けれ ば な り ま せん 。 

ネス ト の 深 さ は 最大 16 (即ち 16 重 の ルー プ ) で す 。 ネ ステ ィング が 16 重 を 越す と Error 11(FOR 
nesting) が 発生 し ます 。 

多重 ルー プ が 同じ 場所 で 終わ る 場合 は 、1 つ の NEXT 文 に まとめ て し まう こと が で き 、 その 時 は 
NEXT 文 の オペ ラン ド に は 制御 変数 名 を コン マ で 区 切っ て 、 内 側 の ルー プ の 制御 変数 名 か ら 順 に 
記述 し ます 。 

NEXT 文 が 最も 近い FOR 文 に 対応 する 場合 は 、 その 制御 変数 名 を 省略 する こと が で きま す 。 
も し 対応 する FOR 文 の な い NEXT 文 が ある と 、 そこ で Error 13 (NEXT-no FOR) が 発生 し 
Ж”. 

FOR~—NEXT の ルー プ 中 で は CLR 文 は 使え ませ ん 。 

プ ブログ ダグラム 

10 FOR X=1 TO 9 


20 FOR Y=1 TO 9 
30 PRINT Хжу; 内 側 の ルー プ 外側 の ルー プ 
40 NEXT Y 


50 PRINT 
60 NEXT Х 
70 ЕКО 
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この 場合 ネス ティ ング の 深き は 2 で す 。 図 3 一 3 は 、2 重 ル シル ー プ を 用 いて 九 九 を 表示 させ た 例 で す 。 


加 3 一 3 2 重 ル ー プ の 例 


次 は 正しく な い 例 で す 。 


ブロ グラ ム 
100 ЕУ =30 
110 FOR М=0 ТО FV STEP3 
120 PRINT AS(N) 
130 FOR 1=1 TO 5 
140 PRINT A (N, 1) ネス ト 構 造 が で き て いな い 
NEXT М, 1 


150 


3.4 Э 


3.41 СОТО 
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[кенен 参照 行 番号 (reference line number) 
プロ グラ ム 実 行 を 、77 で 指定 され た 行 番号 の 文 へ 無 条件 に 移し ます 。 
7 ヶ の 行 の 文 が 実行 文 で あれ ば 、 そ の 文 お よび それ に 引き 続く 文 が 実行 され ます が 、 非 実行 文 で あれ 
($, 引き 続く 最初 の 実行 娘 ま で スキ ッ プ ' し ます 。 
(7/7 は 、 な で 指定 する 行 の 定義 行 番号 ld を 直接 指定 し な く て は な り ま せん 。) 


3.4.2 GOSUB~ RETURN 


ГО 
[=] 


式 


プロ グラ ム 実 行 を 、77 で 指定 され た 行 番号 の サブ ルー チン へ 無 条 件 に 移し 、RETURN 文 に よっ て 、 
GOSUB 文 の 次 の 文 へ 戻 り ま す 。 

サブ プル ー チ ン は 、 プ ログ ラム 中 で ある 特定 の 問題 を 処理 する 目的 で 1 つの ルー チン と し て まとめ ら 
れ だ た も の で す 。 プ ログ ラム 中 で 何 度 も 実行 する 必要 の ある 部 分 を サブルーチン 化す る こと に よっ て 、 
テキ スト を 縮め る こと が で きる だ け で な く 、 プ ログ ラム の 構造 自体 を 組織 化す る こと が で きま す 。 
サブ ルー チン は 、 メ イン プロ グラ ム あ る い は 他 の サブ ルー チン か ら 参 照 さ れ ま す が 、 サ ブル ー チ ン 
の 多重 化 (ネス ティ ング ) は 、 最 大 16 ま で 許さ れ ま す 。 

サブ ルー チン の 分 岐 と は GOSUB 廊 の 実行 自体 が 、 そ の 定義 と な っ て いま す 。 従っ て サブ ルー チン 
の 先頭 や 終わ り と いっ だ 特別 の 場所 が 必ず 存在 する 訳 で は な く 、 GOSUB 文 に よる プロ グラ ム の 
分 岐 と 、 対 応 す る 同じ し レベ ル の RETURN 文 に よっ て 復帰 が それ ぞ れ 実行 きれ ます 。 た と そば 、1 
つの サブ ルー チン に 対し て 複数 の ちがっ た 参照 行 番号 に よる 呼び 出し が 行わ れ だ た り 、 複 数 の RE- 
TURN 廊 に よっ て サブ ルー チン の 終了 が 決め られ る こと が あり ます が 、 も ちろ ん 、 そ れ ぞ れ の 場合 
に は 、1 つの GOSUB 婦 の 実行 に 対し て 、 1 つの RETURN 文 の 実行 が 対応 し な く て は な り ま せん 。 
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3.4.3 IF 一 THEN 


р 
Еа 


式 


IF е THEN lr 
ТЕ е THEN statement 


gma 関係 式 (relational exression) また は 論理 式 (logical expression) 
リル EC ен 参照 行 番号 (reference line number) 


関係 式 ま た は 論理 式 (2 に よっ て 記述 され る 条件 を 判断 し 、 条 件 付き の 分 岐 を 実行 し ます 。 

関係 式 ま た は 論理 式 が 真 の 場合 (条件 が 成立 し 、 式 の 値 が ー 1 と な る 場合 ) は 、 THEN 以 下 が 実 行 
され ます 。 THEN に 続け て 参照 行 番号 lr を 記述 する と 、 その 行 へ の ジャ ンプ が 実行 され ます 。 
THEN 以 下 に は 、 続け て 別 の ステ ー ト メン ト を 記述 する こと が 可能 で あり 、1IF THEN IF 一 と い 
っ た 構文 を 作成 する こと も で きま す 。 

関係 式 ま た は 論理 式 が 偽 の 場合 (条件 が 成立 せ ず 、 式 の 値 が 0 と な る 場合 ) は 、 次 の 行 番号 へ プロ 
グラ ム 実 行 が 移り ます 。 従 っ て 、IF 一 THEN 廊 の 後に マル チ ス テー トメ ント が 記述 され て いて も 、 
この 場合 は 無視 され る こと に な り ま す 。 

IFーTHEN 文 の 働き を 論理 図式 で 表わす と 次 の よう に な り ま す 。 


次 の 行 番号 へ 


な ヶ の 示す 行 へ ジャ ンプ する 


次 の 実行 文 へ 


図 3 一 4 IF -ТНЕМХО ВЕ 


数 値 デ ー タ を 比較 する 場合 の 注意 

BASIC MZ-1Z001 で 扱う 数 値 は 、BASIC 内 部 で は 2 進 浮動 小数 点 形 式 で 記述 され 、 演 算 、 比 較 
処理 が 実行 され ます 。 2 進数 表現 の 場合 、 数 値 は 必ず し も 正確 で な いた め 、 実 数 演算 、 比 較 等 の 処 
理 で は 、 誤 差 の 発生 ある い は 、 外 部 表現 (PRINT 文 な ど に よっ て 示さ れる 10 進 表現 ) と の くい ち 
が い が 発 生 し 得る と いう こと に 注意 する 必要 が あり ます 。 た と えば 、 あ る 演算 の 結果 の 値 が 、 数 学 
的 に は 整数 値 と な る 場合 で も 、 演 算 の 途中 で 整数 以外 の デー タ を 扱っ て いる 場合 に は 、 内 部 表現 で 
は 必ず し も 整数 値 が 得 ら れる と は 限り ませ ん 。 
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例 数 値 デ ー タ の 内 部 表現 と 外部 表現 の 相違 を 簡単 な 例 に よっ て 見 て みる こと に し ます 。 だ た と えば 、 1 
を 10 で 割っ て 、 次 に 10 倍 する と いう 演算 を 行う と 、 結 果 の 表示 は " 1" と な り ま す が 内 部 表現 が 、 
"整数 の 1 " で な いため IF 文 の 比較 で 両者 が 一 致し な いと いう こと が 起き ます 。 
プロ グラ ム 
10 А=1/10Ж10 
20 ІК А-1 THEN PRINT "ТВОЕ" : СОТО 40 
30 PRINT "FALSE" 
40 PRINT "А="; А 
50 END 


FALSE 

А= 1 

この 実行 結果 は A = 1 と 表示 され な が ら 比 較 が "FALSE" で あり 、 一 見 不 合理 で す が 、 数 学 的 な 
数 の イメ ー ジ と 計算 機 が 扱う 固定 長 数 値 デ ー タ と は 同じ も の で は あり 得 な いこ と 、 計 算 機 で 扱う 数 
値 デ ー タ も 内 部 表現 と 外部 表現 と が 異 る こと が ある こと を 示し て いま す 。 

IF 文 で の 数 値 デ ー タ の 比較 は 数 値 の 内 部 表現 に よっ て いま す 。 そこ で 比較 文 を 、 外 部 表現 の レベ ル 
に し て や る こと に よっ て 上 記 の 不 合理 さき を 除く こと が で きま す 。 内 部 表現 を 外部 表現 へ 変え る 場合 
は 、 有 効 桁 数 8 桁 内 の 数 値 へ 置き 換え る 操作 が 行わ れる の で 、 次 の TF Ж. 

IF АВ5(А-Х)< 1Е-8 THEN……… 

に よっ て 数 値 デ ー タ A と X は 、1/10* の 精度 、 従 っ て 数 値 の 外部 表現 の レベ ル で 比較 さき れる こと に 
な り ま す 。 


練 習 1) 行 番号 20 を 上 記 の ABS 関 数 を 用 いた 比較 文 に 変更 し 、 精 度 を 変え て みて 、A の 値 と 整数 1 と の 
違い が どの 程度 の も の か 調べ よ 。 
2) 行 番号 10 中 の 演算 を 、 順 護 を 変え て 
10 А=1=ж10/10 
と し た 時 は どう で ある か 調べ よ 。 


IF А=Х THEN… 変数 人 と X の 数 値 が 等 し いな ら ば 、THEN 以 降 の 命令 を 実行 し ます 。 


ІК А$ = "XYZ" スト リン グ 変 数 A $ の 内 容 が スト リン グ XYZ で あれ ば 、THEN 以 降 の 命令 を 実行 
THEN… LET. 


IF A>X THEN… 変数 A が X よ り 大 きい な ら ば 、THEN 以 降 の 命令 を 実行 し ます 。 
ТЕ A<X THEN- | 変数 A が X よ り 小 さい な ら ば 、THEN 以 降 の 命令 を 実行 し ます 。 


IF A マ >X THEN… | 変数 A と X の 数 値 が 等 し く な いな ら ば 、THEN 以 降 の 命令 を 実行 し ます 。 
IF А>-Х THEN… | 変数 A が X よ り 大 きい か 等 し いな ら ば 、THEN 以 降 の 命令 を 実行 し ます 。 


ТЕ А<-Х THEN… | 変数 A が X よ り 小 さい か 等 し いな ら ば 、THEN 以 降 の 命令 を 実行 し ます 。 


IF(A>X) Ж(В>Ү) | 変数 A が X よ り 大 きく 、 か つ 変 数 B が Y よ り 大 きい な ら ば 、THEN 以 降 の 命令 を 実 
THEN… 行 し ます 。 

ІЕ(А>Х) +(В>Ү) | 変数 ん 4 が X よ り 大 きい か 、 ま た は 変数 B が Y よ り 大 きい な ら ば 、 THEN 以 降 の 命令 
THEN… を 実行 し ます 。 
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3.4.4 IF 一 GOTO 


式 


ТЕ е СОТО Ir 


аи 関係 式 ま た は 論理 式 
РЕ 参照 行 番号 


関係 式 ま た は 論理 式 e に よっ て 記述 され る 条件 を 判断 し 、 そ の 結果 に 従っ て 分 岐 を 行い ます 。 

IF デーTHEN と 同様 に 条件 付き 分 岐 を 行う 文 で す が 、 条 件 が 成立 する 場合 参照 行 番号 7r の 行 へ の ジャ 
ンプ を 実行 し ます 。 

条件 が 成立 し な い 場 合 は 、 次 の 行 へ プロ グラ ム 実 行 が 移り ます 。 IF 一 GOTO и 上 下 一 THEN 
Іт は 同じ 働き が あり ます 。 IF 一 GOTO 文 以降 に は 、 マ ル チ ス テー トメ ント を 置い て も プロ グラ ム 
実行 に と っ て 無 意 味 と な る の で 注意 が 必要 で す 。 


3.4.5 IF 一 COSUB 


式 


ТЕ е GOSUB lr 


Ср ы! 関係 式 ま た は 論理 式 
[r <<<... 参照 行 番号 


関係 式 ま た は 論理 式 e に よっ て 記述 され る 条件 を 判断 し 、 そ の 結果 に 従っ て 、 サ プ ブルー チン へ の 分 
岐 を 行い ます 。 

TFーTHEN 文 と 同様 の 条件 付き 分 岐 を 行う 文 で す が 、 条 件 が 成立 する 場合 、 参 照 行 番号 7r で 示さ れ 
る サブルーチン を 呼び 出し ます 。RETURN 文 に よる サブ ルー チン か ら の 復帰 は 、TFーGOSUB 文 


の 次 の 実行 文 (従っ て マル チ ス テー トメ ント で あれ ば 、IF 一 GOSUB ЖК а 22 < X) へ 行わ れ 
ます 。 
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3.4.6 ON 一 GOTO 


Іт …… 参 照 行 番号 : 分 岐 先 の 並び 
机 能 e の 値 に 従っ て 、 い くつ か の 指定 され た 行 番号 の 行 へ の 多岐 分 岐 を 行ない ます 。 
解 说 ON 一 GOTO 文 に よる 分 岐 先 は 、GOTO に つづ いて 、 い くつ か の 参照 行 番号 を 記述 する こと に より 
(セパ レー タ は ",") 指定 し ます が 、 分 岐 先 の 数 は 1 TROET ООСС ОВА, 
これ ら 第 1 番目 か ら 第 z 番 目 ま で の 分 岐 先 に 対し て 、 整数 1 2 …………… по L. e の 値 が 、 整数 
値 m で あれ ば 、 第 m 番 目 の 分 岐 移 へ プロ グラ ム 実 行 が 移 き れ ま す 。m が 1 一 ヵ 以 外 で あれ ば 、 ON 一 
GOTO 文 の 次 の 実行 文 へ 移り ます 。 
e の 値 (内 部 表現 の 値 ) が 整数 で な い 場 合 、 小 数 部 分 を 切り 捨て た 整数 値 に よっ て 分 岐 先 が 決め ら 
れ ま す 。 従 っ て 数 値 の 内 部 表現 に 対す る 注意 (IF 一 THEN 文中 の 注意 を 参照 し て 下さ い ) が 必要 で 
す 。 だ た と えば 、A の 値 の 内 部 表現 が 、1.99999999………… と いう 値 で あっ た と し た ら 、 ON 文 で 扱 
われ る 値 は 、 こ の 整数 部 の 値 、 即 ち 1 と な り ま す 。 


3.4.7 ON 一 GOSUB 


ОМ е GOSUB | < Іт, іт == ‚ а У 
gg ere 数 値 変数 、 数 値 配列 要素 また は それ ら の 算術 式 
me 参照 行 番号 


е の 値 に 従っ て 、 い くつ か の 指定 され た 行 番号 の サブ プルー チン を 呼び 出し ます 。 

ON 一 GOSUB 文 の 基本 的 動作 は 、ON 一 GOTO 文 と 同様 で す が 、 分 岐 先 は 、 全 て サブルーチン と な 
り ま す 。 サ プ ブルー チン か ら の 復帰 は 、ON 一 GOSUB 文 の 次 の 実行 文 へ 行わ れ ま す 。 従っ て 、 ど の サ 
ブルー チン へ 分 岐 し て も 、RETURN 文 に よる 復帰 は 同一 に な り ま す 。 
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3.5 定義 文 
3.5.1 DIM 
ж з РІМ а, (іі) < Q ús (12) тен > ga(7。) > 
DIM b GL „< > (аз) енен b; (їн sfa)? 
aj eene 1 次 元 配列 名 (U Z F) 
ви 2 次 元 配 列 名 (テー プル ) 
РЦ МИ =b z зба За 
1 次 元 配列 また は 2 次 元 配列 の ディ メン ジョ ン を 宣言 し 、 必 要 な メモ リ 領 域 を 確保 し ます 。( DIM : 
dimension) 
解 FÊ 1 次 元 配 列 ま た は 2 次元 配列 (数 値 配列 、 ス トリ ング 配列 ) を 使用 する に は 、DIM 廊 に よっ て 、 あ 


ら か じ め 配 列 の 名 前 と 大 き さ を 宣言 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 配列 名 は 大 文字 2 文字 が 有効 で す 。 
配列 の 添字 は 、0 か ら 最 大 255 ま で 使え ます が 、 メ モリ の 使用 状況 に よっ て 、 制 限 さ れる こと が あ 


り ま す 。 
1 つの DIM 廊 で 複数 の 配列 の 配列 宣言 を 行う に は 、 オ ペラ ンド を " , "で 区 切っ て 記述 し ます 。 


1 次 元 配列 (リス ト ) の 配列 宣言 


DIM А{20) ーー ツー ツー 1 次 元 数值 配 列 A( ) に つい て 、 配 列 要 素 を A(0) か ら A(20) まで 
21 個 用 意 し ます 。 
DIM STS(99) …………… 1 次 元 ス トリ ング 配列 STS( ) に つい て 、 配 列 要 素 を STS(0) か ら 


STS (99) まで 100 個 用 意 し ます 。 


2 次 元 配列 (テー ブル ) の 配列 宣言 


DIM: МАСЫ: ーー の 2 次 元 数 値 配列 N 1 ( , ) に つい て 、 配 列 要素 を N1(0,0) か ら N (5. 
11) まで 、6 X12 三 72 個 用 意 し ます 。 
DIM 5941, 30) で "の テツ 2 次元 スト リン グ 配 列 S$( , ) に つい て 配列 要素 を S$(0 ,0) か ら 


5$ (11,30) まで 、12X31 三 372 個 用 意 し ます 。 


DIM 廊 を 実行 し た 時 点 で は 、 宣 言 し た 配列 の 、 す べ て の 要素 の 値 を 0 また は " "( 空 ) に し ます 。 
すでに 配列 宣言 を 行っ て いる 配列 に 対し て 、 よ り 大 きい 配列 を 宣言 する と 、Error 7 (Dimension 
overflow) が 発生 し ます 。 

CLR 文 が 実行 され る と 、 配 列 宣言 は 全て 無効 に な り ま す 。 
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3.5.2 ПЕЕ ЕМ 


# з DEF ЕМ; (z) =e 
went 利用 者 関数 名 : アル ファ ベッ ト の 大 廊 字 1 文字 AーZ 
e 变数 名 
CE 数 値 定数 、 数 値 変数 、 数 値 配 列 要 素 、 数 値 関数 、 定 義 済み の 他 の 利用 者 関数 な ど に よ 
る 算術 式 
時 還 較 利用 者 関数 FN/(z) を 定義 し ます 。 
мо 。 説 任意 の 1 変数 関数 を 定義 むる こと が で きま す 。 関 数 名 は 、FN に つづ け て アデ アルファベット 1 文字 で 指 


定 し 、( ) 内 に 変数 名 を 指定 し ます 。 従っ て 同時 に 定義 で きる 利用 者 関数 は 最大 26 と な り ま す 。 ま 
た ネス ト 構 造 に よる 利用 者 関数 定義 も 可能 で あり 、 あ る 利用 者 関数 の 定義 式 中 に すでに 定義 され て 
いる 他 の 利用 者 関数 を 用 いる こと が で きま す 。 利用 者 関数 定義 の ネス ティ ング は 最大 6 重 まで 可能 
су, 6 重 を 越す と 、Error 12 (function nesting) が 発生 し ます 。 1 つの DEF 文 で は 、 1 つの 利 
用 者 関数 し か 定義 で きま せん 。 組 み 込 み 関数 (built іп functions) の 他 の 標準 関数 (三角 関数 、 逆 
三角 関数 、 双 曲線 関数 ) の 定義 の 例 は 、 巻 末 の 表 A.4 に 示さ れ て いま す 。 

CLR 文 が 実行 され る と 、 利 用 者 関数 は すべ て 未定 義 と な り ま す 。 


3- 5 は 、 三 角 関 数 に よっ て 2 つの 関数 FNX(T) と FNY(T) を 定義 し て 繰り 返し 曲線 を 描か せ た 
例 で す 。 


(CEBI) 
10 DEF FNA(X) = ТАМ(Х— л/6) 
20 РЕК FNB(X) =ЕМА(Х)/С-+Х--------- ネス ティ ング を 用 いた 関数 定義 
〔 誤 例 〕 
10 ПЕЕ FNK(X) = 513(Х/3+ л/4) , FNL(X) =ЕХР(—Х^2/К) 
көчө DEF 文 の オペ ラン ド に 2 つの 関数 定義 式 を 置く こと は で き な い 。 
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3.5.3 ПЕЕ KEY 


DEF KEY (k) =s 

大 デフ テ ァ イ ナ ブル ファ ンク ショ ン キ ー の 番号 : 1 一 10 

ями キャ ラ ク タス ト リ x が 
デフ ァ イ ナ ブル ファ ンク ショ ン キ ー を 定義 し ます 。(DEF KEY : define key) 
10 個 の ファ ンク ショ ン キ ー の いずれ か に 対し て 、 そ の 機能 を 定義 し ます 。 キ ー 番 号 を に 1 一 10 の い ず 
れ か を 指定 し 、 定 義 式 の 右辺 に 、 フ ァ ン クシ ョ ン を 示す 、 ス トリ ング や コマ ンド 等 を その まま 記述 
し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン に 実行 機能 を 持た せる た め 、 キ ャ リッ ジリ ター ン 機 能 を 持た せる こと も 可 
能 で あり 、 と [евр | キー の 両方 を 同時 に 押す と 記号 " q" が 入力 され 、 こ れ が ファ ン 
クシ ョ ン キ ー の 使用 時 に キャ リッ ジリ ター ン 機 能 を 持ち ます 。 
同じ ファ ンク ショ ン キ ー に つい て 、 新 た に DEF KEY 文 が 実行 され る と 前 の 定義 は 無効 と な り ま 
す 。 デ ファ イナ プル ファ ンク ショ ン キ ー に 、 マ ル チ コ マン ド を 設定 する に は 、 セ パレ ー タ "1! "に よっ 
て コマ ンド の 区 切り と し ます (": "は 使え ませ ん )。 
ПЕЕ KEY 文 の あと に 別 の ステ ー ト メン ト を 置く こと は で きま せん 。 


Б 
R 
ド 
1 
© 
3 
4 
= 
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3.6 _ 注釈 文 と コン トロ ー ル 文 
3.6.1 REM 
зів за КЕМ ヶ 
тебе ЗЕ 
機 能 プロ グラ ムリ スト 上 の 注釈 文 で す 。 (КЕМ: remark) 
解 说 REM 文 は プロ グラ ムリ スト を 見 易く する だ た め の 注 釈 文 の 役割 を 果す も の で 、 非 実行 文 (nonexecu- 


table statement) で す 。 プ ログ ラム の 実行 は 、REM 文 を スキ ッ プ し て 、 次 の 実行 文 へ 移さ れ ま 
す 。 


3.6.2 STOP 
= 式 
機 ВЕ 
解 说 

3.6.3 END 
t 式 
機 ВЕ 
解 説 

3.64 СІВ 
書 式 


STOP 
プロ グラ ム の 実行 を 一 時 停止 し 、 コ ント ロー ル を コマ ンド レベ ル へ 戻し ます 。 
STOP 文 を 実行 する と シス テム は 、 

Ж5ТОР IN 1050 

Ready 
と いう よう に 、 そ の STOP 文 の 置か れ て いる 定義 行 番号 (上 例 で は 1050) を CRT デ ィ ス プレ イ に 表示 
し て プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ます 。 ス トッ プ し た 状態 で 、 各 デー タ の 内 容 を 調べ た り し た 後に 、 
CONT コマ ンド に よっ て プロ グラ ム の 実行 を 継続 きせ る こと が で きま す 。 た だ し 、 そ の 場合 、 プ ロ 
グラ ム の 変更 等 の エディ ショ ン 操 作 を 行う と 、CONT コ マン ド は 無効 と な り ま す 。 (2.3.2 節 の CO- 
NT コマ ンド を 参照 の こと ) STOP 文 は 、 マ ル チ ス テー トメ ント 中 の どの 位置 に も 置く こと が で き 
ます 。 
STOP 文 は END 文 と 異な り 、 フ ァイル の クロ ー ズ を 実行 し ませ ん 。 


END 
プロ グラ ム の 実行 を 終え 、 コ ント ロー ル を コマ ンド レベ ル へ 戻し ます 。 
END 文 を 実行 する と シス テム は 、 

Ready 
を 表示 し て 、BASIC イ ンタ ー プ リタ の コマ ンド レベ ル が "Ready "状態 と な っ た こと を 示し ます 。 
その 際 、 プ ログ ラム 実行 中 で 、 オ ー プ ン さ れ た まま の ファ イル が あれ ば 、 そ れ を クロ ー ズ し ます 。 
END 廊 の あと に 、 実 行文 が 続く 場合 は 、 前 記 STOP 文 と 同様 に 、 CONT コ マン ド に よっ て 、 プ ログ 
ラム の 実行 を 継続 させ る こと が 可能 で す 。 
プロ グラ ム テ キス ト の 最後 の 実行 娘 で プロ グラ ム 実 行 を 終え る 場合 は 、END 文 は 必要 あり ませ ん 。 


CLR 

変数 お よび 配列 を すべ て 未定 義 状態 た し ます 。(CLR : clear) 

変数 に つい て は 、 数 値 変数 の 値 を すべ て 0 に 、 ス トリ ング 変数 の 内 容 を すべ て " " ( 空 ) に し ます 。 
配列 は 、 す べ て の 配列 を 未定 義 状態 た 、 即 ち 、 既 に 実行 きれ て いる DIM 文 を すべ て 無効 と し ます 。 
従っ て 、CLR 文 の 実行 後に 、 配 列 を 使用 する に は 、 新た に DIM 廊 に よっ て 必要 と する 配列 の ディ メ 
ンジ ョ ン 定 義 を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 

な お 、 既 に 実行 され て いる DEF FN 娘 も すべ て 無効 と し ます 。 従っ て 、CLR 文 の 実行 後に 、 利 用 
者 関数 を 使用 する に は 、 新 た に DEF FN 娘 に よっ て 必要 と する 利用 者 関数 の 定義 を 行わ な けれ ば な 
り ま せん 。 

FOR、NEXT の 中 、 並 びに 、 サ ブルー チン の 中 に CLR 命 令 を 置く こと は で きま せん 。 


3.6.5 CURSOR 


3.6.6 CSRH 


3.6.7 CSRV 


解 说 
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CURSOR х,у 
раны X- 座 標 : 数 値 デ ー タ 
ター Y- 座 標 : 数 値 デ ー タ 


CRT デ ィ ス プレ イ の 座標 位置 を 指定 し て 、 そ こ へ カー ソル ・ ポ イン タ を 移動 きせ ます 。 
PRINTX, INPUT 文 に よる メッ セー ジ の 表示 は 、 カ ー ソ ル ・ ポ イン タ 位 置か ら 実 行き され 、 そ れ ら 
の 各 廊 を 実行 する に つれ て 、 カ ー ソ ルポ イン タ も 移動 し て 行き ます が 、CURSOR 文 を 使う こと に 
よっ て 、CRT デ ィ ス プレ イ 上 の 任意 の 位置 に カー ソル ・ ポ イン タ を 移す こと が で きま す 。 
座標 位置 は 、 XX 座標 : x、Y 座 標 : の 順に 、 オ ペラ ンド に 記述 し ます 。 各 値 の 範囲 は 、80 一 キャ ラク 
タ 表 示 モ ー ド 、40 一 キャ ラク タ 表 示 モ ー ド で それ ぞ れ 次 の よう に な っ て いま す 。 
画 80 一 キャ ラク タ 表示 モー ド 

X- 座 標 : 0 一 79 

Y- 座 標 : 0 一 24 
画 40 一 キャ ラ タ クタ 表示 モー ド 

X- 座 標 : 0 一 39 

Y- 座 標 : 0 一 24 
$ L. z. の 値 が 整数 で な い 場 合 は 、 小 数 点 以下 は 切り 捨て られ ます 。 
CONSOLE S 女 に よっ て スロ ー リ ング エリ ア が 限ら れ て いる 場合 で も 、 そ の エリ ア 外 の 任意 の YY 座 
標 を 指定 する こと が で き 、PRINT 文 に よっ て メッ セー ジ を 表示 させ る こと が で きま す 。 


CSRH 
現在 の カー ソル の 水平 位置 を 与え を る シス テム 変数 (CSRH : cursor , horizontal) 
カー ソル 位置 は 、CURSOR 文 、PRINT 文 、INPUT 文 な どの 実行 に よっ て 移動 し ます が 、 シ ステ 
ム 変 数 CSRH は 、 双 軸 上 の カー ソル 位置 を 示し ます 。CSRH の と り 得 る 値 は 、 各 キャ ラク タ 表 示 モ 
ー ド で それ ぞ れ 次 の よう に な り ま す 。 

80 キ ャ ラク タ 表 示 モ ー ド : 0 ミ CSRH ミ 79 

40 キ ャ ラク タ 表 示 モ ー ド : 0 ミ CSRH ミ 39 


CSRV 
現在 の カー ソル の 垂直 位置 を 与え を る シス テム 変数 (CSRV : cursor , vertical) 
CSRV の と り 得 る 値 は 、 各 キャ ラク タ 表 示 モ ー ド で 同様 で す 。 即 ち 、 

0 SCSRV <24 
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3.6.8 CONSOLE 


7 式 CONSOLE <5у,,у., Cn, R, М, СН, СМ» 
шынын スク ロー リン グ エ リ ア の 先頭 行 の Y 一 座標 
W зання スク ロー リン グ エ リ ア の 終 行 の Y 一 座標 
виа ан 1 行 の キャ ラク タ 数 : 80 ま た は 40 
机 ВЕ CRT デ ィ ス プレ イ 上 の スク ロー リン グ エ リ ア の 設定 、 キ ャ ラク タ 表 示 モ ー ド (80—* = 777 -© 
ー ド ン 40 一 キャ ラク タ ・ モ ー ド ) の 設定 、 画 面 全 体 の 白黒 反転 お よび 解像度 の 切り 替え を 行い ます 。 
解 sh CONSOLE 文 の オペ ラン ド の 記述 に よっ て 、 次 の 4 種類 の 機能 が あり ます 。 


画 ス クロ ー リ ング エリ ア の 設定 
CRT デ ィ ス プレ イ 上 の スク ロー リン グ エ リ ア の 設定 は 、 次 の 書式 で 行い ます 。 
CONSOLE Sys, ye (S : scroll) 
сас 
О «у, «у. < 24 か つ 、 уа + 2 Sye 
で な けれ ば な り ま せん 。 
スク ロー リン グ エ リ ア と は 、 そ の エリ ア の 終 行 か ら 次 の 行 へ カー ソル を 移動 させ る 時 、 画 面 が 1 
行 上 へ 繰り 上 が る エリ ア で あり 、 BASIC イン ター プリ タ の 起動 時 は 、 第 0 行か ら 第 24 行 、 即 ち 
画面 全体 が スク ロー リン グ エ リ ア に な っ て いま す 。 
図 3 一 7 の 左側 の 画面 は 通常 の 状態 で あり 、 LIST コマ ンド に よる リス ト 表 示 も 画面 全体 に 行わ 
れ て いま す が 、 右 側 は 、 第 10 行 か ら 第 20 行 に スク ロー リン グ エ リ ア を 限っ た 状態 で あり 、 同 じ リ 
スト 表示 も 画面 の 中 央 部 に 限ら ちら れ て いる こと が 示さ れ て いま す 。 


а THEN 1518. 
Т 151 


3—7 


スク ロー リン グ エ リ ア を 限定 し た 場合 、 そ の エリ ア 外 の 画面 は 、 ス クロ ー ル に よっ て 画面 か ら 消 
220 |) キー の クリ ア 操 作 、 あ る い は 、PRINT CHR3$(6) の クリ プア 操作 に よっ て 消さ れる 
こと が あり ませ ん 。 従 っ て 、 画 面 上 に 常に 表示 させ て お きた い 部 分 が ある よう な 時 に 、CONSOLE 
S 娘 に よっ て その エリ ア を 、 ス クロ ー リ ング エリ ア か ら 除 外さ せ て し ま З と いっ た 使い 方 が で き 
#3. М. 400—0) и) ТЯ СЖЗСЪ. CURSOR 文 に よっ て 、 カ ー ソ ルポ イン タ を 持 
っ て 行く こと が で きる の で 、 メ ッ セ ー ジ を そこ に 表示 する こと は 可能 で す 。 
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画 キ ャ ラク タ 表 示 モ ー ド の 設定 
CRT デ ィ ス プレ イ 上 の 1 行 に 表示 する キャ ラク タ 数 は 、 次 の 書式 で 設定 し ます 。 
CONSOLE Сп (C : character) 
п=80 また は п=40 
BASIC イ ンタ ー プ リタ の 起動 時 は 、40 キ ャ ラク タン グ 行 の モー ド と な っ て いま す 。 キャ ラク ネタ 表示 
を 80 キ ャ ラク タ ・ モ ー ド と する と 、 各 キャ ラク タ は 、X 軸 方 向 に を に 圧縮 され て 小さ く 見 えま す が 、 
当然 1 画面 に た くさ ん の 情報 を 表示 させ る こと が で きる 訳 で 、 項 目 数 の 多い 表 を 作る 場合 な ど に 
使わ れ ま す 。 
な お 、 こ の CONSOLE Cz 命 令 を 実行 する と 、 グラフィック ディ スプ レイ 出力 モー ド ペ ー ジ は 、 
全 ペ ー ジ と も OFF と な り ま す 。 
M3 – 一 8 は 、40 キ ャ ラク タモ ー ド 、80 キ ャ ラク タモ ー ド で の リス ト 表 示 を 示し て いま す 。 


а 3—8 
画 画 面 全 体 の ノー マル グリ バー ス 表 示 の 設定 
CRT デ ィ ス プレ イ 上 の キャ ラク タ 表 示 、 グラ フィ ッ ク 表 示 の 白黒 を ノー マル プリ バー ス の いずれ 
か に 設定 する に は 、 そ れ ぞ れ 、 


CONSOLE R --- リバ ー ス 表示 に する (R : reverse) 
CONSOLE N ------ ノー マル 表示 に 戻す (N : normal) 


を 実行 し ます 。 図 3 9 の 左 の 例 が ノー マル 表示 、 右 が リバ ー ス 表示 で す 。 


画 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 の 解像度 の 切り 替え 
CRT デ ィ ス プレ イ 上 の グラ フィ ッ ク 表 示 の 解像度 を 640x200 ド ッ ト グ 320x200 ド ッ ト の いずれ 
か に 設定 する に は 、 そ れ ぞ れ 、 
CONSOLE GH…… ハイ リゾ リュ ーション モー ド に する ………… 640X200 ド ッ ト ノ 画面 
CONSOLE GN ノー マル リゾ リュ ーション モー ド に する …… 320X200 ド ッ ト ノ 画面 
を 実行 し ます 。 
CONSOLE GH (また は GN) を 実行 後 は 、 グ ラフ ィ ッ クエ リア ペー ジ 1 2. 3 は すべ て ク 
リア され 、 グ ラフ ィ ッ ク デ ィ ス プレ イ の 入出 力 モ ー ド ペー ジ は 、 
入力 ペー ジ モ ー ド : ペー ジ 1 
出力 ペー ジ モ ー ド : 全 ペ ー ジ と も OF 
と な り 、 ま だ た ポジ ショ ン ポ イン タ は 
РОЗН: 0 
РОЗУ: 0 
と な り ま す 。 な お 、 各 キャ ラク ネタ 設 定 モ ー ド (スク ロー リン グ エ リ ア 、40 プ 80 キ ャ ラク タモ ー ド 
お よび ノー マル プリ バー スモ ー ド ) は 、 以 前 設定 され た も の を 持続 し ます 。 


CONSOLE 娘 の オペ ラン ド は 、 上 記 の 各 命 令 を どの 順に 記述 し て も か まい ませ ん 。 ま た これら は い 
ずれ も モー ド 設 定 文 で あり 、 新 た に モー ド 設 定 さ れ な い 限 り 各 モー ド は 持続 され ます 。 
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3.6.9 CHANGE 


= 式 CHANGE 
机 能 メイ ン キ ー ボ ー ド で 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 入 力 キ ー の 大 文字 ノ ズ 小 文字 入力 ポジ ショ ン を 逆 に し ます 。 
解 説 BASIC イ ンタ ー プ リタ の 起動 時 に は 、 アル ファ ベッ ト の 小文字 は シフ ト ポ ジ ショ ン 、 即ち SHI 


FT | キー を 押し た 状態 で キー 入力 され ます が 、CHANGE 文 を 実行 する と 、 大 文字 グズ 小 文字 の ポ 
ジ シ ョ ン が 逆 と な り 、 キー を 押し た 状態 で は 大 廊 字 が 入力 され る よう に な り ま す 。 こ 
の 交換 は 、 図 3 一 10 で アミ で 示し た A 一 有 Z ま で の 26 個 の アル ファ ベッ トキ ー の み 行 われ ます 。 


палила чыш у т-та 
женням E 
ЕЕ 图 ДА 
Жи а “БЕТ 
и“. ен A 
ШІ ا‎ | 


図 3-10 


BASIC の コマ ンド 、 ス テー トメ ント 、 変 数 名 な ど は 、 全 て 大 廊 字 で 記述 し な けれ ば な ら な い の で 、 
MZ -2000 の メイ ン キ ー ボ ー ド で も は じ め は 大 廊 字 が ノー マル ボ ポジション に 置か れ て いる 訳 で す が 、 
一 方 、 英 文 に よる メッ セー ジ の 記述 の 際 に は 逆 に 、 大 文字 を キー 入力 する 場合 の 方 が 少な く 、 一 般 
の タイ プラ イタ と 同じ よう に 、 大 廊 字 の 方 を シフ ト ポ ジ ショ ン と し た 方 が 使い 勝手 が よい と いえ る 
の で 、 そ の 場合 この 文 に よっ て 大 廊 字 小文字 を 逆 に し ます 。 

CHANGE 文 は 、 実 行 す る た びに モー ド が 逆 に な り ま す 。 


3.6.10 REW 
書 式 REW 
机 能 カセット テー プ を 巻き 戻し ます 。 (REW : rewind) 
解 ЕЯ REW 文 は 、 カ セッ ト テ ー プ デッキ コン トロ ー ル の (REW) ] キー を 押し た の と 同じ 働き が あり 、 み カセ 


ッ ト テ ー プ の 巻き 戻し を 行い ます 。 
КЕЙ 文 は 、 カ セッ ト テ ー プ の 巻き 戻し を 開始 し た ら す ぐに 次 の 実行 廊 へ ヘコ ント ロー ル を 移し ます 。 
カセ ッ ト テ ー プ デッキ に カセ ッ ト テ ー プ が な い 場 合 は 、 
SET TAPE 
の 表示 が 現われ 、 ウ ィ ン ド ウ を 開け て カセ モッ ト テ ー プ が セッ ト さ れる の を 待ち ます 。 
カセ モット テー プ が 既に 巻き 戻さ れ て いる と き は 、 続 け て 次 の 実行 文 へ コン トロ ー ル を 移し ます 。 
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3.6.11 EAST 


3.6.12 SIZE 


3.6.13 TI$ 


FAST 

カセ ッ ト テ ー プ の 早送り を 実行 し ます 。 (FAST : fast-forward) 

FAST 文 は 、 カ セッ ト テ ー プ "デッキ コン トロ ー ル の し FF_] キー を 押し た の と 同じ 働き が あり 、 カ セ 
ッ ト テ ー プ の 早送り を 行い ます 。 

FAST 文 も 、REW 文 と 同じ し く 、 カ セッ ト テ ー プ の 早送り を 開始 し た ら す ぐに 次 の 実行 文 へ コン トロ 
ー ル を 移し ます 。 


SIZE 
現在 の メモ リ の うち で 、BASIC プ ログ ラム の た だ た め の 空 き 領域 の サイ ズ を 示す シス テム 変数 。 
BASIC イ ンタ ー プ リタ の 起動 時 に 、 イ ンタ ー プ リタ の バー ジョ ン 表 示 に 続い て バイ ト サ イ ズ の 表示 
が 行わ れん ます が 、 そ の サイ ズ は 、 空 き エ リア の 最大 サイ ズ を 示し て いま す 。 だ た と えば 、 

38000 Bytes 
と いう 表示 で あれ ば 、38K バ イト が 自由 に 使用 で きる エリ ア だ と いう こと に な り ま す 。 こ の サイ ズ 
は 、 プ ログ ラマ が 、 プロ グラ ム テ キス ト を 作成 し た り 、 変 数 、 配 列 を 使う に つれ て 少な く な っ て 行く 
こと に な り ま す 。 ” 
また 、LIMIT Xi k о С BASIC エ リア と ユー ザ エ リア を 分 割 し た 場合 も 、BASIC エリ ア を 示す 
SIZE の 値 も 減少 する こと に な り ま す 。 | 
SIZE の 内 容 は 、PRINT SIZE 文 に よっ て 調べ る こと が で きま す 。 


TI$ 
内 蔵 時 計 の 示す 時 刻 を 表わす 6 桁 の シス テム スト リン グ 変 数 。 (ТІ: time) 
MZ-2000 は 内 蔵 時 計 を 持っ て お り 、 秒 単位 で 自動 的 に 時 を 刻ん で いま す 。TTI$ は 、 そ れ が 示す 時 記 
を 、 時 、 分 、 秒 それ ぞ れ 2 桁 の 合計 6 桁 の スト リン グ で 表わし て いま す 。 た と え そば TIS の 内 容 が 
"092035" で あっ た と し た ら 、 内 蔵 時 計 が 午前 9 時 20 分 35 秒 を その 時 に 示し て いた こと に な り ま す 。 
TI$ は 、MZ-2000 の 起動 時 に 00 時 00 分 00 秒 で スタ ー ト し ます 。 
TI$ を 現在 の 実際 の 時 刻 に 設定 する に は 、 ス トリ ング の 代入 文 を 実行 し ます 。 た と えば 、 午 後 7 時 
の 時 報 に 合わ せ た い 場合 、 あ ら か じ め 、 

TI$ = "190000" 
と キー 入力 し て お いて 、 時 報 と 同時 に 、 キ ャ リッ ジリ ター ン に よっ て この 代入 命令 を 実行 さき せれ ば 
よい こと に な り ま す 。 
時 間 は 00 一 23、 分 は 00 一 59、 秒 も 00 一 59 の 範囲 で 与 を る こと は いう まで も あり ませ ん 。 
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3.7 音楽 コ 
3.7.1 MUSIC 


ント ロー ル 文 


MUSIC х% 

x И スト リン グ デ ー タ 
音楽 の 自動 演奏 を 行い ます 。 
音楽 デー タ は 、 音 符 を 表現 する スト リン グ デ ー タ に よっ て オペ ラン ド に 記述 し ます 。 1 つの 音符 と 
は 、 ど の オク ター プ の 何と いう 音 で 、 ど れ だ け の 長き さか を 指定 する こと に よっ て 決ま り ま す 。 即 ち 
一 般 形 は 

1 つの 音 竹 "ーー < オク ター プ の 指定 > < (RED 音 名 < 音 長 > 

と いう 並び と な り ま す 。 か っ こ O 内 は 省略 され る こと が あり ます 。 
MUSIC 文 に よっ て 出力 で きる 音 は 、 は 音 (中 央 の 1 点 ハ へ の 1 オク ター ブ 下 の 音 ) か ら 3 オク ター 
プ の 半音 階 で あり 、 音 長 は 、 全 音符 か ら 32 分 音符 まで の 各 音 長 が 指定 で きま す 。 音楽 デー タ の 実際 
の 演奏 で は 、 更 に TEMPO 文 に よっ て 決め られ る 演奏 速度 が 関係 し ます 。 ( 音 の 強 さ き を プログ ラム 
上 で 指定 する こと は で きま せん が 、 音 量 は 本 体 後部 の 音声 ボリ ュー ム に よっ て 調整 し て くだ さい 。) 


画 オ クタ ー プ の 指定 
出力 され る 音 は 3 オク ター プ に わた っ て いる の で まず どの オク ター プ 内 の 音 か を 指定 し ます 。 即 
ち 、 図 3 一 11 に 示す よう に 中 央 の オク ター プ ブ は 無 指定 、 下 の オク ター プ は "一 "符号 で 、 上 の オ 
クタ ー プ は " 二 " 符号 で 区 別 し ます 。 


ド の オク ター プ | 中 央 の オク ター プ | 上 上 の オク ター プ | 


- 無 指定 т 


8-11 


し た が っ て だ た と える ば 図 で 黒 で 示し た 音 は C の 音 ODF) で す が 、 3 個 の C の 音 は 、 オ クタ ー 
プ の 指定 に よっ て 次 の よう に 区 別 き れる こと に な り ま す 。 

下 の オ ク ター ププ の C 4.........: ーC 

中 央 の オク ター ブ の C………… C 

上 の オク ター プ ブ の C ......в-...» 十 C 
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BEDE 
FORE, FA 1С оте 4. іі. CDEFGAB の 各 ア ルフ ァ ベ ッ ト 大 文 


(シャ ー プ BASIC で は 、 変 音 記 号 フ ラッ ト は 用 いな い の 


字 を 、 娘 音 記号 は 、 持 記号 を 用 いま す 。 
сў.) 休 符 は 、R に よっ て 示し ます 。 
各 音 の 記号 を ピア ノ の 鍵盤 と 対照 し て 図 3 一 12 に 示し ます 。 


ti 
TINT TILL № 
СЕБЕ С АВ | 
ж #р ҘЕ #С ВА В 
Е 3—12 
ва рт“, "С"="—-#@В", TEE TEB чо), EBE. заря 


の 音 (中 央 の 1 点 ハ の 2 オク ター プ 上 の 音 ) 4"+#В "で 出す こと が で きま す 。 

画 音 長 の 指定 
オク ター プ と 音 名 の 指定 され た 音 に 対し て 、 次 に 音 長 を 指定 し ます 。 音 長 は 音 名 に つづ いて 、 0 
一 9 の 数 字 で 指定 し ます 。 数字 と 音符 の 関係 を 図 3 一 13 に 示し ます 。 


ы і 


| 3 ў у y у. } 
付 点 2 分 休 符 全休 符 


32 分 休 待 16 分 休 符 付 点 16 分 休 符 8 分 休 符 付 点 8 分 休 符 4 分 休 符 付 点 4 分 休 符 2 分 休 符 
k à 上 ゆ お у Ј d J © 
32 分 音符 16 分 音符 付 点 16 分 音符 8 分 音符 付 点 8 分 音符 4 分 音符 付 点 4 分 音符 2 分 音符 付 点 2 分 音符 全音 符 


1 2 3 4 5 6 7 


8 9 


0 


3-13 
同じ 音 長 の 音符 が 続く と き は 、 2 番目 の 音符 か ら は 音 長 の 指定 は 省略 で きま す 。BASIC イン ター 
プリ タ の 起動 時 に は 、 音 長 の デフ ォ ル ト 値 は 5 (J DF) と な っ て いま す 。 


図 3-14 に 示す 2 オク ター プ ブ の イ長調 音階 を A2 $ に 代入 し て 鳴ら し て み ま す 。 
10 42$ ='—А5—ВЗЕСРЕНВЕВСАБВЗ- #С+р+Е+#Е+ #G+ A8R5 '' 


20 MUSIC А2$ 


фр ЕНЕН = 


図 3-14 
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3.7.2 TEMPO 


MUSIC 廊 で 演奏 する 音楽 の 演奏 速度 を 決め ます 。 

MUSIC 9917113. TEMPO 娘 に よっ て 指定 され た テン ポ に 従い ます 。BASIC イン ター プリ ネタ 
の 超 動 時 に は 、 テ ン ポ =4 (中 位 の 速度 ) が デフ ォ ル ト 値 と な っ て いま す が 、x = ニ 1 一 7 の 範囲 で 
任意 に 設定 し 直す こと が で きま す 。 テ ン ポ 1 が 最も 遅い テン ポ で あり 、 テ ン ポ 7 が 最も 早い テン ポ 


е}, 
TEMPO 1 esen Гепіо, Adagio (最も 遅い ) 
) 
TEMPO 4 +. Moderato (FFF) 
) 
TEMPO 7 === Molto Allegro, Presto (最も 早い ) 


図 3-15 に 示す 変 ホ 長 調 の 旋律 を 演奏 する プロ グラ ム 例 で す 。 
10 VA$ =" + #D6+D3+F+#DG+C" 
20 УВ$ =" #G7D5R3C '' 
30 УС$ =" #D6— # A3# A5R3D '' 
40 VD$ = " Е6СЗ+ C5R3 '' 
50 TEMPO 6 
60 MUSIC УА$ , УВ$ , УС$, VD$ 


tllegro amabile 


m 
1) J.Brahms (1833—1897) 作曲 、 ヴ ィ オ ラ ソ ナタ 、 Op.120-II 第 1 楽章 より 
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8.8 グラ フィ ッ ク コ ント ロー ル 文 


3.8.1 СКАРН 


書 式 СКАРН а, ОЬ, С, F> 


аз з; グラ フィ ッ ク エ リア 番号 : 1、2 また は 3 
жылы. グラ フィ ッ ク エ リア 番号 : O. 1. 2. 3. 12. 13、23 ま だ な は 123 
机 能 グラ フィ ッ ク 表 示 に つい て 、 入 出力 モー ド の 設定 、 グ ラフ ィ ッ クエ リア の クリ ア あ る い は フィ リン 
7 (埋め つく し ) を 行い ます 。 (СКАРН : graphic control) 
解 。 説 MZ-2000 本 体内 に 、 グ ラフ ィ ッ クボ ー ド (MZ-1R01…… ペ ー ジ 1 含む )、 ペ ー ジ 2 (MZ-1R02) 


お よび ペー ジ 3 (MZ-1R02) を オプ ショ ン で 拡張 する こと が で きま す 。 


圏 グ ラフ ィ ッ クエ リア の 入力 モー ド の 設定 
BASIC の グラ フィ ッ ク 表 示 文 (GRAPH С, GRAPH F. SET, RESET, LINE. BLINE, 
PATTERN の 各 文 ) は 、 入 力 モ ー ド と な っ て いる ペー ジヘ へ データ を 送り ます 。 


СКАРН Інно グラ フィ ッ ク メ モリ ペー ジ 1 を 入力 モー ド と する 
GRAPH ТИ グラ フィ ッ ク メ モリ ン ペ ー ジ 2 を 入力 モー ド と する 
СКАРН 13------- グラ フィ ッ ク メ モリ ペー ジ 3 を 入力 モー ド と する 


た と えば 、 次 の マル チ ス テー トメ ント 、 
GRAPH 11: SET 160, 100 
は 、 グ ラフ ィ ッ ク メ モ リプ ペー ジ 1 の 中 央 の ドッ ト を セッ ト し ます 。 グラフィック メモ リン ペー 
ジ 2 お よび ペー ジ 3 の 内 容 は 変わ ら ず 、 また 実際 の CRT デ ィ ス プレ イ 上 の 表示 は 、 出 力 モ ー ド の 
状態 に よっ て 決ま る も の で あり 、 こ の 文 を 実行 し た と き に 画面 の 中 央 に ドッ ト が セッ ト さ れ て 見 
そる と は 限ら な いわ け で す 。 (I: input) 
画 グ ラフ ィ ッ クエ リア の 出力 モー ド の 設定 
グラ フィ ッ ク エ リア と CRT デ ィ ス プレ イ 上 へ の 実際 の 表示 と の スイ ッ チ の 働き を し ます 。 
СКАРН 01 ……… グラ フィ ッ ク メ モリ ペー ジ 1 を 出力 モー ド と する 
GRAPH 02 ……… グラ フィ ッ ク メ モリ ペー ジ 2 を 出力 モー ド と する 
GRAPH O3……… グラ フィ ッ ク メ モリ ペー ジ 3 を 出力 モー ド と する 
GRAPH 012 (まだ は 021) ……… ペー ジ 1.、2 を 出力 モー ド ち を する 
СКАРН 013 (まだ た は 031) ……… ペー ジ 1 、 3 を 出力 モー ド と する 
СКАРН 023 (37212032) ……… ペー ジ 2、3 を 出力 モー ド と する 
СКАРН 0123 (順不同 ) …… ペー ジ 1 、 2, 3 すべ て を 出力 モー ド と する 。 
GRAPH 00 ……… 全 ペ ー ジ と も 出力 し な い 


キャ ラク タメ モリ (ビデ オ RAM) の 内 容 は 常に C じ RT ディ スプ レイ 上 へ 表示 され て いる の で 、 
СКАРН O12 を 実行 する と 、3 ペ ー ジ の ビデ オ RAM の 内 容 が 同一 画面 上 に オー バレ イ し て 表示 さ 
れる こと に な り ま す 。(O : output) 
画 グ ラフ ィ ッ クエ リア の クリ ア 
キャ ラク タ 表 示 を [84] + [| SHIFT | に よっ て クリ ア す る の と 同様 に 、 入力 モー ド に 設定 され 
て いる グラ フィ ッ ク エ リア の 全 ド ッ ト を リセ モ セット し 、 エ リア を クリ ア し ます 。 
GRAPH C (C : clear) 
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3.8.2 бЕТ 


画 グ ラフ ィ ッ クエ リア の フィ リン グ 
クリ ア と 逆 に 、 入 力 モ ー ド に 設定 され て いる グラ フィ ッ ク エ リア の 全 ド ッ ト を セッ ト し ます 。 
GRAPH Е (F : fill) 
次 の GRAPH 文 は 、 オ ペラ ンド に 6 個 の ファ ンク ショ ン を 置い て いま す 。 各 フ ァ ン クシ ョ ン は コン 
>", "で 区 切り ます 。 
СКАРН 00,12,Е,П,С,01 


SET х,у 
Ға 数 値 デ ー タ : x- 座 標 
учене 数 値 デ ー タ > Y - 座 標 
入力 モー ド に 設定 され て いる グラ フィ ッ ク エリ ア 上 の 任意 の 1 ドッ ト を セッ ト し ます 。 
セッ ト す る ドッ ト 位 置 は 、 又 - 座 標 x. YER: ッ で 指定 し ます 。 グ ラフ ィ ッ クエ リア 上 の X-Y 
座標 は 、 図 3 一 20 で 示す よう に 、 叉 方向 は 左 か ら 右 へ 0 一 319、( ハ イリ ゾ リ ュー ショ ン モ ー ド の 場合 
は 0 一 639)  Y 方 向 は 上 か ら 下 へ 0 一 199 の 範囲 と な っ て いま す 。 座標 位置 の 指定 が グラ フィ ッ ク エ 
リア を 越え た 場合 は 、 次 の 数 値 内 で は 無視 され 、 エ ラー に は な り ま せん 。 
_0 ミ X- 座 標 ミ 16383 
0 ミ Y- 座 標 ミ 16383 
即ち 、 各 種 の 連続 し た 演算 過程 で 、 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 エ リア を 越え た と し て も 、 デ ー タ オー バー に 
よる 中 断 は 、 こ の 範囲 で 避け る こと が で きま す 。 
図 3-16 は SET 文 を 用 いた グラ フ 表 示 の 例 で す 。 


А 


ЖА | || | Ка А! их 
て Cc と て た エー ナレ ナビ аса 
V 1 (зі - 
ПРЕМА 


| 
\ 


М 
у 


за 3-16 
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3.8.3 ВЕБЕТ 


ВЕЗЕТ х, у 
pos 数 値 デ ー タ : X- 座 標 
у 数 値 デ ー タ у - 座 標 


入力 モー ド に 設定 され て いる グラ フィ ッ ク エ リア 上 の 任意 の 1 ドッ ト を リセ ッ ト し ます 。 

リセ ッ ト す る ドッ ト 位 置 と X-Y 座標 の 関係 お よび 、 エ リア 外 の デー タ で 無視 され る 値 の 範囲 は 、 
SET 文 の 場合 と 同じ で す 。 
次 の プロ グラ ム は 、 ま ず 最 初 の GRAPH 文 で グラ フィ ッ ク 表 示 を 消し た 後 、 グ ラフ ィ ッ クエ リア 
ペー ジ 1 を 入力 モー ド に 設定 し て 、 エ リア 内 の 全 ド ッ ト を セッ ト し ます 。 そ し て 、 ペ ー ジ 1 を グラ 
フィ ッ ク 表 示 出 力 モ ー ド と し て か ら 、 座標 点 (200、160) を 中 心 と する 半径 0、10、20、……… パ … ド … 、150 
の 同心 円 を 描き ます 。 図 3 17 に プロ グラ ム を 実行 し た よう す を 示し て お り 、 円 周 が エリ ア 外 に は 
み 出 し て も エラ ー と な ら ず 無視 され て いる の が わか り ま す 。 
プログ ラム 

10 GRAPH 11, Е, 01 

20 FOR R=0 ТО 150 STEP 10 

30 FOR ТН-0 TO 2 STEP 0.01 

40 ВЕЗЕТ КЖСОЅ(ТНжл) +200, R>KSIN (THX r) +160 

50 NEXT ТН, В 

60 END 

プロ グラ ム の 実行 


а 3—17 
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3.8.4 LINE 


LINE х1, Yi, 42, Y2 <, дз, Уз, сина: , Хп, Уп? 
нз 数 値 デ ー タ : X- 座 標 
人 数 値 デ ー タ : Y- 座 標 


入力 モー ド に 設定 され て いる グラ フィ ッ ク エ リア 上 に 任意 の ライ ン を 描き ます 。 

LINE 文 の オペ ラン ド は 、 双 -Y 座 標 を 示す zi:、 ヶ 2: が 組み と な っ て 、 最 初 の 組み の 示す 座標 点 か ら 次 々 
に 線 分 を 引い て 行き ます 。 エ リア 内 の 座標 位置 と 、 エ リア 外 の 座標 位置 が 前 後に 指定 され た 場合 も 、 
表示 エリ ア 内 で 線 分 が 描か れ ま す 。X メ -Y 座 標 の 指定 範囲 は 、SET 廊 の 場合 と 同じ で す 。 

3 一 18 の 画面 例 は 、 1 つの 正方 形 を 画面 の 中 央 に 描い た も の で 、GRAPH 文 お よび LINE 文 を 直接 
実行 命令 と し て 使っ て いま す 。 


8-18 
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3.8.5 BLINE 


書 sË BLINE itis х2, уг <, хз, уз, T „Ха, Уп? 
ене 数 値 デ ー タ : X- 座 標 
иссез 数 値 デ ー タ : Y- 座 標 


机 ВЕ 入力 モー ド に 設定 され て いる グラ フィ ッ ク エ リア 上 に 任意 の プラ ッ ク ラ イン (リセ ッ ト さ れ た 線 分 ) 
を 描き ます 。(BLINE : black line) | 

解 Ê 描く 線 分 が リセ モッ ト さ れ た 線 分 で ある こと の 他 は 、LINE 文 の 機能 と 同様 で す 。 

例 図 3-19 は BLINE 文 の 実行 例 を 示し て いま す 。 画面 の 上 方 に プロ グラ ムリ スト を 表示 し て お き 、 こ 

の プロ グラ ム を RUN さ せま す 。 する と 行 番号 10 に よっ て グラ フィ ッ ク エ リア ページ 1 が フィ ル さ 
れ 画 面 が 真白 に な り ま す 。 続 いて 、 行 番号 20 の BLINE 文 に よっ て 画面 の 上 方 か ら Y- 座 標 三 90 ま で 
クリ ア さ れ 、 元 の プロ グラ ムリ スト が 顔 を 出し ます 。 次 に 、 行 番号 30 お よび 40 に よっ て 下 の 部 分 に 
線 模様 を 描き ます 。 


図 3—19 
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3.8.6 POSITION 


= =V POSITION x, у 
рамын 数 値 デ ー タ : X- 座 標 
gy 数 値 デ ー タ : Y- 座 標 


机 ВЕ PATTERN 文 に よる ドッ トバ パタ ー ン の 表示 位置 を 決め る た め に 、 グ ラフ ィ ッ クエ リア 上 の ポジ ショ 
ン ポ イン タ の 位置 を 設定 し ます 。 

解 Rk PATTERN 文 の 実行 は 、 ポジション ポイ ンタ の 示す 座標 位置 か ら 開 始 さ きれ ます 。 それ ら 各 廊 の 実 
行 に よっ て ポジ ショ ン ポ イン タ の 示す 座標 位置 も 移動 し ます が 、 POSITION 文 は 、 任 意 に その 座標 
位置 を 設定 する 文 で す 。 
ポジ ショ ン ポ イン タタ は 、X- Y 座 標 に つい て 

03х<319 (ヘイ リゾ リュ ーション モー ド の 場合 は 0 < 22639) 
0< у< 199 
の 範囲 で 設定 で きま す 。 図 3-20 参 照 。 


8-20 


画 ポ ボ ポジション ・ ポ イン タ 
ポジ ショ ン ポ イン タ と は 、 グ ラフ ィ ッ クエ リア 上 の 1 ドッ ト 位 置 を 示す ポイ ンタ で あり 、PATT 
ERN 文 の 実行 の 際 に 参照 され る ポイ ンタ で す 。 こ の 文 の 実行 は 、 ポ ジ シ ョ ン ポ イン タ の 示す グ 
ラフ ィ ッ クエ リア 上 の 座標 位置 を 起点 と し て 実行 され 、 実 行 後 は 、 そ の 実行 内 容 に 従っ て ポジ ショ 
ン ポ イン タ の 位置 も 移り ます 。 
グラ フィ ッ ク コ ント ロー ル に お いて 表示 位置 を 管理 する 意味 で 、 キ ャ ラク タ 表 示 に お ける カー ソ 
ル の 役割 に 似 た 働き を も っ て いま す 。 
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3.8.7 PATTERN 


式 


PATTERN хі, $ <, xz, Ya Ф o. <, ха» Ма $> 
шен 数 値 デ ー タ : ドッ トバ パタ ー ン の 積み 重ね 段数 ( 土 1 一 土 24 の 範囲 ) 
у スト リン グ デ ー タ : 8 ビッ ト 単 位 の ドッ トバ パタ ー ン を 表わす デー タ 並 び 


入力 モー ド に 設定 され て いる グラ フィ ッ ク エ リア 上 に 任意 の グラ フィ ッ ク フ パタ ー ン を 描き ます 。 
グラ フィ ッ ク フ パタ ー ン は 、 入力 モー ド の グラ フィ ッ ク エ リア (СКАРН 1 文 の 実行 に よっ て 決め ら 
れる ) 上 に 、 ポ ジ シ ョ ン ポ イン タ の 示す 位置 (POSITION 廊 の 実行 、 あ る い は 、 既に 行っ て いる P 
ATTERN 文 に よっ て 決め られ る ) を 起点 と し て 、 積 み 重 ね 段数 を xz:、 ド ッ ト パ ター ン の デー タ 普 
у $ の 内 容 と し て 描か れ ま す 。PATTERN 文 の 実行 に よっ て ポジ ショ ン ポ イン タ も 移動 し て 
行き ます 。 

描く べき ドッ ト パ タ ー ン は 、 8 ビッ ト 単 位 で 与え 、 そ の 各 ド ッ ト フ パタ ー ン 要素 は 、 ポ ジ シ ョ ン ポ イ 
ンタ の 示す 座標 位置 か ら X 軸 の 正 の 方 向 に 、 ド ッ ト の セッ トブ リ セッ ト を 決め ます 。 8 ビッ ト を ド 
ッ ト ッ パタ ー ン の 単位 と する と 、 256 通 り の 要素 に よっ て ドッ トッ パタ ー ン を 表現 で きる こと に な り ま 
Fo ドット パタ ー ン を 表わす デー タ 並 び は 、g $ と いう 形 に よっ て 示さ れ て いる よう に スト リン グ 
デー タ で 表現 し ます 。 

だ た と えば 、 8 ドッ ト 全 部 を リセ ッ ト す る 要素 は 、 8 桁 の 2 169000000002) =00 16) =0ao # А |!) 
ング デー タ に 変換 し た CHR $($00) また は CHR$ (0) で 表現 する し 、8 ドッ ト 全 部 を セッ ト 
する 要素 は 、11111111, 王 FEFqae) 王 255no> を スト リン グ デ ー タ に し た CHR $ ($ FF) また は CHR 
$ (255), ある い は " п" (Жх 7??? "я" ASCI コー ド は 255unoy で す 。 付録 A .1 の ASCIL 
コー ド 表 を 参照 ) で それ ぞ れ 表現 する こと が で きま す 。 

図 3 一 21 に 示し た ドッ トペ パタ ー ン の 例 で は 、 黒 くし た ドッ ト を セッ ト す る デー タ 有 要素 は 、 ビ ピット デ 
— 7 010011102 =4Еао =7800 ЖА F 1) У У 7— 246. 72. СНЕ $ ($4E)、 CHR $(78) ま た は 
"N" に よっ て 表現 きれ ます 。 


ишш И 


— ~ -一 


セッ ト す る ドッ ト 

図 3 一 21 
ドッ トバ パタ ー ン 要素 の 積み 重ね に 関し て は 、 先 ず 積 み 重ね 方 向 は 重ね 段数 x: の 符号 に よっ て 決め ら 
れ 、 下 か ら 上 へ 重ね る に は 正 の 値 を 、 上 か ら 下 へ 重ね る に は 負 の 値 と し ます 。 重み 積 ね は 、 上 向き 
下向き に | zi| 段 実行 し た あと ポジ ショ ン ポ イン タ が XX 軸 の 正 の 方 向 へ 8 ドット 分 移り 、 先 の ドッ 
ト 表 示 の すぐ 右 隣 り に 続け て 描か れ ま す 。 た だ し 1 ミミ |zil ミ 24 で な けれ ば な り ま せん 。 
た と えば 、A$ =" ABCDEFG" ТІ (65) FCHR$ (66) “Ееее: 十 CHR$ (71) ) の 時 、 
次 の PATTERN 文 を 実行 する と 、 M3 一 22 に 示す ドッ トッ パ タ ー ン が 表示 され る こと に な り ま す 。 


PATTERN 一 5, A$ 
ポジ ショ ン ポ イン タ の 最初 の 位置 


上 か ら 下 へ 
5 段 重 ね 


実行 後 ポジ ショ ン ボ ポイ ンタ が 示す 位置 


図 3-22 
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PATTERN 文 に よっ て 漢字 や 平仮名 を 表示 させ る 例 を 取り 上 げ て み ま す 。 漢字 は アル ファ ベッ ト 
や 数 字 な ど と 較べ て は る か に 複雑 な 文字 で あり 、 こ こ で は 16X16 の ドッ トマ トリ クス を 漢字 1 文字 
の 単位 と し て 表現 する こと を 考え て み ま す 。 

た と えば 電算 機 の " E" と いう 漢字 を 16X16 ド ッ ト マ トリ クス で 表現 し て みる と 図 3 23 の よう に 
な り ま す 。 


69 ср ср ср 69 ср 66 <9 99 Өз €4 ср ср ср 4 4 
соссоссосеосооњ-омеовз-о 
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3—23 "Æ" を 16<X16 ド ッ ト マ トリ ックス て 表現 し た 例 
図 で 中 央 に 引い た 太線 は 、 積 み 重 ね の 並び を 区 切る も の で 、 最 初 左側 (І) の 16 段 の 積み 重ね を 描 
いて お いて 、 続 け て 右側 の 〔II〕 を 描い て " 電 " を 構成 し よう と いう も の で す 。 ま た 最上 段 の 1 Ez 
と 、 両 サイ ド の ドッ ト 列 は 全て リセ ッ ト と 決め て お き 、 隣 り 同士 の 文字 が くっ つか な いよ うに 考え 
て いま す 。 
図 の 両 脇 に 16 進 コー ド を 示し て いま す が 、 こ れ が デー タ と な り ま す 。 PATTERN 文 に よっ て 、 上 か 
ら 下 へ ドッ ト パ タ ー ン を 描く も の と する と 、" 電 " の スト リン グ デ ー タ は 、 
CHR $ ($00) +CHR З ($1Е) +CHS $ ($00) +CHR$ ($3F) +CHR$ ($20) + 
өөө +СНЕ$ (888) +СНВ$ ($F8) +CHR$ (882) +СНЕ$ ($7Е) 
と いう 32 個 の キャ ラク タ の 並び と な り ま す 。 
この デー タ が だ た と そば 、DE $ (20) と いう スト リン グ ク 配 列 要 素 に 代入 され て いた と する と 、 
PATTERN 一 16, DE $ (20) 
に よっ て ポジ ショ ン ポ イン タ 位 置か ら " 電 "が 表示 され る こと に な り ま す 。 
図 一 24 の 左側 は 、 漢 字 デ ー タ 作成 プロ グラ ム に よっ て カー ソル エディ ショ ン を 用 いた デー タ 作 成 
の 一 例 を 示し て いま す 。 右側 は そう し て 作成 し た 、 漢 字 デ ー タ の 1 グル ー プ と 、 平 仮名 を デー タフ 
ァイル か ら 呼 び 出し て CRT ディ スプ レイ 上 に 表示 させ た も の で す 。 
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3.8.8 POINT 


POINT (z, у) 

квн 数 値 デ ー タ : X- 座 標 

タツ ーー 数 値 デ ー タ : Y- 座 標 
*、9 タ で 指定 され る グラ フィ ッ ク エ リア 上 の 任意 の 座標 点 が セッ ト さ れ て いる か 、 リ セッ ト さ れ て 
いる か の 情報 を 読み 出す 関数 で す 。 こ の 関数 の 値 は ペー ジ 1 、 2 お よび 3 を 装備 し て いる 場合 次 の 
よう に 0、1、2、3、4、5、6、 7 の いずれ か の 整数 と な り ま す 。 


РОІМТ (х, у) POINT 情 報 

0 グラ フィック エリ アプ ペー ジ 1. 2, 8 ともり リ セット さき さ 札 て いる 
グラ フィ ッ ク エ リア ノン ペ ー ジ 1 の み セ モッ ト さ れ て いる 
グラ フィ ッ ク エ リア ペー ジ 2 の み セ モッ ト さ れ て いる 
グラ フィ ッ ク エ リア ペー ジ 1 2 の み セ モッ ト さ れ て いる 
グラ フィ ッ ク エ リア ペー ジ 3 の み セ モット され て いる 
グラ フィ ッ ク エ リア プペ ー ジ 1 、 3 の み セ モット され て いる 
グラ フィ ッ ク エ リア ペー ジ 2、 3 の み モ セット され て いる 

7 グラ フィ ッ ク エ リア プペ ー ジ 1 2, 3 すべ て が セッ ト さ れ て いる 

だ た だ し 、 グ ラフ ィ ッ クボ ポー ド (MZ-1RO1-…… ペー ジ 1 の み 含 む ) の み 装 備 し て いる 場合 は この 関数 
の 値 は 次 の よう に な り ま す 。 


о л AeA о м н 


POINT (Х › У) POINT 情 報 
0、2、4 ま だ は 6 ペー ジ 1 が リセ モット され て いる 
Ва 8, ЕАН ペー ジ 1 が セッ ト さ れ て いる 


また 。 グラ フィ ッ ク ボ ー ド (MZ-1R01) に グラ フィ ッ ク エ リア ペー ジ 2 (MZ-1R02) を 追加 装備 
し て いる 場合 は 、 こ の 関数 の 値 は 、 次 の よう に な り ま す 。 


POINT(X > У) POINT 情 報 
0 また は 4 ペー ジ 1、2 が リセ モッ ト さ れ て いる 
1 また は 5 ペー ジ 1 のみ セッ ト さ れ て いる 
2 また は 6 ペー ジ 2 の み セ モッ ト さ れ て いる 
3 まだ は 7 ペー ジ 1、 2 と も セッ ト さ れ て いる 


この 関数 に よっ て 、 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 デ ー タ を フィ ー ド バッ ク す る こと が で き 、 例 えば 、 曲 線 と 曲 
線 の 交点 を グラ フィ ッ ク 表 示 に よっ て 調べ る と いっ た 応用 が 考え られ ます 。 
次 の 文 は 、POINT 関 数 の 値 に よっ て 多岐 分 岐 する 例 で す 。 

100 ON POINT (Х, У) СОТО 210, 220, 230 
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3.8.9 POSH 


3.8.10 POSV 


POSH 
グラ フィ ッ ク エ リア 上 の ポジ ショ ン ポ イン タ の 、 現 在 の X- 座 標 (水平 位置 ) を 与え る シス テム 変数 。 
(POSH : horizontal position) 
従っ て 、POSH の と り 得 る 値 は 、 
0 <РО5Н 2319 
24. 
だ た だ し 、 ハ イリ ゾ リ ュー ショ ン モ ー ド (640 ぶ 200 ド ッ ト ノ 画面 ) の 場合 、 POSH の と り 得 る 値 は 、 
0 ミ POSH ミ 639 
と な り ま す 。 


POSV 
グラ フィ ッ ク エ リア 上 の ポジ ショ ン ポ イン タ の 、 現 在 の Y- 座 標 (垂直 位置 ) を 与え を る シス テム 変数 。 
(POSV : vertical position) 
従っ て 、POSV の と り 得 る 値 は 、 
0 ミ POSV ミ 199 
ез 
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3.9 


し トコ 


デー 


タフ ァイル 入出 力 文 


BASIC プ ログ ラム テキ スト は 、SAVE コ マン ド に よっ て カセ モット テー プ 上 に 記録 、 保存 が で き 、 ま だ LOAD コマ ンド 
に よっ て 再び BASIC テ キス ト エ リア 上 へ 読み 出す こと が で きま す が 、 各 種 の デー タ を カセ モッ ト テ ー プ 上 に 記録 、 保 存 、 
再 呼び 出し を 行う こと が で きる よう 以下 に 説明 する デー タフ ァイル 入出 力 文 が 用 意 さ きれ て いま す 。 


3.9.1 МОРЕК/Т 


WOPEN</ T> «Ше пате? 

カセ ッ ト テ ー プ 上 に シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル を 作成 する た め に 、 カ セッ ト テ ー プ ファ イル を 
オー プン し ます 。(WOPEN : write open) 

WOPEN 文 は 、 シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル の 書き 出し オー プン (write open) を 宣言 する 文 
СЬО. file пате は 作成 する シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル の ファ イル 名 に な り ま す 。 
МОРЕМ 文 を 実行 する と 、PRINT プ T 文 に よっ て 、 数 値 デ ー タ また は スト リン グ デ ー タ を 順次 カ 
セッ ト テ ー プ 上 に 記録 し て 行き ます が CLOSE 文 が 実行 され て は じ め て 、 カ セッ ト テ ー プ 上 に 、 そ 
の シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル を ファ イル エン ド マ ー ク と 共に 正式 に 登録 し ます 。 file пате を 
記述 し な いと 、 フ ァイル 名 の な い デ ー タ ファ イル が 作成 され て し まい ます 。 デ ー タ ファ イル の 内 容 
を 明示 する よう な ファ イル 名 を 必ず 書い て お く よ う に する と 、 フ ァイル が だ くさ ん 作成 され た と き 
間違い が 少な く な り ま す 。 


3.9.2 PRINT ZT 


机 


РКІМТ//Т а, <, da, з, ' „ Фа? 

ае 数 値 デ ゲー タク また は スト リン グ デ ー タ 
МОРЕМ 文 に よっ て オー プン され て いる カモ セ モット デー タフ ァイル に 、 オ ペラ ンド に 記述 し た 各種 デ 
ー タ を 順次 書き 込ん で 行き ます 。 

オペ ラン ド に 記述 する 出力 デー タ は 、 数 値 デ ー タ 、 ス トリ ング デー タ い ずれ も 自由 に 置く こと が で 
きま す 。 1 つの PRINT ノ T 文 に 複数 個 の デー タ を 置く 場合 は 、 モ パパ レー タ " , "を 用 いま す 。 
実際 の デー タ 書き込み は 、256 バ イト 単位 で 行わ れ ま す 。PRINT ノ T 文 を 実行 中 に プロ グラ ム の プ 
レー ク を 行っ た り 、CLOSE 文 を 実行 せ ず に 置い た 場合 、 不 完全 な カセ モッ ト デ ー タ ファ イル の まま 
カセ ッ ト テ ー プ デッキ 内 に 残っ て し まう こと に な り ま す 。 ROPEN 文 の も と で INPUT プ T 文 を 実行 
させ た 場合 、 あ る デー タ 以 降 が 正しく 呼び 出せ な いと いう こと が 生じ て し まい ます 。 従っ て 、 オ ー 
プン し た ファ イル は 正しく クロ ー ズ し な く て は な り ま せん 。 

まだ た 、 フ ァイル オー プン 中 に カセ モッ ト テ ー プ を 交換 し た り 、 巻 き 戻 し 、 送 りな どの 操作 を 行う k E 
常 な ファ イル コン トロ ー ル が 不可 能 に な る の で 行っ て は な り ま せん 。 
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例 次 の プロ グラ ム は 、 カ セッ ト デ ー タ ファ イル "'Name list" を 作成 する 例 で す 。 1 クラ ス 50 人 の 生 
徒 名 が 、 出 席 番号 A の 順に 1 次 元 配列 N $ (А) の 中 に 既に 代入 され て いる も の と し ます 。 
300 WOPEN ン ノエ "Мате list ” 


310 FOR А-1 TO 50: PRINT プ T N $ (А) : NEXT 
320 CLOSE 


3.9.3 CLOSE /T 


R 式 CLOSE く < プ T> 
機 能 МОРЕМ 文 を 実行 し て いる 場合 、WOPEN を クロ ー ズ し て 、 カセ ッ ト テ ー プ 上 に t+ つの シー ケン 
シャ ル デ ー タ ファ イル を 作成 し ます 。 


КОРЕМ 文 を 実行 し て いる 場合 は 、ROPEN を クロ ー ズ し て 、 新 た に 別 の ファ イル の オー プン が で 
きる よう に し ます 。 
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3.9.4 ВОРЕМ/Т 


КОРЕМ < プ T> «Ше пате? 

カセ ッ ト テ ー プ 上 の シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル に 登録 きれ て いる デー タ を 読み 出す た め カ セッ 
ト フ ァイル を オー プン し ます 。 (ROPEN : read open) 

КОРЕМ 文 は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル デ ー タ ファ イル の 読み 出し オー プン を 宣言 する 文 で あり 、 file name 
は 読み 出し オー プン する シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル の ファ イル 名 を 指定 し ます 。 

КОРЕМ 文 を 実行 する と 、INPUT ノ T 文 に よっ て カセ ッ ト テ ー プ 上 の デー タ を 順次 変数 また は 配列 
要素 に 代入 する こと が で きま す 。 

デー タ の 読み 出し を 終了 し た ら CLOSE 文 を 実行 し て ファ イル を 閉じ ます 。 

file пате を 記述 し な いと 最初 に 見 つか っ た BASIC シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル を 読み 出し オ 
ー ジ シン し ます 。 


3.9.5 INPUT ン 〒 


їв 式 


ІМРОТ//Т ва <, рг, va, eee , Un? 

し SAA 数 値 変数 、 数 値 配列 要素 また は スト リン グ 変 数 、 ス トリ ング 配列 要素 
ROPEN 文 に よっ て オー プン され て いる カセ モッ トシ ー ケ ン シ ャ ル デ ー タ ファ イル か ら 順 次 デー タ を 
読み 出し ます 。 
INPUT プ T 文 を 実行 する と 、 そ の オペ ラン ド に 記述 され て いる 入力 並び の 変数 また は 配列 要素 に 順 
次 カセ モッ ト フ ァイル 上 の デー タ を 読み 出し 代入 し ます 。 従 っ て 、 カ セット ファ イル 上 の デー タ 並 び 
と INPUT ノ T 文 の 入力 並び の デー タ 型 は それ ぞ れ 一 致し て いな く て は な り ま せん 。 
シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル 上 の 数 値 デ ー タ が INPUT プ T XTZ b) y JER (また は 配列 要 
Ж) に 対応 され た 場合 は 、 ス トリ ング デー タ と し て 代入 され ます 。 こ の 場合 数 値 デ ー タ が 、5.17 と 
いう 値 だ と し た ら "5.17" と いう スト リン グ と し て 扱わ れ ま す 。 
INPUT ノ T 文 の 実行 中 に デー タ 切 れ 、 即 ち ア ウト オプ ファ イル が 発生 し た ら 水 Error 63 (Out of 
file) と な り ま す 。 


ファ イル ・ エ ンド の 扱い 

作成 きれ た シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル か ら デ ー タ を 読み 出す 場合 アウ ト ・ オ プ ・ フ ァイル が 発 
生 す る と エラ ー(Error 63) が 発生 し て BASIC コマ ンド レベ ル へ 戻っ て し まい ます 。 ファ イル デー 
タ の デー タ 数 が わか っ て いる 場合 は 、 読 み 出し 回 数 を それ に 合わ せれ ば 良い の で す が 、 デ ー タ 個数 
が 不明 で 、 ア ウト ・ オ プ ・ フ ァイル に な っ て も プロ グラ ム を 停止 し な いよ うに する に は 、 シー ケン 
シャ ル デ ー タ ファ イル を 作成 する 時 に 最後 に 必ず 終端 を 示す デー タ を 入れ て お く よ う に すれ ば 、 そ 
れ に よっ て エン ド ・ オ プ ・ フ ァイル を 判断 する こと が で きま す 。 た と えば 、 文 字 通 り "ЕМІ ОЕ 
FILE" と いう スト リン グ デ ー タ を 書い て お く 方 法 が 考え られ ます 。 
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3.10 機械 語 プ ログ ラム コン トロ ー ル 文 


ここ で 解説 する ステ ー ト メン ト グル ー プ は 、 特殊 な 処理 を 行う た め に 機械 語 (machine language) プロ グラ ム を 作成 し 
て BASIC プ ログ ラム と の リン ク を 行っ た り 、 モニ タプ ログ ラム エリ ア 等 を 直接 アク セス し て 必要 な 処理 を 行っ た りす る 
た め の ス テー トメ ント グル ー プ で す 。 


3.10.1 LIMIT 


解 説 


LIMIT аа 

айы アド レス : 数 値 デ ー タ 、 も し く は 4 桁 の 16 進 数 
BASIC で 使用 する メモ リエ リア を 、 gg で 指定 する アド レス まで に 制限 し 、 そ の 次 の アド レス か ら $ 
FFFF (65535) 番地 まで を ユー ザ エ リア と し ます 。 
ある い は 、LIMIT МАХ 文 に よっ て 全 エ リア を BASIC エリ ア に 戻し ます 。 
BASIC で 、 機 械 語 プ ログ ラム と の リン ク を 行う 場合 、 あ る い は 特殊 な デー タ を メモ リ 上 に 構成 し よ 
うと する 場合 は 、 そ れ に 必要 な ユー ザ エ リア を この LIMIT 文 で 確保 し て 、BASIC で 使用 する エリ 
ア と 区 別して お か な けれ ば な り ま せん 。 | 
2 つの エリ ア を 分 割 す る の に 、BASIC で 使用 する エリ ア の 最後 の アド レス を オペ ラン ド に 記述 し ま 
す が 、 そ の アド レス 値 は 、10 進 数 また は 16 進 数 で 直接 指定 し ます 。 
BASIC の 使用 エリ ア . を メモリ の 最大 に 戻す に は 、LIMIT МАХ 文 を 実行 し ます 。 
付録 4・3 の メモ リマ ッ プ を 参照 し て 下さ い 。 
LIMIT $DFFF……… BASIC プ ログ ラム エリ ア を $DFFF 番地 まで に 制限 し 、 そ れ 以 降 を ユー 

ザ エ リア と し ます 。 図 3 一 25 参 照 。 


$ Е000 


— 


Ой 3—25 


$FFFF 
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3.10.2 POKE 
в 式 
机 БЕ 
解 ою 


3.10.3 РЕЕК 


3; 式 
楼 。 能 


POKE ad, d 
аб アド レス : 数 値 デ ー タ 、 も し く は 4 桁 の 16 進 数 
Г РРР 数 値 デ ー タ : 0 一 255、 も し く は 2 杵 の 16 進 数 


メモ リ 上 の 任意 の アド レス に デー タ を スト ア し ます 。 

gg で 指定 する メモ リ 位 置 に 直接 1 バイ ト の デー タ を 書き 込む 文 で あり アク セス する アド レス は 任意 
で すっ 

デー タ は 1 バイ ト デ ー タ で ある の で 、 0 一 255 (16 進 の $00-$FF) の いずれ か で あり 、 数 値 デ ー タ 
で あれ ば 0 一 255 の 範囲 の いずれ か の 整数 で な けれ ば な り ま せん 。 

POKE 文 は 、LIMIT 文 と 関係 な く メ モリ 空間 上 の 任意 の 位置 に 対 し て 実行 可能 で すか ら BASIC や 
MONITOR 本 体 を 壊す 可能 性 が ある の で 、 そ の 使用 に は 充分 注意 が 必要 で す 。 

LIMIT 文 に よっ て 確保 し た ユー ザ ・ エ リア は 、BASIC に よっ て 使用 きれ る こと は な い の で 、 機 械 
語 プ ログ ラム また は デー タ を POKE 廊 で 構成 する 場合 、 あらかじめ LIMIT 文 を 実行 し て お く よ う に 
し ます 。 


PEEK (ад) 

し アド レス : 数 値 デ ー タ 、 も し く は 4 桁 の 16 進 数 
数 値 デ ー タ gg の 値 の 示す メモ リ 上 の アド レス の 内 容 を 与え を ます 。 メ モリ 上 の デー タ は 8bit デー タ 
で ある の で 、 0 か ら 255 の 範囲 の 結果 が 与え を られ ます 。 
cg の 値 は 、0 か ら 65535 ま で の 範囲 で な けれ ば な り ま せん 。 メ モリ 上 の アド レス を 直接 指定 する 場 
合 は 、16 進 数 表現 が 可能 で す 。 
逆 に 、 メ モリ 上 の 指定 アド レス に デー タ を スト ア す る に は POKE ХЕМ У +, 
図 3-26 は 、 PEEK 関 数 の 使用 例 を 示し て いま す 。 アドレス 4544 か ら 4559、 即 ち キー デー 
タ の エリ ア の 内 容 を 表示 させ た も の で す 。 こ れ に よっ て 現在 キー は 、8 16, 24, 32, 40, 
48、56 文 字 と いう 風 に 8 文字 ご と に タビ ュ レ ーション が 設定 され て いる こと が わか り ま す 。 


図 3 一 26 
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3.10.4 USR 


шоқ USR (аф 

айе сез アド レス : 数 値 デ ー タ 、 も し く は 4 桁 の 16 進 数 
数 値 デ ー タ gg の 値 の 示す メモ リ 上 の アド レス に プロ グラ ム の コン トロ ー ル を 移し ます 。 こ れ は は 機械 
語 の サブ ルー チン へ の 分 岐 命令 CALL аа と 同じ で す 。 従っ て 機械 語 プ ログ ラム 中 で リタ ー ン 命 
令 (КЕТ, ВЕТ сс) が ある と 、USR 関数 を 実行 し た 次 の ステ ー ト メン ト へ コン トロ ー ル が 戻り 
#7. 
gg の 値 は 、0 から 65535 まで の 範囲 で な けれ ば な り ま せん 。 メ モリ 上 の アド レス を 直接 指定 する 場 
合 は 、16 進 表現 が 可能 で す 。 


書 式 USR (ad, x$) 
айон アド レス : 数 値 デ ー タ 、 も し く は 4 桁 の 16 進 数 
geeen スト リン グ デ ー タ 


ЊЕ ВЕ USR 関数 で 、 ア ドレ ス デ ー タ と と も に 、 ス トリ ング デー タ を 与え た 場合 、 機 械 語 プ ログ ラム の CALL 
を 実行 する 直前 に 、 ス トリ ング デー タ ぇ $ の 内 容 が スト ア さ れ て いる メモ リエ リア の 先頭 アド レス を 、 
CPU の DE レジ スタ に セッ ト し 、 ぇ $ の 長き を BC レジ スタ に セッ ト し ます 。 
この 関数 に よっ て 、BASIC プロ グラ ム 中 で 使用 し て いる スト リン グ デ ー タ を 、 機械 語 プ ログ ラム 
に 受け 渡す こと が で きま す 。 
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3.11 プリ ンタ コン トロ ー ル 文 


プリ ンタ コン トロ ー ル の 詳細 に つい て は 、 各 プリ ンタ の マニ ュ ア ル に よっ て くだ さい 。 


3.11.1 PRINT ン P 


PRINT グ P «е dı е 42 ……… еп дп> 
по аы 出力 並び : 数 値 デ ー タ 、 ス トリ ング デー タ 、 コ ント ロー ルコ ー ド 
асва ысына» モノ マレ ー タ 


出力 並び で 指定 し た デー タ の 値 を プリ ンタ へ 出力 し ます 。 

PRINT ノ P 文 は 、PRINT 廊 の 実行 と ほぼ 同じ 形式 で デー タ 表 示 を プリ ンタ 上 へ 行い ます 。 セパ レ 
—#" ," k" ; の 働き 、TAB 関 数 の 働き も 同様 で す 。 

た だ し 、 プ リン タ に は 各種 の 印字 モー ド が あり 、 プ リン ト さ れる 文字 の 形 や 行間 隔 な ど が 切り 換え 
られ る よう に な っ て いる こと 、1 文字 を 表現 する ドッ トマ トリ クス の 構成 な どの 違い が あり ます 。 
次 に 、 プ リン タコ ント ロー ル で 用 いる 特殊 コー ド を 示し ます 。 


PRINT ン P CHR $ (5) ……… ド … フォ ー ム ・ フ ィ ー ド (КА) を 行う 
PRINT ン P CHR § (6) ------- 動作 モー ド の 初期 化 を 行う 

PRINT グ P СНК $ (16) ------------ 行間 に スペ ー ス を 空け る プリ ント モー ド に する 
РАМТ/Р CHR $ (17) ………… 行間 圧縮 の プリ ント モー ド に する 
РКІМТ//Р CHR$(18) ………… 倍 文 字 プ リン トモ ー ド に する 

PRINT СНК $ (19) ------------ 倍 文字 プリ ント モー ド を 解除 する 
PRINT ン P CHR § (20) ………… 縮 少 文字 プリ ント モー ド と する 
PRINT ン ノン P CHR$(21) ………… 縮 少 文字 デリ ント モー ド を 解除 する 


3.11.22 ІМАСЕ//Р 


ÁW = 
解 説 


ІМАСЕ/Р х$ 

я Фон スト リン グ デ ー タ : 8 ビッ ト 単 位 の ドッ トバ パ ター ン を 表わす デー タ 並 び 
出力 並び で 指定 し た 任意 の ドッ トバ ターン を プリ ンタ へ 出力 し ます 。 
グラ フィ ッ ク コ ント ロー ル の PATTERN 文 に 似 た 働き の ある 、 グ ラフ ィ ッ クイ メー ジ を プリ ント 
する 文 で す 。 プ リン タ の ヘッ ド は 上 下方 向 に 並ん を で で り 、 グ ラフ ィ ッ クイ メー ジ の プリ ント は 、 
PATTERN 文 に よる CRT ディ スプ レイ 上 の グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン 表示 を 90" 傾 けた も の に な り ま す 。 
た と えば 、 次 の 文 の 実行 に よっ て 図 3 一 27 に 示す イメ ー ジ プリ ント が 行わ れ ま す 。 


ABCDEFG 


ІМАСЕ/Р "ABCDEFG" — = 印字 方向 


3 一 27 
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3.11.3 СОРУ/Р 


書 式 


СОРУ/Р п 

ирен» ディ スプ レイ 表示 ペー ジ 指 定 : 1、2、3、4、5、6、7 ま た は 8 
CRT ディ スプ レイ 上 の デー タ 表 示 を その まま 1 画面 ぶん プリ ンタ 上 へ コピ ー し ます 。 
СВТ ディ スプ レイ 上 の デー タ 表 示 は キャ ラク タ 表 示 、 グ ラフ ィ ッ クエ リア 1、2、3 の グラ フィ ッ ク 表 
示 と が あり 、COPY ン P 文 で は 、 オ ペラ ンド の 記述 に よっ て どの 表示 デー タ を コピ ー す る か 指定 し 
ます ゎぁ 
キャ ラク タ 表 示 の コピ ー を と る 場合 
キャ ラク タ 表 示 の コピ ー を と る 場合 は 次 の COPY ン P 文 を 実行 し ます 。 

СОРУ/Р 1 


グラ フィ ッ ク 表 示 の コピ ー を と る 場合 は 、 グ ラフ ィ ッ クエ リア 上 の 各 ド ッ ト の ЗЕТ/ВЕЗЕТ の 
状態 を 調べ て 、 イ メー ジ モ ー ド と 同様 の 方 法 で ドッ ト パ タ ー ン の デー タ を 出力 し プリ ント し ます 。 
グラ フィ ッ ク エ リア は 1 と 2 と 3 が ある の で 、 次 の 7 通り の COPY プ 文 が 記述 で きま す 。 


СОРУ/Р 2----- グラ フィ ッ ク エ リア 1 の 表示 デー タ を プリ ンタ 上 に コピ ー し ます 。 

СОРУ/Р 3----- グラ フィ ッ ク エ リア 2 の 表示 デー タ を プリ ンタ 上 に コピ ー し ます 。 

СОРУ/Р 4----" グラ フィ ッ ク エ リア 1、2 を 同時 に 表示 し た 場合 の 表示 デー タ を プ 
リ シタ 上 に コピ ー し ます 。 

СОРУ/Р 5----- グラ フィ ッ ク エ リア 3 の 表示 デー タ を プリ ンタ 上 に コピ ー し ます 。 

СОРУ/Р 6----- グラ フィ ッ ク エ リア 1、3 を 同時 に 表示 し た 場合 の 表示 デー タ を プ 
リン タ 上 に コピ ー し ます 。 

COPYZP Tessas グラ フィ ッ ク エ リア 2、3 を 同時 に 表示 し た 場合 の 表示 デー タ を プ 
リン タ 上 に コピ ー し ます 。 

СОРҮУ/Р бео» グラ フィ ッ ク エ リア 1、2、3 を 同時 に 表示 し た 場合 の 表示 デー タ 


を プリ ンタ 上 に コピ ー し ます 。 

СОРУ/ РЗ, СКАРН O 文 と は 関係 な く 使用 で きま す 。 
CONSOLE GH 命 令 に より 640X200 ド ッ ト ン 画面 の ハイ リゾ リュ ーション モー ド に 設定 し て いる 
時 に 80 桁 ライ ンプ リン タ に て グラ フィ ッ ク 表 示 の コピ ー を と る 場合 は 、 か な ら ず プリ ンタ の 印字 モー 
ド を 縮 少 文字 プリ ント モー ド に 設定 し て くだ さい 。136 桁 ラ ィ ンプ リン タ を 使用 する 場合 は 、 普通 
印字 モー ド で コピ ー 可 能 で す 。 
( 例 ) 100 РКІМТ//Р CHR $ (20) 

110 COPY ン P 8 


3.11.4 РАСЕ/Р 


式 


ТА 


РАСЕ/Р х 


プリ ンタ の 印字 で 、 何 行 を 1 ペー ジ と する か を 決め る 廊 で す 。 
プリ ンタ の 初期 状態 で は 1 ペー ジ 66 行 印字 され ます が 、 そ れ を 1 一 255 の 範囲 で 任意 に 決め る こ 
と が "で きま す 。 БЕБА, 

РАСЕ/Р 22 
文 に よっ て 1 ペー ジ を 22 行 と 決め て お く と 、 プ リン タ の " TOP ОЕ FORM" ボタ ン を 押す か 、 
ペー ジ 送 り の コー ド を 送る と (РЫМТ/ИР CHR$(5) Ж 5) 22 行 単位 で 次 の 先頭 行 へ プリ ン 
ト 用 紙 が 送ら れ ま す 。 
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3.12 I/O ポ ー ト アク セス 文 


3.12.1 INP 


3.12.2 OUT 


INP@ р,» 
ранок ポー ト 番 号 : 0 一 255 も し く は $00 一 $FF 
КК 数 値 変数 また は 数 値 配列 要素 


IO ポー ト 上 に ある 1 バイ ト の デー タ を 変数 (また は 配列 要素 ) に 入力 し ます 。 (INP : input) 
INP 文 の 機能 は 、Z80A-CPU の "IN "命令 の 機能 に 似 て お り 、 オ ペラ ンド @ ゎ の p ゎ を アド レス ・ 
バス の 下位 (Ao か ら 47) に 割り 付け 、 指 定 可 能 256 ポー ト の 1 つ を 選択 し て その ポー ト 上 に ある 
1 バイ ト の デー タ が 取り 込ま れ ま す 。CPU の "IN А, (п) "命令 で は 、 ア キュ ムレ ー タ に 1 バイ ト 
の デー タ が 取り 込ま れ ま す が 、BASIC の INP 文 で は 、 変 数 に 取り 込ま れ ま す 。 データ は 1 バイ 
ト な の で 、 数 値 変数 また は 数 値 配列 要素 ? に 0 一 255( ま た は $00— $FF) の いずれ か の 数 値 が 代入 
され ます 。 

ユニ バー サル I プ O カ ー ド を 介し て 外部 機器 か ら の デー タス 入力 を 行う に は 、 カ ー ド 上 の ポー ト 設 定 
スイ ッ チ に よっ て 定め た ポー ト 番 号 に よっ て アク セス を 行い ます 。 


OUT@ р х 
р ポー ト 番 号 : 0 一 255 も し く は $00 一 $ FF 
жом 数 値 デ ー タ :0—255% L < (4 $00— ЕЕ 


IO ポー ト 上 に 1 バイト の デー タ を 出力 し ます 。 

OUT 文 の 機能 は 、Z80A-CPU の "OUT "命令 の 機能 に 似 て お り 、 出 力 ポ ー ト を 選択 し て 、 そ こ へ 
1 バイ ト デ ー タ を 出力 し ます 。CPU の OUT (п), А "命令 で は 、 ア キュ ムレ ー タ の 内 容 が 該当 ポ 
ー ト へ 出力 され ます が 、BASIC の OUT 文 で は 、 数 値 デ ー タ の 形 で 1 バイ ト デ ー タ が 出力 され ます 。 
従っ て 、 数 値 デ ー タ は 、0 一 255 (また は $00 一 $FF) の いずれ か の 数 値 で な けれ ば な り ま せん 。 
MZ-2000 本 体 は 、16 進 で $EO ポー ト 以 降 を 各種 コン トロ ー ル で 使用 し て お り 、 こ れ ら の ポー ト に 
つい て は 、Owner's Manual を 参照 の 上 注意 し て 扱わ な く て は な り ま せん 。 


BASIC MZ-1Z001 の 関数 


この 章 は 、BASTC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 の 関数 に つい て 、 数 値 関数 、 ス トリ 
ング 女 理 関数 、 タ ビュ レー ショ ンコ ント ロー ル 関 数 の 各 組 み 込 み 関数 (built-in 
function) 順に それ ぞ れ の 機能 を 解説 し て いま す 。 

グラ フィ ッ ク 娘 理 、 機 械 語 プ ログ ラム 女 理 等 で 特殊 に 用 いら れる 各 関 数 に つい て 
は 、 前 章 の 各 ス テー トメ ント グル ー プ の 中 で 解説 され て いま すか ら 、 そ ちら を 参 
носена, 

どの 組み 込み 関数 も 、 あ ら か じ め 定 義 す る 必要 な く 任 意 に 呼び 出す こと が で きま 
7. 


Chapter 
4 
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4.1 組み 込み 数 値 関数 


4.1.1 ABS 


дуъененъяа 数 値 デ ー タ : 数 値 定 数 、 数 値 変 数 、 数 値 配列 要素 また は それ ら の 算術 式 
机 BE 数 値 デ ー タ > ぇ に つい て 、 そ の 絶対 値 |z | を 与え ます 。(ABS : absolute value) 即ち 、 
120 の と き ABS(z) =x 
х<0 の と き ABS(z) --х 


と な り ま す 。 
PRINT ABS (3—8) 
5 
Ready 


4 一 1 は 、ABS 関 数 の 機能 を グラ フィ ッ ク 表 示 で 示し た 例 で す 。 


454 L 
ERE teg 168: LINE 168,88,168 


. 94 
(J %11+169 NEXT У 


1 
1 
5 
3 

е 


ш Zu о) 
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4.1.2 ІМТ 


жя = ІМТ (х) 
ЖАН хі ом, ERORKOR 5.2 #3, (INT : integer) 


4 一 2 は 、INT 関 数 に よる 整数 化 に よっ て 、 連 続 的 に 変化 する 量 が 階段 状 の 離散 値 に 変換 され る 
も よう を 示し て いま す 。 


Е 160,80,160,1 
L 


а.а 
можта+1за NEXT 


SGN (x) 


数 値 ア ゲー タ z ぇ に つい て 、 符号 関数 sign z の 値 を 与え ます 。(SGN : sign) 即ち 、 
z>0 の と き 8СМ(х) - 1 


z=0 の と き SGN(z) =0 
х<0 の と き SGN(z) ニー 1 
と な り ま す 。 
図 4 一 3 は 、 SGN 関 数 の 働き を 、 図 4 一 2 の INT 関 数 の 働き に 対照 させ て 示し て いま す 。 


INE 168,88,168,1 


` 8.814 
GN CX) ж10 + 138: НЕХТ 
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4.1.4 БОК 


SQR (х) 
数 値 デ ー タ * に つい て 、 そ の 平方 根 хо を 与え を ます 。 (SQR: square root) 
* の 値 は 正 ま だ は 0 で な けれ ば デー タ エ ラ ー と な り ま す 。 
プロ グラ ム 
10 Х=5 
20 PRINT X ,SQR(X) 
зо х=Х—1: СОТО 20 
プロ グラ ム 実 行 


RUN 
5 2.236068 
4 2 
3 1.7320508 
2 1.446 
1 1 
0 0 
= 1 
ЖЕггог 3 іп 20------------ え の 値 が お 負 に な っ た ため デー タ エ ラ ー が 発生 し た 
Ready 
SIN (х) 


数 値 デ ー タ * に つい て 、 三 角 関 数 (trigonometric function) sinx の 値 を 与え を ます 。 た だ し 、 * の 単位 
は ラジ アン (radian) で す 。 (SIN : sine) 
度 (degree) 単位 の 数 値 デ ー タ 9 に つい て 、 三 角 関 数 sin 4” の 値 を 得る に は 、 

SIN (аЖжл/ 180) 
と し ます 。 
М4 一 4 は 、 一 12 ラ ジア ン か ら 12 ラ ジア ン ま で 角度 x を 変化 させ た と き の 、 ヶ 王 sin х+зш2х の グ 
ラフ を 示し て いま す 。 
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41.6 СО8 
= 式 COS (») 

数 値 デ ー タ ェ に つい て 、 三 角 関 数 cos х の 値 を 与え を ます 。 た だ し 、* の 単位 は ラジ アン (radian) で す 。 
(COS : cosine) 
FE (degree) 単位 の 数 値 デ ー タ 9 に つい て 、 三角 関 数 cos d ' の 値 を 得る に は 、 

COS (аж л// 180) 

と し ます 。 

図 4 一 5 は 、COS 関 数 を 組み 合わ せ て 1 つの 繰り 返し 曲線 を 描か せ た も の で す 。 


Ga 


4) +160 ,SB 站 CO 


© 


ШЕЙ МИ 
< 200712 


DODO の 


еза 
N 


この 画面 表示 は 、 CONSOLE В 文 に よっ て 画面 全体 の 白黒 が 反転 きれ て いま す 。 従 っ て SET 文 に 
よっ て 描い た 曲線 は 、 黒 く 描 か れん て いま す 。 
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41.7 ТАМ 


4.1.8 АТМ 


ТАМ (x) 
数 値 デ ー タ x に つい て 、 三 角 関 数 tan の 値 を 与え を ます 。 た だ し 、>* の 単位 は ラジ アン (radian) C+, 
(TAN : tangent) 
НЕ (degree) 単位 の 数 値 デ ー タ g に つい て 、 三 角 関 数 tan 〆 の 値 を 得る に は 、 

ТАМ (ажл//180) 
と し まず 5 
бап zl, z=—Z =пл, (20. 1. 2--- ) の と き | tan х | 一 十 ぐ と な り 、TAN 関 数 も z の 値 に よ 
よっ て 結果 が オー バフ ロー する こと が あり ます 。 
図 4 6 は 、TAN 関 数 の オー バフ ロー を 調べ る だ ため に 、89.99999" か ら 0.000001 刻み で 90" に 近 付 
けた 様子 を 示し て いま す 。89 .999999'* で オー バフ ロー が 発生 し た こと が わか り ま す 。 


АТМ (х) 
数 値 デ ー タ x ぇ に つい て 、 逆 三角 関数 (inverse trigonometrical function) arctan > の 値 を 与え ます 。 
た だ し 得 ら れる 結果 の 単位 は ラジ アン (radian) で す 。 (ATN : arctangent) 
arctan * は 、 無 限 多 価 関数 (infinite many-valued function) で す が 、ATN 関 数 で は 、 そ の 主 値 
(principal value) を 与え 、 結 果 は ー ァ / 27» л/ 2 の 間 の 値 と な り ま す 。 
度 (degree) 単位 の 結果 を 得る に は 、 
АТМ (х) Ж180,/л 

と し ます 。 
PRINT АТМ(1) ЖІ8О//л ;"°" 

45° 
Ready 
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41.9 ЕХР 


書 式 EXP (а) 

ЊЕ 能 数 値 デ ー タ x に つい て 、 指 数 関数 (exponential function)e* の 値 を 与え を ます 。(EXP : exponential 
function) 
e は 自然 対数 の 底 (the natural logarithmic base) で す 。 

PRINT EXP( 1 ) , EXP( 2 ) 
2.7182818 7.3890561 

Ready 
014 一 7 は 正規 分 布 形 の グラ フ を 表示 させ た 例 で す 。 


2.5 ӘТЕР 8.04 
%160,-4ӘжФЕХР«- 2) +136 
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4.1.10 LOG 


4.1.11 LN 


4.1.12 


ВМО 


LOG (х) 
数 値 デ ー タ > に つい て 、 常 用 対数 (common logarithm) 1ognoz の 値 を 与え ます 。 真 数 *z は 、0 より 大 
きく な けれ ば な り ま せん 。(LOG : 1ogarithm) 
B> 0 か つ B キ 1 で ある と き 、 数 値 デ ー タ A の 値 に つい て 、B を 底 と する 対数 関数 の 値 (the value 
of the logarithm of А with the base В) logBA は 、 
LOG (А) J LOG (В) 
まだ は 、 
ІМ (А) LN(B) 
に よっ て 得 ら れ ま す 。 


LN (x) 
数 値 デ ー タ * ぇ に つい て 、 自 然 対 数 (natural logarithm) loge x の 値 を 与え ます 。 真 数 *z は 、0 より 大 
きく な けれ ば な り ま せん 。 (LN : natural logarithm) 
数 学 公式 に ある よう に 、 真 数 の 積 は 、 対 数 の 和 で 表わす こと が で きま す 。 即 ち 、 
LN (х жу) =LN (X) +LN (Y) 
LN (ху) =LN (X) 一 LN(Y) 
ГОС (хжу) = ОС (X) LOG(Y) 
LOG (х/у) =1.06 (X) 一 LOG (У) 
一 般 に 、 演 算 実 行 時 間 は 、 左 辺 の 方 が 短く な り ま す 。 


RND (а) 

数 値 デ ー タ x に つい て 、0.00000001 か ら 0.99999999 ま で の 値 を と る 擬似 乱数 (pseudo random num- 
bers) を 与え ます 。( RND : random numder) 

数 値 デ ー タ ぇ の 値 に よっ て 次 の 2 通り の 働き を 持っ て いま す 。 

x> 0 と し た 場合 は 、BASIC イ ンタ ー プ リタ が 発生 する 擬似 乱数 系 列 で 、 前 回 与え だ 乱数 に ひき つ 
づく 、 次 の 乱数 を 与え ます 。 

x 生 0 と し た 場合 は 、RND 関 数 に よる 擬似 乱数 系 列 の 発生 を 初期 化し 、 先 頭 の 擬似 乱数 値 を 与え ま 
す 。 こ の 初期 化 操作 に よっ て 、 乱 数 に よる シミ ュ レ ーション な ど に 再現 性 を 持た せる こと が で きま す 。 
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4.2 スト リン グ 処 理 関数 


4.2.1 LEETS 
ж = LEFTS$ (x$ , п) 
ехо スト リン グ 定 数 、 ス トリ ング 変数 、 ス トリ ング 配列 要素 また は それ ら の 結合 式 
n ee 数 値 定数 、 数 値 変数 、 配列 要素 また は それ ら の 算術 式 
ж ВЕ スト リン グ デ ー タ z*$ に つい て 、 左 か ら z 廊 字 で 構成 する スト リン グ を 与え ます 。 
niž, 0 から 255 の 範囲 で な けれ ば な り ま せん 。 
も LnZLEN(z$) な ら ば LEFTS (28 , п) =z$ と な り ま す 。 ま な た n= 0 の と き は 、 LEFTS (zS , n) 
=" (null string) と な り ま す 。 
PRINT LEFTS(" Personal Computer М2-2000" > 17) 
Personal Computer 
Ready 
プロ グラ ム 
10 A$=ー" ナ ツメ ソウ セキ " 
20 B$=LEFT$ (A$ , 3) 
30 PRINT "セイ ハ ";В$;" ТА" 
プロ グラ ム 実 行 
RUN 
セイ ハ 。 ナツメ FA 
Ready 
4.2.2 MIDS 
в 式 МІР $ (z$ , m, п) 


机 ВЕ スト リン グ デ ー タ x$ に つい て 、 左 か ら 好 番目 の 文字 か ら ヵ 文字 で 構成 する スト リン グ を 与え ます 。 
(MID : middle) 
тіз, 1 から 225 の 範囲 、z は 0 から 255 の 範囲 で な けれ ば な り ま せん 。 
も し ヵ >LEN(z$) 一 m な ら ば 、MIDS(x$ , т, п) =RIGHT$ (x$ "ЕМ (x$)— m +1) 
即ち x$ の m 文 字 か ら 終わ り ま で 全部 と な り ま す 。 #7:п= 0 で あれ ば MIDS (1$ ,т,п) = " " (null 
string) と な り ま す 。 
プロ グラ ム 
10 А5=" Wolfgang Amadeus Mozart '' 
20 INPUT N 
30 PRINT MIDS(AS ,N , 8) 
プロ グラ ム 実 行 
RUN 
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4.2.3 RIGHTS 


書 式 RIGHTS (=Š , п) 
79 能 スト リン グ デ ー タ ぇ z$ に つい て 、 右 か ら ヵ 文字 で 構成 する スト リン グ を 与え ます 。 


z は 、0 か ら 255 の 範囲 で な けれ ば な り ま せん 。 
も | пе LEN な ら ば RIGHTS (z$ › п) =х$ と な り ま す 。 ま た ヵ ー 0 の と き は 、 RIGHTS (=$ , 
п) =" " (null string) と な り ま す 。 
プロ グラ ム 
10 А$= "Ех ソウ セキ " 
20 B$= テ RIGHTS (AS , 4) 
30 РАМТ "ナマ エ ハ ";В$;" ох" 
プロ グラ ム 実 行 
RUN 
ナマ エ ハ ソウ セキ デス 
Ready 


4.2.4 SPACES 


= 式 SPACES (п) 

机 能 数 値 デ ー タ ヵ ぇ に つい て 、 ヶ z 個 の 連続 し た スペ ー ス スト リン グ を 与え ます 。 
この スト リン グ 処 理 関数 は 主 に 、 PRINT 文 で 用 いら れ 、 項目 の 削除 (文字 を スペ ー ス で 消す ) や タ 
ビュ レー ショ ン 操 作 に 使用 きれ ます 。 


プロ グラ ム 
10 PRINT "Г" |8ТВІМОВІ("-- " 。30) з "1" 
20 PRINT "|" ; 5РАСЕ$ (11) ; “Table 1 " ; ЗРАСЕ$ (11) ; "|" 
30 PRINT "L" ;STRING$("—" ,30) ; "ц" 
プロ グラ ム 実 行 
RUN 


ТаМе 1 


Ready 
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4.2.5 STRINGS 


ох STRINGS (xŠ , п) 
ЊЕ 能 スト リン グ デ ー タ ぇ z$ に つい て 、 そ の 先頭 の 文字 を 連続 し て % 個 つない で 構成 する スト リン グ を 与え 
まず 。 
前 記 の SPACE$ 関 数 は 、 こ の STRING $ ВО віх" "で あっ た 場合 の 関数 と 考え る こと が で 
きま す 。 
プロ グラ ム 
10 В5 5ТВІМС8 (" ж" , 10) 
20 PRINT R$;" Table 1 " ; $ 
プロ グラ ム 実 行 
RUN 
жжжжжжжжжж Table 1 жжжжжжжжжж 
Кеаду 
4.2.6 CHRS 
оо з CHRS (а) 
机 能 数 値 デ ー タ zx に つい て 、ASCIL コ ー ド が z で ある 1 つの キャ ラク タ を 与え ます 。(CHR : character) 


従っ て x は 、0 か ら 255 (16 進 数 の $00 か ら $FF) の 範囲 で な けれ ば な り ま せん 。CHRS$() 関数 
と は 逆 に 、 キ ャ ラク タ の ASCIL コ ー ド を 得る に は 、ASC 関 数 が 用 いら れ ま す 。 


044 — 813, ASCII コー ド 30 一 255 に 相当 する 、 す べ て の キャ ラク タ を テレ ビ 画 面 上 に 表示 させ た 
も の で す 。 
ASCT コ ー ド 0 一 29 は 特殊 コー ド と な っ て いま す 。 付録 の ASCITL コ ー ド 表 (Р.98—99) を 参照 し て 
く だ さい 。 


4 一 8 
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4.2.7 ASC 


4.2.8 STRS 


АЗС (х%) 


スト リン グ デ ー タ ぇ z$ に つい て 、 先 頭 の キャ ラク タ に 対応 する ASCT コ ー ド を 与え ます 。(ASC : 


SCII) キャ ラク タ と ASCII コ ー ド の 関係 は 、 巻 末 の ASCIL コ ー ド 表 を 参照 し て くだ さい 。 
ASC 関 数 と は 逆 に 、ASCITIL コ ー ド か ら キ ャ ラク タ を 得る に は 、CHRS 関 数 が 用 いら れ ま す 。 
デ ロ グ ラム 

10 МРОТ "オオ モジ 7 === Ја ваз“ „с1.8 

20 FOR М-1 TO LEN(CLS) 

30 PRINT CHRS.(ASC(MID$S(CLS , N , 1)) +32) : 

40 NEXT М 

50 END 
プロ グラ ム 実 行 
RUN 
オオ モジ 7 ニュ ー リ ョ ク セヨ : FLOCCINAUCINIHILIPILIFICATION「) 
floccinaucinihilhipilification 


Ready 


STR$ (х) 


数 値 デ ー タ z ぇ に つい て 、 そ の 値 を 表わす スト リン グ を 与え ます 。 
数 値 デ ー タ が 指数 表現 と な る 場合 に は 、 指 数 表記 の スト リン グ を 与え ます 。 


STRS 関 数 と は 逆 に 、 数 値 を 表わす スト リン グ を その まま 数 値 デ ー タ に 変換 する に は 、VAL 関 数 


数 が 用 いら れ ま す 。 


図 4 一 9 は STRS 関 数 を 用 いた デー タ の 変換 の 例 を 示し て いま す 。 正 の 数 値 の 表示 で は 、 正 号 " + 
"が 略 さ れ た 1 つの プラ ンク が 数 値 の 前 に 表示 され ます が 、STRS 関 数 で スト リン グ に 変換 し た も 


の に は 、 こ の プラ ンク (space) は 付加 され な いこ と に も 注意 し て くだ さい 。 


4 一 9 


1) floccinaucinihilipilification : 軽視 
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4.2.9 VAL 


4.2.10 LEN 


VAL (x$) 

スト リン グ デ ー タ z$ に つい て 、 そ れ が 表わす 数 値 デ ー タ を 与え ます 。 (VAL : value) 
VAL 関 数 と は 逆 に 、 数値 デー タ を スト リン グ に その まま 変換 する に は 、 STRS 関 数 が 用 いら れ ま す 。 
図 4 一 10 は 、VAL 関 数 を 用 いた デー タ の 変換 の 例 を 示し て いま す 。 日 常 よ く 行 う よ う に 、 1000 単 
位 で コン マ " , "を 打っ て 数 値 を 入力 する 方 法 を 許し 、 そ れ を VAL 関 数 に よっ て 実際 の 数 値 デ ー タ 
に 変え る よう に 工夫 し た 例 で す 。 


4 一 10 


ГЕМ (x$) 

スト リン グ デ ー タ ぇ z$S に つい て 、 そ の 構成 キャ ラク タ 数 を 与え を ます 。(LEN : length) 

キャ ラク タ の うち 、CRT ディ スプ レイ に 表示 され な いい スペース" "や コン トロ ー ル 用 スト リン グ 
デー タ も それ ぞ れ 1 文字 と し て 数 えら れ ま す 。 

РАМТ LEN(STRS( ヶ ) ) 


9 
Ready 
シス テム 変数 * は 、 8 桁 の 定数 3.1415927 と 小数 点 を 含ん で お り 、 STRS 関 数 で スト リン グ デ ー タ 
と し た と き ス トリ ング の 長き は 9 と な っ た の で す 。 


PRINT LEN( "Personal Computer MZ-2000 " ) 
25 
Ready 
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4.2.11 CHARACTERS 


机 能 


CHARACTERS (x , у) 
РЕ 数 値 デ ー タ : メー 座標 
jee 数 値 デ ー タ : Y 一 座標 
現在 の キャ ラク タ 表 示 で 、Xー 座 標 が *、Y 一 座標 が 9 で 指定 され る 画面 上 の 位置 に 表示 され て いる 
1 つの キャ ラク タ を 与え ます 。 
キャ ラク タ 表 示 は 、ASCIL コ ー ド が 30 一 255 の も の が 表示 可能 で すか ら 、CHARACTERS 関数 
に よっ て 得 ら れる キャ ラク タ は 、CHRS (30) -СНК (255) の いずれ か と な り ま す 。 
座標 指定 の 範囲 は 、80 キ ャ ラク タタ 表示 モー ド 、40 キ ャ ラク タ 表 示 モ ー ド で それ ぞ れ 次 の よう に 限ら 
れ ま す 。 
一 60 キ ャ ラク タモ ー ド の 場合 
メー 座標 0 ミ x ミ 79 
Yー 座 標 0 =у=24 
一 40 キ ェ ャ ラク タモ ー ド の 場合 
メー 座標 0 22:39 
Y 一 座 标 : 0 ミッ ミミ 24 
М4 一 11 は 、CRT デ ィ ス プレ イ 上 の 上 部 5 行 に 表示 され て いる メッ セー ジ を CHARACTERS 関数 
に よっ て 読み 出し て 、 文 字 間 に スペ ー ス を 空け て 、 デ ィ ス プレ イ の 下部 へ 表示 し 直し た も の で す 。 


Computar 


4—11 
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4.8 タビ ュ レ ーション コン トロ ー ル 関数 


4.3.1 TAB 


рене ення 数 値 デ ー タ : 数 値 定数 、 数 値 変数 、 数 値 配列 要素 また は それ ら の 算術 式 
PRINT 文 の オペ ラン ド に 使用 きれ 、 デ ー タ 表示 の ポイ ンタ で ある カー ソル を 、 数 値 デ ー タ ぇ で 指定 
する タビ ュ レ ーション 位置 へ 移動 し ます 。(TAB・ tabulation) 

СВТ ディ スプ レイ の 左端 が 、 タ ビュ レー ショ ンー0 、 右端 が 79 (80 キ ャ ラク タモ ー ド の 場合 ) ある 
01239 (40 キ ャ ラク タモ ー ド の 場合 ) で す 。 

タビ ュ レ ーション に よる カー ソル の 移動 は 、X 座 標 の 正 の 方 向 に だ け 移 動 で き 、 現 在 の カー ソル 位 
置 よ り 左 側 へ の タビ ュ レ ーション 値 が 指定 され た 場合 は 無効 ( 何 も 実 行 し な い ) と な り ま す 。 


付 93 Appendix 


この 付録 に は 、 炊 の も の が 置か れ て いま す 。 


Ш достта— ке 表 A・1 

Ш BASTC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 エ ラー メッ セー ジ 表 ……… 表 A・2 
この 表 に は 、 プ ログ ラム 、 コ マン ド 実 行 中 に 起こ り 得 る 全て の エラ ー を 載せ て 
いま す 。BASTC イ ンタ ー プ リタ は 、 エ ラー の 発生 を この 表 に 示さ れ た エラ ー 番 
号 を 表示 する こと に よっ て 知ら せま す 。 

一 メモ リ ・ マ ッ プ 

Ш 三 訪 関数 、 双曲線 関数 表 
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АЛ ASCII コ ー ド 表 


MZ-2000 シ ステ ム の ASCTI コ ー ド 表 を 次 に 示し ます 。 


16 10 42 
17 11 43 
18 12 44 


45 


46 


47 
48 


49 


[h] 
1 | 01 li] 
2 | ог |[1] м 
з | 03 
4 | 04 М 
s | | [m] 
6 | o6 [n] 
7 | от pu [o] 
8 | 08 [P] 
9 | 09 СІ 
10 | ОА 
11 [5] 
12 | ос 38 
13 | ор 39 [и] 
14 | OE 40 
15 | ОЕ 41 [w] 
[x] 
[У] 
[2] 
[1] 
Ш 
Ш 
に | 
к! 
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[Ее М ЕНЕ ыы ЕЗ а I И 
ЕС РАС Ы БІЛ СС СТЕ ПС ПП АБ ССС от Съ 
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о-о СС ПС С «+= mI ll olo) РА 
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[з] КР 81 [2] оо БП ШШ 653 [27 то 65 |ојој ЕЗ ЕЧ ES 9 ШЕЯ 


БЕЛ Б < ШШЕ ЕЗ ЕЗЕЗ ЕТЕП >< [= ЕЛЫ < кажаа ЫШ ж» 


-НГЕЗІГЕБІСІФЗІЖПІННИНЕ ЕНІШІНІЕК 91015158 
ме АА КО ВАР У АЛІ S] 
ОТО Трака аа АШ ЫА АУ 5А 
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A.2 エラ ー メ ッ セ ー ジ 表 


O о м の Q ы о MN н 


ка һа 
- © 


Syntax 


Overflow 

Illegal data 
Data type 
String length 
Memory capacity 
Array definition 


Line length 


GOSUB nesting 
FOR 一 NEXT nesting 
ПЕК ЕМ nesting 
NEXT 

RETURN 

Undefined function 
Undefined line number 
Can't continue 
Memory protection 


Instruction mode 


READ 


文法 上 の 誤り 

数 値 デ ー タ が 許容 範囲 外 、 演 算 結果 が オー バフ ロー し た 
規定 外 の 数 値 、 変 数 が 使わ れ た 

デー タ と 変数 の 型 が 一 致し な い 

スト リン グ の 内 容 が 255 文 字 を 越え た 

メモ リ 容 量 不足 と な っ た 

同じ 配列 変数 を 前 より 大 きく 定義 し よう と し た 

1 行 の 長 さ が 制限 を 越え た 


GOSUB 文 の ネス ティ ング が 16 を 越え た 

FOR 一 NEXT 女 の ネ ステ ィング が 16 を 越え た 

DEF FN 廊 に よる 関数 定義 の ネス ティ ング が 6 を 越え た 
対応 する FOR 文 の な い NEXT 文 が 使わ れ た 

対応 する GOSUB 文 の な い RETURN 廊 が 使わ れ た 

定義 され て いな い 関 数 が 使わ れ た 

存在 し な い 行 番号 を 参照 し よう と し た 

CONT 文 に よる プロ グラ ム の 継続 が で き な い 

BASIC イ ンタ ー プ リタ の 管理 エリ ア 内 へ の 書き 込み 要求 を し た 
ダイ レク トコ マン ド と ステ ー ト メン ト を 混同 し て 使っ た 


対応 する DATA 文 の な い READ 文 が 使わ れ た 
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Already open すでに オー プン され て いる ファ イル を 更に オー プン し よう と し た 


44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 


Out of Ше ファ イル デー タ 読 み 込み で 、 ア ウト オプ ブフ ァイル が 起き た 


プリ ンタ が 接続 きれ て いな いか 、OFF 状態 で ある 
プリ ンタ に メカ トラ ブル が 起き た 
プリ ンタ 用 紙 ぎ れ 


Printer is not ready 
Printer hardware 


Out of paper 


Check sum チェ マッ タク サム エラ プー 
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A.3 メモ リ ・ マ ッ プ 


$ 0000 зао 
MZ-1Z001M 


51240 51240 : Cold ス ター ト ア ドレ ス 


$1300 : Hot スタ ー ト アド レス 


$ FFFF 


A.4 三角 関数 と 双曲線 関数 


組み 込み 数 値 関数 に な い 三 角 関 数 と 双曲線 関数 お よび それ ら の 逆 関数 を 定義 むる た め の 例 を 次 に 示し ます 。 使 用 する 場 
合 に は 各 関数 の 定義 域 に 注意 する 必要 が あり ます 。 


secant 

cosecant 

cotangent 

arcsine 

arccosine 

arcsecant 

arccosecant 
arccotangent 
hyperbolic sine 
hyperbolic cosine 
hyperbolic tangent 
hyperbolic secant 
hyperbolic cosecant 
hyperbolic cotangent 
arc-hyperbolic sine 
arc-hyperbolic cosine 
arc-hyperbolic tangent 
arc-hyperbolic secant 
arc-hyperbolic cosecant 


arc-hyperbolic cotangent 


FNA (X) =1/СО5(Х) 
FNB (X) =1/SIN(X) 
FNC(X) =1/ТАМ(Х) 


FND(X)=ATN(X/SQR(1— Х72)) 

ЕМЕ (X) =—ATN(X/SQR(1— Х72)) + л/2 

FNF (X) 三 ATN(SQR( X^2 一 1) ) + (SGN(X) - 1)Ж 7/2 
ЕМС (X) = АТМ(1/59В(Х72-1)) + ($СМ(Х) —1)* л/2 


FNH (X) ニーATN(X) + л/2 


ЕМІ (Х) = (ЕХР(Х) -ЕХР(-Х))/2 

FNJ (Х)=(ЕХР(Х)+ЕХР(—Х))/2 

ЕМК (Х) = -ЕХР(-Х)/(ЕХР(Х) +ЕХР(—Х))Ж2+1 
FNL (X) =2/(ЕХР(Х) + ЕХР(-Х)) 

FNM(X) =2/(ЕХР(Х) -ЕХР(-Х)) 

FNN (X) =ЕХР(—Х)/(ЕХР(Х) —ЕХР(—Х))Ж2+1 
FNO(X) 三 LN(X 十 SQR(X^2 十 1) ) 

FNP (X) LN(X 十 SQR(X^2 一 1) ) 

FNQ (X) =LN((1+ X)/(1—X))/2 

ЕМЕ (X) =LN((SQR(1— Х^2) +1)/Х) 

FNS (X) - ІМ((З МОЮ) ж 59В( X^2 十 1) +1)/Х) 
FNT(X)=LN((X+1)/(X—1))/2 
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は Ú め に 


この マニ ュ ア ル は 、 パ ペー ソナ ルコ ンピュータ MZ-2000 の 標準 シス テム ソフ ト 
ウェ ア MONITOR MZ-1Z001M の 命令 仕様 と サブ ルー チン の 機能 を 解説 し て 
お り 、 機 械 語 (machine language) に よっ て プロ グラ ム を 作成 し た り 、 デ ー タ 
を 構成 する 場合 、 ど の よう に し た ら よ いか が 示さ れ て いま す 。 

MONITOR MZ-1Z001M は 、MZ-2000 の シス テム ソフ トウ ェ ア の 標準 モニ 
タプ ログ ラム で あり 、BASIC イ ンタ ー プ リタ 、DISK BASIC イ ンタ ー プ リタ 、 
倍 精度 DISK BASIC イ ンタ ー プ リタ な ど を バッ クア デップ する 働き が お も を な を 役 
割 と な っ て いま す が 、 モ ニタ へ コン トロ ー ル を 移す こと に よっ て 、 独 立 し た 機 

語 モ ニタ (machine language monitor) と し て 使用 する こと が で きま す 。 こ 
れ に よっ て 、BASIC プ ログ ラム の 機械 語 サ プ ブルー チン を 直接 作成 し た り 、 科 単 
な デバ ッ グ を 行う こと が で きる だ け で な く 、 自 由 に シス テム プロ グラ ム を 作成 
し た り 、 カ セッ ト フ ァイル を 作成 し た り 、 独 自 の 方 法 で MZ-2000 を コン トロ ー 
ル す る こと が で きま す 。 


巻末 に は 参考 の た め MONITOR MZ-1Z001M の 全 ア セ モン ブリ ・ リ スト を 掲 
載 し て お り ま す 。 


MONITOR MZ-1ZO001M (Chapter 
コマ ンド と サ プ ブル ー チ ン の 使い 方 1 


この 章 は 、 6 つの モニ タコ マン ド の 機能 と 使い 方 お よび 主要 な モニ タ サ プルー チ 
ン の 機能 と 使い 方 と を 解説 し て いま す 。 モ ニタ プロ グラ ム に よっ て プロ グラ マ は 、 
機械 語 プ ログ ラム の 作成 、 実 行 、 簡 単 な デ バッ ク 操 作 、 さ ら に 機械 語 プ ログ ラム 
の カセ ッ ト テ ー プ 上 へ の ファ イル 化 が 行え ます 。 作成 し た 機械 語 プ ログ ラム を 
BASTC プ ログ ラム テキ スト の USR 関 数 に よっ て ユー ザ サ プル ー チ ン と し て 呼び 
出し リン ク さ せる こと も で きま す 。 
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1.1 MONITOR MZ-1Z001M の 機能 


MONITOR プロ グラ ム は パー ソナ ルコ ンピュータ MZ-2000 の 最も 基本 的 な シス テム プロ グラ ム の 1 つ で あり 、 そ の 働 
き は 幾 通り か に 分 け て 考え る こと が で きま す 。 


まず 第 1 に 、 そ の 名 前 の 通り MZ-2000 の 各種 の シス テム ソフ トウ ェ ア 、 た と えば BASIC イ ンタ ー プ リタ や PASCAL イ 
ンタ ー プ リタ 、FDOS 等 の いわ ゆる モニ タ 機 能 が あり 、 基 本 的 な 論理 操作 を 行う 各種 サ プ ブルー チン や 、MZ-2000 の ハー ド 
ウェ ア 装 置 で ある キー ボー ド 、CRT デ ィ ス プレ イ 、 カ セッ ト テ ー プ デッキ 、 タ イマ 回 路 、 サ ウン ド 発 生 回 路 等 の 1/O を コ 
ント ロー ル す る サブ ルー チン が モニ タ 中 に まとめ られ て お り 、BASIC イ ンタ ー プ リタ な どの メイ ン と な る シス テム ソフ ト 
ウェ ア は 、 随 時 それ ら の サブ ルー チン を コー ル し て 処理 を 進め て 行き ます 。 | 従っ て た と えば BASIC の SAVE コ マン ド や 
LOAD コ マン ド 、PRINT 文 、MUSIC 文 、INPUT 文 等 の 実行 の 際 に は 、 該 当 す る 入出 力 デ バイ ス を コン トロ ー ル する モニ 
タ サ ブル ー チ ン が 図 1 一 1 に 示す よう に コー ル さ れる の で す 。 


アド レス 
$ 0000 I/O コ ント ロー ル 
81240 тт 

CALL CRT デ ィ ス プレ イ 

BASIC MZ-1Z001 み カモ セッ トド デー プ デ ッ きき 

サウ ンド 発生 回 中 等 
プロ グラ ム テ キス ト 
i CALL 
機械 語 プ ログ ラム 


加 1-1 モニ タ サ プルー チン の コー ル 


この 図 に は 、 メ イン メモ リ の 後部 に ある 機械 語 プ ログ ラム が モニ タ サ ブル ー チ ン を コー ル し て いる 矢印 も 描か れ て いま 
す が 、 こ の よう に 、 ユ ー ザ プロ グラ ム 中 で 直接 使用 する こと も 勿論 で きま す 。 

各種 コン トロ ー ル ルー チン を BASIC 等 の メイ ンプ ログ ラム 中 に 含め る こと を せ ず 1 つの 独立 し た 、 し か も 汎用 性 の あ 
る モニ タ ・ プ ログ ラム と し て 構成 し て いる の は MZ-2000 処 理 シ ステム を より 系 統 的 に する と いう 目的 に よっ て いる か ら で 
す 。 系 統 化 に よっ て モニ タプ ログラム に は 上 記 の よう に ハー ドウ ェ ア に 直接 結び つい た 各種 の コン トロ ー ル が 中 心 に ま と 
め ら れ 、 ソ フト ウェ ア と ハー ドウ ェ ア の 中 間 部 と いう 意味 の 、 い わ ゆ る ファ ー ム ウェ ア と し て の 働き が 主体 と な っ て いる 
の で す 。 

MONITOR MZ-1Z001M の 大 きき さ は 約 4.5KK バ イト あり 、 1— 1 に 示さ れ て いる よう に メイ ン メ モリ の 先頭 $0000 番 
地 か ら ス ト ア され ます 。 
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第 2 の 働き は モニ タ ・ コ マン ド ・ レ ベル へ コン トロ ー ル を 移し て や る こと に よっ て 簡便 な 機械 語 プ ログ ラム モニ タ の 役割 
を 果たす こと で す 。 即 ち 、 単 に メイ ン シ ス テム プロ グラ ム や ユー ザ プ ロ グラ ム で 共通 に 使う サブ ルー チン の 集合 と いう の 
で は な く 、 メ イン シス テム プロ グラ ム か ら モ ニタ ヘ シ ステ ムコ ント ロー ル 自 体 を 移す こと が で き 、 次 に あげ る 6 つの モニ 
タコ マン ド に よっ て 機械 語 に よる プロ グラ ム の 作成 、 デ ー タ の 作成 、 フ ァイル 入出 力 と いっ た アク ティ ブ な シス テム コン ト 
ロー ル が で きる の で す 。 


Мати pm メモ リ の 内 容 を 書き 替え る 。 (memory correction) 

D コ マン ド …… メモ リプ ブロ ッ ク の 内 容 を 表示 させ る 。 (memory dump) 

J コ マン ド …… 任 意 の アド レス に コン トロ ー ル を 移す 。 プ ログ ラム の 実行 。 ump) 

S コ マン ド …… メモ リプ ブロ ッ ク の 内 容 を カセ ッ ト テ ー プ ファ イル に セー ブ す る 。 (save) 

V コ マン ド …… メモ リプ ロッ ク の 内 容 と カセ モ セット テー プ フ ァ イ ル の 内 容 を 比較 する 。 (verify) 
L コ マン ド …… カセ モッ ト テ ー プ ファ イル を ロー ド す る 。 (load) 


図 1 2 (2 BASIC コマ ンド MON の 実行 例 で あり 、 実 行 後 ア ステ リス ク "Ж" の 表示 に 続く カー ソル 点 減 に よっ て コ 
ント ロー ル が モニ タ * ょ コマ ンド ・ レ ベル へ 移っ た こと が 示さ れ て いま す 。 


%% MONITOR MZ-1Z001M жж 


図 1—2 BASIC コ マン ド MON の 実行 


モニ タ ・ プ ログ ラム は RAM 上 で 働く の で 、 モ ニタ ・ コ マン ド に よっ て 自分 自身 を 自由 に 変え る こと が で きま す 。 

た と えば 、CPU の リス ター ト 命 令 の 応答 や 、 割 り 込 み 応答 を 使う 場合 コー ル さ れる $0000~ $0038 番 地 、 $0066 番 地 の 
内 容 等 を 任意 に 設定 し た り 、 モ ニタ ・ サ ブルー チン の 機能 を 変え て し まう こと が で きま す 。 

また 、 カ セッ ト テ ー プ へ の 書き 込み 読み 出し が 自由 な の で 、 モ ニタ ・ プ ログ ラム 自身 を 含ん だ 1 つの 独自 の 機械 語 プ 
ログ ラム を ファ イリ ング する こと が で きま す 。 こ の よう な 操作 を 行う さい は 巻末 付録 A.4 の モニ タ ・ プ ログ ラム ・ ア セン プ 
リ ・ リ スト が 参考 に な る で し ょ う 。 
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1.2 モニ タコ マン ド の 機能 と 使い 方 


この 節 で は 、 6 個 の モニ タコ マン ド に つい て 、 そ れ ぞ れ の 機能 と 使い 方 の 解説 を 行い ます 。 各 コマ ンド 操作 の 一 般 的 な 
取り 扱い 規約 は 以下 の よう に な っ て いま す 。 


画 コ マン ド あ る い は デー タ の キー 入力 は 、 所 定 の 欄 に 正しく 行い 、 キー を 押す こと に よっ て 実行 され ます 。 ス 
ペー ス 等 の 不 必要 な デー タ を 混 し えて キー 入力 する と モニ タコ マン ド は その デー タ を 受け 付け ませ ん 。 


画 デ ー タ 入力 ある い は デー タ 表 示 は すべ て 16 進 数 表示 で 行わ れ ます 。 従 っ て 1 バイ ト デ ー タ は 16 進 2 桁 、 1 つの アド レス 
デー タ は 16 進 4 桁 で 扱わ れん ます 。 た と える ば 表示 デー タ が "15" で あっ だ た と すれ ば 1@ 准 数 $15 (10 進 数 の 21) を 表わし て 
いる し 、 キ ー 入 力 を 行う 場合 、 た と そば 10 進 数 10 を デー タ と し て 入力 する 場合 は 所 定 の 位置 に " OA" と きち ん と 桁 数 
を 合わ せ て キー 入力 し な けれ ば な り ま せん 。 (上 位 桁 の " 0 " を 省略 する こと は で きま せん ) 

較 フ ァイル 名 の 指定 な ど で 、 モ ニタ が 受け つけ る 以上 の 文字 数 を 入力 し た 場合 、 そ の 数 を 越す 文字 列 は 無効 と な り ま す 。 

画 各 コマ ンド の 使用 を 終え 、 モ ニタ コマ ンド 待ち に 戻す に は を 押し ます 。 

画 各 コマ ンド の アク セス 範囲 に は プロ テク ショ ン が 一 切 あ り ま せん 。 従っ て 、 モ ニタ プロ グラ ム 自 身 の リ スト アッ プ 、 変 


更 等 の 操作 が 自由 に 行え る こと に な り ま す が 、 逆 に 、 シ ステ ムコ ント ロー ル を 行う プロ グラ ム を 壊し て し まい CPU の 
野 走 を 引き 起こ すこ と も 充分 あり 得る こと に な り 、 そ の よう な 操作 を 行う 場合 は 細心 を 配慮 を 払う 必要 が あり ます 。 


1.2.1 M コ マン ド (M : memory correction) 


機 能 指定 する アド レス か ら 順 々 に 1 バイ ト ず つ メ モリ ・ コ レク ショ ン (デー タ 書 き 換 え ) を 行い ます 。 
解 説 M コ マン ド を 与え る と 図 1 一 3 に 示す 表示 が な され ます 。 


1—3 
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ここ で モニ タ は 、 メ モリ ・ コ レク ショ ン を 開始 する アド レス 指定 を 要求 し て いま す 。 だ た と そば 、$ 
70A0 番地 か ら 、 メ モリ ・ コ レク ショ ン を 行う に は 、$ 記 号 に つづ け て "'70A0 " と キー 入力 し て 
キー を 押し ます 。 す る と 図 1 一 4 に 示す 表示 が な され ます 。 


1—4 


ここ で モニ タ は 、$7040 番地 に 現在 セッ ト さ れ て いる デー タ 00 を 表示 し 、 こ の デー タ を 書き 
換え る か どう か の 指定 を 要求 し て いま す 。 デー タ を 書き 換え る に は 、16 進 2 桁 一 一 即ち 、00~FF の 
いずれ か ー 一 で カー ソル 位置 か ら 続け て キー 入力 し ます 。 

た と えば 、 デ ー タ $ C 9 (ВЕТ 命令 の オペ コー ド ) を モッ ト す る に は 、 図 1 一 5 の よう に カー ソル 
位置 か ら 続け て 2 桁 に この コー ド を 入力 し て 、 キー を 押し ます 。 す る と $704 0 番地 の メ 
モリ ・ コ レク ショ ン を 終え て 、 次 に $70A 1 番地 の メモ リ ・ コ レク ショ ン に 移り ます 。 
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も し 、 そ の 番地 上 の デー タ を 書き 換え る 必要 が な けれ ば | св ] キ ー を 押す こと に よっ て 、 デ ー 
タ を その まま に し て 、 次 の 番地 の メモ リ ・ コ レク ショ ン へ 移り ます 。 た と えば $70A1 番地 の 内 容 
を 00 の まま に する た め 、| св | キー を 押す と 図 1 一 6 の よう に 次 の $70A2 番地 へ 移り ます 。 


1—6 


カー ソル 位置 か ら の 2 桁 に 、16 進 数 以外 の 廊 字 が 与え られ る と 、 コ マン ド を 中 断 し て 、 新 た に アド 
レス 指定 を 要求 し て 来 ま す 。 図 1 一 7 は 、 た と えば " S "と いう キー を 押し た 場合 を 示し て いま す 。 
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コレ クシ ョ ン を 行う アド レス を 変え る 場合 この よう に し て 行う こと が で きま す 。 
ここ で 、$70A0 番地 の デー タ が 書き 変え られ た か どう か 確か め る だ ため 、 同 じ し ア ドレ ス を 与え て み 


ます 。 図 1 一 8 に 示す よう に $70A0 上 の デー タ は $C9 に な っ て いる こと が 確か め ら れ ま す 。 п 


図 1—8 


M コ マン ド を キャ ン モ セル し て モニ タ ・ コ マン ドレ ベル へ 戻る に は 、 キー を 押し ます 。 


t) メモ リ ・ コ レク ショ ン を 行っ た あと で は 、 デ ー タ が 正しく セッ ト さ れ た か 今 の よう に 確か め る 習慣 を つけ る よう に 。 機械 語 プ ログ ラム の 
実行 は 、 コード デー タ を オペ コー ド と し て その まま 実行 し て し まい 、 コ ー ド が 1 ビッ ト 異 な れ ば 全然 別 の 働き を し て し まう か ら で す 。 


大 て い の 場 合 、 そ れ は プロ グラ ム の 病 走 、 破 壊 を 引き 起こ し ます 。 な お 、 デ ー タ の 確認 は 、 次 の D コマ ンド で まとめ て 行う こと も で きま す 。 
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1.2.2 D コ マン ド (О: memory dump) 
指定 する メモ リ ・ ブ ロッ ク の 内 容 を まとめ て 表示 し ます 。 


解 说 D コ マン ド を 与え る と 、 図 1 ユー9 の 表示 が な され ます 。 


図 1-9 


ここ で モニ タ は 、 メ モリ ・ ダ ンプ を 行う メモ リ ・ ブ ロッ ク の 先頭 アド レス を 要求 し て いま す 。 た 
と そば 、 メ モリ ・ ブ ロック $0000 一 $ 007F まで (これ は モニ タ ・ プ ログ ラム 自身 の 一 部 で ある ) を 
ダン プ す る に は 、S-ADR 即ち スタ ー ト アド レス と し て " $ "記号 に つづ け て "0000" を キー 入力 


し キー を 押し ます 。 す る と 図 1 一 10 に 示す 表示 が な され ます 。 


図 1—10 
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ここ で E-ADR は 、 メモ リ ・ ダ ンプ を 行う メモ リ ・ プ ロック の エン ドア ドレ ス な の で 、"'$ "記号 


に つづ け て "007F "を キー 入力 し | св | キー を 押す と 、 図 1 一 11 の よう に 、 こ の プ ブロック の 内 


容 が 表示 され ます 。 


ЕІ 1—11 


この よう に 、 1 行 に 8 バイ ト ず つま と め て 表示 され ます 。 
メモ リ ・ ダ ンプ の 実行 中 に スペ ー ス バー を 押す と 、 押 し 続け る 間 、 表 示 は スト ッ プ し て いる の で 、 


大 き な メ モリ ・ ブ ロッ ク を ダン プ す る 場合 、 時 々 止め な が ら デ ー タ を 確認 する こと が で きま す 。 
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1.2.3 J コマ ンド (J : jump) 


機 能 指定 する アド レス へ コン トロ ー ル を 移し ます 。 正確 に いう と 、 指 定 す る アド レス を 、CPU の プロ 
グラ ムカ ウン タ に 与え る こと に な り ま す 。 


J コ マン ド を 与え る と 、 図 1 一 12 に 示す 表示 が な され ます 。 


1—12 


ここ で モニ タ は 、 ジ ャ ンプ すべ き ア ドレ ス 指 定 を 要求 し て お り 、 前 の コマ ンド と 同様 に " $ "記号 
に つづ け て 、 実行 し た 機械 語 プ ログ ラム の 入口 の アド レス を 16 進 4 桁 で キー 入力 し 、 
キー を 押し ます 。 す る と 、J コ マン ド か ら も モニ タ か ら も 、 コ ント ロー ル は 離れ る こと に な り 、 そ 
の 後 の コ ンピュータ の 動作 は 、 ジ ャ ンプ し た 先 の 機械 語 プ ログ ラム 次 第 と な り ま す 。( 不 注意 に J コ 
マン ド を 実行 きせ る と 、 シス テム の 禁 走 を 招く こと に な る 可能 性 が あり ます 。 1) 
プロ グラ ム 実 行 中 に オペ コー ド $FF (КТ 7 命令 ) に 遭遇 し 実行 する と 、 モ ニタ は 、AF、B 
C、DE、HTL、 お よび $F ド コード の 置か れ て いる アド レス の 値 を CRT デ ィ ス プレ イ に 表示 し 、 
コン トロ ー ル を モニ タコ マン ドレ ベル へ 戻し ます 。 従 っ て $ FF コー ド を 、 デ バッ グ を 行う 際 の プ 
レー ク ポ イン ト (ргеак point) と し て 使う こと が で きま す 。 
BASIC イン ター プリ タ な どの 、 も と の シス テム プロ グラ ム を 壊し て いな い 場 合 は 、 こ の コマ ンド で 、 
それ ら へ 復帰 する こと が で きま す 。 復帰 の し 方 に は 、HOT スタ ー ト と COLD スタ ー ト が あり ます 。 
HOT スタ ー ト と は 、 シ ステ ム プ ログ ラム の ワー クエ リア と プロ グラ ム エ リ ア を 、 そ の まま に し て 
スタ ー ト する も の 一 一 つま り 、 モ ニタ へ 移る 前 の 状態 が 生き て いて hot と いう 意味 で す 一 一 で あり 、 
COLD スタ ー ト は 、IPL に よる 起動 時 と 同じ よう に 、 初期 状態 一 一 冷め た い 状 態 一 一 に し て スタ 
ー ト する も の で す 。 
BASIC イン ター プリ タ の それ ぞ れ の スタ ー ト アド レス は 次 の よう に な っ て いま す 。 

HOT スター ト ア ドレ ステ $1300 

COLD スタ ー ト アド レス = テ $12A0 


т) ハー ドウ ェ ア を 壊す こと は あり ませ ん が 、R AM 上 の プロ グラ ム の 破壊 や 、 書 き 込 み 禁 止 の 管 の テー プ に 何 か を 書き 込ん で し まう と いう 
よう な こと が 起こ り 得 ま す 。 
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1.2.4 S コ マン ド (8: save) 


旧 定 する メモ リブ ロッ ク の 内 容 を 、 フ ァイル ネー ム を 付け て カセ モッ ト テ ー プ 上 に 記録 し ます 。 


機 ВЕ 


5 S コマ ンド を 与え る と 、 図 1 一 13 に 示す 表示 が な され ます 。 


#5 
FILE NAME # 


1—13 


ここ で モニ タ は 、 作 成す る 機械 語 プ ログ ラム ファ イル の ファ イル 名 指定 を 要求 し て いま す 。 そこで 、 
適当 な ファ イル 名 を 16 訪 字 以 内 で カー ソル 位置 か ら キ ー 入 力 し て キー を 押し ます 。16 文 


字 を 越え た 分 は 無効 と な り ま す 。 
た と えば 、" ABRACADABRA "と いう 名 前 を 指定 する と 、 図 1 一 14 の よう な 表示 が 続き ます 。 


маме ABRACADABRA 
„за 


図 1—14 


ファ イル 名 を 指定 する と 、 モ ニタ は 次 に セー ブ す べき メモ リプ ブロ ッ ク の 指定 を 要求 する の で 、D コ 
マン ド で メモ リ ダ ン プ すべ き メ モリ ブロッ ク を 指定 する の と 同様 に S-ADR. お よび Е-АРЕ. 
の それ ぞ れ に スタ ー ト アド レス と エン ドア ドレ ス を 指定 し ます 。 

スタ ー ト アド レス も エン ドア ドレ ス も 、 メ モリ 上 の 、 ど こ で あっ て も 、 プ ロ テ ク ト さ れ ま せん が 、 


+) も し ファ イル 名 を 指定 せ ず に | CR | キー を 押せ ば 、 フ ァイル 名 な し と いう こと に な り 、 こ れ は 好ま し いこ と で は あり ませ ん 。 


訳 の あわ から な い お ま じ な い の よ うな ファ イル 名 を 付け る の も 考え も の で す が …… 
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注意 し な く て は な ら な い の は 、 モ ニタ エリ ア 内 を 含む と 、 ロ ー デ ィング が 不可 能 な ファ イル が 出来 
て し まう こと が ある こと で す 。 即ち 、 モ ニタ 自身 が 働き な が ら 、 自 分 自身 を セー プ す る と な る と 、 
チェ ッ ク コ ー ド (sum check code) が 合わ な く な る か ら で 、 も し 、 モ ニタ 自身 を 含む メモ リ ・ ブ プロ 
ッ ク を 正しく セーブ し た い 時 は 、 モ ニタ を 含む エリ ア 全 体 を 別 の エリ アヘ へ ブロッ ク 転 送 し て か ら 行 
っ て くだ さい 。 

ABRACADABRA と ファ イル 名 を つけ て 記録 する プロ グラ ム が 、 た と えば メモ リ ・ ブ ロッ ク $ 
6000 — $60A3 ま で に ある と すれ ば 、 そ の 2 つの アド レス を 指定 し ます 。 す る と 図 1 一 15 に 示さ れる 
表示 が な され ます 。 


ABRACADABRA 
9 


[ 1—15 


ここ で モニ タ は 、 作 成す る 機械 語 プ ログ ラム ファ イル の ジャ ンプ アド レス の 指定 を 要求 し て お り 、 
ジャ ンプ アド レス を 指定 し て お く と 、 モ ニタ コマ ンド 1, (сад) に よっ て 、 ロ ー デ ィング を し た 場 
合 、 ロ ー デ ィング の 後に 、 続け て ジャ ンプ アド レス に 指定 され た アド レス へ の ジャ ンプ を 実行 する こ 
と に な り ま す 。 そ の 機械 語 プ ログ ラム が 独立 し た プロ グラ ム で ある 場合 、 モ ニタ の J コ マン ド が 省 
ける こと に な り ま す 。 

一 方 、BASIC プロ グラ ム と リン ク し て 使う 機械 語 サ プル ー チ ンプ ログ ラム な ど は 、 ジ ャ ンプ アド 
レス は 指定 し て お きま せん 。!) この 場合 、L コマ ンド で ロー ディ ング を 行っ た あと は 、 モ ニタ コマ ン 
ド 待ち と な り ま す 。 

HD" ABRACADABRA "プロ グラ ム は 、 ロ ー デ ィング 後 、$6050 番 地 か ら 実 行 さ きせ た い プ ログ ラ 
ム だ と すれ ば 図 1 一 16 の よう に ジャ ンプ アド レス を 指定 すれ ば よい こと に な り ま す 。 


ABRACADABRA 


図 1—16 


1) 単に キー を 押し ます 。 
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キー を 押す と 、 自 動 的 に セー プ が 行わ れ ます 。 


カ み カセット テー プ が 、 カ セッ ト テ ー プ デッキ に セッ ト さ れ な い 場 合 、 カ セッ ト デ ッ キ の ふた だ た が 開 
き " SET TAPE "の 表示 が な され る こと 、 或 い は ライ ト プ ロ テク ト の テー プ が セッ ト さ れ て いる 
Ха "WRITE PROTECT "の 表示 が な され る こと は 、 


BASIC コ マン ド SAVE の 場合 と 同じ で 
す 。 
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1.2.5 V コ マン ド (У : verify) 


カセ ッ ト テ ー プ に セー プ ブ さ れ た デー タ が 、 そ の も と の メモ リ ・ ブ ロッ ク 上 の デー タ と 同じ で ある か 
どう か 調べ ます 。 
V コ マン ド を 与え る と 図 1 一 17 に 示す 表示 が 現われ ます 。 


まい 
FILE МАМЕ -# 


図 1-17 
ここ で 、 モ ニタ は 、 ベ リフ ァ イ (НЕ) すべ き 機 械 語 プ ログ ラム ファ イル の ファ イル 名 の 指定 を 要 
求 し て いま す 。 た と そば 、S コ マン ド の 説明 で 作っ た 、" ABRACADABRA " と いう ファ イル を 
比較 する の で あれ ば 、 図 1 一 18 に 示す よう に その ファ イル 名 を 指定 し ます 。 一 一 た だ し あら か じ め 
テー プ は 巻き 戻し て お か な く て は な り ま せん 。 


図 1—18 
キー を 押す と 自動 的 に ベリ ファ イ が 実行 され ます 。 ベ リフ ァ イ す べき メモ リ ・ プ ロック 
は 、 フ ァイル 上 に ファ イル イン フォ メー ショ ン と し て 記録 きれ て いる も の に よっ て いま す 。 
も し 、 フ ァイル 名 を 指定 し な いと 、 最 初 に 見 つか っ た 機械 語 プ ログ ラム ファ イル に つい て ベリ ファ 
イ を 実行 する こと に な り ま す 。 
ファ イル デー タ と メモ リ ・ プ ロッ ク 上 の デー タ が 同一 で あれ ば " OK " が 表示 され 、 異 れ ば " ER 
ВОВ " が 表示 され ます 。 
S コマ ンド を 実行 し た ら 、 つ づけ て この V コマ ンド を 実行 し て お く よ う に 心がけ る こと を お 勧め し 
ます 
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1.2.6 上 コマ ンド (L: load) 


指定 する ファ イル 名 を もつ 機 械 語 プ ログ ラム ファ イル の ロー ディ ング を 行い ます 。 


L コ マン ド を 与え を ます 。 す る と 図 1 一 19 に 示す 表示 が 行わ れ ま す 。 
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ЕТ 


LE МАМЕ : й 


図 1—19 


ここ で モニ タ は ロー ド すべ き 機 械 語 プロ グラ ム フ ァ イル の ファ イル 名 の 指定 を 要求 し て いる の で た と 
えば 、S コ マン ド の 説明 で 作成 した" ABRACADABRA " を ロー ド す る に は 図 1 一 20 の よう に フ 
ァイル 名 を 指定 し ます 。 


*L 
FILE МАМЕ : ABRACADABRA 


Ва 1—20 
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キー を 押す と 、 ま ず フ ァイル ・ サ ー チ を 行い ます 。 即ち 、 指 定 さ れ た ファ イル を 見 つけ 出 
し 、 見 つか っ た だ たら シス テム へ の ロー ディ ング を 行い ます 。 

図 1 一 21 は 、 フ ァイル 名 "OPEN SESAME" Makiz "ABRACADABRA" が 見 つか り 、 ロー デ 
ィング を 行っ て いる 状態 を 示し て いま す 。 


IAME AERACADAERA 
ч в 


1—21 


ロー ディ ング を 行う 場所 は 、S コ マン ド で メモ リ ・ プ ブロ ッ ク を 指定 し た 同じ メモ リ ・ エ リア に な り 

23. 

プロ グラ ム " ABRACADABRA "の 場合 は 、 も と も と $6000 一 $60A3 の メモ リ ・ ブ ロッ ク の 内 容 
を S コ マン ド で ファ イル に 記録 し た の で 、L コ マン ド で ロー ド す る と 図 1 一 22 に 示す よう に や は り 、 
$6000— $60А 3 の メモ リ ・ エ リア に ロー ディ ング され ます 。 


1ー22 


1 一 22 の 右端 に "ішер" と 書い て 、$6050 番 地 へ 矢印 を 描い で いま す 。 即ち あ 、S コマ ンド で "A 
BRACADABRA " を 作成 し た と き 、 ジ ャ ンプ アド レス と し て 、 こ の 番地 を 指定 し て お いた の で 、 ロ 
ー デ ィング の 終了 後に 、 つ づけ て "ABRACADABRA " プロ グラ ム を $6050 番 地 か ら 実 行 す る と 
いう こと を 示し て いま す 。 も し ジャ ンプ アド レス を 指定 し て いな か っ だ たら 、 ロ ー デ ィング 終了 
後 は 、 モ ニタ ・ コ マン ド ・ レ ベル に 戻る こと に な り ま す 。 
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13 モニ タ ・ サ プル ー テ チン 


モニ タ MZ-1Z001M の サブ ルー チン を 表 1 — 1 に 示し ます 。 サ プ ブルー チ ン 名 は 、 本 書 の 付録 A.4 の モニ タ ・ プ ログ ラム ・ 
アセ ンプ ブリ ・ リ スト 上 に ある ラベ ル で す 。 こ の ラベ ル は 、 そ れ ぞ れ の サブ ルー チン の 機能 を シン ボリ ッ ク に 表現 し て いま す 。 

レジ スタ 保存 は 、 そ の サブ ルー チン を コー ル し 、 リ ター ン し た 時 に 、 内 容 が 保存 され る レジ スタ を 示し て いま す 。 即ち 、 
それ 以外 の レジ スタ の 内 容 は リタ ー ン 時 に 一 般 に 変化 する こと に な る の で 、 注 意 し な く て は な り ま せん 。 

スタ ッ ク 数 は 、 そ の サブ ルー チン を コー ル し た 時 使用 され る 最大 の スタ ッ ク の 重なり の 数 で す 。 た と えば 、 サ プルー チ 
ン の "LETEN" は スタ ッ ク 数 が 8 な の で 、 ス タッ クエ リア 8x 2 テー16 バ イト が 必要 な わけ で す 。 ス タッ クエ リア は ブ プログ 
ラマ が 必要 サイ ズ 確 保 し 、 プ ログ ラム エリ ア や 他 の ワー クエ リア を 壊さ な いよ うに 管理 し て や ら な けれ ば な り ま せん 。 

サブ ルーチン を 呼び 出す に は 、 機 械 語 命令 CALL また は 、BASIC の USR 関数 を 用 いま す 。 

即ち 、 一 般 に 


CALL subroutine address 
USR ($ subroutine address) 
subroutine address : 16 進 4 桁 


の 形 の 命令 を 実行 し ます 。 
だ た と えば 、 モ ニタ サ プ ブル ー チ ン LETNL を コー ル し て 改行 (её new line) を 実行 きせ る に は 、CALL 0A2EH ま だ た は 
USR ($0A2E)、 即 ち 機 械 語 命令 、 


CD2E0A (hex) 


を 実行 し て や れ ば よい こと に な り ま す 。 


ЖЕ 1-1 モニ タ ・ サ プ ブルー チン 


CALL LETNL 行 を 替え て 次 の 行 の 先頭 に カー ソル を 移動 させ ます 。 
$ 0А2Е АЕ 以外 の レジ スタ の 内 容 は 保存 し ます 。 


CALL PRNTS CRT デ ィ ス プレ イ の カー ソル 位置 に スペ ー ス を 1 個 だ け 表 示し ます 。 カ 
$08C4 ー ソ ル は 1 文字 右 へ 移動 し ます 。 


CALL PRNT A レジ スタ (アキュ ムレ ー タ ) 内 の ASCIT コー ド デ ー タ に 相当 する キャ 
$08C6 ラク タ を 、CRT デ ィ ス プレ イ の カー ソル 位置 に 表示 し ます 。 

即ち 、ASCI コー ド $ 1 セー$FF に つい て は 、 キャ ラク タ を 表示 する サ 
ブルー チン と な り ま す 。 
一 方 、ASCIT コー ド $00ー$1D は 、 コ ント ロー ルコ ー ド に な っ て いる の 
で 、 そ れ ぞ れ デ ィ ス プレ イコ ント ロー ル が 実行 され ます 。 た と えば 、A レ 
ジス タ の 内 容 が $01 で あれ ば し と) キー と 同じ く カ ー ソ ル ダ ウ ン が 実行 さ 
れ ま す 。 
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CALL MSG DE レジ スタ の 示す アド レス か ら は じ ま る ACCIL コ ー ド を 続け て CRT ディ 4 
$ 0889 スプ レイ の カー ソル 位置 か ら 表 示し ます 。 デ ー タ の エン ド マ ー ク は $ OD 


(キャ リッ ジリ ター ンコ ー ド ) で す 。 た だ し この 場合 、 キ ャ リッ ジリ ター 
ン は 実行 され ませ ん 。ASCCII コー ド $00 一 $ 1D に つい て は 、 デ ィ ス プ 
レイ コン トロ ー ル が 実行 され ます 。 

全 レ ジス タ の 内 容 が 保存 され ます 。 


CALL BELL EDF ( 約 440Hz) を ピッ と 鳴ら し ます 。 4 
$ 0Е14 


CALL MELDY 音楽 デー タ を 演奏 し ます 。 音 楽 デ ゲー タ の 先頭 アド レス は 、 あ ら か じ め DE 

$ 0F3F レジ スタ に 指定 し て お きま す 。 音楽 デー タ は 「BASIC 編 」 の MUSIC ステ ー 
トメ ント に 解説 し た デー タ と 同様 に 、 音程 音 長 の 順に ASCIL コ ー ド で 並べ ま 
す 。 エ ンド マー ク は $ 0 D (キャ リッ ジリ ター ンコ ー ド ) また は $2A ( キ 
кор Ж") で な けれ ば な り ま せん 。 た だ し リタ ー ン 時 に C フ ラグ が 
0 な ら 演 奏 完了 、1 な ら 途 中 キー が 押さ れ た こと を 示し ます 。 


CALL ХТЕМР 演奏 テン ポ を 設定 し ます 。 テ ン ポ デー タ (801- $07) を A レジ スタ に セ 3 
$ 0E50 ッ ト し て コー ル し ます 。 


A レ ジス ター $01: 最も 遅い テン ポ 
A レ ジス ターー$ ゃ 04 : 中 位 の テン ポ 
A レ ジス ターー$07 : 最も 早い テン ポ 


CALL SOUT 任意 の 音程 、 音 長 の 音 を 発生 し ます 。 BC レジ スタ に 音 長 を 、HL レ ジス 3 
$ 0F22 タタ に 音程 を モッ ト し て お いて コー ル し ます 。 (参考 : HL レジ スタ に 音程 
デー タ $00A 4 を セッ ト す る と 中 音 の ラ の 音程 に な り ま す 。) 


CALL TIMST 内 蔵 時 計 に 時 刻 を モット し ます 。 時 刻 の 設定 は 、 3 
$ 0Е5Е A レ ジス ターー0 :АМ A レ ジス ターー1 : РМ 
DE レジ スタ ーー 秒 単位 の 時 間 (2 バイ ト デ ー タ ) 


CALL TIMRD 内 蔵 時 計 の 現在 時 刻 を 読み 取り ます 。 リ ター ン 時 に は 、 

%0ЕА9 A レ ジス ターー0 : AM A レ ジス ターー1 : РМ 
DE レジ スタ ーー 秒 単 位 の 時 間 (2 バイ ト デ ー タ ) 

が セッ ト さ れ ま す 。 


CALL BRKEY キー が 押さ れ て いる か どう か チェ ッ ク し ます 。 
$ 0562 Z フ ラグ クー 一 0 : 押さ れ て いな い 


77277——1 : 押さ れ て いる 


CALL GETL キー ボー ド か ら 1 行 の デー タ を 入力 し ます 。 入力 デー タ の スト ア さ れる 先 

$ 06A4 頭 ア ドレ ス と 、 入 力 可能 な 文字 数 は 次 の よう に 設定 し な けれ ば な り ま せん 。 
DE レジ スタ ーー 入力 デー タ を スト ア す る 先頭 アド レス 

СЕТІ,- 2 番地 ($06A 2) 一 一 入力 可能 な 文字 数 の 最大 


キー 入力 は | св | キー (また は [ENT] キ ー) を 押す こと に より 終わ り ま 
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す 。 そ の 時 、 エ ンド マー ク $ 0 D が 入力 デー タ に 続い て スト ア さ れ ま す 。 
従っ て 、 入 力 可 能 な 廊 字 数 に は 、 こ の エン ド マ ー ク 1 廊 字 分 も 含め て お か 
な けれ ば な り ま せん 。 

キー 入力 の 際 、CRT デ ィ ス プレ イ 上 に エコ ー バ ッ ク が 行わ れ 、 カ ー ソ ルコ 
ント ロー ル 、 挿 入 、 削 除 な ども 受け 付け られ ます 。 

途中 で キー を 押す と 、DE レ ジス タ の 示す 先頭 アド レス に プ ブレー 
クコ ー ド $ 0B が セッ ト さ れ 、 リ ター ン し ます 。 

モニ タ ・ ブ ログ ラム 自身 も 、 こ の サブ ルー チン を 使用 し て いま す 。 そ し て D 
EE レ ジス タ に ラベ ル " BUFER" ($1093 番地 ) を セッ ト し 、GETL-2 
番地 に $27 を セット し て 使用 し て いま す 。 


CALL СЕТКУ 
$ 0832 


キー ボー ド か ら 1 文字 だ け デ ー タ を A レジ スタ に 取り 込み ます 。 た と そば 8 
(в ] キ ー を 押し て いる と き 、CALL СЕТКУ を 行う と 、A レ ジス タ に キ 
ャ ラク タ " B "の ASCII コー ド $42 が セッ ト さ れ リ ター ン し ます 。 キー 
が 押さ れ て いな いと A レ ジス タ の 内 容 は $00 で リタ ー ン し ます 。 

キー 入力 に よる チャ タリ ング は 防止 し て お ら ず 、 また CRT デ ィ ス プレ イ 上 
へ の エコ ー バ ッ ク も 行わ れ ま せん 。 


CALL ASC A レジ スタ の 下位 4 ビッ ト ($ 0—$ F) を 16 進 数 を 表現 する キャ ラク タ 1 
$ 05F3 ("0"—"Е") Ф АЅСП コー ド に 変換 し 、 そ れ を A レ ジス タ に セッ ト 
し ます 。 


だ た と そば 、A レ ジス タ の 下位 4 ビッ ト が $ 8 (2 進数 の 10000 で あっ だ た と 
する と 、 リ ター ン 時 に は 、A レ ジス タ に $38 (キャ ラク タ " 8 "の ASCIL 
コー ド ) が セッ ト さ れ ま す 。 


САШ, НЕХ サブ プルー チン ASC の 逆 で 、A レジ スタ の 内 容 が 16 進 数 を 示す キャ ラク タ の 1 
$ 05FD ASCI コー ド で ある 場合 、 そ の 16 進 数 を A レ ジス タ の 下位 4 ビッ ト に セッ 
ト し て リタ ー ン し ます 。 
だ た と えば 、A レジ スタ の 内 容 が $42、 即 ち キ ャ ラク タ " В " ФАЗСПа— 
ド で ある 場合 、 リ ター ン 時 に A レ ジス タ に は $ 0 B が セッ ト さ れ て いま す 。 
た だ し 、A レジ スタ の 内 容 が 、16 進 数 を 表現 する ASCII コ ー ド 以外 で あれ 
ば 、C フ ラグ (carry flag) が 1 と な り 、A レ ジス タ の 内 容 は 、 不 定 の 値 
と な り ま す 。 
リタ ー ン 時 の C フ ラグ ーー0 : A レ ジス タ 下 位 4 ビッ ト テ 16 進 数 
リタ ー シ 時 の OCG プラ グーー1 ミア デー タク エニ ラー 


CALL HLHEX 連続 し た 4 バイ ト の デー タ が 4 桁 の 16 進 数 を 表現 する キャ ラク タ の ASCTII 4 
$ 0614 コー ド 列 で ある な ら 、 そ の 16 進 数 を HL レジ スタ に セッ ト し て リタ ー ン し 
ます 。 


該当 する 4 バイト デー タ が 16 進 数 を 表現 する キャ ラク タ の ASCII コ ー ド 列 
で な いな ら 、C フ ラグ が 1 となり HL レジ スタ の 内 容 は 不定 で す 。 
DE レジ スタ ーー 連続 し た 4 バイ ト デ ー タ の 先頭 アド レス を セッ ト 
する 。 
リタ ー ン 時 の C フ ラグ < 一 0 : HLL YAY = 桁 の 16 進 数 
リタ ー ン 時 の C フ ラグ ーー 1 : デー タ エ ラ ー 
た と え そば 、$8000 番 地 か ら 、 デー タ 833, $30. $43. $39 (即ち キャ ラク 
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27" 3009") が ある 場合 。 
LD DE、8000H (Н: hexadecimal) 
CALL 0614H 
を 実行 する と 、 リ ター ン 時 に HL レジ スタ の 内 容 は $30C 9 と な り ま す 。 


CALL 2НЕХ 
$ 0623 


CALL ?РОМТ 
$ 0C29 


連続 し た 2 バイ ト の デー タ が 、 2 桁 の 16 進 数 を 表現 する キャ ラク タ の AS 
СП コー ド 列 で ある な ら 、 その 16 進 数 を A レジ スタ に セッ ト し て リタ ー ン 
し ます 

該当 する 2 バイ ト の デー タ が 、16 進 数 を 表現 する キャ ラク タ の ASCTI コ ー 
ド 列 で な いな ら 、C フ ラグ が 1 となり 、A レ ジス タ の 内 容 は 不定 で す 。 


現在 の カー ソル 位置 、 即 ち 、Video-RAM 上 の 該当 アド レス を HL レジ ス 
タ に セッ ト し て リタ ー ン し ます 。 

だ た と そば 、 カ ー ソ ル が ホー ム 位 置 (左上 隅 ) に 位置 し て いる な ら 、 リ ター 
ン 時 の HL レジ スタ の 内 容 は $ D000 と な り ま す 。 


а шн 


次 の 5 つの 付録 が ここ に 置か れ て いま す 。 


Ш Z80A CPU の 全 イ ンス トラ クシ ョ ン の ニー モニ ッ ク コ ー ド と オペ コー ド の 対 妥 
表 A・1 と A・2 

A・1 は ニー モニ ッ ク コ ー ド を アル ファ ベッ ト 順に 並べ て お り 、 プ ログ ラマ が Z80A 
CPU の 或 る イン スト ラク ショ ン の オプ ジェ クト コー ド (16 進 表記 機械 語 コー ド ) 

を 知り た い 時 に 利用 し ます 。 

A・2 は オペ コー ド の 16 進 原 に 並べ さて あり 、 逆 に オプ ジェ クト コー ド か ら イ ンス ト 
ラク ショ ン を 調べ た いと き 利 用 し て くだ さい 。 

各 イ ンス トラ クシ ョ ン の オペ レー ショ ン 、 フ ラグ オペ レー ショ ン 、 実 行 時 間 な ど 
の 詳細 に つい て は 、MZ-2000 OWNER'S MANUAL の 付録 に ある Z80A CPU テク 
ニカ ル デ ー タ を 参照 し て くだ さい 。 


Ш TPL プ ログ ラム ・ ア セン ブリ ・ リ スト : АЗ 
プロ グラ マ の 参考 の た め 、TPL プ ログ ラム の 全 ア セン プ ブリ ・ リ スト を 示し て いま す 。 


Ш MONITOR MZ-1Z001M の プロ グラ ム ・ リ スト : A・4 
プロ グラ マ の 参考 の た め 、MONTTOR _MZ-1Z001M の 全 ア セン ブリ ・ リ スト を 示 
し て いま すず す 。 


Ш BASTC テ ー プ の コピ ビー 作成 と 改訂 の 方 法 : A・5 


Appendix 
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A.1 Z80A-CPU イ ンス トラ クシ ョ ン セ ッ ト 
нал — ЕЗІ 
ニー モニ ッ ク コ ー ド の アル ファ ベッ ト 順 


| SE | | БТ? АН) 
DD8E05 A, (IX +4) 
FD8E05 A, (IY +d) 
8F А, А 
88 А, В 
89 А, С 
8А А, О 
8В А, Е 
8C А,Н 
80 А, Г. 
А, п 
HL, BC 
HL, DE 
HL, НІ, 
НГ, ЗР 


86 А, (HL) 
208605. А, (IX +d) 
Ер8605 А, (ТУ +d) 
87 А, А 
80 А, В 
81 А, С 
82 А, р 
83 А, Е 
А, H 
А, Г, 
А, п 
НГ, ВС 
注 HL DE 
ニー モニ ッ ク コ ー ド の オペ ラン ド に ある mnn,n,d,e と いう 記 HL HL 
号 は プロ グラ マ が 指定 する 定数 デー タ を 表わし て いま す 。 
オペ ラン ド 欄 に は 、 例 と し て 、 こ れ ら の 定数 デー タ が そ 
れ ぞ れ 決 の 値 で ある 場合 の コー ド を 示し て いま す 。 


НГ, SP 
ІХ, BC 


ІХ, DE 
nn = 584H IX, IX 
n = 20H ІХ, SP 
ТҮ, ВС 
ГУ, DE 
ТҮ,ТҮ 


ГУ, ЗР 


そし て 例 の 値 で ある こと を 明示 する た め に デー タコ ー ド 
を イタ リッ ク 体 と し 、 さ ら に 下線 を 施し て いま す 。 
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A6 (HL) CB54 2, Н 
DDA605 (IX +) CB55 >L 
FDA605 (ту +4) СВ5Е 3,(HL) 
A7 ррсво5 5E 3,(IX +) 
А0 ЕРСВ055Е з, СХ +4) 
A1 CB5F ЗА 
А2 CB58 3.B 
A3 CB59 С 
A4 CB5A 3,0 
А5 CB5B ЂЕ 
CB5C 3,H 
CB5D 3,1, 
CB46 0, (НІ) CB66 4, (НІ) 
DDCB0546 0,(IX+d) DDCB0566 4,(1Х +d) 
FDCB0546 0, (IY +d) FDCB0566 4, (ТУ +d) 
CB47 0,A CB67 4,A 
CB40 0, В CB60 4, В 
CB41 0 C CB61 4C 
CB42 ор CB62 4D 
CB43 0, Е CB63 4,Е 
CB44 он CB64 4H 
CB45 0, L CB65 4,L 
CB4E 1, (HL) CB6E 5, (HL) 
DDCB054E 1, ах +d) DDCB056E 5,(IX +4) 
FDCBO54E 1, пу +d) FDCB056E 5, (IY +d) 
CB4F 1,A CB6F БА 
CB48 1, В CB68 5, В 
CB49 1,C CB69 5,С 
CB4A 1,0 CB6A 5,D 
CB4B ЂЕ CB6B 5,Е 
CB4C LH CB6C 5,Н 
CB4D 人 CB6D 5,1, 
CB56 2, (HL) CB76 6, (HL) 
DDCB0556 2, (IX +d) DDCB05 76 6, (IX +4) 
FDCB 0556 2, (IY +d) FDCB0576 6,(ТҮ +4) 
CB57 2,A CB77 6,A 
CB50 2, В CB70 6,B 
CB51 2,C CB71 6,C 
CB52 2.D CB72 6,D 
CB53 ЂЕ CB73 ЊЕ 
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CB74 6,H 
CB75 6,1, 
CB7E 7,(HL) 
DDCB05 7E т, 1х +d) 
FDCB05 7E 7,(IY +d) 
CB7F ТА 
CB78 7,В (НІ) 
СВ79 7,C 203505 (ІХ +4) 
CB7A 7,0 FD3505 (IY+d) 
CB7B ЂЕ 3D A 
CB7C 7, Н 05 
CB7D 7,1. ов 
0D 
268405 15 
ЕС8405 1B 
048405 1р 
ср8405 
С48405 
F48405 
EC8405 
F48405 
CC8405 


(HL) 
DDBE05 (IX+d) 
FDBE05 (Y +d) 
BF 
B8 (SP), HL 
B9 (SP), IX 
BA (SP), IY 
BB АЕ, АЕ? 
BC DE,HL 
BD 
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С28405 
Е28405 
ЕА 8405 
Е28405 
СА 8405. 


(HL) 

003405 ах нд) 
FD3405 (ТҮ +4) 
3C А 

04 

03 

0C 

14 

13 

1C 


02 (ВС), А 
12 (РЕ), А 
77 (HL),A 
70 (НІ), В 
т (HL),C 
72 (HL), р 
73 (HL),E 


74 (НІ), Н 
75 (НІ), 1. 
3620 (НІ), п 
0107705 (IX+d), A 
DD7005 (IX+d),B 
DD7105 (IX+d),C 
ррт205 (IX +d), р 
DD7305 (IX +d), Е 
DD7405 (IX +d), H 
DD7505 ах +d), L 
DD360520 (ІХ +а), п 
Е07705 (IY +d), А 
FD7005 (IY +d), В 
FD7105 (IY +d),C 
FD7205 (IY +d), р 
FD7305 (ТҮ +d),E 
FD7405 (ТҮ +d), H 
FD7505 (ТҮ +d), L 
FD360520 (IY +d),n 
328405 (пп), А 
Ер438405 (пп), ВС 


DDE9 
FDE9 


рА8405 
ЕА 8405 
028405 
С38405 
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зв 


ED538405 | LD (nn),DE 000 4B СЕ 
228405 (пп), HL 4C C,H 
DD228405 (nn),IX 4D СІ, 
Е0228405 (пп), ТУ 0Е20 С, п 
ED738205 (nn),SP 56 D, (HL) 
0A А, (ВС) 005605 D, (IX +d) 
1A А, (РЕ) Е056 05 О, (ТУ +d) 
ТЕ A,(HL) 57 D,A 
DD7E05 A,(IX +d) 50 D,B 
ЕрТЕ05 A,(IY +d) 51 D,C 

3A 8405 A,(nn) 52 D,D 

ТЕ А,А 53 D,E 

78 А,В 54 D,H 

79 A,C 55 О, Г, 

ТА A,D 1620 D,n 

7B A,E ЕП5В8405 РЕ, (пп) 
7C А,Н 118405 DE, пп 
ED57 АЛ 5Е E, (HL) 
7D AL DD5E05 Е, (ІХ +d) 
ЗЕ20 А, п Ер5Е05 Е, (ІҮ +d) 
46 B,(HL) 5Е Е, А 
004605 В, (IX +d) 58 Е, В 
Е04605 в, (ту +d) 59 E,C 

47 B,A 5A Е,р 

40 B,B 5B Е,Е 

41 B,C ЕН 

42 B,D Е, І, 

43 B,E Е, п 

44 В,Н H, (НГ) 
45 ЕСІ; 006605. Н, (IX +d) 
0620 B,n FD6605 Н, (ІҮ +d) 
Е0488405 ВС, (пп) 67 H, A 
018405 BC, nn 60 H, В 

4E C, (HL) H,C 
DD4E05 C, (IX +d) H, D 
FD4E05 C,(IY +4) Н,Е 

4F C,A H, H 

48 C,B H,L 

49 C,C 2620 Н,п 

4A C,D 248405 Н, (пп) 


218405 
ED47 
DD2A 8405 
DD218405 
Ер2А 8405 
FD218405 
6E 
DD6E05 
FD6E05 
6F 

68 

69 

6A 

6B 

6C 

6D 

2Е20 
ED7B8405 


208605 
FDB605 
B7 
во 
ВІ 
B2 
B3 


HL,nn 
ҺА 

ТХ, (пп) 
ІХ, пп 

ГУ, (пп) 
ГУ, пп 

Г, (НІ) 
L,(IX +d) 
L,(IY +d) 
L,A 

L,B 

L,C 

L,D 

L,E 


(IX +d) 
(IY +d) 
A 


B 
C 
D 
Е 


CB86 
ррсво586 
FDCB0586 


0,(HL) 
0,(IX +d) 
0,(ТҮ +d) 
0,А 

0, В 

0, С 

0,р 


133 


134 


СВА5 4,1, 
СВАЕ 5,(НІ.) 
DDCB05 АЕ 5, (IX +d) 
FDCB05 AE 5, (IY +d) 
CBAF 5,А 
СВА8 5,В 
СВА9 БУС 
СВАА 5,D 
CBAB 5,E 
CBAC 5,Н 
CBAD 5,1. 

CBB6 6,(HL) 
DDCB05 B6 6,(1Х +d) 
FDCB05 В6 6,(ТҮ +d) 
CBB7 6,A 
СВВ0 6,В 

CBB1 6,C 

CBB2 6,D 
CBB3 6,E 

CBB4 6,Н 
СВВ5 6,1, 
СВВЕ т, (НІ, 
DDCB05 ВЕ т, ах +4) 
ЕрСВ05 ВЕ 7,(ТҮ +d) 
СВВЕ ТА 
CBB8 7, В 

CBB9 С 
СВВА 7,D 
CBBB ТЕ 
CBBC 7,Н 
CBBD 7,1, 


0,1, 
CBSE 1,(HL) 
DDCB058E 1,(1Х +4) 
FDCB058E 1,(IY +d) 
CB8F 1,A 
CB88 1,В 
CB89 1,C 
CB8A 1D 
CB8B ЂЕ 
CB8C 1,H 
CB8D LL 
CB96 2, (HL) 
DDCB0596 2, (IX +d) 
FDCB05 96 2, (ГУ +d) 
CB97 2A 
CB90 2,B 
CB91 2,С 
CB92 2, 0 

CB93 2,Е 

CB94 2,Н 
CB95 2L 
CB9E 3, (HL) 
DDCB059E зах +d) 
FDCB05 9E 3.(IY +d) 
СВ9Е ЗА 
CB98 3, В 
CB99 3,C 
CB9A 3,D 
CB9B 3,Е 
CB9C 3,H 
CB9D 3,L 
CBA6 4,(HL) 
DDCB05A6 4,(1Х +0) 
FDCB05 A6 4, (IY +d) 
CBA7 4,А 
СВАО 4,В 
CBA1 4C 
CBA2 40 
СВАЗ 4E 
CBA4 4,H 


CB16 
ррсв0516 
FDCB0516 
CB17 

CB10 

сви 

CB12 

CB13 

CB14 

CB15 

17 

CB06 
DDCB0506 
FDCB0506 
CB07 

CB00 

CB01 


СВЕ 
DDCB021E 
FDCB051E 
СВ1Е 

CB18 

CB19 

CB1A 
CB1B 

CB1C 
CB1D 

1F 


CBOE 

DDCB050E 
FDCB050E 
СВОЕ 

(НІ) CB08 
(IX +d) 
(ТҮ +d) 


(HL) 
(ІХ +d) 
(ТУ +d) 
А 


DD9E05 
Ер9Е05 


(НІ) 
(ІХ +d) 
(ТҮ +d) 


(НІ) 
ах +d) 
(ТҮ +4) 


A,(HL) 
А,(1Х +4) 
А, (ТУ +d) 
А, А 

А, В 

А,С 

A,D 

А,Е 

АН 

А, Г, 

А, п 

HL, ВС 
HL,DE 
НІ,, HL 
HL,SP 
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CBC6 HL о CBE6 4, (НІ) 
DDCB05C6 0,(IX +d) ррсво5 E6 4, (ІХ +4) 
FDCB05C6 0,(ТҮ +d) FDCB05 E6 4, (ТУ +4) 
CBC7 0,A CBE7 4,А 
свсо 0,В СВЕ0 4, В 
CBC1 0, С CBE1 4C 
CBC2 0,D CBE2 4,D 
CBC3 0,E CBE3 4,Е 
CBC4 0,H CBE4 4, H 
CBC5 0,1, СВЕ5 4,1, 
СВСЕ 1,(HL) CBEE 5, (HL) 
DDCB05CE 1,(IX +d) ррсво5 ЕЕ 5, ах +4) 
FDCB05CE 1.(IY +d) ЕрСВ05 ЕЕ 5, (ТУ +4) 
СВСЕ LA CBEF БА 
CBC8 1.B CBE8 5, В 
CBC9 LC CBE9 5, С 
СВСА 1.D CBEA 5, D 
CBCB LE CBEB 5, Е 
CBCC LH CBEC 5, H 
CBCD LI CBED 5,1, 
CBD6 2, (HL) CBF6 6, (HL) 
ррсвоз D6 2,(IX +d) DDCB05 F6 6, (IX +d) 
ЕрСВ05 D6 2,(ТУ +d) FDCB05 F6 6, (ТҮ +4) 
CBD7 2,A СВЕТ 6, А 
свро 2,B CBF0 6,B 
CBD1 2, C | СВЕ1 6,C 
CBD2 20 CBF2 6, D 
CBD3 2E CBF3 6, E 
CBD4 2H CBF4 6, H 
CBD5 2L CBF5 6,1, 
CBD8 3,B CBFE 1, (НІ) 
СВОЕ 3,(HL) ррсво5 FE т, @Х +4) 
DDCB05 DE 3, (IX +d) Ерсво5 FE 7, (ТУ +d) 
FDCB05 DE 3.(IY +d) CBFF ТА 
CBDF 3,A CBFS 7, В 
CBD9 3,C CBF9 7,C 
CBDA 3,D CBFA 7,D 
CBDB 3,E CBFB 7, Е 
CBDC 3,H CBFC 7,H 
CBDD 3,1, CBFD 7.1. 
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CB26 | (HL) 
ррсво5 26 (ІХ +4) 
FDCB05 26 (ТҮ +d) 
CB27 А 

СВ20 

свг1 

CB22 

CB23 

CB24 

CB25 


(HL) 
DDAE05 (IX+d) 
ЕрАЕ05 (IY+d) 


АЕ 
А8 

А9 

АА 
АВ 
АС 
AD 


CB2E SRA (HL) 
DDCB の 5 2E SRA (ІХ А) 
ЕрСВ052Е SRA (У на) 
СВ2Ғ SRA A 

CB28 SRA В 

CB29 SRA C 

CB2A SRA D 

CB2B SRA E 

CB2C SRA H 
CB2D SRA L 


CB3E SRL (HL) 
DDCB053E ` SRL (IX 十 d) 
ЕрСВ053Е SRL (1Х на) 
СВЗЕ SRL А 

CB38 SRL 

CB39 SRL 

CB3A SRL 

CB3B SRL 

CB3C SRL 

CB3D SRL 


96 (HL) 

009605 (ІХ +4) 

Ер96 05 (ТҮ +4) 
А 


в 
C 
D 
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A.2 Z80A-CPU け イン スト ラク ショ ン セ ッ ト 
対照 コー ド 表 2 
オペ コー ド の 16@ 進 順 


注 
ニー モニ ッ ク コ ー ド の オペ ラン ド に ある nn,n,d,e と いう 記 
号 は プロ グラ マ が 指定 する 定数 デー タ を 表わし て いま す 。 
オペ コー ド 欄 に は 、 例 と し て 、 こ れ ら の 定数 デー タ が そ 
れ ぞ れ 次 の 値 で ある 場合 の コー ド を 示し て いま す 。 


пп = 584Н 
п = 20Н 
а - 5 

е - зон 


そし て 例 の 値 で ある こと を 明示 する た め に デー タコ ー ド 
を イタ リッ ク 体 と し 、 さ ら に 下線 を 施し て いま す 。 


オペ コー ド の 1 バイ ト 目 が CB, рр, ED また は FD で ある 
も の に つい て は 表 の 後半 に まとめ られ て いま す 。 


00 
018405 
02 
03 
04 
05 


102Е 
118405 
12 

13 

14 

15 


202Е 
218405 
228405 
23 

24 

25 


NOP 

LD BC,nn 
LD (ВС), А 
INC BC 
INC B 
DEC B 

LD В, п 
КІСА 

ЕХ АЕ,АЕ’ 
ADD HL,BC 
LD А, (ВС) 
DEC BC 
INC C 
DEC C 

LD С 
ЕКСА 


DJNZ е 
LD БЕ, пп 
LD (DE),A 
ІХС DE 
INC D 
DEC D 
LD р, п 
КІА 

JR е 
ADD HL,DE 
LD A,(DE) 
DEC DE 
INC Е 
DEC Е 
10 Еп 
ККА 


JR NZ,e 
LD HL,nn 
LD (пп), НІ, 
INC HL 
ІМС Н 
DEC Н 


2A 8405 
2B 
2C 
2D 


302Е 
318405 
328405 


382Е 
39 

ЗА 8405 
3B 

3C 

3D 


LD Н,п 
DAA 

JR Де 
ADD HL,HL 
LD HL,(nn) 
DEC HL 
ІХС І, 

DEC L 

LD L,n 
CPL 


ЈЕ NC,e 
LD SP,nn 
LD (nn),A 
INC SP 
INC (HL) 
DEC (HL) 
LD (HL),n 
SCF 

JR C,e 
ADD HL,SP 
LD A,(nn) 
DEC SP 
INC A 
DEC A 
LD A,n 
CCF 
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LD C,H 
LD C,L 
LD C,(HL) 
LD C,A 


LD H,B 
LD 
LD 
LD 


H,D 
H,E 
LD H,H 
LD H,L 
LD H,(HL) 
LD Н,А 
LD L,B 
LD L,C 
LD L,D 
LD L,E 
LD L,H 
LD L,L 
LD L,(HL) 
LD L,A 
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С28405 
с38405 
С48405 
C5 

C620 

(7 

C8 

C9 

СА 8405 
СС 8405 
ср8405 
СЕ20 
СЕ 


D0 
р1 
028405 
0320 
048405 
D5 

0620 

D7 

D8 

D9 
DA8405 
DB 20 
DC 8405 
DE 20 
DF 


E0 
E1 
E28405 
E3 


CP L 
CP (HL) 
CP A 


RET NZ 
POP BC 
JP NZ,nn 
JP nn 
CALL №, пп 
PUSH BC 
ADD Алп 
RST 00Н 
RET 7 
RET 

JP Znn 
CALL Znn 
CALL nn 
ADC A,n 
RST 08Н 


RET NC 
POP DE 
JP NC,nn 
OUT (n),A 
САШ, NC,nn 
PUSH DE 
SUB n 
RST 10H 
RET C 
EXX 

JP С,пп 
IN А, (п) 
CALL С, пп 
SBC А, п 
RST 18Н 


ВЕТ РО 
РОР HL 
JP PO,nn 
ЕХ (SP), HL 


ЕА8405 
ЕВ 
ЕС8405 
ЕЕ20 


ҒА8405 
ЕВ 
ЕС8405 
ҒЕ20 
FF 


CALL PO,nn 
PUSH HL 
АКО п 
RST 20Н 
ВЕТ РЕ 

JP (HL) 

JP РЕ,пп 
ЕХ DE,HL 
CALL РЕ, пп 
XOR п 
RST 28H 


RET P 
POP AF 
JP Р,пп 
DI 

CALL P,nn 
PUSH АЕ 
OR п 

RST зон 
ВЕТ М 
LD SP,HL 
JP М,пп 
EI 

CALL М, пп 
СР п 

RST 38Н 
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RRC Н 
ВВС І, 
ЕКС (НІ) 
RRC А 


SLA 


SLA 
SLA 
SLA 
SLA 
SLA 
SLA 
SRA 
SRA 
SRA 
SRA 
SRA 
SRA 
SRA (HL) 
SRA A 
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DD9E 05 SBC A,(IX+d) 
DDA6 05 AND (1Х--4) 
DDAE05 XOR (IX+d) 
DDB6 05 OR (IX+d) 
DDBE 05 СР (IX+d) 
DDE1 POP IX 
DDE3 ЕХ (SP),IX 
DDE5 PUSH IX 
DDE9 JP (IX) 
DDF9 LD SP,IX 


DD09 ADD IX, BC 


DD19 
DD21 8405 
DD22 8405 
DD23 

DD29 
DD2A8405 
DD2B 
DD34 05 
DD35 05 
DD36 0520 
DD39 


ADD IX,DE 
LD IX,nn 
LD (nn),IX 
INC IX 
ADD IX,IX 
LD IX,(nn) 
DEC IX 
INC (IX+d) 
DEC (IX 十 d) 


LD (IX 十 d),n 


ADD ТХ,5Р 


DDCB0506 
ррСВ050Е 
DDCB05 16 
DDCB05 1E 
DDCB05 26 
ррсво5 2E 
DDCB05 3E 
DDCB05 46 
DDCB054E 
ррсво5 56 
ррСВ055Е 
DDCB05 66 


КІС (IX+d) 
КЕС (1Х+4) 
RL (IX 十 d) 

RR (IX 十 d) 

SLA (IX 十 d) 
SRA (IX 十 d) 
SRL (ІХ +а) 
ВІТ 0,(IX+d) 
ВІТ 1,(ІХ--а) 
ВІТ 2,(ІХ--4) 
ВІТ 3,(IX+d) 
ВІТ 4,(ІХ--4) 


DD46 05 LD B,(IX 十 d) DDCB05 6E ВІТ 5,(ІХ--4) 
DD4E05 LD C,(IX+d) DDCB0576 ВІТ 6,(IX 十 d) 
DD56 05 LD D,(IX +d) DDCB057E вт 7,(IX+d) 
DD5E05 LD Е,(ІХ--а) DDCB0586 RES 0,(1Х +а) 
DD66 05 LD Н,(ІХ--а) ррсвоѕ5 8E RES 1,(IX 十 d) 
DD6E05 LD L,(IX+d) DDCB0596 RES 2,(ІХ--4) 
DD70 05 LD (IX 十 d),B DDCB の 5 9E RES 3,(ІХ--4) 
DD71 05 LD (ІХ--а),С DDCB の 5 А6 ВЕБ 4,(ІХ--4) 
DD72 05 LD (IX 十 d),D DDCB05 AE RES 5,(IX 十 d) 
DD73 05 LD (IX+d),E ррсво5 B6 RES 6,(ІХ--4) 
DD74 05 LD (Х+а),н DDCB05 ВЕ RES 7,(IX 十 d) 
DD75 05 LD (IX+d),L DDCB05 C6 БЕТ 0,(IX+d) 
DD77 05 LD (IX+d),A DDCB05 CE SET 1,(IX+d) 
DD7E05 LD A,(IX+d) DDCBO5 06 SET 2,(IX+d) 
DD86 05 ADD A,(IX+d) ррсво5 DE SET 3,(IX+d) 
DD8E05 ADC A,(IX+d) DDCB05 E6 БЕТ 4,(1Х нд) 
0096 05 SUB (IX 十 d) DDCB05 ЕЕ SET 5,(IX+d) 
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DDCB05 F6 
DDCB05 FE 


ED40 
ED41 

ED42 
ЕП438405 
ED44 

ED45 

ED46 

ED47 

ED48 

ED49 
ED4A 
Ер4В8405 
ED4D 
ED50 

ED51 

ED52 
Е0538405 
ED56 

ED57 

ED58 

ED59 
ED5A 
ED5B8205 
ED5E 
ED60 

ED61 

ED62 

ED67 

ED68 

ED69 
ED6A 
ED6F 
ED72 
Ер738405 
ED78 

ED79 
ED7A 


за: 


SET 6,(IX+d) 


SET 7,(IX +d) 


ІМ В,(С) 
OUT (С), В 
SBC HL,BC 
LD (nn), BC 
NEG 

RETN 

IM 0 

10 LA 

IN C,(C) 
OUT (с), С 
ADC HL,BC 
10 ВС, (пп) 
ВЕТ! 

IN D,(C) 
OUT (CO),D 
SBC HL,DE 
LD (nn),DE 
IM 1 

LD АЛ 

IN Е,(С) 
OUT (С),Е 
ADC HL,DE 
LD DE,(nn) 
IM 2 

IN Н,(С) 
OUT (C),H 
SBC HL,HL 
RRD 

ІМ L,(C) 
OUT (O), L 
ADC HL,HL 
RLD 

SBC HL,SP 
LD (nn),SP 
IN А, (С) 
OUT (С), А 
ADC HL,SP 


Ер788405 


ЕРА? 
EDA1 
EDA2 
EDA3 
EDA8 
EDA9 
EDAA 
EDAB 
EDB0 
EDB1 
EDB2 
EDB3 
EDB8 
EDB9 
EDBA 
EDBB 


FD09 

FD19 
FD218405 
FD228405 
FD23 

FD29 
Ер248405 
FD2B 
FD3405 
FD3505 
Е0360520 
FD39 

FD46 05 
FD4E05 
FD56 05 
FD5E05 
FD66 05 
FD6E05 
FD70 05 
FD71 05 
FD72 05 
FD73 05 


LD SP,(nn) 
LDI 
CPI 
INI 
OUTI 
LDD 
CPD 
IND 
OUTD 
LDIR 
CPIR 
INIR 
OTIR 
LDDR 
CPDR 
INDR 
OTDR 


ADD ТҮ, ВС 
ADD ТҮ, рЕ 
LD ІҮ, пп 
LD (пп), ТҮ 
ІМС ІҮ 
ADD ТҮ, ТҮ 
LD ІҮ, (пп) 
DEC IY 
INC (ІҮ +d) 
DEC (ІҮ +d) 
LD (IY+d),n 
ADD IY,SP 
LD B,(IY+d) 
LD C,(IY+d) 
D, (ТУ +d) 
E,(IY +d) 
H,(IY +d) 
L,(IY +d) 
(IY +d), В 
(ТҮ +4),С 
(ТҮ +а),р 
(IY --4),Е 


FD74 05 
FD75 05 
FD77 05 
ЕРТЕ 05 
FD86 05 
FD8E 05 
FD96 05 
FD9E 05 
FDA6 05 
FDAE05 
FDB6 05 
ЕОВЕО5 
FDE1 

FDE3 

FDE5 

FDE9 

FDF9 


FDCB0506 
FDCB05 0E 
FDCB05 16 
FDCB051E 
FDCB05 26 
FDCB05 2E 
FDCB05 3E 
FDCB05 46 
FDCB054E 
FDCB0556 
FDCB05 5E 
FDCB0566 
FDCB056E 
FDCB0576 
FDCB057E 
FDCB0586 
FDCB058E 
FDCB0596 
FDCB059E 
FDCB05 A6 
FDCB05 АЕ 
FDCB05 B6 


LD (IY+d),H 
LD (IY+d)L 
LD (IY+d), A 
LD А, (ТУ +d) 


ADD A,(IY +d) 
ADC A,(IY +d) 


SUB (IY +d) 
SBC А, (ТУ +d) 
AND (Ту +d) 
XOR (IY +d) 
OR (IY+d) 
CP (IY+d) 
POP IY 

EX (SP),IY 
PUSH IY 
JP (IY) 

LD SP,IY 


RLC (ТУ +d) 

RRC (IY+d) 
RL (IY+d) 

RR (IY+d) 

SLA (IY +d) 

SRA (IY+d) 

SRL (IY +d) 

BIT 0,(IY +d) 
BIT 1,(IY +d) 
BIT 2,(IY +d) 
BIT 3,(IY +d) 
BIT 4,(IY +d) 
BIT 5,(IY +d) 
BIT 6,(IY +d) 
BIT 7,(IY +d) 
RES 0,(IY +d) 
RES 1,(IY +d) 
RES 2,(IY +d) 
RES 3,(IY +d) 
RES 4,(IY +d) 
RES 5,(IY +d) 
RES 6,(IY +d) 


FDCB05 BE 
FDCB05 C6 
FDCB05 СЕ 
FDCB05 D6 
Ерсво5 DE 
FDCB05 E6 
FDCB05 EE 
FDCB05 F6 
FDCB05 FE 


т, (ТУ +d) 
0, (ТУ +d) 
1, (ТУ +d) 
2, (ТУ +d) 
3,(IY +d) 
4,(ТУ +4) 
Б,(ТҮ +4) 
6,(ТҮ +4) 
7,(IY +4) 
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A.3 IPL プ ログ ラム ・ ア セン プリ ・ リ スト 


MZ-2000 の IPL (Initial Program Loader) の 全 プ ログ ラム の アモ ンプ ブリ ・ リ スト を 掲載 し て いま す 。 ア モン プリ ・ 
リス ト は Z80A-CPU ア セン プラ (MZ-80 シ リー ズ FDOS 中 の シス テム プロ グラ ム ) に よる プリ ンタ 出力 リス ト で す 。 

IPL の 動作 と 一 般 の 操作 方 法 に つい て は 、Owner's Manual 2 章 に 述べ られ て いま す 。 本 リス ト は 、 IPL の 動作 の 詳 
細 を 調べ る た め の 参 考 デ ゲー タ で あり 、IPL プ ログ ラム の アモ セ モン ブリ ・ リ スト の 内 容 に つい て の お 問い 合わ せ に は 応じ か ね 
ます 。 


IPL の ブー トロ ー デ ィング 機能 は 、 З 種類 の 外部 ファ イル を 対象 と し て いま す 。 上 第 1 は 、 MZ-2000 本 体 に 装備 され て い 
る カセ ッ ト テ ー プ デッキ に よっ て 、 カ セッ ト テ ー プ ファ イル 、 た と える ば 付属 の BASIC イ ンタ ー プ リタ を 起動 する 働き 、 第 
2 に オフ "ション 周辺 機器 で ある ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に よっ て 、 デ ィ ス ケッ ト フ ァイル 、 た と えば DISK BASIC 
イン ター プリ タ 、FDOS 等 を 起動 する 働き 、 第 3 に 、I/O ポ ー ト 上 に シス テム プロ グラ ム の ROM カ ー ド 等 を 置い て 、 そ の 
シス テム プロ グラ ム を 起動 する た め の 機 能 と が 備 そ られ て いま す 。 

上 記 の それ ぞ れ の ルー チン は 、 ア モン ブリ ・ リ スト 上 の リマ ー ク 表示 で 、 


CMT CONTROL (P.150) 
МЕМ ММЕГОРРУ CONTROL (P.156) 
INTRAM-EXROM (P.162) 


に よっ て それ ぞ れ 場所 が 示さ れ て いま す 。 


0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0002 
0002 
0002 
0002 
0004 
0006 
0006 
0006 
0006 
0008 
0004 
0002 
000E 
0011 
0013 
0015 
0017 
0019 
001B 
0010 
O01F 
0021 
0022 
0024 
0026 
0027 
0029 
002B 
0020 
002F 
0031 
0034 
0036 
0038 
0039 
003A 
003C 
003E 
0040 
0042 
0044 
0047 
0049 
004В 
004E 
0050 
0052 
0055 
0057 
0059 
005A 
0050 
0060 
0063 
0065 
0067 
0069 
ООАС 


1804 


3E03 
ПЗЕЗ 


ЗЕЗ2 
D3E3 
ЗЕ58 
D3E2 
31EOFF 
3EF7 
ПЗЕО 
ЗЕОҒ 
ПЗЕ9 
3ECF 
ПЗЕВ 
ЗЕҒҒ 
ПЗЕВ 
АҒ 
D3F4 
D3F4 
3C 
h3F7 
3E07 
D3F5 
3ED3 
D3E8 
210000 
ЗЕ08 
з600 
23 

ВС 
ЗОРА 
3EFF 
ПЗЕО 
ЗЕОЗ 
03Е7 
СПФЕОО 
3E02 
D3F7 
СП6ЕОО 
ЗЕО1 
03Е7 
СПЕЕОО 
3E13 
ПЗЕЗ 
AF 
32ECFF 
32E4FF 
соесоо 
СВ5Е 
2845 
CE47 
CA1704 
182A 
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ЖЕ + + ++ + + ++ + + + + +++ + + + + ++ + + 


Personal Computer 
MZ- 2000 


Initial 
Program 
Loader 


. 
? 
. 
3 
. 
з 
з 
. 
? 
? 
. 
? 
. 
. 
9 
з 


ЕД + + + + + + + + + ++ ЗЕ ЗРЗЕ ЗЕ XXX ЗЕ З + 


JR START 
3553 
5 NST RESET 
3 
мет: LD А, ЗН 
ойт (ЕЗН),А 
35 
5jINITIALIZE 
START: LD А,82Н 38255 A=QUT В=1М C= ロ LUT 
nUT (ЕЗН),А 
LE А, 58H jEST=1 ОРЕМ=1 MRITE=1 
ойт (Е2Н),А 
LD ЗР,РРЕОН 
LD АҺЕ?Н ? STOP 
IT (EOH) ,A 
LD А, ОЕН ІРІП азот 
айт (ЕЗН) +A 
LE А, СЕН ІРІП ВЕТМ 
ойт СЕВН),А 
LD А, РЕН 
ойт (ЕВН),А 
XOR А 
OUT (РАН) +A 
QUT (F4H) ヵ 4 
ІМС А 
OUT (Е?Н),А 
LD А» О7Н 
ойт (ЕЗН)»А 
LE А, DSH 
AUT (ЕВН)»А 
LD HL , ПОООН 
LD A, DSH 
CLEAR: LD (HL) s ООН SDISPLAY CLEAR 
INC HL 
СР H 
JR М2, CLEAR 
LD А, БЕН SALL STOP 
ойт (ЕОН)»А 
LD А» ОЗН 
OUT (F7H) ,А 
CALL ССЬЕАК 
LD А, О2Н 
ойт (F7H) À 
CALL GCLEAR 
LD А,О1Н 
ойт (Е7Н),А 
CALL ССГЕАК 
LD А, 1ЗН 
пит (ЕЗН) ,А 
XOR A 
LD (DRINO),A 
LD (MTFG),A 
КЕУТМ: CALL KEYS1 
BIT 3,4 
JR Z ヵ CMT 
ВІТ О, А 
ЧР 2:ЕХВОМТ 


JR NEIN 


750 


一 


006E Н 

006E 2100С0 CLEAR: ГП ні, СОООН 50-ВАМ CLEAR 
0071 F3 DI 

0072 ПВЕЗ IN А» (ЕЗН) 
0074 CBFF ЗЕТ 7,» А 

0076 CBB7 КЕЗ 6, А 

0078 ПЗЕЗ OUT (ЕВН)»А 
0074 1101С0 LD ВЕ, СОО1Н 
0070 3600 LD (HL) , ООН 
007F 017ҒЗЕ LE ВС, ЗЕ7ЕН 
0082 ЕРВО LDIR 

0084 CBBF RES 7,А 

0086 СВЕ7 SET 6, А 

0088 DSES OUT (ЕЗН) ,А 
008A ЕВ ЕІ 

008B С9 КЕТ 

008г ; 

008С 0614 KEYS1: LD B+14H sKEY ЗТКОВЕ OUT 
008E ПВЕЗ KEYS: IN А, (ЕВН) 
0090 ЕФЕО AND F OH 

0092 BO OR B 

0093 ПЗЕЗ OUT (ESH ) À 
0095 DBEA IN А, (ЕАН) 
0097 C9 КЕТ 

0098 Н 

0098 ; 

0098 CHA000 NKIN: CALL FICC 
009В CA6403 ЈР Z ヵ FD 
009Е 1800 JR CMT 

0040 ; 

0040 3EAS РОСС: LH А, АЭН 
00A2 47 LD В, А 

0043 0309 OUT (0УН)»А 
0045 СОРЕОЗ CALL DL Y8QU 
0048 DBD? IN А» (ПЯН) 
00AA В8 СР В 

ООАВ СР ВЕТ 

ООАС 55555555555555555 

ООАС ; ; 

ООАС s CMT CONTROL ; 

ООАС ; 5 

00AC ЖАК КЛЕТ 

00AC CDF601 СМТ: CALL MSTQF 
ООАР СПОЕО2 CALL KEYMES 
0082 CDE200 CALL RET 
0085 3817 JR CESTA 
0087 CHS702 CALL LDMSG 
QOBA 2101СЕ LE HL , NAME 
оовр 1Е10 LD Е,1ОН 
ООВЕ 0Е10 LH С, 1ОН 
00С1 CD6002 CALL DISP2 
00C4 ЗАООСҒ Ln A, (ATRB) 
00C7 ҒЕ01 СР 1 

00С9 200Е JR NZ, МТЗМСН 
00CB CH1001 CALL ?RDD 
ООСЕ FS STi: FUSH AF 

00CF СП2502 CALL REW 

0002 Fi РОР АЕ 

0003 ПАЗ705 JP С, ТРУАС 
0006 С30200 JP NST 

0009 ; 

0009 214E03 MISMCH: LD НЕ, МЕЗ1 6 
ООПС 1ЕОА LD E + OAH 
OODE OEOF LL С,15 
00Е0 СПеро2 CALL DISPCS 
ООЕЗ CHF601 CALL МЕТОР 
00Е6 37 SCF 

00Е7 18Е5 JR STi 

00E? 


00E? ; КЕАП INFORMATION 


00Е9 
00Е9 
00Е9 
ООЕА 
ООЕС 
ООЕЕ 
ООЕО 
ООЕ2 
ООЕ5 
ООРЕ 
ООЕВ 
ООЕП 
0100 
0102 
0105 
0107 
0109 
010B 
010E 
010F 
0110 
0110 
0110 
0110 
0110 
0111 
0113 
0117 
0114 
011C 
011С 
011С 
0112 
0110 
011С 
0110 
011Е 
О11Е 
0121 


0124 3 


0126 
0128 
0129 
012C 
012Ғ 
0130 
0131 
0132 
0133 
0136 
0138 
0139 
01:34 
013B 
9132 
0130 
013F 
0142 
0145 
0147 
0148 
014В 
0140 
014Е 
0150 
0151 
0152 
0154 
0155 
0157 


Ез 
DBE? 
CBEF 
ISE2 
1604 
018000 
2100СҒ 
CHC701 
380E 
с19301 
3809 
СП1С01 
3804 
CESA 
2803 
CDF601 
FB 

с9 


ЕЗ 

1608 
ED4B12CF 
210080 
18HC 


54 
210000 
22ЕОҒҒ 
Е1 

Cl 

CS 

ES 
CD7301 
3826 
77 

23 

ОВ 

78 

В1 
20Ғ4 
2АЕОҒҒ 
СП7301 
3817 
ЗЕ 
CH7301 


Н СЕ=1:ЕККОК 
КОТМЕ: ЕМТ 
?RDI: DI 
IN А, (Е2Н) 
SET 5,А 
DLT (E2H) À 
LD 0,4 
LL вс»оовон 
LD HL + IBUFE 
RDi: CALL MOTOR 
JR С, ТРЕК 
CALL TMARE 
JR С, ЗТРЕТК 
CALL КТАРЕ 
ЈК に ゥ STPEIR 
КЕТ25: ВІТ 3,0 
JR Z ヵ EIRTN 
ЗТРЕЇК: CALL МЕТОР 
ЕТКТМ: ЕІ 
КЕТ 
ЗКЕАП ПАТА 
КОПАТ: ЕМТ 
?крр: 01 
LI 0,8 
LL ВС, (SIZE) 
LL ні, вооон 
JR RH1 
ЗКЕАП ТАРЕ 
Н ВС-517Е 
5 ПЕЗГОАП ADDRESS 
КТАРЕ: PUSH IE 
FUSH ЕС 
PUSH HL 
LL н, 2 
RTP2: CALL ЗРОТМ 
JR с, ТКТМ1 
JR Z ヵ RTF2 
LL D +H 
ІП НЕ, ОО0ОН 
LD (SUMDOT) ; HL 
РОР HL 
РОР ЕС 
PUSH BC 
РУЗН HL 
КТРЗ: САБЫ КВУТЕ 
JR С, ТКТМ1 
LD (HL) А 
INC HL 
ПЕС BE 
LL A В 
ок G 
JR NZ,RTF3 
ір HL, (SUMHT ) 
CALL REYTE 
JR C ТКТМ1 
ІП Е, А 
CALL REYTE 
JR с, ТЕТМ1 
СР L 
JR NZ ヵ ,RTP5 
LD А, Е 
СР H 
JR Z ヵ TRTN1 
RTPS: DEC п 
ЧЕ 7, КТРА 
LD HH 


757 


152 
и _____________ 


0158 13C7 JR ЕТР2 
015А СПЬ6О2 RTF&i CALL ВООТЕК 
0150 37 SCF 

015E El ТКТМ1: РОР HL 

015Ғ C1 РОР BC 

0160 Di РОР IE 

0161 С? КЕТ 

0162 sEDGE 

0162 DBE1 EDGE: IN А» (Е1Н) 
0164 2F CPL 

0165 07 RLEA 

0166 па КЕТ с 

0187 07 КЕСА 

0168 ЗОРЕ ЈК МС, EDGE 
0164 DBE1 ENGEL: ІМ А» (Е1Н) 
016С 2F СРІ 

0160 07 ВЕСА 

014Е 08 ВЕТ с 

О1АР 07 RLCA 

0170 38F8 JR С, EDGE! 
0172 С? КЕТ 

0173 5 1 BYTE REAL 

0173 5 HATA=A 

0173 Н SUMDT STORE 
0173 ES RBYTE: PUSH HL 

0174 210008 LL HL, 0#00H 
0177 СПВВО1 RBY1: CALL SPDIN 
0174A 3815 JR С» КВҮЗ 
0172 2804 JR 2, КВУ2 
017Е ES РИЗН HL 

017F 2АЕОЕҒ LD HL + (SHNHT ) 
0182 23 INÈ HL 

0183 22E0FF LL (SLIMDT) , HL 
0186 El РОР HL 

0187 37 5СЕ 

0188 СВ15 REYZ: RL L 

OIZA 25 ПЕС H 

О1ЕВ SOEA JR NZjREY1 
0180 С04201 CALL EDGE 
0190 7D LL AsL 
0191 E1 REYS: FOF HL 

0192 С9 КЕТ 

0198 ТАРЕ MARE DETECT 

0193 ; E=L: INFORMATION 
0193 Е< 3: ПАТА 

0193 Е ТМАКК: FUSH HL 

0174 211414 LD НЫ, 1414Н 
0197 СЕЗА ВІТ 2D 
0199 2001 JR NZ ヵ TMO 
0198 29 АПП HL HL 
019C 22E2FF ТМО: LI (TMENT) HL 
019F 2АЕ2РЕ TMi: LD HL: (ТМСМТ) 
О1А2 CHBEBO1 TMZ: CALL SPOIN 
01A5 ЗЕЕА JR с» КВҮЗ 
0147 2824 JR 2, ТМ1 
01A? 25 ПЕС H 

О1АА 20Е4 JR NZ, ТМ 
ОТАС СПВВОЇ TMSi CALL ЗРОТМ 
ОТАР ЗВЕО JR С, КВУЗ 
0181 20ЕС JR NZ, ТМ1 
0183 2D ПЕС l; 

0184 20F4 JR NZ, TM3 
О1В& Сспаго1 CALL EDGE 
0189 1304 JR REYS 
О1ВВ : 

01BE СП&201 ЕРПІМ: CALL EDGE 
О1ВЕ ПВ RET с 

О1ВЕ 205002 CALL EY 
0102 DBE1 IN А, (Е1Н) 


01F4 Е&40 АМП 40H 
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01C4 со ВЕТ 

01С7 ; 

01C7 ; 

01C7 sMOTOR ОМ 

01C7 05 MOTOR: PUSH ПЕ 

01С8 CS FUSH EC 

01С9 ES PUSH HL 

01CA DBE1 IN А, (Е1Н) 
01СС Еб20 АМП <0H 
01СЕ 281F JR 1, МОТКО 
0100 218302 LD HL МЕЗА 
0103 1ЕОА LD Е, АН 
0105 ОЕОЕ LD с,1401 
0107 сперог CALL DISPCS 
01ПҮА СПО202 CALL DPEN 
0100 ПВЕА MOT1: IN А, (ЕАН) 
О10Е 2F СРС 

01Е0 07 RLCA 

01Е1 380F JR С, МОТК 
01ES DEEt IN А, (Е1Н) 
01Е5 Еб20 AND 20H 
О1Е7 20F4 JR NZ, МОТ! 
01Е9 СПОЕО2 CALL КЕУМЕЗ 
01EC СП4А02 CALL РЕЦІМ 
01EF С01902 МОТКО: CALL FLAY 
01F2 El МОТК: РОР HL 
О1ЕЗ С1 РОР BC 

01Ғ4 11 РОР HE 

О1ЕЗ C? RET 

01Е6 ; 

01Ғ6 5 

01726 МОТО STOF 

0176 3EF7 MSTOF: LD А›Е7Н 
01F8 ОЗЕО DUT (EOH) А 
01FA СП4402 CALL DELA 
01FI 3EFF LL А» БЕН 
01FF ОЗЕО OUT (ЕОН),А 
0201 C? КЕТ 
0202 5EJECT 

0202 3E08 ОРЕМ: ір А, OSH 
0204 ПЗЕЗ пит (ЕЗН) ,А 
0206 Сп4402 CALL DELG 
0209 3E09 LL А, ОУН 
0208 ПЗЕЗ ойт (ЕЗН),А 
0200 со КЕТ 

020Е 5 

020Е 5 

020E 219702 КЕУМЕЗ: LD HL , MESS3 
0211 1E04 LD E ヵ 4H 
0213 OEIC LD С,280 
0215 сперог CALL HISPCS 
0218 с9 КЕТ 

0219 Н 

0219 PLAY 

0219 3EFB PLAY: LD А) ЕВН 
0218 ОЗЕО ойт (EOH) ,A 
0210 CD4402 CALL DELA 
0220 3EFF LD А, БЕН 
0222 ПЗЕО пит (ЕОН)»А 
0224 C9 КЕТ 
0225 ; 

0225 ; 
0225 ; REWIND 

225 ЗЕРЕ REM: LD А» БЕН 
0227 ПЗЕО ойт (ЕОН),А 
0229 CH4402 CALL DELG 
022C 3EFF LD А, БЕН 
022Е ПЗЕО OUT (EOH) ,А 
0230 ПВЕ2 IN А, (ЕЗН) 


0232 СВАЕ RES s, A 


154 


"ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


0234 
0236 
0237 
0237 
0237 
023 
0239 
0234 
0230 
0230 
023E 
023F 
0241 
0242 
0243 
0244 
0245 
0248 
0244 
024B 
024E 
0250 
0250 
0250 
0250 
0250 
0252 
0253 
0256 
0257 
0257 
0257 
0257 
0257 
0257 
025 
0257 
0257 
0257 
0257 
0257 
0257 
0257 
0254 
0255 
025Е 
260 
0260 
0262 
0264 
0266 
0266 
0249 
026B 
02610 
O2 6D 
024F 
0271 
0272 
0275 
0277 
0279 
0274 
O2 7B 
0270 
027E 
027F 
0280 
0282 
0284 


ЗЕЗІ 
зр 
C25202 
СУ 


ттоптто 


218902 
1Е00 
ОЕОЕ 
1800 


ЗЕПЗ 
D3E8 
1818 


21C102 
LEDA 
OE OD 


sTIMING DEL 
П1М: PUSH 


RET 


LD 


(Е2Н) ,А 


АЕ 

А 

А 
М7,-1 
BC 
А, В 

С 
№7 ,01М+1 
АЕ 

BC 


BC 

ВС, 233 
пім 

EC 
ВС,1551 
DiM 


STAPE DELY TIMING 


2 


DLY2: LL 


А, 31H 
А 


NZ ,DLYZ+2 


DEC 

JF 

RET 
IELIFE: ЕВИ 
АТЕВ: EQU 
NAME: ЕСИ 
SIZE: ERU 


ОТАПК: EQU 
SUMDT : ERU 
ТМСМТ: Еси 


слиза: LD 
LD 
LD 
JR 


01522: LD 
DUT 
JR 


ВООТЕК: ІП 
LL 
LD 


DISFCS: LD 
OUT 
EXX 
LD 
LE 

ПІЗРЗ: LD 
INC 
ЕР 
JR 
EXX 

DISPi: ХОК 
LL 
LD 
LDIR 
LL 


CF OOH 
CFOOH 
СРО1Н 
СЕ12Н 
CF14H 
ЕҒЕОН 
ЕРЕЗН 


HL +MES1 
E; ОН 

С, 140 
DISPCS 


А, DSH 
(ЕВН),А 
HISF1 


HL MESS 
Е,АН 
С» 130 


А» ОЗН 
(ЕЗН)» А 


HL HO00H 


А, Пен 


(HL) s+ ООН 


HL 
H 


NZ ヵ HISF3 


А 
В, А 
г, ПОН 


А» 13H 


.. 
ВЕРЕ ЊЕ 


зъззуззтутизу?з 
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0286 
0288 
0289 
0289 
0289 
0280 
0291 
0295 
0297 
0298 
029Е 
0243 
0247 
02AB 
02AF 
02B3 
02B7 
02BB 
02BF 
02C1 
02C5 
0269 
02CD 
02CE 
02D2 
0206 
02DA 
0208 
02DF 
02ЕЗ 
02E7 
02EB 
02EF 
02F3 
02F7 
02F8 
02FC 
0300 
0304 
0307 
030B 
030F 
0313 
0316 
0314 
031E 
0322 
0326 
0324 
032E 
0331 
0335 
0339 
0330 
0341 
0345 
0349 
0340 
034E 
0352 
0356 
035A 
0350 
6350 
035E 
0362 
0364 
0364 
0364 
0364 


D3E8 
с 


49504С20 
6973206C 
6F616469 
6E47 
49504C20 
6973206 ヒ 
6F4F6B69 
6Е672066 
6Е722061 
2070726Е 
67726160 
40616865 
20726561 
64792043 
4054 
40676164 
595Е5720 
6572726F 
72 
40616865 
20724561 
54792046 
44 
50726573 
73204620 
62722043 
463A466C 
6Е707079 
20646973 
5В557474 
65 
433A4361 
73735574 
74652074 
617065 
44726976 
65204Е6Е 
3Е202831 
203429 
54686973 
20646973 
6В257474 
55200973 
206E6F74 
20606173 
746572 
50726573 
73696Е67 
2053206B 
65792073 
74617274 
73207408 
65204340 
54 
46696С65 
20606Е64 
65206572 
726Е72 


01 
49504с50 
524Ғ 


МЕ53: 


МЕ56: 


МЕ59: 


MES10: 


МЕЗ12: 


MES13: 


МЕЗ16: 


ма ә. че ма 


QUT 
RET 


DEFM 


ПЕЕМ 


DEFM 


ПЕРМ 


ПЕРМ 


ПЕРМ 


DEFM 


ПЕРМ 


ПЕРМ 


ПЕРМ 


ПЕРМ 


ПЕРМ 


(ЕӘН),А 


‘IPL is loading’ 


“IPL із 1ookirig for а 


“Маке ready СМТ’ 


“Loading еггог“ 


“Маке ready ЕП’ 


“Press F ог С” 


'F:Floppy diskette’ 


7C じ iCassette tape’ 


“Пгімуе Мо? (1-4) ' 


“This diskette is по? 


program’ 


master’ 


“Pressing 2 key starts the CMT’ 


‘File mode error’ 


01H 
”ІРІРКО” 


.. ss as ГО А СВ А А . ..... 
あす 
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0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0364 
0344 
0364 
0344 
0364 
0364 
0364 
0354 
0364 
0364 
0364 
0348 
0349 
ОЗАС 
036F 
0373 
0376 
0379 
0372 
037F 
0382 
0385 
0387 
0388 
0389 
ОЗ8А 
0380 
038E 
038F 
0391 
0394 
0397 
0399 
039B 
039E 
03A2 
0345 
0348 
ОЗАВ 
ОЗАЕ 
осві 
03B4 
03E4 
03B4 
озв7 
озв9 
ОЗВЕ 
ОЗВЕ 
03 に 1 
03 ヒ 1 
03C1 


で で で で 


HI2100CF 
АЕ 
321ECF 
321ҒСҒ 
ЕП21ЕОЕҒ 
210001 
ЕП7502 
ҒП7403 


С27205 
23 

13 
10F6 
с05702 
2107СЕ 
1Е10 
OE OA 
с06002 
00210030 
2A14CF 
ЕП7502 
ЕП7403 
СПА204 
СВ1В04 
с20200 


21СЕО2 
ТЕОА 
ОЕОП 
спепоз 
с38105 


МЕМ МТМТЕГОРРУ CONTROL 


5 ВИ «• вв «вз» = = ва авт 
K м лек, 


САЗЕ ОҒ HISK INITIALIZE 
DRIVE NO=DRINO (0-3) 


CASE ОР SEQUENTIAL READ 
DRIVE NO=DRINO (0-3) 


че ә. ve ма ә че әш ә. м. ма за ча че ме ма ча ә. ә. м. ме 


ВҮТЕ 517Е -ІҮз2,3 
ADDRESS =1Х+0,1 
МЕХТ ТКАСК =1ү+0 
NEXT SECTOR =IY+i 
START TRACK =IY+4 
START ЗЕСТОК =IY+5 
1/0 PORT ADDRESS 
СК: ЕСИ пан 
ТБ: EQU ПУН 
ЗСК: EQU ПАН 
DR : EQU OBH 
DM: EQU DCH 
HS: EQU DDH 
SFO 
ЕП: го ІХ, ТВАОК 1 
XOR A 
LD (СЕ1ЕН) ,А 
LB (СЕ1ЕН) А 
LD IY,FFEOH 
го HL , ОТООН 
LD (1у+2)» Г 
LD (ТУ+ 3), Н 
CALL ВКЕАП 
ED HL, СЕООН 
LD DE, ТРЕМС 
LL В, & 
МСНЕСК: LD с» CHL) 
LL А, (ПЕ) 
СР с 
JF NZ: ММАЗТЕ 
INC HL 
ІМС ПЕ 
DJNZ МСНЕСК 
CALL LDMSG 
LD HL :CFO7H 
LD Е, 1ОН 
LD С, АН 
CALL DISP2 
LL ТХ, ТВАПК2 
LD HL, (СЕ14Н) 
го (1У+2)» Г 
LD (IY+3) +H 
CAL L ВКЕАП 
CALL MDFF 
JF NST 
5 
NODISK: LD HL, MES? 
LL Е, АН 
LD Ë DH 
CALL DISPCS 
ЈР ЕККОК1 


КЕАПҮ СНЕСЕ 


ә. ме 


READY: ЕМТ 


ЗЄТАТИЄ/СОМАМО FORT 
STRACK REG PORT 

1 SECTOR REG PORT 

ДАТА REG FORT 
%МОТОК/ПКІУЕ PORT 
"НЕАП SIDE SELECT PORT 


:INFDRMATIDN INPUT 
5 MASTER CHECK 


0301 
0384 
0305 
03C8 
ОЗСВ 
0S3CL 
ОЗСЕ 
0510 
0303 
озпе 
0307 
0308 
0307 
03HE 
0300 
ОЗПЕ 
ОЗПЕ 
ОЗЕ1 
ОЗЕ4 
ОЗЕЗ 
ОЗЕЗ 
ОЗЕА 
ОЗЕВ 
ОЗЕП 
ОЗЕЕ 
ОЗЕ1 
ОЗЕЗ 
03F4 
ОЗЕ4 
ОЗЕ4 
ОЗЕ4 
03F4 
03F4 
ОЗЕЯ 
03FA 
ОЗЕП 
03FE 
ОЗЕЕ 
0400 
0402 


0404 : 


0406 
0409 
040A 
040A 
040A 
040A 
040A 
0406 
0400 
040F 
0412 
0415 
0417 
0418 
041А 
041E 
041B 
041E 
0418 
0418 
041Е 
041F 
0421 
0424 
0427 
0424 
0420 
0430 
0431 


3AE4FF 
ОЕ 
D4F403 
3AECFF 
F434 


РТЕТЕР 
0500 
09 
EEB44 
со 
CH3104 
СЕСЕ 
С? 


ЗЕВО 
0306 
0604 
21130 


3E1E 
2F 
0308 
Ch4904 
СПОСОА 
0808 
2F 
Е099 


се 


СП0506 
АҒ 
0305 
32E7FF 
32ESFF 
32ESFF 
32EAFF 
З2Е&РЕ 
с? 


КЕПУО: 


маток 


ЗЕЕК TREATMENT 


ENT 
LL 
СРЕ 
пит 
CALL 
CALL 
IN 
CPL 
AND 
RET 


:MOTOR OFF 


МОРЕ: 


А, (МТЕО) 


МС, МТОМ 
А, (DRING) 
24H 
(DM) А 

А 

BLY&OM 
НЕ, ООН 
HL 

А, Н 

L 

2, МООТЕК 
А, (СК) 


С, КЕПУО 
А, (DRING) 
С, А 

HL СЬВЕО 
В, ООН 


RCLE 
о, (HL) 


А, вон 
(ОМ), А 
В, 10 

НЕ, ЗС1РН 
HL 

А, 

H 

М2» МТО? 
МТО 1 

А, 1 
(МТЕС), А 


А, 1ЕН 


(СК), А 
BUSY 

ПЕСУЕОМ 
А, (СК) 


27H 


DEY EN 

A 

(M) ,А 
(СЕВЕРО), А 
(CLBF1) A 
(CLEF2) A 
(СІВЕЗ) А 
(MTFG) A 


; DRIVE 


; DRIVE 


; STATUS 


$ 15SEC 


:100015 


МО СЕТ 


SELECT МОТОМ 


СЕТ 


ПЕГАУ 


ПЕГАУ 
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158 


0431 
0431 
0431 
0431 
0432 
0434 
0435 
0437 
0434 
0431 
043F 
0440 
0442 
0444 
0445 
0446 
0449 
0449 
0449 
0449 
0449 
О44А 
0448 
044E 
0450 
0453 
0454 
0458 
0454 
0458 
045А 
04SE 
045: 
DASE 
045Ғ 
0460 
0461 
0462 
0464 
0447 
0467 
0467 
0467 
0449 
044 に 
044F 
0470 
0472 
0474 
0475 
0477 
0478 
0479 
047А 
04701 
0480 
0483 
0485 
0487 
045А 
048: 
048Е 
0471 
0492 
0494 
0494 
0498 
049В 
049Е 
ОДЗЕ 


ES 
ЗЕОВ 
2Ғ 
0303 
СП4904 
спосо 
DECS 


са 
ES7E05 


Ds 

ЕС 
СПРЕОЗ 
1Е 07 
210000 
ЕВ 

70 

ва 
2809 


пера 


20ЕС 
C37E05 


0600 
111000 
ЗА1ЕСЕ 
АЕ 
EDS2 
2803 
04 
18ЕУ 
19 
40 
2С 
ҒП7404 
Е07505 
ЗАЕСЕҒ 
БЕО4 
3018 
ЕП7ЕО4 
FE44 
3011 
ЕП?ЕОЗ 


3007 
ЕП7ЕОг 
FIIE40S 
со 
сатева 


У КЕСА ТВСАТТОМ 


RCLB: 


sBUSY АМП WAIT 


BUSY: 


BUSY A: 
ВИЗУЄ: 


ЕМТ 
PUSH 
LD 
СІРІ 
бит 
CALL 
CALL 
IN 
CFL 
AND 
XOR 
FOF 
RET 
JF 


ENT 
PUSH 
FUSH 
CALL 
LE 
LD 
ПЕС 


? ПАТА СНЕСЕ 


СОМУЕТ: 


TRANS: 


TRANS1: 


ICHE: 


ITEK1i 


HL 
A+ OBH 


(СК) +A 
визу 

HLY40M 
А, (СК) 


- 


ЕККОК 


ПЕ 

HL 
DLYSOU 
E ヵ 7 

HL ООН 
HL 

ArH 

b 

Z ヵ BLISY1 
А, (СК) 


с, BUSYO 
HL 
ПЕ 


Е 
NZ RUSYA 
ЕККОК 


B, O 

ПЕ, 14 
HL, (СЕТЕН) 
А 

HL ВЕ 

С, TRANS 1 
В 

TRANS 
HL + DE 

H IR 

L 
(ТУ+А4), H 
ТУЖЫ 
А, (ПКТМО ) 
4 
МСЭПТЕКІ 
А, (ТУ+4) 
70 

МЕ, ОТСЕК 1 
А, (1у+5) 
А 

2, TCE 
17 

МЕ, ПТСК1 
А, (ТУ+2) 
(1У+2) 
NZ 

ЕККОК 
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0442 
0442 
0442 
0442 
ОДА? 
04A3 
044% 
0448 
ОДАВ 
04AE 
0481 
0484 
0485 
0487 
о4ве 
04 BE 
04BE 
0421 
04C4 
04С6 
04С9 
О4СА 
04CC 
04CE 
0410 
0412 
04104 
0415 
0407 
О4рА 
04107 
04DE 
04E1 
04E3 
04E4 
04E4 
04Е9 
04EA 
04ЕС 
04EH 
ОДЕО 
04Ғ1 
О4Е2 
04F4 
04F5 
04F7 
ОДРА 
ОДЕС 
ОДРЕ 
04FF 
0500 
0501 
0503 
0505 
0507 
OSOA 
O SOD 
OSOF 
0511 
0512 
0514 
0514 
0517 


0519 2 


ОБЩА 
9512 
OSIF 
0521 


5 ЗЕВЕМТТА- REAL 


BREAD: 
F3 
CEI4704 
ЗЕОА 
32EBFF 
ChC103 READ1 : 
ҒП5603 
ЕП7Е02 
B7 


FD7ZEQS REO: 
ЕП7701 

FH7E04 

FI7700 

DDES 

E1 

zF 

D3DB 

3004 

ЗЕ01 

1802 

ЗЕ00 КЕ1: 
2F КЕ2: 
0300 

СПОАО4 

20648 

ОЕПЕ 

ЕО7ЕОО 

СЕЗЕ 

2Е 

0309 

FH7EO1 


211205 

Е5 

09 

ЗЕ 94 

ФЕ 

0218 

сп5505 

0600 REA 
DEDS RE4: 
ОЕ 

па 

ОЕ 

ЗЕЕ? 

ЕПА2 

20Е5 

FIIS401 

ЕП7ЕО1 

ЕЕ11 

2805 


15 RETS: 
ЗЕТЕ КЕЗ: 


0308 

CH4904 

0808 КЕЗ: 
2F 


OIT 
LD 

CPL 
пит 
ЕХХ 


СОМУКТ 
А» 10 
(КЕТКУ)»А 
READY 

П, (1у+3) 
А, (ТУ+2) 
А 

7, КЕО 

г 

А, (ТУ+Я › 
(ТУ+ 1), А 
А, (ТУ+4) 
(ТУ+0) , А 
ІХ 

HL 


(DR) А 
МС, КЕ 1 
А ОТН 
REZ 
А,00 


(HS) А 
ЗЕЕК 

№2, КЕЕ 
с, ПЕН 

А, (ТҮЗО) 
А 


(ТК) , А 
А, (ТУ + 1) 


(SCR) ヵ A 


НЕ, КЕЗ 
HL 


А, ЗАН 5REAI & СМО 


(СК), А 
MAIT 
B+ ООН 
А, (СК) 
Ë 


С, КЕ4 


NZ КЕ4 

(1Ү%1) 

А, (ТҮ+1) 

17 

1+КЕТ5 

П 

NZ, КЕЁ 

КЕЗ 

И] 

А, ПЕН ЗЕОКСЕ INTER RUFT 


(CR) А 
BUSY 
А, (СК) 
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0522 
0524 
0524 
0527 
0528 
9529 
0522 
052E 
0530 
0532 
0535 
0538 
0539 
053A 
0532 
053E 
0540 
0541 
0544 
0546 
0549 
054А 
0540 
054Е 


0552 


0555 
0555 
0555 
0555 
0556 
0557 
OTSA 
0556 
055Ғ 
0500 
0561 
0562 
0544 
0546 
0567 
0568 
OSAA 
0568 
OSAL 
09210 
054Е 
0570 
0572 
0572 
0575 
0577 
0579 
ОЛ; 
057Е 
057Е 
057E 
057Е 
057Е 
057Е 
057E 
0521 
0584 
0587 
0587 
0587 
0587 
OSSA 
OSL 
ОЗЕ 
0591 
0893 


E4FF 
2020 
по 

Е1 

по 
FI7E01 
FETI 
2008 
ЗЕ01 
ЕП7701 
ЕП2400 
7А 

Е7 
2005 
ЗЕЗО 


ЕП7ЕОО 
1881 
SAEBFF 
SH 
З2ЕВЕР 
ЗЕЗР 
CD3104 
CSAEO4 


ПЕ 

ЕЗ 
СПЕЕОЯ 
1Е08 
210000 
2в 

Я 

ва 
2809 


211603 
1E07 
ОЕ1В 
спепог 
1803 


206602 
201804 
З1ЕОЕЕ 


СПАООО 
2047 
210802 
ТЕЗА 
ОЕОГ 
спаоог 


КЕХ: Lh 


MAIT АМП 


E ve но. 


WAITZ: LD 


WAITO: ПЕС 


MAIT1E ПЕС 


ММАЄТЕ: ІП 


AIT: FUSH 


FFH 
NZ REE 


HL 


А, (ТУ+1) 
17 

NZ, REX 
А» ОТН 
СТУ+1) ва 
түшө? 
А.П 

А 

М2» КЕ? 
А, ЗОН 
(ПМ) , А 


А, (ТУ+0) 
КЕЗ 

А, (RETRY) 
А 
(КЕТКҮ),А 
1, ERROR 
RULE 
КЕАП1 


BUSY OFF 


DE 

HL 
DLYSOU 
Е»8 
HL , ООН 
HL 

ан 

| 
MAIT1 
А, (СК) 


МС, НАТТО 
HL 
ШЕ 


Е 
М2, НАТТЕ 
ЕККОК 


HL МЕЗТА 
Е, ZH 

С, 270 
HISFCS 
ERRIR1 


LE кш 
%4797%2%%3:3237229%927%2%7%%23799%937 


; ERROR DR BREAK 


ЕККОК CALL ВПОТЕК 
ЕККОКі: CALL МОРЕ 
ТКҮАб2: LD ЭР ,РЕЕОН 
%ТКҮАВ 
ТКУАС: CALL FICC 
JR Z ТКУАЦЕ 
Ln HL+MES10 
LE Е, SAH 
LL с, 120 
CALL ПІЕР2 


ご = 


vs 4. 


0594 
0592 
059А 
осоп 
О59Е 
0541 
0544 
0547 
OSA? 
ОБАС 
ОБАЕ 
OTRO 
О5В2 
QOS BS 
0587 
OSB? 
OS BC 
OT BE 
05С1 
05C3 
0505 
OSCE 
О5СА 
OSCE 
OCD 
0500 
0503 
05103 
0504 
OS DS 
ОБПА 
озрр 
ОБПЕ 
05E2 
05Е4 
OME 7 
OSE? 
OSE? 
ОЗЕВ 
ОБЕП 
ОЗЕЕ 
ОЗЕРО 
О5Е2 
05Е4 
ОБЕ 
О5Е7 
ОЗЕВ 
OSF? 
OSFA 
OGFE 
О5ЕП 
05FE 
ОБЕЕ 
05FE 
05FE 
05FF 
0602 
0505 
0204 
0609 
040 に 
0600 
0610 
0611 
0612 
0612 
0615 
0616 
0617 
0617 


ТЕАВ 
QE1 1 
С04002 
1ELS 
ОЕОЕ 
спеоо2 
CISEOGQ 
CBSF 
СААСОО 
св77 
2802 
18Е2 
210703 
|ЕОА 
ОЕОЕ 
сперо? 
1612 
СПЕ905 
3007 
1618 
СПЕЗОЯ 
3002 


32ECFF 
C36403 


213103 
1254 
ОЕ10 
српеоог 
0606 
СПЗЕОО 
СВЗЕ 
СААСОО 
18Е% 


ПВЕЗ 
E4FQ 
Bê 
ПЗЕЗ 
ПВЕА 
0600 
0Е04 
ОЕ 
ОР 
го 
04 
оп 
ЗОРА 
се 


пе 
1101000 
C1004 
DS 
118200 
C 31006 
па 
112С1А 


TRYAG1 : 


ПМ010: 


INOS: 


TRYAGS: 


TRYAG4: 
TRYAGS: 


DUNG0: 


DN01: 


3 ТІМЕ 
5 
ПУВОЙ: 


DLY1M: 


рубом: 


ILYT: 


. 
7 


«зз а .. 
У З HIR 


DELAY 


FUSH 
LD 
JF 
РИЗН 
LD 
JF 
FUSH 
LI 
ПЕС 
LI 
DR 
JR 
FDF 
RET 


Е, АВН 
С, 170 
DISPE 
Е, ОЗН 
с, 150 
ПТ5Е2 
EEYS1 
z А 

Z ヵ EEMT 
& А 
Z+: ОМО 
TRYAG1 


HL, MES13 


Е, АН 

С» ЕН 
DISPCS 
D,12H 
ONGO 
МС, DNOS 
18H 
INGO 

NC , DNOS 
ПМ010 
А,В 


(ШКІМО);А 


ЕП 


HLjMES15 


E + 34H 
с,29 
DISP2 
B, 
KEYS 
24 
1.СМТ 
ТКУАСЯ 


А, (ЕЕН) 
РОН 

п 
(ЕЗН) , А 
А; (EAH) 
Е,О 

С,4 


с 


Nz 


Ë 
NZ, ПМО| 


IE 

HE, 13 
ПУТ 

ПЕ 
ПЕ | 1201 
ШУТ 

ПЕ 

ПЕ ,6700 


Z, DL YT 
ПЕ 


59 5. 5588 киев 
ます 


(ам кеом EOL 


) 


161 


762 


0617 
0417 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0417 
0417 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0617 
0614 
041E 
0620 
0622 
0624 
0627 
022В 
AZE 
062Ғ 
0630 


0440 
HALF 
04423 
0545 
0647 
0647 
0647 


тоб 


g g g g по TUT 0 "Ü 0 0 


で 


210080 
00212004 
1214 
DEF? 
РЕОО 
с29800 
00212004 


ЗОРА 
ПЗЕВ 
220200 


ТЕ 
ISFE 
70 
ОЗЕ? 
1404 
15 
РОРП 
ПЕ? 


ЗІМРИТ BUFFER ADDRESS 


ТВАПК:: EQU 


СЕООН 

IBADR2: EQU вооон 
; SUBROUTINE WORE 
МТКАСЕ: EQU РЕЕОН 
МЗЕСТ: EQU FFE1H 
BSIZE: EQU FFEZH 
STTR: ERU FFE4H 
TSE: EHLI FFESH 
MTFGs Eu ЕЕЕ&Н 
СЕВЕРО: ERU FFE7H 
СІВҒІ: EQU FFESH 
СЕВЕР: Eu FFE?H 
CLBF3: EQU FFEAH 
RETRY: ERNU ЕҒЕЕН 
ПКІМО: ERU ЕҒЕСН 
Н INTRAM ЕХКОМ 5 
Бр о 2 
ЕХКОМТ: LD HL ЗОООН 

LL IX,ERüM1 

JR SEROMA 
ЕКОМІ: ІМ А, (ЕЗН) 

СР 00H 

ЈЕ NZ, МКТМ 

ІП ІХ,ЕКОМ2 
ЕКОМТ1: JR ЗЕКОМА 
ЕКОМ2: ІМ А, (ЕЗН) 

ІП (НЕ) зА 

ІМС HL 

LH ам 

ак H 

JR NZ, ЕКОМТ 1 

пит (FAH) ‘A 

JF NST 
SEROMA: LD А,Н 

пит (ЕЗН),А 

LL A, L 

пит (ЕЗН), А 

ІП 0,4 
ЗЕКОМП: ПЕС п 

JR NZ, ЗЕКОМП 

JF СЕ) 


ЕМП 


NIISK 
FLAY 
RCLE 
RE 1 
КЕ& 
REHYO 
REM 
КТР5 
ЗЕКОМО 
ЗТРЕТК 


0110 
ЕЕЕ2 
FFE7 
ООАС 
024А 
0261 
0610 
о5вс 
049Е 
0620 
0364 
8000 
008Е 
0208 
0331 
О2СЕ 
01Е2 
FFE6 
03B4 
0219 
0431 
0412 
О4РА 
озпе 

225 
0154 
0642 
010E 
019F 
0009 
05A4 


0555 


РКП 
BUSY 
СІВҒІ 
СОМУКТ 
ПЕ( 6 
DLYiM 
DM 
INOS 
EDGE 
ЕКОМТ 1 
РОСС 
ТВЏРЕ 
KEYS1 
МЕЗ 1 1 
MES164 
MISMCH 
MüTRD 
МТОМ 
МЗЕСТ 
RBEY1 
RD1 
RE2 
RE7 
REE 
REX 
КТР& 
512Е 
STSE 
TMS 
TRANS 
TRYAGS 
НАТТО 


00Е9 
0449 
FFES 
0467 
0244 
0605 
0002 
OSCC 
0162 
0628 
0040 
СЕОО 
0082 
02Е7 
034E 
0009 
01EF 
ОЗРА 
FFE1 
0177 
ООРЗ 
0404 
0541 
0544 
0538 
015А 
СР12 
FFE5 
01A2 
0470 
0584 
OSF 


CLEAR 
ІРІМГ 
LOMSG 
МЕЗ 1 2 
MESS 
МОРЕ 
MSTDR 
NAME 
NST 
КВУ: 
КОПАТ 
КЕЗ 
КЕЗ 
БЕТ? $ 
RTAFE 
SER 
ЗРОТМ 
STTR 
TM3 
TRANS 1 
TRYAG3 
WAITI 


СЕОО 
0453 
FFE? 
0008 
027Е 
0250 
0582 
DODE 
014A 
057Е 
006Е 
СЫЛҚ 
0257 
О2Е8 
0297 
041B 
O1F4 
СЕО1 
0002 
0188 
0110 
OSIF 
04 に ビア 
0107 
0115 
ООПА 
О1ВВ 
FFE4 
О1АС 
0477 
0502 
OZAL 


ВООТЕК 
визу 
ELBF3 
DiM 
DISP2 
DLY&0M 
ПМ00 
DRINO 
EIRTN 
ЕККОК 1 
HS 
KEYIN 
МСНЕСК 
MESIS 
MESA 
MnT 1 
MT 
NKIN 
МТКАСЕ 
REY3 
КОТМЕ 
RE4 
БЕАП1 
КЕТКҮ 
КТР2 
ЗЕЕК 
511 
SUMDT 
ТМАКЕ 
TRTN1 
TRYAG4 
WAITZ 


0264 
0461 
FFEA 
0237 
0260 
040C 
05Е9 
FFEC 
010Е 
0581 
0000 
0060 
0387 
0307 
О2ВЗ 
0100 
ОЗЕРА 
0098 
ЕҒЕО 
0191 
ООЕФ 
ОДЕС 
ОДАВ 
FFEE 
0121 
040А 
ООСЕ 
ЕЕЕО 
0193 
015Е 
оеро 
osse 


BREAD 
ВИЗУ? 
CLEAR 
ICHE 
ПІЗРО 
п Y3OLI 
ПМ01 
ПТАПК 
ЕКОМ1 
ЕХКОМТ 
IBAIR1 
KEYMES 
MES1 
MES14 
MESS 
MOTOR 
MTD2 
NMASTE 
ОРЕМ 
КВҮТЕ 
КЕО 
RES 
READY 
RETS 
RTF3 
ЗЕКОМА 
START 
TMO 
ТМСМТ 
ТКҮАб 
TRYAG5 


0442 
0450 
0036 
о480 
0277 
О5ЕЕ 
05Е7 
СЕ14 
0620 
0617 
СЕОО 
020E 
0289 
0316 
0201 
0127 
ОЗЕП 
0577 
0202 
0173 
0488 
0517 
0321 
0516 
0133 
063A 
0004 
0172 
ЕҒЕ? 
0587 
OSDF 


163 


164 


A.4 MONITOR MZ-1Z001M の プロ グラ ムリ スト 


MONITOR MZ-1Z001M の プロ グラ ム ・ リ スト を 示し ます 。 こ の プロ グラ ム ・ リ スト は MZ-80 シ リー ズ FDOS の Z80A 
アセ ンプ ラ に よる アセ プリ リス ト で あり 、 リ スト 上 の 各 欄 の 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


相対 アド レス アセ ンプ ブラ メッ セー ジ ニー モニ ッ ク ( オ ペコ ー ド ) 
リロ ケー タプ ブル OBJ コ ー ド オペ ラン ド コメ ント 柚 ( 注 釈 ) 
| { 
0000 Н 
0000 + 04.15.1982 
0000 : 
0000 Н МОМТТОК М2-17001М 
0000 Н 
0000 5 
0000 [33800 МОМІТ: ЈЕ START 3 RSTO 
0003 : 
0003 0000 Е РОС: ПЕРИ 0000H 
0005 00 ОМТУП: ПЕЕЕ оон 
0004 00 сна: ПЕҒВ 0 
0007 00 ТОЕ: ПЕЕВ 0 
0008 5 
0008 230000 ЈР MDNIT 5 RSTI 
O00E : 
ОООВ 01 ЗСКОЗТ: ПЕЕВ ОТН 
0000 18 ЗСКЕМО: ПЕЕВ 18Н 
000H 00 FLASH: ПЕРЕ 0 
Q00E 00 ЕСЗПАТ: ПЕЕВ 0 
000F 00 АМРМ: ПЕЕВ 0 


だ た だ し 、MONITOR MZ-1Z001M は 、 先 頭 番地 が $0000 な の で 、 ア セン ブリ ・ リ スト 上 の 相対 アド レス お よび リロ ケー 
タブ プル OBJ コ ー ド は 、 そ の まま 絶対 アド レス お よび OBJ コ ー ド と 見 化す こと が 可能 で す 。 
この プロ グラ ム ・ リ スト は 参考 デー タ で あり 、 内 容 に つい て の 問い 合せ に は 応じ か ね ます 。 
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0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0000 
0003 
0003 
0005 
0006 
0007 
0008 
0008 
000E 
OOOR 
0006 
0000 
000Е 
000F 
0010 
0010 
0013 
0013 
0015 
0014 
0018 
0018 
0018 
0018 
0010 
001E 
0020 
0020 
0023 
0023 
0025 
0026 
0027 
0028 
00228 
0028 
0028 
0028 
0021 
002Е 
0030 
0030 
0033 
0033 
0033 
0025 
0034 
0038 
0038 
003B 
003B 
ООЗЕ 
ООЗЕ 
0040 
0041 
0042 
0044 
0045 
0047 
0044 
0041 
0050 
0052 


0055 


ESE100 


оого 
00 
0000 


СЗВ100 


8007 
до 
0000 


СЗВ100 


3030 
оп 
00 
00 


238100 


0000 
00 
0000 


C3R100 


0000 
40 
0000 


слотор 


214900 
ТЕ 

23 

4Е 

23 
ЕП? ? 
3C 
20F7 
314011 
СПЕВОО 
СПЕЕОС 
О62Е 
210011 
ЗЕ12 


$ 04.15.1982 

5 

$ MONITOR М2-17001М 
MONIT: JF START 


БРОЗ: ПЕРИ 0000H 
ОМТУО: DEFE 00H 


СНЕ: ПЕЕВ 0 
ТОЕ: ПЕРЕ о 
JF MONIT 


SCROST: DEFB дін 
SCREND: ПЕРЕ 18H 
FLASH: ПЕРЕ 0 
FLSDAT: DEFE 0 
АМРМ: ПЕРЕ 0 


JF ST 


SCRST: ПЕРИ подон 
SMRKI ПЕЕВ 0 
14121: ПЕРИН 0 


ЈР ST 


=СК517: ПЕРИ 0720H 
ТЕМРИ: | ДЕРЕ 0 
СЗПАТА: ПЕРИН 0 


ЈР ST 


FOARE: ПЕРИ тозон 
ПЕЕВ ODH 

КПАТИ: ПЕРЕ 0 

EDATW1: ПЕРЕ 0 


JF ST 


SHL: ENT 

SUMIT: ПЕРИ о 
STRGF : DEFE 0 
STACK: ПЕРИ 0 


EHL: ENT 

СӘМІТ: ПЕРИ о 
REFTCT: ПЕЕВ 40H 
RATIO: ПЕҒЫ 0 


2 


ЈР REGIST 
БЕР H 

ЕТАКТ: LE НЕ, ТОТВЕ 
LE А, (HL) 
ІМС НІ 
ІП С, (HL) 
ІМС НІ 
аит (С),А 
ІМС А 
JR NZ ЗТАКТ+3 
LE SP, ТВУЕЕ 


CALL БҮОКТ 
CALL CHR40 
ІП Е, ЗЕН 
ER НЕ, КМОРЕ 
ER А» 12Н 


1 КЪТ? 


MONITOR COLD 


START 


77 

23 
CH4F06 
ЗЕОр 
ОЗЕЗ 
0640 
00 

00 
1829 
сззвоо 


02E3 
34E7 
74E7 
B4E7 
00E6 
00E6 
02Е5 
00Е5 
02Е4 
00Е4 
СҒЕ9 
00Е9 
40Е8 
01Е7 
00F6 
07FS 
00Е4 
СЕЕВ 
ЕРЕВ 


С05006 
210812 
222011 
3E04 
321000 
зс 
320500 
119310 
CDB605 
Е056 
3EFF 
321500 
C3B100 
ЗЕОО 
DSE3 
314011 
СП290А 
ЗЕ2А 
CDC608 
11AB10 
3E27 
СП9107 
FE2A 
20Е5 
13 

1А 
FE4A 
CA4B02 
FE4D 
2822 
FE44 
2845 
FE4C 
CACBO1 
FES3 
284A 
FESO 


4 че че 


ОТВЬ : 


5ТАКТ2: 


(НЕ), А 
HL 
?CLER 
А, ООН 
(ЕЗН), А 
В, АОН 


START2 
START 


E302H 
E734H 
E774H 
E7B4H 
E&00H 
E400H 
ES502H 
ES00H 
E402H 
E400H 
ЕУСЕН 
E?00H 
ES40H 
F701H 
F600H 
FS07H 
F400H 
EBCFH 
EEFFH 


?DINT 

HL , 120BH 
(FKAE) HL 
А, 4 
(ТЕМРИ) A 
А 


(ОМТУО)»А 
DE,TITMES 
NLMSG 

1 

A FF 
(МЕК)  A 
EXIT 

А, ООН 
(E3H ) ,A 
SP, IBUFE 
NL 

А,2АН 
PRNT 

ПЕ , BUFER 
А, 39 
GETLKN 


2, МЕОАП 
«ще 
2, МЗАУЕ 
уа 


$8255 
$8253 
18253 
$8253 
8253 


$8253 


18253 


CONTROL 
СО МОШЕ? 
Сі МОПЕ2 
C2 MODE2 
C2=0 


Ci=2 


C0=2 


РІО А MODES 


ALL OUTPUT 


РІО В МОПЕЗ 


. 
3 


ALL INPUT 


СМТ READ МОРЕ 


ж 


76Z 


т 


ООЕА 
OOE? 
ООЕВ 
ООЕВ 
ООЕВ 
ООЕЕ 
00F2 
OOFS 
ООЕЗ 
OOFY 
OOF? 
OOF? 
OOF 9 
OOF? 
ООЕЕ 
ООЕЕ 
ООЕЕ 
0100 
0103 
0104 
0107 
010A 
0100 
0110 
0113 
0114 
011% 
0118 
011B 
0110 
011E 
0120 
0120 
0120 
0120 
0123 
0126 
0127 
0124 
0120 
012F 
0132 
0133 
0136 
0137 
0138 
0134 
01 3B 
013Е 
0141 
0143 
014% 
0147 
0149 
014A 
014С 
014Е 
014Е 
014Е 
О14Е 
0150 
0153 
0153 
0156 
0159 
015С 
0150 
О15Е 
0140 
0142 


СА1702 
13C4 


3EFF 
ПЗЕО 
328004 
210118 
220В00 
со 


ЗЕАП 
checos 
2B 

23 
срвсог 
ТЕ 
спрроз 
CDC408 
11АВ10 
СПС505 
11В310 
1А 
FEOD 
28Е7 
СП2306 
38HC 


СП7А05 
CD8305 
EE 
2А2В00 
СПЕСО5 
0610 
CHC408 
7E 
сррроз 
ES 

АЕ 
EDS2 
Е1 
САВ100 
CDA205 


ЗЕО2 
з21602 


212001 
11АВ10 
010В00 
DS 
EDEO 
EE 
0611 
ЗЕОП 


ДЕ 


СКЕСТ: 


МЕ: 


[= ДР 


ПМР: 


DUMPO : 


ШІМРІ: 


МЕМАМЕ: 


2, МУКЕУ 
ST 


Аз БЕН 

(ЕОН) ,А 
(СМОПЕ),А 
НЕ, 1801Н 
(SERHST ) HL 


А, 4HH 
КІМ 

HL 

HL 
NLFHLS 
А, (HL) 
FRTHX 
FRNTS 
ПЕ,ВЏРЕК 
ETLER 
DE + ВНЕЕК + 8 
А, (ПЕ) 
QHH 

Z ヵ MR 
2НЕХ 

С, МСГЕСТ 
(НЕ), А 


HL + (SHL) 
NLPHLS 
В, 14 
FRNTS 

А, (HL) 


HL 
ШІМРІ 
ПИМРО 


А»2 


(МИАКК) , А 


НЕ, ЕМСОМ 
ПЕ +, ЕПЕЕК 
ВС, 11 

ПЕ 


BE ,HL 
Е, 11 Н 
А, ООН 


. 
з 


ХЕНб 


ЗРКЕУ 


168 


т 


0144 
0147 
0168 
014B 
О14Е 
0171 
0173 
0176 
0179 
017Е 
0172 
0170 
0180 
0183 
0185 
0187 
0188 
018E 
018E 
0191 
0195 
0197 
0199 
917A 
0190 
0140 
0143 
01A5 
0148 
О1АВ 
ОТАП 
01Е0 
0182 
0185 


01В8 38 


01 BA 
О1ВП 
бо 
01Сс0 
01C4 
0108 
ОІСА 
01СВ 
OICR 
О1СВ 


01СВ 3 


Q1CH 
01CF 
О1СЕ 
0102 
0103 
0105 
0104 
0109 
OLDE 
01HC 
DIDF 
01E1 
01Е4 
01E5 
01Е7 
О1ЕА 
ОТЕП 


CH5006 
Di 
CDB4OS 
CLCS05 
3A1602 
ҒЕО2 
C2CF01 
114011 
ЗЕ01 


21В510 
011000 
ЕПЕО 
ЗЕОП 
12 
СП7АО5 
225411 
с08305 
ЕПЕВ2ВОО 
Е!52 
38EF 
= 
225211 
21В100 
225611 
ЗЕ4А 
329905 
сровоє 
2208 
СП1404 
ЗВЕС 
225611 
215102 


42474745 
204Е414П 
433A 

оп 


ЕЕОП 
FS 
СПЗЕО2 
SSEZ 

F 1 
4F401 
20ЕЕ 
3А1602 


01FO 38 


О1Е2 
01FS 
О1Р& 
О1Е& 
OIF? 
QIFC 


2А9411 
Е? 


114102 
ChCF05 
118510 


ММАМ 1: 


ЕТМа: 


SAVYEGD 
38171: 


ЕМСОМ: 


. 
? 
. 
3 


М ПАП: 


МІПУЕ: 


МАМЕСК: 


LD 
LE 
СР 
РУЗН 


HINT 

ПЕ 

NLMSG 
RETLBR 

А, (ММАКЕ) 
2 

М2, МГОУЕ 
ПЕ, IBUFE 
4,1 
(ПЕ) А 
ПЕ 

HL, ВУИРЕК+10 
ЕС, 14 


A, ODH 
(ПЕ),А 

号 SET 
(ПТАПК)»НІ 
ESET 

ПЕ» (ZHL) 
HL: DE 

С, ММАМ1 

НЕ 
(5ІТЕЗӘНІ 
НЕ, ST 
(EXADR) HL 
А, ДАН 
(ЕТМР+1)»А 
ЕТМР 

2. ЗАМЕВИ 
НЕНЕХ 

С, КТМа 
(EXADR) + HL 
FWRI 

С,+5 

?МЕП 

ST 


‘FILE NAME: 


OLH 


А, 1 
М5АУЕж2 


HL ВЏЦРЕК+1О 
А, (HL) 


NZ , МАМЕСЕ 
М2, МГОУЕ 
А, (MMARE ) 
А 
М2.МУЕКҮ 
ПЕ, ПАМЕ5 
ПЕРМАМ 
?КПП 

に ょ JST1 

HL + (ЕХАОК 
(HL) 


~ 


ВЕ Fü1LIMES 
ISFNAM 
ПЕ ВНРЕК+10 


769 


О1ЕЕ 
0202 
0204 
0207 
0208 
огов 
020E 
0210 
0213 
0214 
0216 
0216 
0217 
0217 
0217 
0217 
0218 
О21А 
021А 
0210 
0220 
0223 
0225 
0228 
0228 
0221 
022р 
0231 
0235 
0236 
О2ЗА 
О2ЗЕ 
0240 
0241 
0245 
0247 
0248 
О24А 
0248 
0246 
024B 
0248 
0240 
0250 
0251 
0251 
0251 
0251 
0251 
0252 
0254 
0257 
0254 
0291 
0220 
0262 
0244 
0266 
0267 
О26А 
0260 
026E 
0271 
0274 
0277 
0279 
0278 
027Е 
0280 


0281 


214111 
0610 
CH3A04 
CS 
CHB104 
СПСЕО4 
звап 
СП1105 
С1 
1889 


АР 
1883 


113602 
CHCF05 
СПВЕО2 
3878 

114802 
сове0з 
1890 


46474144 
494E4720 
on 
54455249 
4659494Е 
4720 

оп 
464F554E 
4420 

O l 

4F4B 

ор 


ЗЕ4А 
срасоз 
Е9 


F3 
1401 
214011 
018000 
02304 
215704 
3848 
СЕ42 

A SOB 
пе 
117804 
СПСРО5 
01 
СПЕ904 
CDC703 
СППАО2 
3834 
CE4A 
С4ЕЗО4 


МНАКК: 


|ОАМЕЗ: 


VERMES: 


FUMES: 


ОКМЕЗ : 


ЈИМЕ: 


ИКТ! : 


WRIZ: 


HL , МАМЕ 
В, 16 
ЗАМЕ 

1 

ЗЕКЕР 


А 
МЕПАП+2 


ПЕ, VERMES 
ПЕРМАМ 
ЗУКЕУ 

C+ JSTi 
ПЕ, ОКМЕЗ 
NL MSU 
JST1 


‘LOADING " 


орн 
*VERTIFYING 


OLH 
‘FOUND * 


орн 
“Ок” 
орн 


A 4AH 
КІМ 
(HL) 


0,1 

НЕ, ТВПЕЕ 
EC ヵ 0080H 
СКЗИМ 
МОТОК 

С, ЗТРКЕТ 
O n 

7, НЕТ? 

ПЕ 

ПЕ, ИКІМЕЗ 
ПЗЕМАМ 

ПЕ 

ТЕРЕ 

ВАР 

MTAFE 
С,5ТРВЕТ 
1 D 
NZ + ТЗРЕ 
М?, ТРКЕТ 


И 


. 
? 


“a 


. 
2 


ADJ 


0001: 


WE 


WI 


170 


0282 
0282 
0283 
0285 
0289 
028C 
028Е 
028Е 
028Е 
028E 
028E 
О28Е 
0291 
0294 
0297 
0294 
0292 
О29Е 
О2А1 
0244 
0245 
0248 
02AA 
OZAL 
огво 
0281 
огвг 
0SE2 
02B3 
02В5 
0289 
о2 RC 
О2ВЕ 
О2ВЕ 
OZBE 
02BE 
О2ВЕ 
OZEF 
0221 
0255 
О2СЕ 
ОЗСЕ 
О2СЕ 
0200 
02103 
OZDS 
0218 
02 [A 
02HA 
OZDA 
О2ПА 
0206 
0201 
ОПЕ 
О20Е 
О2Е2 
02Е5 
02Е7 
02E8 
02E9 
ОЗЕА 
OZER 
02EH 
02FO 
02F 1 
О2Е4 
02Е5 
О2Е8 
ОЗЕВ 
ОЗЕС 


ЕЗ 
1502 
En4B5211 
245411 
18CC 


F3 
1604 
214011 
018000 
Ch5704 
3811 
CDF103 
звос 
сровоз 
3807 


ЕП4В5211 
245411 
1809 


F3 
1608 
ЕП4Е5211 
249411 
С02304 
205704 
3800 
CHF103 
3808 
CH5803 

1 ЗСА 


1Е02 
CS 

ES 

ТЕ 
CHSF03 
спесог 


20F 1 
2А2ВОО 
7С 
СПЗРОЗ 
70 
EhHSF03 
CD3305 
10 
2004 


MRHAT: 
3NRD 


RDINF : 
?RDI 


RD1 


RD2: 


STPRET: 


RDDAT : 
ЗЕПП: 


НТАР2: 


р, 2 $ 0010iMH 
ВС, (SIZE) 

HL, (DTADR) 

MRI 1 


0,4 3 0100:КІ 
HL, ТВЦЕЕ 
ВС, ООВОН 
MATOR 
С»ЕТРКЕТ 
ТМАКК 

С» ЗТРКЕТ 
КТАРЕ 

с, ТРКЕТ 
3D 

Z ЗТРКЕТ+3 
ЗЕКЗР 
MSTOP 


П,8 $ 1000:КП 
ЕС, (517Е) 

HL, (ПТАПК ) 

ко! 


И 8 ; ЕП 
ВС, (SIZE) 

HL, С0ТАОК) 

сквим 

MOTOR 

С, ЗТРЕЕТ 

ТМАКК 

С, 5ТРКЕТ 

TVRFY 

Крг-2 


С»КЕТНВ 
HL 
EE 
А,В 
с 
М2, НТАР1 
НС, СЗУМПТ ) 
А, H 
ИВУТЕ 
A L 
WBYTE 
LONG 
E 

Z ИТАР4 


1E02 
CS 

ES 
с04204 
38EB 
СП5405 
ПВЕ1 
Е240 
28Е2 
210000 
222800 


E5 


3303 


2002 


CH4404 
289E 
CH5405 
ПВЕ1 
E440 
28F2 
CHA003 
3890 
ВЕ 
2008 


Р» че че че 


ТАРЕ: 


КТАР1: 


КТАР2: 


TVF2: 


п 
PUSH 
FUSH 
CALL 
JR 


-3 
HL 
EC 
НТАРЕ+ 2 


Е »2 

EE 

HL 

EDGE 

с, КЕТНЕ 
ILYR 

А, (Е1Н) 
40H 

2, КТАР1 
HL, ООООН 
(SUMHT) , HL 


RBYTE 
С, КЕТНЕ 
(HL) À 
HL 

EC 

А, В 

Є 
NZ ,RTAPS 
HL (SUMHT ) 
RBYTE 

С, КЕТНВ 
С, А 

КВУТЕ 

С, КЕТНЕ 

Е 

М2, КТАРЗ 

A С 

H 

А, 0 

Z ヵ RETHE 

E 

NZ КТАР 1 
ПЕ, ЗИММЕЗ 
NLMSG 

А, БЕН 


КЕТНЕ 


Е:2 

BC 

HL 

EDGE 

С, КЕТНЕ 
HLYR 

А, (Е1Н) 
40H 
Z,TVF 1 
RBYTE 
с, КЕТНВ 
(HL ) 
NZ, TAFER 


171 


172 


0372 
0373 
0274 
0375 
0374 
0378 
037В 
037E 
037Ғ 
0281 
0384 
0385 
0387 
0388 
038В 
03SC 
0380 
ОЗВЕ 
ОЗВЕ 
0S8F 
038F 
0390 
0392 
0299 
0376 
02399 
0395 
029Е 
ОЗУР 
озАО 
озао 
03A0 
03A0 
03A1 
0344 
ОЗА? 
ОЗА? 
озас 
ОЗАЕ 
озво 
озвг 
ОЗЕ 
ОЗВА 
02В7 
ОЗВА 


OZBE 3 


ОЗЕС 
ОЗВЕ 
ОЗВЕ 
0301 
0304 
0365 
0364 
0367 
0307 
0207 
0357 
озса 
OFCI 
03CC 
03CF 
0301 
0303 
озге 
0307 
0232DA 
озпв 
озрс 
0300 
03HF 


243300 
CHA003 
EC 
20СС 
СПАООЗ 


11 


0608 
спз9о5 
07 
ПС3905 
0411005 
1027 
СІ 

со 


ES 
210008 
04604 
3810 
205405 
ПОВЕ! 
E440 
22804 
Е5 
2А2В00 


= 


CS 

ES 
01FSSA 
211414 
СВ4А 
2004 
011027 
29 
CD1D05 
QB 

78 

Ві 
20Е8 
CD3905 


КВҮ2: 


бАР1: 


HL 
вс 
А , В 
Ë 
М2, TVF2 
HL, (CSMLIT) 
RBYTE 

H 

NZ ヵ TAFER 
REYTE 

L 

NZ ТАРЕК 


EC 
R, Ë 
LHNG 


с, сома 
МС, SHORT 
WEYI 

ЕС 


HL 

HL , ОВООН 
EDGE 

с, КВУЗ 
DLYR 

А, (Е1Н) 
40H 

7, RBY? 

HL 

HL, (SUMET) 
HL 
(SUMDT) HL 
HL 


в 

H 

№7, КВУ1 
EDGE 
А, 

HL 


BC 

HL 

ВС, 2АЕЗН 
НЫ, 1414Н 
1,0 

NZ: GAPI 
ВС, 2710H 


NZ: САР1 
LONG 


MI 
ЗЗРОНІК) 


03E2 
03E3 
03E5 
03E8 
03E9 
03EB 
03EE 
ОЗЕР 
03Ғ0 
OSF1 
ОЗЕ 
03F1 
03F 1 
03F2 
03F4 
ОЗЕ, 
03Fg 
03FA 
03FB 
03FE 
0400 
0403 
0405 
0407 
0409 
0404 
040C 
0400 
0410 
0412 
0415 
0417 
0419 
0418 
0417 
041E 
0421 
0422 
0423 
0423 
0423 
0423 
0424 
0425 
0424 
0429 
042А 
0428 
0420 
042E 
0431 
0414 
0435 
0437 
0438 
0439 
0438 
о43с 
043E 
043F 
0441 
0442 
0443 
0444 
0444 
0446 
0444 
0444, 
0448 
0449 


Е5 
2Е14 
СВЗА 
2002 
своз 
85 
EhH4604 


пот 
„ч 


СП5405 
HEE1 
Е640 
281 
25 
20ЕЕ 
に 
CH4404 
380F 
205405 
ПВЕ1 
E440 
20ПЕ 
25 
<OEF 
С04404 
ЕЙ 


с? 


25 

Е5 

п5 
110000 
78 

В! 
200А 
ЕВ 
222800 
223300 
Di 
1387 
ТЕ 


07 


БАРЗ: 


КЕТНВ1: 


Еур qa: на а 


МАКЕ: 


TMi: 
ТМа: 


ТМз: 


. 
? 
. 
3 
. 
? 


EDGE: 


LL 


H 

NZ, GAF2 
SHORT 

L. 

М2, 5AP3 
LONG 

HL 

ЕС 


HL 

L+ 14H 
3, n 
NZ, ТМ1 
L. 

Ну 
EDGE 
с, TM4 
DLYR 
А, (E1H) 
40H 

7, ТМ1 
H 

NZ iTME 
HL 
EDGE 
с, TM4 
DL YR 
А, (Е1Н) 
40H 
М2, ТМ1 
H 

NZ, ТМЗ 
ЕПБЕ 
HL 


ЕС 

HL 

ПЕ 

ПЕ’ ООООН 
А, В 

т 

NZ СКЗ2 

DE НЕ 
(SUMDT) HL 
(CSMDT) , HL 
ПЕ 

RETHB1 

А: (НЫ) 


А, (Е1Н) 


173 


174 
س‎ дд 


044A DS RET Е 

0448 07 КЕСА 

0447 30FS JR МС» ЕПБЕ 
044E DBE1 ЕПБЕ1: IN А, (Е1Н) 
0450 СЕ СРС 

0451 07 КЕСА 

0452 DS БЕТ С 

0453 07 КОСА 

0454 38F8 JR С,ЕПСЕ1 
0454 Се RET 

0457 5 

0457 3 

0457 ; 

0457 СП710% МОТОК: CALL KESET 
0454 DBE1 IN А, (Е1Н) 
О45С Е620 АМП РОН 

045E 2818 JR 2,МОТ2 
0460 ПЕ РИЄН ПЕ 

0441 117204 ED ПЕ, ЗЕТМЕЄ 
0464 CLIE405 CAL L NLMSG 
0467 D1 FnF ПЕ 

0448 CDBCO4 CALL OFEN 
0468 CDACOS MüT1: CALL ВЕК 

044E HE RET Е 

044F РВЕ! IN А» (Е1Н) 
0471 Е&20 АМП ОН 

0473 2ОБА JR МЕ, МОТ1 
0475 201705 CALL ПЕЦІМ 
0478 ЗЕОЗ MDT2 : LD Аз 5 0011: ИКТТЕ 1100: КЕАП 
0478 А2 АМП П 

047Е 281Е JR Z FLAY 
0470 HEE1 МОТИ : IN А, (ЕІН) 
047Е E410 АМП 10H 

0481 2814 JR Z, МОТИВ 
0483 [5 РЦЗ ПЕ 

0484 115406 ІП ПЕ ‚ МРКМЕ S 
0487 CDB4DOS FALL NLMSi 
048A 11 FOF IE 

048В 37 ФЕР 

0482 ; 

о48с ЗЕОЕ OPEN: LL Ay OEH 
048E ПЗЕЗ пит (ЕЗН) + А 
0490 СП1705 CALL IEL1NM 
0493 FE ІМС А 

0474 ПЗЕЗ пит (ЕЗН), А 
0494 CY RET 

0497 Н 

0497 ЗЕОС мото: LO А, ОСН ; WRITE MODE 
0497 ПЗЕЗ Пит (ЕЗН) А 
0498 7А FLAY: LL A D 

049С Еб05 АМП OSH 

049Е 0401204 CALL NZ ,MFL AY 
0441 3AB004 LD А, (СМОПЕ ) 
04A4 СВ97 RES z, A 

04A4 182Е JR ELF4 
0442 ПЕЕ 2 

04AA 5 

04AA CS ПЕ(50М: FUSH EE 

ОДАВ 013100 LL ВС, 49 SoOms WAIT 
04AE 1254 JR iM 

04В0 Н 

О4ВО ЕЕ СМОПЕ: ПЕЕВ ЕЕН 

0481 - 

0481 5 

0481 СПСЕО4 SERSF: CALL MSTIF 
0484 CH1105 CALL DIELA 
0487 ГПЕ104 CALL FFWD 
О4ВА СП1105 CALL DELG 
О4ВП 01А401 ШЕРІ: LL ВС, ОТАДН 


04С0 HEE1 ІМ а, (ЕІН) 


ЗОҒ5 


20F3 


3EOD 
ОЗЕЗ 
3AB004 
CBF 
CDDD04 
ЗАВ004 
ОЗЕО 
1830 


С07105 
ЗАВО04 
СВВЕ 
D3E0 
CDAAO4 
ЗАВ004 
CBSF 
сррро4 
18Е2 
00 


ЗЕОЕ 
ОЗЕЗ 
с00005 


Е5 
ЗЕОҒ 
ОЗЕЗ 
ОА 
ЗЕЗА 
325605 


F <= ue .. 


STOP : 


MPLAY : 
ВІКА: 


BLK3s 
ВІКІ: 


FFWD: 


с 


NC,SSP1 
BC 

А,В 

C 

№7, 55Р1+3 


А, ООН 
(ЕЗН),А 
А, (СМООЕ ) 
3,4 

BLK1 

А, (СМОПЕ ) 


(ЕОН),› А 
DELG 


КВЗЕТ 

А, (СМООЕ ) 
7» А 
(ЕОН), А 
hELSQM 

А, ( СМОПЕ ) 
1, А 

BLK1 

BLK3 


А, OEH 
(ЕЗН) , А 
DELT 


BC 

вс, 3883 
АЕ 

А 

А 

NZ ヵ -1 
BC 

A,B 

g 
NZ 01М+1 
AF 

BC 


BC 
ВС, 251 
DiM 


BC 
ВС, 1942 
рім 


АЕ 

A, ОЕН 
(ЕЗН),А 
А» (ВС) 

А, 2АН 
(DLY+1) А 


м» ма 


READ MODE 


45 MAIT 


300mS WAIT 


2S MAIT 


2АН(Н):106.75М6 
ЗЕН(1):240.25116 


175 


776 
سے 


0528 СП5В05 CALL DLY 

0528 ЗЕОЕ LD А, ОЕН 

0520 ОЗЕЗ OUT (ЕЗН),А 

О52Ғ 3E25 LD А, 25Н $ 25Н(Н):18615 
0531 325С05 ЫП (HLY+1)4 $ 3AH(L):221.5US 
0534 CDSRBOS CALL  DLY 

0537 F1 РОР АҒ 

0538 С9 КЕТ 

0539 ; 

0539 FS LONG: PUSH АЕ 

О5ЗА ЗЕОР LD А, ОЕН 

0530 ПЗЕЗ Ойт (ЕЗН),А 

05ЗЕ ЗЕЗА LD А, ЗАН $ ЗАН(Н) : 33315 
0540 325С05 LD (DLY+1) A $ 8186 ):469 2515 
0543 СП5В05 CALL ШҮ 

0546 ЗЕОЕ Ln А, OEH 

0548 D3E3 опт (ЕЗН),А 

054А SESS LE А, SSH $ SSH(H) : 22341015 
054С 325С05 LD (DLY+1) А $ 7СН(1):452.51!5 
054Ғ CDUSBOS CALL DLY 

0552 F1 РОР AF 

0552 СУ КЕТ 

0554 ; 

0554 7С DLYR: LD А, Н 

0555 70 LD А 

0556 3E41 LD А, 41Н 3 &&H(K) 
0558 325C05 LD (HLY+1) ょ 8 Н 

055В ; 

055В 3EFF Шу: LD А, БЕН 

0550 3D ПЕС А 

055Е С25005 ЧР №, -1 

0561 СЯ КЕТ 

0562 Н 

0562 ; 

0562 ВЕКЕУ: ENT 

0562 CD7105 CALL КЕЗЕТ 

0565 ПВЕА ІМ А, (ЕАН) 

0567 DBEA IN А, (ЕАН) 

0569 Ебво АМО зон 

оч6В су КЕТ 

ОБАС ; 

овес ; 

054C ; 

056С DBEA ВЕК: IN А, (ЕАН) 

050Е 2F CPL 

ОЗЕР 07 RLCA 

0570 C? RET 

0571 ; 

0571 ; 

0571 ; 

0571 DBES КВЗЕТ: ІМ А, (ESH) 

0573 ЕФЕО AND EQH 

0575 F413 ок 13H 

0577 ПЗЕВ ойт (ЕВН),А 

0579 СУ RET 

0574 ; 

057A ; 

0574 } 

0574 ЗЕЗЗ 55ЕТ: LD А, 5ЗН 5 5 

057С С08С05 CALL КІМ 

057Ғ 222800 LD (SHL ) HL 

0582 со КЕТ 

0583 ; 

0283 ЗЕ45 ЕЗЕТ: LD А, 45H ; E 

0585 CDSCOS CALL КІМ 

0588 223300 LD (ЕНІ) , HL 

058B с» RET 

058С 5 

о5ас 


058С 329905 КІМ: LD (К1МР+1),А 


058F 
0592 
0595 
0597 
0598 
0598 
0598 
0598 
059А 
0590 
059E 
ОЗЕ 
0540 
0543 
0546 
0548 
0542 
ОБАС 
ОЗАҒ 
05B2 
0583 
OS BS 
0586 
ове 
05В6 
ову 
OSBE 
OSEC 
ОЗВЕ 
0562 
0555 
0565 
0508 
OSC? 
OSCE 
OSCE 
OSCF 
ОБСЕ 
QSL 
OD 
0508 
0508 
0508 
озра 
оор? 
озр: 
0500 
оер 
ОПЕ 
05Е0 
05Е1 
О5Е2 
OSES 
05Е4 
05E7 
OSEA 
ОБЕВ 
ОЗЕП 
05ҒО 
ОЗЕЗ 
05F3 
О5ЕЗ 
ОЗЕЗ 
О5Е5 
ОЗЕРУ 
ОБЕ 9 
ОБРА 
ОБЕС 
ОЗЕП 
OSFh 


CD2805 
С01406 
38F8 
су 


3EFF 
11АВ10 
12 

05 

13 
21АВОА 
010700 
EDEO 
Hi 
срвеоз 
спс5оз 
118210 


СП290А 
CS7B08 


СП290А 
спр805 
CSC408 


CA406 
1А 
РЕОВ 
САВ100 


с? 


срвгог 
114111 
сатвог 


72 
200005 
70 


FS 
Е&ЕО 
ОЕ 

ОЕ 

OF 

OF 
СПЕЗОЗ 
CDCAOS 
Fi 
E40F 
СПЕЗОЗ 
сасеов 


КІМІ: 


NLMSGi 
NLPHL 5: 


БЕТІ ВЕ: 


3 
ПЕРМАМ: 


TI ve ve ме 


‘RTHL: 


РЕТНХ: 


JP we <= < 
с 
г 


LL 
FALL 
LL 


FUSH 
AND 
RREA 
RRCA 
RRCA 
RRCA 
CALL 
CALL 
POP 
AND 
CALL 
JF 


АМП 
АПП 
ЕР 

КЕТ 
ADE 
RET 


КІМР 
HLHEX 
с, КТМ1 


А, БЕН 
DE , BUFER 


HL, СОМЕ = 
ВС, 7 


ПЕ 

NLMSG 

БЕТ: ВК 

DE, ВПЕЕК + 7 
А, (ПЕ) 

орн 


NL 
MSGX 


NL 
PRTHL 
РАМТ 


СЕТЬ 
А, (ПЕ) 
0EH 
ZST 


NLMEG 
ПЕ, МАМЕ 
MSGX 


А, Н 
РКТНХ 
А, L 


АЕ 
РОН 


АЕС 
РКМТ 
АЕ 
ОЕ 
SC 


FRNT 


OFH 
А, ЗОН 
ЗАН 
С 
А,О7Н 


177 


178 


OSFD 
QSFD 
ОБЕЕ 
0601 
0603 
0605 
0607 
0609 
060В 
060C 
060E 
060F 
0611 
0612 
0613 
0614 
0614 
0614 
0614 
0615 
0618 
OGA 
061В 
061E 
0620 
0621 
0422 
0623 
0623 
0623 
0623 
0624 
0625 
0626 
0629 
062B 
062C 
0621 
062Е 
062F 
0630 
0631 
0632 
0635 
0637 
0638 
0639 
0634 
063A 
063А 
О6ЗА 
063B 
043C 
0630 
063E 
ОЗЕ 
0541 
0643 
0644 
0645 
0646 
0647 
0649 
064ав 
064C 
0640 
064Е 
064F 
044F 
064F 


С? 
0637 
со 
37 
59 


05 
с02306 
3807 
67 
CD2304 
3801 
éF 

01 

со 


съ 

1А 

13 
Срғ005 
280D 
07 

07 

07 

07 

4F 

1А 

13 
ChFn05 
3801 
B1 

C1 

со 


С5 
05 
Е5 
1А 
ВЕ 
2002 
1004 
E1 
01 
Ci 
СУ 
FEQH 
28Е8 
13 
23 
18ЕЕ 


АЕ 


НЕХ: 


НЕХІ: 


НЕХСЕ: 


ен ва 


НЕХ: 


HLi: 


N) ve че че 


НЕХ: 


2НЕХ1: 


( че чө; ча 


АМЕ: 


SAME1: 


ЅАМЕ2: 


ЗАМЕЗ: 


222. 2... 


?CLER* 


хок 


47H 

МС» НЕХСК 
41H 

МС, НЕХ1 
ЗАН 

МС, НЕХСК 
зон 

с 

зон 


37H 


С, А 

А, (ПЕ) 
ПЕ 

НЕХ 

С, 2НЕХ1 
г 


BC 


М2, ЗАМЕ2 
ЗАМЕЗ 
HL 


0650 
0650 
0651 
0652 
0654 
0655 
0655 
0655 
0655 
0656 
0657 
0658 
065А 
065С 
065Е 
0661 
0644 
0665 
0665 
0665 
0668 
066B 
066В 
066В 
066Е 
0671 
0672 
0676 
067А 
047B 
067Е 
0683 
0634 
0688 
068C 
0690 
0691 
0692 
0696 
0694 
069Е 
0681 
0682 
0642 
0582 
06A2 
0643 
О6А4 
06А4 
06A4 
06A5 
06A6 
0647 
06A8 
О6АВ 
06AE 
06B1 
06B4 
0687 
ОБВА 
Q4BD 
06C1 
06C4 
06C7 
06с9 
ОБСВ 
06СЕ 
0601 
0604 
OADE 


А6 

77 

А7 
3E1F 
2802 
ЗЕ ЯЗ 
326806 
320706 
С? 


220111 
С3750А 


20414452 
2Е24 

ор 
53455420 
54415045 
on 
57524954 
494Е4720 
ор 
57524954 
45205052 
4Е544543 
54 

ор 
43484543 
48205355 
40204552 
524252 
ор 


Е5 

C5 

Е5 

05 
ЗАА206 
32A306 
с0290с 
220300 
СОЗЕОС 
320000 
320Е00 
Е0732Е00 
280300 
ЗАОЕОО 
БЕЛЕ 
200B 
ЗАОПОО 
320Е00 
Cns00C 
1804 
3E1F 


і 
?ВІМТ: LD 


С) <s че че 


CURS: AND 


CCURS1: LD 


. 
2 
. 


CURS10: LH 


COMES: ПЕРМ 


ПЕЕВ 


ЗЕТМЕЗ: DEFM 


ПЕЕВ 


ИКТМЕЗ: DEFM 


ПЕЕВ 


НРЕМЕЗ: ПЕҒМ 


ПЕЕВ 


SUMMES: ПЕЕМ 


е ә. че 


DEFB 


GETL KEY 


КМИМВ5: DEFS 
КМУМВ: DEFS 


СЕТЬ : ЕМТ 


PUSH 
PUSH 
PUSH 


KEYM: CALL 


KEYM2i LD 


KEYM1i LD 


КЕУНЗ: LD 


DYSCSL: LD 


(HL) зА 
HL 
=> 


(HL) 

СН.) + А 

А 

А, ДЕН 

Z ヵ CCURS 1 

А, 93H 
(КЕҮИ1+4) ,А 


(срузс5а +1), А 


(DSPXY) HL 
RETN 
"-АПК. $” 


орн 
“БЕТ ТАРЕ“ 


орн 
‘WRITING ” 


орн 


‘WRITE PROTECT’ 


орн 


“CHECK SUM ERROR 


орн 


АЕ 

BC 

HL 

DE 

А, (KNUMBS ) 
(КМОМВ) , À 
?РОМТ 
(FLPDS )，HL 
DSPR 
(ЕЦАЗН)»А 
(FLSDAT) +A 
(STACK) SP 
HL: (FLP05S) 
А, (РЕЗПАТ) 
1ЕН 

NZ, DYSCSL 
А, (FLASH) 
(FLSDAT) А 
ОЗРИ 

KEYFL 

А, ДЕН 


179 


ЗАЗ500 
3D 
323500 
2811 
Е1 
СП260% 
ҒЕ01 
3804 
FEOS 
3809 
с02908 
1822 
3E40 
323500 
СП2908 
Fl 


СП4008 
21А306 
35 
232Е 
21АЕ06 
ЕП7В2Е00 
Е5 

су 
CE67 
CSEO007 
FEQH 
2810 
РЕОВ 
2805 
CHS90A 
18Е5 
ЕП7В2ЕОО 
Е! 

ES 
340B 
23 
3600 
СПЗЕОА 


КУРС 2: 


КЕУПТЕ: 


КЕРТІ: 


КЕРТ2: 


КЕРТ: 


ПІЗРМ: 


0712: 


КЕТМО: 


FUNC: 


GETLR: 


JR 
FUSH 
СР 
JR 
ЁР 
ЈК 
ВІТ 
JR 


1EH 


МС, ПТЗРМ 
2 В 

?, ОТЕРМ 
А,78Н 
(К5ТП+3)»А 
А, (КЕРТСТ) 
А 
(КЕРТСТ)»А 
7, КЕРТ 

AF 

KEY 

01H 

С, КЕРТ2 
05H 
С,КЕҮПЇ5 
FLASM 

KF INO 

А, 40H 
(КЕРТСТ),А 
FLASM 

АЕ 

С, А 

А, (SWRK) 

А 

2, ВЕРЬ 
А, С 

ЕО 

20H 

A, C 

С, ЕЦМС 
?ПЕР 

HL, КМОМВ 
(HL ) 

?, СТСК 

Н., КЕУИ 
SP, (STACK) 
HL 


4, А 
NZ ヵ FTAE 
орн 
Z+GTCR 
OBH 

Z ヵ GTBREK 
?ПРСТ 
КЕТМО 
ЕР, (STACK) 
HL 

HL 
(HL) » ОВН 
HL 
(HL) + ОПН 
LETNL 


. 
7 


. 
з 


МО KEY DATA 


CURSOL KEY ONLY 


BREAE 


CR 


181 


0754 
0765 
0766 
4767 
0768 
0769 
076С 
0760 
074E 
0770 
0773 
0774 
0777 
0779 
0774 
077В 
077Г 
077Е 
0780 
0781 
0782 
0784 


0785: 


0787 
0788 
0739 
078A 
073E 


078 に 


01 

Е! 

C1 

РУ 

с» 
2АП111 
SC 

01 
2800 
CD200C 


0720 28 


078F 
0791 
0731 
0794 
0797 
0798 
0799 
0799 
0779 
0798 
О79Е 
0742 
0743 
07 A4 
0745 
0748 
07А? 
О7АА 
ОТАВ 
07AC 
О7АП 
О7АЕ 


о7во : 


0782 
0783 
0784 


0784 : 


0788 
0789 
О7ВА 
07ВС 
07EE 
07С0 
07С2 
07C4 
07С6 
07С8 
07CA 
07СВ 
07CC 


32А206 
СПА4О6 
1А 


со 


2Е00 
спогос 
ЕП?В2ЕОО 
Di 

Ds 

са 
спорос 
са 


47 
210012 


BTCR* 


CKS0: 


RTEROs 


АППСА : 


СЕТЬА: 


GETLEN: 


СЕТЬС : 


GLüF1: 


GLDP2 : 


ЕТАВ: 


LD 
CALL 
LD 
РОР 
РИЗН 
РИЗН 
CALL 
РОР 
РОР 
PUSH 
LD 


DE 
HL 
EC 
AF 


НЫ, (ПЗРХУ) 
Е,Н 

01H 

OOH 
MAGA 

DE НЫ 

НЫ, (ТІЗРХУ) 
NZ: ВЕТА 
ПЕ 

А, (ПЕ) 

А 

Z ヵ RETLE 

А, 40 

А, С 

С, А 

отско 

H 

А,40 

А.С 

Сей 


H 

IE 

А 

Z: СТСКО 
СЕТСА 


СКМНМВЕ ) + А 
СЕТЬ 
А, (ПЕ) 


|, ООН 
ТЕМТ1 

SF, (ЗТАСК ) 
ПЕ 

ПЕ 

ВС 

HMLIIR 

BC 


GLOF 1 
(HL), ООН 
HL 

А, (HL) 
20H 

Z ヵ GLHPS 
GETLR 

1 HH 
1,ТАВ 
1АН 

2, 200 
ОЕН 

А 

В, А 

HL, FARE 


ме ve 


ІП вс, позен 
XCHG 


XCHG 


XCHG 


$00-09 Р1-Е10 


1200-129Ғ 


СА6907 
216011 
23 
3E27 
BE 
046907 
3AH11 1 


CH3?0A 
18-50 
21А306 
35 
2801 
35 
СА6907 
112300 
CD7B08 
C33B07 
240300 
3A0D00 
C3500C 


CH290C 


MRUN: 


ТАВ: 


ТАВІ: 


TAB2: 


200: 


FLASH: 


Garay 


ETKY: 


д ме че че 


DSP: 


ISPO: 


D;H 

E, L 

A, L 

АОН 5 РАКЕ END 
2,318 

А, (HL) 

HL 

орн 

М7.-9 

-19 

А, (ПЕ) 

7ЕН %?СК 
Z ヵ 5TCR 
QHH 

2, КЕТМО 
С, А 

?PRT 

ПЕ 

MRLUN 

А, ОЗН 
?DPCT 

А, (DSPXY) 
А 

7, СТСК 

HL,» ТАВПАТ ТАВ DATA ARER 
HL 

А, 39 3 XCHG 
(HL) 

C |GTCR 

А, (DSPXY) 
(HL) 
Z+KFINO 
МС, ТАВ1 

А, озн 
?рРСТ 
TAB2 

HL КМУМВ 
(HL ) 

Z すう 

(HL ) 

Z ヵ GTCR 
ПЕ,РОАВЕ 
MSGX 

KF INO 

HL, (FLPQS ) 
А, (FLASH) 
П5РИ 


?РОМТ 


CDS00C 
240111 
70 
FE27 
2017 
SC 
CD200C 
23 
3601 
В7 
280A 
3602 
зр 
2805 
3603 
зр 
2001 
23 
3600 
C3020B 


CDC408 
3AF211 
в7 

са 
0604 
38F 4 
20FA 
со 


05Р1: 


DSPJR: 


MSGX1: 


MSG1: 


DSFM 

HL, (ПӘРХҮ) 

A, L 

39 $ XCHG 
№2, DSP4 

Е, Н 


(HL) +1 

А 

Z ヵ DSP3 
(HL) 2 sCHRSO:JR 0$Р3+1 XCHG 
А 

Z ヵ nHSP3 
(HL) „3 

А 

NZ 05РЗ+1 
HL 

(HL) +O 
CURSR 


PRNTS 

А, (HPRNT ) 
А 

2 

10 

с,-10 
М2»-4 


А.С 

NZ, РКТЗ 

?DPCT 

озн 5 CURSR 
Z ヵ PRT4 

05H 3 НОМЕ 
7, РКТ2 

ОБН sCLRS 


183 


184 


ти 


ОЗАЕ CO RET NZ 

ОЗВО АР РКТ2: XOR А 

0881 32Е211 LD (ОПРКМТ)»А 
0884 C9 КЕТ 

0885 CH4008 PRT3 : CALL ?DSP 

0888 3AF211 FRT4s LI А, (ПРЕМТ) 
08BB 3C INC А 

ОЗВС ҒЕАО СР 160 

ОЗВЕ ЗЗЕ1 ЈЕ С,РЕТ?2+1 
OSCO ПАО SUR 140 

08С2 18Ер JR PRT2+1 
0SC4 ; 

084 Н 

08с4 РЕМТЄ: ENT 

08С4 ЗЕ20 LD А» 20H 
OBSCA4 5 

0806 PRNTs ENT 

0806 ҒЕОП СР орн 

0808 САЗЕОА ЈР Z み LETNL 
OSCE CS FUSH ВС 

OSCE 4F LD С A 

овсп сп>сов CALL ?ЭРЕТ 

озпо 79 го А, С 

0801 C1 РОР EC 

0802 С? КЕТ 

ЕЕ 5 

0803 ; УСКО DATA ІМ 

0803 5 (SERUST)=START LINE 
0803 ; (SERENH)=END LINE 
OEDS 5 INITIALi1 > 24 

о803 SCRSET: ENT 

0803 FS FUSH AF 

0814 CS FUSH EC 

0#05 [5 FUSH ПЕ 

0804 Е5 FUSH HL 

0807 ЗАОВОО LL А, (3СКОЗТ) 
OSDA 47 х СВ В, А 

OSDE 4F LL С, А 

OEDC 2108СЕ LL HL, 5 СКМ-40 $ XCHG 
QSLF 112800 LL DE, ОО2ЕН 3 X ビ HG 
OSE? 19 ALLI НЕ, DE 
ОБЕЗ 1ТОЕП ПОМ? =1 

OSES 221300 LD (SCRST) HL 
OSES $ 

OSES 340200 LL А, (ЗСКЕМП } 
ОВЕВ ЗС ІМС А 

ОЗЕС 91 SIJE © 

ОЗЕП 47 LD В, А 

ОЗЕЕ 210000 ІП НЕ, ООООН 
ОВЕ1 19 АШ HL DE 
OEFZ 10FH DJNZ s=] 

OSF4 221800 LL (ЕСКЕІ?)ЭНІ 
ОВЕ7 SE04 LL А) ОАН 
OSF? CD290A CALL ТРСТ 
ОВЕС El РОР HL 

ОЗЕП Di РОР ПЕ 

OSFE Cl РОР Вг 

ОЗЕРЕ Fl РОР АЕ 

0900 СО КЕТ 

0901 ; 

0901 21F311 МОККЕУ: LD НЕ, КҮВрА 
0904 77 LL {HL) Á 
0905 3D ПЕС А 

0906 О&ОВ LE В,11 

0908 23 ІМС HL 

0907 77 LL (HL), А 
ОФОА 10ЕС hJNZ -2 

090С ЗЕ1Е LD А, ДЕН 
090E СУ RET 


OOF 5 


090F 
090Е 
0911 
0913 
0915 
0917 
0919 
0914 
0918 
0910 
091E 
091Ғ 
0921 
0923 
0924 
0926 
0926 
0926 
0928 
0924 


0920 5 


0920 
092Е 
0930 
0933 
0936 
0938 
0939 
093A 
093C 
0930 
093E 
093F 
0941 
0942 
0943 
0944 
0947 
0948 


О94А : 


0748 
OPAL 
094Е 
0950 


КЕУКЕУ: 


КЕУ: 


DBES КЕМЕР: 


322600 
322700 

DBEA 

2F 

47 

ОЕЕА 

oh SNEF : 


1400 
19 
Ер78 
5F 
2F 


az Âb 


9955 
0956 
0957 
095А 
095В 
OPSE 
095Ғ 
0963 
0964 
0955 
0927 
0967 
0768 
0926 
OFAC 
098Е 
ОЗАЕ 
0972 
0974 
0976 
0978 
097А 


73 

Di 

SF 

Е7 
С4240А 
7А 

ЕДОЕ 
2010 
ЕП5В2400 


NOED: 


77 
210011 
ЕЕО1 
2815 
ЕЕО2 
280Е 
FEQ 


NIEH1: 


МОЕ: : 


ПЕС 
пит 
ІМС 
ІМС 
FUSH 
LD 
LD 
AND 
LE 
LL 
АПП 
ІМ 
LD 
に FL 
АМП 
LE 
РОР 
LE 
ОК 
CALL 
LD 
ANL 
JR 
LE 
LD 
ОК 


А, (ЕЗН) 
4, А 
(ЕЗН),А 
А, (ЕАН) 
А, (ЕАН) 
А 

AF 

В,5 

А 

А 

NZ si 
-4 

АҒ 

1, МОККЕҮ 


А, (ESH) 
РОН 

1ЕН 

П,А 
(ЕВН),А 

А 
(ЕПАТИ),» А 
(КПАТНІ) А 
А, (ЕАН) 


В, А 
CO EAH 


П 
(С),П 
Ë 
с 

ШЕ 

НЕ, КЕТО 
А.П 

ОЕН 

Е, А 

1,0 

HL DE 
А, (С) 
Е, А 


(HL) 
(HL) +E 
ПЕ 
Е, А 
А 
NZ ПАТА 1 
A 0 
ОЕН 

Z ЗНЕР 
ПЕ, ( КПАТИ ) 
A Е 
А 
NZ, ПАТА 


HL, КУВПА 
А, В 

(HL ) 

7, КЕТМА 
(HL) , А 
НЕ, КМОПЕ 
ОТН 

2, СКРНО 
OZH 
2,3МА Й 
O0 TH 


? ПЕЗТКОВ 


jE=EIT DATA 
уСеї/й PORT 


ФБЕТКПЕ ЕМО? 


КЕМЕР ЕМО 


БРЕСТА. ВІТ 


EGSX XXXX 
ШЕ 


ЗЕ 


SDISF СК 


ПАТА 


185 


786 
一 -~ T L P l; ; h), 


077: 2807 ЈЕ 2, СКОТЕ: +L 
097Е FEOS СР оен 
09280 200г JR М2, КЕТМА 
0982 ЗЕОС КАМАП: LD А,» OCH 
0984 01 ПЕЕВ 1 
09785 ЗЕТЕ CROIS: LL А, 7ЕН 
0987 01 ПЕҒВ 1 
· 0988 ЗЕОА SMALLO: LO А, OAH 
OFSA 01 ПЕРЕ 1 
OPEB ЗЕ09 СКРНО: LD А, ОН 
0980 01 IEFE 1 
09ЗЕ ЗЕ1Е КЕТМА: LD А, ДЕН 
0990 C9 КЕТ 
0991 ; 
0991 7B ПАТА: LL A E 
0992 1ЕОО ІП E, ООН 
0994 В7 ПК А 
0995 IF КОТ: ККА 
0794 3802 JR С), КОТЕ 
0778 1С ІМС Е 
0999 18ҒА ЈЕ КОТ 
О99Е E7 КОТЕ: DR А 
0792 2ОЕО JR М2, КЕТМА 
099Е SEOF ЕТІМ: LE А, ОРН 
0740 А2 АМП n jl=STRIE DATA 
ОЗАТ IF ЕКА 
0742 57 LL П, А 
JR Мс, ЕП] 
L.L А, Q= H 
арт А, Е 
LD Е,А 
EDI: LI А.П 
LD Cs :ПЕАПО STROE 
ОРАВ 07 КГГА 
OPAC 07 ЕШСА 
ОФАП 07 КСА 
ОФАЕ 07 RLCA 
ОЗАР ВЗ DR E 
ово ЗЕ LL Е, А 
0981 АҒ XOR А 
0982 57 LD П, А 
0983 79 LD А» С 
0784 FEO2 СР 02H 
09В6 3814 JR С LMONLY 
0988 210011 LE HL, КМОРЕ 
ООВВ 78 LD А, В 
0>»ВС РЕО4 ГР. 04H ; Є 
O9BE 2832 JR Z,SHIFT 
0900 CB7E МІМІК: БІТ 7. (HL) 5 K 
0702 200E JR М2, ККАМА 
0704 СВ76 BIT в. (HL) 5 б 
OFCA 200F JR М2, KGRP 
0908 CB&E BIT 5» (HL ) 5 $ 
09СА 2021 JR NZ |, КЕМІ 
09СС 211E0D LMONLY: LD HL +K TEL 
ОУСЕ 19 KADD: ADD HL ПЕ 
0900 7E KATM: LL А» (HL) 
0901 C? RET 
0902 21 АЕОП ККАМА: ІП НС, КТВІК-32 
0905 1828 JR ҚАПП 
0907 218EOH КОЕР: LD HLjETBLG-32 
О9ПА 7B іп A E 
ОӘПВ FE40 СР 40H 
0900 38FO JR С, КАПО 
ОУПЕ ҒЕ52 СР SAH 
09Е1 2807 JR 1, +9 
09E3 FES3 ЕР 53H 
09E5 2047 JR М2ЭКҒІМА 
09Е7 ЗЕ07 LD А, О7Н 


09Е9 01 ПЕЕВ 1 


ОЗЕА 
OPEC 
O?ED 
OFFO 
09F2 
09FZ 
09F3 
0?F5 
09Е7 
ОЗЕ» 
ОЗЕВ 
ОЗЕП 
09FE 
0400 
0401 
0A0S 
0405 
0407 
0409 
ОАОС 
ОАОЕ 
0410 
0412 
0415 
0417 
0418 
0A14 
OAIB 
0412 
ОА1Е 
0421 
0422 
0423 
0424 
0424 
0424 
0428 
OAZY 
ОА29 
0427 
0429 
0429 
ОА2С 
DAZD 
DAZE 
ОАЗЕ 
ОАЗЕ 
ОАЗЕ 
0432 
0434 
0437 
0439 
0437 
0439 
0437 
OAZY 
QAZA 
ОАЗЕ 
ОАЗС 
ОАЗП 
ОАЗЕ 
0440 
0443 
0444 
0445 
0445 
0448 
0449 
0434 
0A4B 


ЗЕ05 
C9 
215600 
1800 


7В 
FE52 
2807 
РЕЗ 
2006 
ЗЕ ОЗ 
01 
3E04 
С? 
СВТЕ 
2000 
СВ7ё 
28E4 
21E40H 
FE4A 
300E 
18EL 
21360Е 
обор 
ВЕ 
2807 
23 

23 
10729 
E38gE09 
23 

ТЕ 

со 


ЕП532600 
се 


AF 
が 4 9 1 
ЗЕОЕ 
CoA 
ЗЕОП 


FS 
CS 
05 
E5 
В7 
2835 


214ЕОА 


SHIFT1: 


КУСКР: 


ЕЗКАМА : 


КЗКА1: 


LETNL: 


“ue us 2. 


ТОРСТІ 


А, OSH 


HLjKTBLS-32 
KADD 


А,Е 

52Н 

1,+9 

5ЗН 

NZ SHIFTI 
А, ОЗН 

1 

А, ОБН 


7» (НО) 
NZ, КЕКАМА 
6 ヵ (HL) 

Z, КЗМЕ 
НЕ, КТВЕК-32 
ААН 
МС,КЕ1МВ 
KADI 
HL:KTBLKS 
в, 13 

(НІ ) 
18КЗКА2 
НІ 

HL 

ЕЗКА1 
КЕТМА 

HL 

А, (НІ) 


(EhHATM), ПЕ 


А, (ПРЕМТ) 
А 
2 


А 
(ОРКМТ) › А 
А, ОЕН 
TOPET 
А, ООН 


2, КЕТМ 
HL ТОРСТ 
А 


С, А 
В, û 
HL , ВС 
E, (HL) 
HL 

п, (HL) 


KEY МОМАС МОРЕ 


187 


188 


. 
-一 -一 一 


ОА4С ЕБ EX ПЕ, HL 

ОА4П E? JF (HL) 

ОАЗЕ ЕРОА ТОРСТ: DEFW CURSD 

ОА50 ҒФОА ПЕРИ CURSU 
ОА52 020B DEFW CURSR 

0А54 1HOB ПЕРИ CURSL 

ОА56 520В ПЕРМ НОМЕ 

0А58 3108 IEFM CLRS 

ОАЗА 5АОВ ПЕРИ DEL 

0450 А10В ПЕРИ INST 

ОАЗЕ 7804 ПЕРИ СКАРН 
0460 890А ПЕЕН SMALL 
0A42 7504 ПЕРИ КЕТМ BREAK 
0454 7АОА ПЕРИ КАМА 

0466 ЕЗОВ ПЕРИ СЕ 

0468 ACOA IIEFM САМОРЕ 
DALA ACOA ПЕЕН САМКУБ 
ОААС ; 

OALE САМОПЕ: ENT 

0A6C 210011 CANRVS: ГП НЫ, КМОПЕ 
0A4F ЗЕОО LE А, ООН 

0471 СП5506 GUTRTE CALL ECURS 
0474 ; 

0А74 5 

0474 00 МОР 

ОА75 Е1 КЕТМ: РОР HL 

047% D1 РОР ПЕ 

0A77 Сі РОР EC 

0478 F1 FOF AF 

0479 СУ RET 

0474 210011 КАМА: LD HL EMODE 
ОА7П CE7E BIT 7, (НЕ) 
0A7F СВВЕ RES 7» (HL) 
0481 2002 JR NZ , +4 
0423 СВРЕ SET 7, (HL) 
0485 СЕРЕ LE А, PFH 
0487 18ES JR ПИТАТ 
0489 211011 SMALL: LI HL EMODE 
OASC СВАЕ BIT S+ CHL) 
ОАЗЕ CRAE КЕЗ 5, (HL ) 
0470 2002 ЈК NZ, +4 

0492 СВЕЕ БЕТ зе (НО) 
0474 ЗЕЗЕ LL А, ЗЕН 
0A94 1809 JR HLITRT 
0498 210011 GRAFH: LD HL , EMODE 
ОАЗВ CE74 EIT а (HL) 
QAYD CREA RES бэ (HL ) 
ОАӘҒ 2002 JR М2,%4 

ОАА1 CEFE SET ба (HL ) 
ОДАЗ ЗЕЗЕ LE А, ЗЕН 
ОААЯ 137A JR ОНТЕТ 

ОАА7 Н 

ОАА? 

ОАА? ; 

ОАА7 EDSB1300 SCROL: LD ПЕ, (ЗСКЪТ) 
ОААВ ЕПАВІВОО LE ВС,  (SCRSIZ) 
QAAF 212800 LD HL ,0028H $ XCHG 
ОАВ2 19 АПП HL , DE 
ОАВЗ СПЯПОС CALL DWLDIR 
ОАВ& EE EX IE + HL 

ОАВ7 0628 LE В,40 s ХСНб 
QAB? СПАСОС CALL Пас. 

ОАВС ЗАОВОО LL А, (ЗСКОЗТ) 
ОАВЕ 4F LL с»а 

ОАСО ЗАОСОО LL А» (ЗСКЕМО ) 
ОАСЗ 91 ZUB Ë 

баса [603 ADD А, 03H 
ОАСА 4F ІП С, А 

ОАС7 0400 LD в,о 


OAC? 110311 ІП DE, MANG 


ОАСС 
ОАСЕ 
ОАО 
ОАП2 
DAD3 
OAD4 
0405 
ОАПА 
0А07 
OAD? 
ОАПВ 
ОАПС 
OADD 
ОАПЕ 
ОАЕО 
ОАЕЗ 
ОАЕ4 
ОАЕ7 
ОАЕ? 
QAE? 
ОАЕС 
ОАЕЕ 


DAFO 
ОАЕ2 2 


ОАЕ4 
0AFS 
ОАЕЗ 
ОАЕ 
ОАЕС 
QAFF 
Овод 
овог 
овог 
овоз 
овог 
овог 
ОВОА 
ОБОВ 
овог 
ОВОЕ 
OE 1 
ORIF 


0814 3 
ОВ16 4 


0817 
ОВ1А 
OR i [i 
QB 1 И] 
овго 
0821 
OEZE 
0824 
QES5 
OEZ7 
0829 
овас 
ОВ2Е 
ОВ2Е 
0831 
0ES1 
0831 
0834 
0835 
ОВЗА 
0837 
0ESS 
0839 
ОВЗА 
ОВЗЕ 
ОВЗЕ 


ЗАОВОО 
6F 


240111 


= 
25 


220111 
18 ВЕ 


ЗАП111 
зАОСОО 
EC 


CS4506 
00 

СП120С 
П2750А 


© 
< 


18F3 


2А0111 
70 
ЕЕ27 
30023 
26 
12Е& 
2ЕОО 
24 
ЗАОСОО 
EE 


CSA70A 


2АП111 


210800 
ЗЕ 

23 

ТЕ 

эз 

3E 

ЗЕ 

4F 
241500 
0628 


ELUIRS1s 


CURSU: 


. 
3 


CURSR: 


CURS Te 


CURSL: 


CURLI: 


СЕКС: 


СЕКС 1: 


ПЕС 


А, (ЗСКОЗТ ) 
Е, А 

но 

НЫ, IE 

HL 

ПЕ 

ПЕ 

ПЕ 


(HL) , ООН 
HL 

А, (HL) 

A 

Z ヵ RETN 

HL, (LHSFXY ) 
H 
(DSFXY) HL 
SER ロ L 


НЕ, (ПЕРХУ) 
А, (ЗСКЕМО ) 
Н 

С, SCROLL 

Zs SEROL 

H 

СПЕЗТО 


SCRDSD 
МС, КЕТМ 
Н 

СИК 1 


НЫ, (05РХУ) 
А» | 


コッ 

МС, СИЕ? 

E 

CURSI 

ьо 

H 

А, (2 СКЕМО) 
H 

МС, ELHRS 1 

H А 
(ПЗРХУ) ‚НЫ 
СКО 


НЫ, (ПЗЕХУ) 
Ан. 

А 

2, СИКСТ 
L 

CURSI 
-ж. 32 
SCRSTD 
МО, HOME 
Н 

CURSI 


HL, SCROST 
Е, (НІ) 

HL 

А, (HL) 

Е 

А 

А 

С, А 

HL; (SCRST ) 
BE, 40 


3 


XCHG 


XFHG 


189 


790 


لتت 


0840 СПАСОС 
0843 OD 
0844 20Е8 
ова. 210311 
0849 АВ 
ОВ4А 09 
ОВАВ 3EEF 
ОВАП 95 
ОВ4Е 47 
ОВАҒ СП4ЕОЕ 
0852 

0852 С015ОС 
ОВ55 67 
OBS4 2Е00 
0858 1398 
OBSA 

OBSA CD120C 
овог 2005 
ОВЗЕ АҒ 
овбо BS 
0861 СА750А 
0864 70 
0865 B7 
ОВ6А 2010 
0868 SC 
OBRAS CD200C 
ОВЕС 2004 
ОВЕ СП290С 
0871 2B 
0872 АҒ 
0873 СПЕООС 
ОВ76 12845 
0878 ГПІВОС 
ОВ7В 0600 
0870 
ОВ7Е 
QB80 
OES1 
ова? 
0ES3 
OESS 
ORSA 1325 
OBSZ 2АП111 
овзав 78 
овас 95 
ОВЕП 4F 
OBSE 0400 
ОВО CD290C 
0873 ЕЗ 
0894 Пі 
ОВ95 1Е 
овуб CDSBDBOC 
ову 2B 
ОВФА АҒ 
ов»в СП50ОС 
ОВФЕ СЗ1ПОВ 
ОВА1 CH1BOE 
ОВА4 ЕВ 
OBAS ОЕОО 
ОВА7 2AH111 
ОВАА 2Е27 
ORAC 2804 
ОВАЕ 24 
ОВАҒ 79 
OBBO raza 
ОВВ2 АҒ 
ОВВЗ 12 
OEE4 1А 
ОВВ5 E7 
овве 2024 


НОМЕ: 


DEL : 


DELO: 


DEL1: 


DEL10: 


DEL 2: 


мя 
= 
[ху] 
一 


ІМ5ТКО: 


DSCL 

б 
NZ+CLRS1 
HL , MANG 
С,Е 

HL ВС 

А, ЕЕН 

L 

В, А 
?СГЕК 


SCRSTD 
Н,А 
і, 0 
CURS1 


SCRDSD 
NZ: DELO 
А 

L 

Z ヵ RETN 
A L 

А 

NZ ПЕЦ 1 
E ヵ H 
МАСА 
NZ, ПЕ 1 
FFONT 
HL 

А 

ПЗРМ 
CURSL 
[3 MAG 
B,0 

А, В 

А, 40 
В, А 

А, (HL) 
А 

1. DEL Z 
HL 
HELIG 
НЫ, (DSFXY) 
А, В 

Е 

С, А 
В, О 
FFONT 
HL 

IE 

ПЕ 
DWLLIR 
HL 

А 

П5РЫ 
CURSL 
DSMAG 
ПЕ, HL 
с,0 

НС, (ПЕРХҮ) 
азу 

7, ТМЕТО 
H 

А.Г 
А,40 
С, А 

ПЕ 

А, (ПЕ) 
А 

NZ ТМЕТКО 


. 
? 


MANG END 


XCHG 


797 
= 


овва CD2COC ІМ5Т0: CALL ?РМТІ 

ОВВВ СОЗЕОС CALL ISPR 

OBBE B7 ОК А 

ОВВЕ С2750А JP NZ,RETN 
ОВС2 ES PUSH HL 

ОВСЗ 240111 LL HL, (ПӘРХҮ) 
OBCA 3E27 LD А» 39 $ ХСНб 
овса 95 SUB L 

овс 81 ADD А,С 

ОВСА 47 LD В, А 

овсв 01 ІМ5Т2: РОР ПЕ 

ОВСС 05 PUSH DE 

ОВСО El РОР HL 

ОВСЕ 2В ПЕС HL 

0BCF ПВЕЗ IN А, (ЕЗН) 
овр! CEFF ЗЕТ 7,А 

ОВОЗ ЕЗ 01 

08104 DSES QUT (ESH); А 
0804 7E ІМӘТІ: LD А» (HL) 
OBLI7 12 LL (HE), А 
ов08 3620 ір (HL) , 20H 
OBDA ЗЕ ПЕС HL 

OBOB 1B DEC DE 

ОВОС 10Е8 IJNZ INST1 

ОВПЕ DBES IN А, (EH) 
ОВЕО СВВЕ RES 7, А 

ОВЕ2 03ЕЗ DUT (ЕЗН),А 
ОВЕ4 ЕВ ЕТ 

OBES С3750А JP RETN 

ORES: 5 

OBES СПІВОС СК: CALL DSMAG 

ОВЕН ЕВ ЕХ ПЕ, НС 

ОВЕС 2АП111 LO НЫ, (ПЕРХҮ) 
ОВЕҒ САОПОВ ЗР Z, CURSE 
ОВҒ2 0600 LD В, 0 

ОВЕ4 04 СКО: ІМС В 

QBF5 13 ІМС ПЕ 

ORFA 1А LE А, (ПЕ) 
ОВЕ7 E7 ОК А 

ОВЕЗ 20ҒА JR NZ: CRÓ 
ОВЕА 24 СКІ: ІМС H 

ОВЕВ 2Е00 LL Е, О 

OBFD ЗАОСОО LL А, (SCOREND) 
oC00 57 LD l А 

осо1 7С LL ArH 

осог 80 АПП А,В 

осоз BA СР г 

0004 3806 JR с, СК? 

ОСОА 220111 LL (DSFXY) HL 
0209 СЗАТОА JP SEROL 
осос 2 CRZ: ІМС H 

ОСОП 10ЕП ПМ? CRE 

ОСОЕ СЗЕЗОА JF CURS1 

02412 Н 

0012 2АП111 sERISHE LL HL, (DSF XY) 
0C 15 ЗАОВОО ЗСАЗТИ: LL А, (ЕСКОЕТ) 
OC13 30 ПЕС А 

ос19 ВС СР H 

ОСТА C9 КЕТ 

ОСІВ ; 

ОСІВ 2АП111 П5МАб: ІП HL, (ПӘРХҮ) 
ОС1Е 5C LL Е, Н 

ОСІР 10 ІМС Е 

0ос20 1600 MAGA: LE И O 

ос22 210311 LD HL МАМЕ 
0625 19 ALL Ні, DE 
ОС24 7E LD А, (HL) 
0C27 B? DR А 

OCZ2 C9 RET 


ос29 ; 


792 


ーーー ご 


0229 
ос2с 
ос2р 
OCZE 
ОС2Е 
OC 30 
0231 
QC34 
0C37 
осзе 
ОСЗА 
ОСЗЕ 
ОСзС 
осзп 
ОСЗЕ 
ОСЗЕ 
ОСЗЕ 
ОСЗЕ 
0840 
0842 
0844 
ОС46 
0с48 
0849 
0248 
OC AL 
ОС4Е 
ОС4Е 
0с50 
ос51 
0с52 
0с54 
02546 
0С5Е 
OLSA 
OC SB 
осер 
OCSE 
ОСАО 
OCCA 
ОСА4 
OC 4k 
OC AE 
ОСЕА 
Та]: 
ОСАС 
ОСП 
ОСЕЕ 
0F71 
0273 
0074 
0275 
0274 
0278 
ОСТА 
ОСС 
QETE 
ОС?7С 
ос7г 
OC7C 
ОС7Е 
0231 
0284 
0887 
оса 
OCSE 
OC SE 
0291 
OES 
OCHE 


2А0111 
CS 
05 
ES 
C1 
04 
112800 
21П8СЕ 


ОЕЕЗ 


3E10 

322Е01 
211809 
225С08 
ЗЕВО 

329700 
ЗЕЕР 


ЗЕДЕ 
329ҒОС 
ЗЕВО 


РОМ! : 


ISPRED: 
DSPR: 


ПЗРИКК: 


ПРЕ: 


DWNLDRN : 


0561: 


СНХО: 


LD 
PUSH 


RES 


РОР 


ЗЕТ 


ЗЕТ 
пит 
ІПІК 
RES 
пит 
ЕТ 
КЕТ 
DI 
IN 
SET 
пит 


HL, (О5РХУ ) 
BC 


DE,0028H 
HL, SCRN-40 
HL , DE 

РОМ 

HL ВС 

ПЕ 

BC 


ЕС 

с, ЕЗН 
в, (С) 
7 , В 
(C) В 
А, (HL) 
7, Е 
(с). В 
ЕС 


ЕС 

С, ESH 
в, (С) 
7, В 
(С), Е 
СНС), А 
ПЗРИКК 


А, (ЕЗН) 
7 + А 
(ЕЗН), А 


7, А 
(ESH) À 


А, (ESH) 
7,А 
(ESH) ,А 
А 
(HL) А 
HL 

А, (ESH) 
DWLDRN 


А» 10H 
(DUMF0+4) А 
HL ,0%18H 
(DSF.JR) , HL 
А, ВОН 
(СНХО+1), А 
А, ЕЕН 
(СНХ2+1),А 
А, ДЕН 
(СНХ1+1), А 
А, ВОН 


осов 
OCIB 
ОСЗЕ 
ОСАО 
ОСАЗ 
ОСА6 
OCA? 
OCAC 
OCAF 
OCR? 
0CB3 
ОСВА 
OCB? 
OC RC 
OC BF 
ОСС2 
OCCS 
оссе 
ОССВ 
ОССЕ 
осп1 
0CHS 
оср5 
0207 
ОСПА 
ОСПЕ 
осрр 
ОСПЕ 
ОСЕЛ 
ОСЕХ 
ОСЕ4 
ОСЕ 
ОСЕ» 
ОСЕБ 
ОСЕЕ 
ОСЕЕ 
ОСЕЕ 


ОСЕО : 


ОСЕЗ 
ОСЕ. 
OCF? 
OCF E 
OCFE 
опоо 


ороз : 


опо5 
0007 
00107 
0007 
0107 
ороз 
000% 
ОПОА 
Опов 
ороп 
ОПОЕ 
0011 
0014 
0014 
0017 
0018 
ODIE 
001Е 
ОП1Е 
0D1E 
ODIE 
001Е 
OD1E 
0020 
0022 


320008 
32S50C 
3E4F 
320108 
324508 
320708 
322808 
З2АВОВ 
32С70В 
30 
326Е07 
327Е07 
328607 
З2Е008 
З2ВООА 
32B80A 
323FO0B 
327F0B 
З2В10В 
32320С 
DRES 
СВЕР 
ПЗЕЗ 
210000 
АЕ 
ПЗЕ4 
47 
СПАСОС 
7с. 
FEEQ 
OF 
СППІзов 
ЗЕОА 
СЗЗ9ОА 


3E08 
>2Е01 
213602 
225608 
ЗЕ ПЗ 
32?70С 
ЗЕАҒ 
32D40C 


Ds 

CS 

FS 
0604 
ЕЛ 
сиво 
CDC408 
10F7 
Е1 

2В 
CDD805 
СЗВ100 


1011 
1212 
1415 


CHX1i LH 


ІМС 


ICL: CALL 


CHR40: ENT 


. 
3 


REGIST: PUSH 
РИЗН 
FUSH 
FUSH 
LI 
FnF 
CALL 
CALL 
IJNzZ 
РОР 
ПЕС 
CALL 
JP 


PT 


EEY TABL 


Z= че чә ve ~ 


- й 
о 


L$ ПЕРИ 
ПЕРИ 
ПЕРИ 


(5СЕ5ЕТ+10),А 
(?РМТ1+9),А 
А, 4ЕН 
(TAR1+2) А 
(05РО+11), А 
(CURSR+S) , А 
(СОК 1+1) , А 
(ТМЕТ+ 10), А 
(ТМЕТО + 15), А 
А 

(GTCR+S) +A 
(GTCRQO+4) А 
(ADDGA+2) , А 
(SCRSET+12) А 
(SCROL+9) А 
(SECROL+17) А 
(CLRS1+1) А 
(ПЕ 10+2),А 
(INSTRO+3) А 
{?РМТ1+4), А 
А, (ЕЗН) 

Я, А 

(ЕН), А 

HL , ПОООН 

A 

(РЕН), А :БКАРНІС ПО 
В, А 

HISEL 

A +H 

ЕОН 

М2, DEL 

SCRSET 

А,О5Н "Сб 
ЗПРСТ 


А, OSH 
(ППМРО+ 4), А 
НЕ, ОЕЗАН 
(ПЕРЛК), HL 
А, DSH 
(СНХО+ 1) ,А 
А, АЕН 
(СНХЕ + 1) а 
А, 27Н 
CHXO=3 


1110H 
1312H 
1514H 
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0024 1417 ПЕРИ 1714H 
002% :51 

0026 1819 ВЕРЫ 1918H 
оп28 3839 ПЕРИ 3938H 
ОП2А 1А2Е ПЕРИ 2Е1АН 
002С 2821 ПЕЕН 202ВН 
ОП2Е :52 

ОП2Е 3031 IEFM 2130H 
0030 3233 DEFW 3332H 
0032 3435 DEFW 3534Н 
0034 3637 DEFW з7зен 
орзе $53 

0036 1820 ВЕРЫ 201ВН 
0038 0002 ПЕРИ огопн 
ОПЗА 0104 ПЕРИ 0401Н 
ODC озов IEFM ОВОЗН 
ОПЗЕ 184 

ОПЗЕ 2F41 ПЕЕН 412ҒН 
0040 4243 ПЕРИ 4342H 
0042 4445 DEFW 4544Н 
0044 4647 ПЕЕН 4744H 
0046 +55 

0044 4849 ПЕЕН 4943H 
004$ 4А4В IEFM 4E4AH 
004А 4С4П ПЕРИ 404СН 
004С 4E4F IEFM 4F 4EH 
004Е +55 

ОП4Е 5051 ПЕЕН S1 SOH 
0050 5253 ПЕРМ 8252Н 
0052 5455 IEFM AH 
0054 5657 ПЕРИ 5754H 
ODSA :57 

0054 5859 ПЕҒЫ 

0058 SASE ПЕРИ 

ОА ЗСЗЕ ПЕРИ 

0056 2Е2С ПЕРИ 

ОПЗЕ 158 

ОП5Е 303 IEFM 

0040 3 ПЕРИ 

опе? 343! ПЕРМ 

0044 363 IEFM 

ОПАКА 159 

0046 3839 ВЕРЫ 

ODALS ЗАЗЕ IIEFM 

ОПАА 2040 ПЕЕН 

ОПАС 5ЕОО ПЕЕН 005EH 
ОПЕЕ $510 

ОПАЕ 5000 ПЕРИ ООБПН 
0070 0507 ПЕРИ 0705Н 
0072 0000 ПЕРИ 0000H 
0074 0000 ПЕРИ 0000H 
0072 ETELE: ENT 

0072 $545 

0074 8441 ПЕРИН візан 
0078 6243 ПЕРИ езегн 
0074 6445 ПЕЕН &S%¿4H 
0072 4667 ПЕРИ &7&&H 
QH7E +555 

ОПУЕ 6859 ПЕРИ ム 948 日 
0030 4A4R ПЕРИ СВААН 
0082 ACAD ПЕРИ епесн 
0084 LEAF ПЕРЕМ GF CEH 
0084 345 

Oe 7071 ПЕЕН 7170H 
0088 7273 HEFM 7372Н 
ОПЗА 7475 HEFM 7574Н 
опзс 7477 HEFM 7774H 
ONSE 3575 

ODSE 7879 HEFM 7978H 


0020 ТАТЕ ПЕРИ 7E7AH 


0092 


0094 3 


0096 
0096 
0078 
ОПФА 
орос 
ОПФЕ 
ОПЗЕ 


ОПАО 2 
ОПА: З 


ОПА4 
OhA4 
ОПА 
ораз 
ОПАА 
ОПАС 
ОПАЕ 
ОПАЕ 
ОПАЕ 
OhEO 
орвг 


ОПВ4 · 


опе 
ОПВА 


ОВЕ 7 


ОПВА 
ODBC: 
ОПВЕ 
ОПВЕ 


орсо š 


onez 


QHC4 8 


опсе 


ОПСА 8 


опса 
ОПСА 
ODCC 
ОПСЕ 
ОПСЕ 
ОПСЕ 
ODDO 
0002 
0014 
ODDA 
ODDE 
опра 
ОППА 
ODOC 
ОППЕ 
ОППЕ 
ОПЕО 
ОПЕ 
ОПЕ4 
ODEA 
ОПЕЕ 
ОПЕЗ 
ОПЕА 
ОПЕС 
ОПЕЕ 
ОПЕЕ 
ОПЕО 
ОПР2 
ODF 4 
ODF4 
ODF 4 
ОПЕЗ 
ОПРА 
ОПЕС 
ОПЕЕ 


7000 
0507 
0000 
0000 


~“. 


ч» 


ご = 


Өз со 
га 
од ~ 


то 
г = 


юк ВБ) Ün 


сьют 
LELI 


ува Ка Ба 
мл 


2928H 
2В2АН 
&0 3DH 
ОО7ЕН 


ОО70Н 
0705Н 
0000H 
OOOOH 


Ха) 
б 
ге] 

1 
= 


Та Жуз] 
Ж» زب‎ 
= 


Ҹә 
© 
45 
ш 
Е 


боса со 0 

Mm — э] 

- Пр мз 02 
= 


стран 
ВЕВАН 
B2BCH 
В7ГАН 


CABSH 
СЭСЕН 
DSDSH 
D7DOH 


COBEH 
САВИН 
CSB&H 
CSCBEH 


ППВВН 
сосен 
ПВААН 
сепен 


C7DCH 
В1 СЕН 
ВАВЗН 
ПАВУН 


перен 
ПАВЗН 
ПЕСЕН 
ООПЕН 
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796 


و 


ODFE 0100 DEFW OonlH 
ОЕОО 0507 ПЕРЦЫ 0705H 
0Е02 0000 ПЕРИ 0000H 
0Е04 0000 ПЕРИ 0000H 
0E04 ; 

ОЕО& KTELR: ENT 

ОЕО4 00Е1 ПЕРИ Е100Н 
ОБОЄ ЕЗЕЗ ПЕРИ ЕЗЕ2Н 
ОЕОА E4E5 DEFW ESE4H 
ОЕОС EGEZ ПЕРИ ЕТЕАН 
ОЕОЕ ; 

ОЕОЕ ESE9 ПЕРИ ЕЗЕЗН 
ОЕ10 ЕАЕВ ПЕРИ ЕВЕАН 
0Е12 ЕСЕП ПЕРИ ЕПЕСН 
ОЕ14 EEEF ПЕРИ ЕРЕЕН 
ОЕ1& ; 

ОЕ1& FAFB ПЕРИ ЕВЕАН 
OE1S ЕСЕП ВЕРЫ ЕПЕСН 
ОЕ1А FE ツタ ПЕРИ Ә2ҒЕН 
OEIC A0A4 ПЕРИ АДАОН 
ОЕ1Е ; 

ОЕ1Е ASRO ПЕРИ ВОАЗН 
ОЕ20 ЕООО ПЕРИ ООЕОН 
ОЕгг? 0000 ПЕРИ 0000H 
OEZ4 0000 ПЕРИ 0000H 
ОЕ2& ; 

ОЕ2& FOF1 IEFM F1F0H 
ОЕ28 FEFS ПЕРИ ЕЗҒ2Н 
QEZA F4F5 IEFM FSF 4H 
ОЕ2С FZF7 ПЕРИ Е?ҒЕН 
OEZE Н 

ОЕ Е РЗРУ ПЕРИ  FËF&H 
ОЕЗО 0000 ПЕҒЫ ООООН 
ОЕЗ2 0000 ПЕЕН 0000H 


0000 ПЕҒЫ 0000H 


ЕТВІК5: ENT 


2548 ПЕРИ AZISH 
3 ПЕРИ ВЕЗАН 
ЗЕА1 ПЕРИ А1ЗЕН 
4347 ПЕРИ А743Н 
ОЕЗЕ 4449 ПЕҒЫ A2448 
OE 40 } 
ОЕ40 4584 ПЕРИ AA45H 
ОЕ42 44АВ ПЕЕН АВЗАН 
0Е44 47АС ПЕРИН АС47Н 
0Е46 4ЗАП IEFM АП4&Н 
ОЕ48 47АЕ ПЕРИ АЕ4?Н 
ОЕЗА ; 
ОЕЗА ДЕА ПЕРИН АЗ4ЕН 
OE4 5042 ПЕҒЫ АЗЯОН 
ОЕДЕ 40А4 ПЕРИ АА4ОН 
QETO ; 
OE S0 
ОЕЗО } ТЕМЕО 
DESO 5 AVALIIE 
ОЕЗО ХТЕМЕ: ENT 
ОЕЗО FS РИЗН АЕ 
OES1 CS FISH ЕС 
ОЕЗ2 Е&ОР АМП ОРН 
ОЕ54 47 LL В, А 
ОЕ55 ЗЕОЯ LB А,» 8 
OES7 90 SUB Е 
ОЕЗ8 3121100 го (TEMFM) ja 
ОЕЗЕ に 1 POF вс 
OESE Е! РОЕ АЕ 
QESD со КЕТ 
ОЕЗЕ 8 
QESE STIME ЗЕТ 


OESE Н ВС=С2 


79Z 


ОЕ5Е 
ОЕ5Е 
QESE 
ОЕЗЕ 
ОЕЗЕ 
ОЕЗЕ 
ОЕЗЕ 
ОЕ62 
0Е66 
QELS 
QELA 
ОЕЗС 
ОЕЗЕ 
0Е70 
0Е72 
0Е73 
0Е75 
0Е75 
0Е77 
0Е77 
ОЕ79 
ОЕ7В 
ОЕ7П 
ОЕ7Е 
ОЕЗО 
ОЕЗ 2 


0ЕЗ4 : 


QEZA 
DEST 
ODES 
DESB 
ОЕЗП 
DESF 
DE71 
ОЕ?3 
OE 
ОЕ?7 
OE 
ОЕЗВ 
QESD 
ОЕЗЕ 
ОЕАО 
ОЕА2 
ОЕАЗ 
ОЕА? 
ОЕА 
ОЕА? 
ОЕА? 
ОЕА? 
ОЕА? 
ОЕА? 
OEA? 
ОЕАА 
ОБАВ 
ОЕАП 


ОЕАЕ З 


ОЕВІ 
OEBS 
ОЕВ5 
ОЕВ& 
ОЕВЗ 
ОЕВУ 


ОЕВВ °: 


ОЕВС 
ОЕВЕ 
ОЕВЕ 
ОЕС2 
ОЕСЗ 
OECS 
ОЕСА 


са 
320700 
EII531400 
3E に 1 
D3E5 
ЗЕАЗ 
DIJES 
3E02 
ISE4 
AF 
ПЗЕ4 


«2ОЕЕ 
ЗЕСО 
ПЗЕЗ 
ЗЕАЄ 
DES 
ЗЕ12 
ISE4 
ЗЕТА 
П3Е4 
ЗЕ 84 


ЕП4 31 E00 
C1 


с 


2A1E00 
АЕ 
ЕП42 
70 

ОЕ 


. ve us мае 


ТІМЕТ: 
ЭТМ5Т: 


TMSi: 


STIME К 


ТІМЕШ: 
ЗТМЕП: 


ОЕЕЗЕСОМО 
C2=0-FFFF 12H 
С1=АЗСОН=12НЗЕС 
С0=7А12Н=31.25КН7 


ЕМТ 


РИЗН ЕС 
LD (АМРМ)»А 
LL (INIC1) ПЕ 
LD бо» СЕН 
опт (ESH) А 
LD А, АЕН 
пит (ЕЕН) А 
СВ А, О2Н 
пит (E4H)」A 
XOR A 

т (ЕАН),А 
OUT (РОН) ЈА 
LL A, 44H 
IIT (Е7Н),А 
1М А, (ESH) 
LL С, А 

ТМ А, (ESH) 
СР АЗН 

JR 2.ТМ51 
LE А, СЪН 
ЕР С 

JR NZ,TNES 1 
LL А, СОН 
пит (ЕЯН), А 
LL А, АЕН 
DIT (Е5Н),А 
LE А» ТЕН 
ит (Е4Н) А 
LD А,7АН 
пит (Е4Н),А 
LD А, ВАН 
пит (Е7Н) » А 
IN А, (E&H) 
LD С, А 

ТМ А, (ЕН) 
LD В, А 

LL (C2BATA) ЕС 
РОР EC 

RET 
ЕАП 
ВС=Г2 12H 
ПЕ=ЗЕСОМИ 

ЕМТ 

FUSH RE 

FUSH HL 

LH А, ВАН 
пит (Е7Н) ,А 
LE А, 44H 
пит (E7H) А 
ІМ А, (ЕСН) 
LL С, A 

IN А, (E&H) 
го В)» А 

IN А, (ESH) 
LL Е, А 

ТМ А, (ESH) 
LL П, А 

LD HL, (CZDATA) 
XDR А 

SRC HL ВС 
LD A, L 


sCO0=0002 SET 


СО Сі RESET 
$21 LATCH 


Сі REAL 


5 に 1=ASEO ЗЕТ 


усог7А12 ЗЕТ 


СО LATCH 


502 REAL 


$2 LATCH 
Сі LATCH 


Ст READ 


j に 1 READ 
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жд 


ОЕС7 
ОЕСА 
ОЕСВ 
ОЕСС 
OECD 
СЕСЕ 
ОЕ02 
OEDS 
ОЕ07 
ОЕПЕ 
OEDC 
ОЕПЕ 
OEDF 
ОЕЕ2 
ОЕЕ4 
ОЕЕ& 
ОЕЕ7 
ОЕЕЗ 
ОЕЕВ 
ОЕЕП 
ОЕЕЕ 
QEF 1 
ОЕЕЗ 
OEFS 
OEF7 
ОЕЕЕ 
ОЕЕЗ 
QEFA 
ОЕЕВ 
ОЕЕС 
QEFF 
QFO1 
QF04 
OF O% 
OFO7 
OF OBR 
OF OE 
OF10 
ОЕ13 
QF14 
QF14 
OF 14 
0Ғ14 
0Е14 
QF15 
OF14 
OF1 
OFIC 
QF1F 
OF SO 
ОР21 
ОРІ 
ОЕ22 
QF 22 
ОЕ22 
ОЕ 22 
ОЕ 23 
OF 24 
ОЕ 22 
ОЕ 29 
OF ZB 
ОРЗЕ 
ОЕЗЕ 
OF 30 
QFS1 
ОЕЗЕ 
ОЕЗ5 
ОҒ 35 
QF37 


ОЕЗ8 


ICO70F 
ps 

7А 

BS 

2003 
11С0А8 
21С0А8 
EDSZ 
ЕП5В1 400 
19 


3A0F00 
EE01 
E1 
010100 
ЕП42 
2002 
ЕЕ01 
Е1 

СІ 

C9 

Di 

E1 
ЗАОҒОО 
18Ғе 
114057 
19 
ІЗЕО 
ЕПАЗІЕОО 
ЗАОҒОО 
ЕЕ01 
320-500 


СУ 


ся 

ES 

012000 
216000 
СПрогоғ 
ЕЈ 
јен | 
сә 


ге 
05 
EOS 
CDSSOF 
ЗЕ04 
СПЗ5ОҒ 
OE 

7? 

во 
20F 1 
1852 


ПЗЕЗ 
54 
SI 


CALL С, TMUF 
FUSH ПЕ 
LD А.П 
ок Е 
ЈК NZ ТМХ 
ІП ПЕ, АЗСОН 
ТМХ: LD НЕ, АЗСОН 
SBC HL , ПЕ 
LD ПЕ, (ІМІСІ) 
ADD НС» ПЕ 
JR с, ТМХ1 
FUSH HL 
LE ВЕ, АЗСОН 
SBC HL , DE 
JR С, ТМЕ1 
РОР АЕ 
TMX2s EX ПЕ, HL 
LD А, (АМРМ) 
ХОК 01H 
РОР HL 
Lh BC ヵ 0001H 
SBC HL , ЕС 
JR №, +4 
XOR OIH 
FOF HL 
POP ЕС 
КЕТ 
TMR1i РОР IE 
РОР HL 
LL A+ (АМРМ) 
JR ー8 
TMXi: LL ПЕ,574ОН 
ADD HL , DE 
JR TMX? 
TMUF: LD (C2DATA) , ВС 
LL А, (АМРМ) 
ХПК 01H 
LL (AMFN) А 
RET 
$ BELL 
BELL: ENT 
FUSH EC 
FOSH HL 
LL ЕС,ООЗОН 
LL HL ,0040H 
CALL опт 
FOF HL 
ЕОР RÜ 
RET 
5 SOUND OUT 
3 ЕСЕОМСНОО 
Н HL -ПМТЕІ 
SOUT: FUSH EC 
РУЗН ПЕ 
SAUTI: ІП А, OSH 
CALL SANTA 
LE А, 04H 
CALL SHLITS 
ПЕС ВС 
го А, С 
DR В 
JR NZ,S ロ LT 1 
JR РОКЕТ 1 
шта: OUT (ЕЗН),А 
LL D +H 
ІП Е, Е 


. 
党 


HL=A8E0- に 1 


HL=HL+INISET 


ADJ 


799 


LOW ADDRESS 


ЕС 

ПЕ 

HL 

А,2 

(ОСТУ) А 

А, (ПЕ) 

орн 

Z ヵ NLI4 

ゞ AH 3% END MARK 
7 „МГ П4 

ZOH }- UNDER OCTAVE 
2»М Па 

ЗЕН 3+ ШРРЕК OCTAVE 
Zs MLDS 

HL MTEL 

z zH :# 
А, 00 

NZ , +7 

НЫ, M#TEL 

А 

ПЕ 

(СН#),А 

ПМЕН 

сем 

КУТНМ 

А, 2 

(СОСТУ) А 

に MLH4 

МП; 

А» 3 

(ПОСТУ), А 

ПЕ 

ML Di 

A 1 

МЕПа + 2 

HL 

ПЕ 

ВС 


СЕПМСНООЖТЕМРО 


EC 

Е,8 

А, (DE) 
(HL ) 
7,0МР2 
HL 

HL 

HL 

HNF 1+1 


ПЕ 
EE 


А,В 
(ТОЕ) ,А 
HL 
ПЕ 


ОЕЗ9 ІВ ПЕС 
ОЕЗА 7А LD 
OF3B B3 DR 
ОЕЗС 2OFE JR 
ОЕЗЕ СУ RET 
OF 3F 5 

ОЕЗЕ 5 MELODY 
ОЕЗЕ ; ПЕ-ПАТА 
ОЕЗЕ MELDY: ENT 
ОРЗЕ СЪ FUSH 
0540 DS РУЗН 
0741 ЕЗ РУЗН 
OF42 3E02 LD 
OF44 32EF11 го 
0Е47 1А MLH1s LO 
0Ғ48 ҒЕОП СР 
0F4A 2834 JR 
OF4C FEZA ЄР 
0F4E 2834 JR 
OFSO FE2D СР 
0Е52 2826 JR 
0-54 FE2E СР 
ОРЗ6 2828 JR 
ОЕ58 21ЕАОҒ ІШ 
ОЕЗЕ FE23 (ЕР 
ОҒЕП ЗЕ00 LL 
ОЕЗЕ 2005 JR 
ОР&1 210210 LI 
0F44 ЗС ІМС 
OF45 12 ІМС 
0F44 320400 LD 
OFE? СПВАОЕ FALL 
OFLC 3805 JR 
ОРФЕ 203210 CALL. 
OF71 ЗЕОг LL 
OF72 32EF11 LI 
QF74 330E JR 
OF78 1800 JR 
0F7A ЗЕОЗ MLD2 : LI 
ОР7С 32EF11 LL 
ОРТЕ 13 ІМС 
ОЕЕО 1805 JR 
OFSS ЗЕ01 MLD3 LE 
ОР84 182, JR 
ОЕВЕ El МІП4: РОР 
оғв? Di ЕПЕЕТІ: POF 
0288 СІ РОР 
OFS? C? RET 
ОҒЗА ; 

OFSA 5 ОМРЏ ТО RATIO СОМУ 
ОЕЗА ; ( КАТТО) =ОМТЕТ 
OFSA 5 

ОЕЗА СЯ ПМЕН: FUSH 
ОРЗЕ 2508 LI 
OF3D 1А ОМР1 : LD 
OFSE ВЕ СР 
ОЕВЕ 2809 JR 
0Ғ91 23 ІМС 
ОЕ92 23 ІМС 
OF? 23 ІМС 
0Ғ94 10Ғ8 DJNZ 
0Ғ96 37 ЗСЕ 
0Е97 13 ІМС 
0298 с! РОР 
0Ғ99 C9? КЕТ 
ОРЭА 78 ПМР2 LD 
ОҒӘВ 320700 LD 
ОРЗЕ 23 ІМС 
ОЕЗЕ [5 РУЗН 
ОРАО ЗЕ LD 


Е, (HL) 
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س‎ BP — a -ə= = aL 


QFA1 23 INC HL 
OFA2 56 LD п, (HL) 
ОБРАЗ ЕВ EX ВЕ’ HL 
QFA4 7С LD A +H 
OFAS В5 ок L 

ОБРАД 2804 ЈЕ 7. ОМРЗ 
ОБРАЗ ЗАЕЕ11 LL А, (HETV) 
ОРАВ 30 ПЕС А 

ОҒАС 2336 JR 7, НОСТ 
QFAE ЗП ПЕС А 

QFAF 2801 JR 7, ОМРЗ 
ОРЕ1 29 ALD НС» HL 
ОҒВ2 223600 ОМРЗ: го (RATIO) НЕ 
ОРВУ Пі РОР ПЕ 
OFEA 13 ІМС ПЕ 
ОЕВ7 1А LD А, (ПЕ) 
OFB8 47 LL В, А 
ОРВУ ЕФЕО АМП РОН 
ОЕВВ ЕЕЗО СР зон 
ОЕВП 2805 JR 7,%7 
OFBF ЗА0500 LD А, (ОМТҮЙ) 
ОЕС2 1807 JR +9 
ОЕС4 13 ІМС ПЕ 
ОЕС5 78 LE А, Е 
OFCA Е4ОЕ АМО ОЕН 
0FCS 320500 LL С(ОМТУП) ÀA 
ОЕСВ 4F LL С.А 
ОЕСС 0400 LL B, O 
ОРСЕ 211410 ІП НЕ, ОРТВЕ 
ОЕП1 09 АПП HL , ЕС 
OFD2 Ds FUSH ПЕ 
OFD3 ЗЕ LÜ Е, (HL) 
0Е04 50 со D B 
ОЕП5 ЗА1ПОО го А, (TEMF W) 
ОРПЕ 47 ІП В, А 
ОЕП? 52 LD HP 
ОЕПА 4A LL Ll 
ОРПЕ 19 АШ Hl. , ПЕ 
OFDC 10FD IiJNZ ж? 
ОЕПЕ Di FOF ПЕ 
СЕПЕ С1 РОР BC 
ОРЕО ES FUSH HL 
ОҒЕ1 СІ FnF ЕС 
ОҒЕ2 AF хак ^ 
ОЕЕЗ С? RET 

OFE4 СЕЗС наст: SRL H 

ОРЕХ СВІП КЕ し 

ОБЕ: 18С8 ЈЕ ПМЕ 
ОҒЕА : 

OFEA 42 MTEL: IIEFE "ТЕР 
ОРЕВ 2501 DEFN 0125H 
ОРЕП 44 ПЕРЕ че 
ОРЕЕ 0501 ПЕРИ G1n5H 
ОЕЕО 45 ПЕРЕ МЕТ 
OFF1 ЕО ПЕҒЫ ООЕЗН 
OFF? 46 ПЕРЕ Две 
ОБЕ4 ПСОП IEFM 00LEH 
OFF& 47 IEFE rye 
ОЕЕ? C300 ПЕРИ ООСЗН 
OFF? 41 ПЕЕВ "А" 
OFFA АЕОб ПЕРИ ООАЕН 
ОРЕС 42 ПЕЕВ ен 
ОРЕП FROG ПЕЕН O07 BEH 
OFFF 52 ПЕРЕ “Б? 
1000 0000 DEFW ОО0ОН 
1002 41 МЯТВІ: HEFE ЕЯ 
1003 1501 ПЕРИ 0115H 
1005 44 HEFE еще 
1004 F400 HEFM ООЕБН 


1008 45 ПЕРЕ ТЕ: 
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1009 
100B 
100C 
100E 
100F 
1011 
1012 
1014 
1015 
1017 
1018 
101A 
1018 
101C 
1010 
101E 
101F 
1020 
1021 
1022 
1023 
1024 
1024 
1025 
1026 
1027 
1028 
1029 
1024 
1028 


1022 
1020 


б 207105 
4 СПАСОЯ 


1063 


ЗАО4ОО 
: FEO0 
2804 
010700 
09 
ЗАО700 


ОРТВІ: 


ТАВЬЕ! : 


. 


$ RHYTHM 


КҮТНМ: 


КҮТНМІ: 


RYTHME: 


RYTHMEi 
ям! 


ПЕРИ 
ПЕЕВ 
ПЕРИ 
ПЕЕВ 
ПЕРИ 
ПЕРЕ 
ПЕРИ 
ПЕЕВ 
ПЕРИ 
ПЕРЕ 
hEFM 
ПЕҒВ 
ПЕЕВ 
ПЕЕВ 
ПЕЕВ 
ПЕЕВ 
DEFE 
DEFE 
ПЕРЕ 
ПЕҒВ 
ПЕҒВ 


IEFE 
ПЕРЕ 
ПЕЕВ 
ПЕЕВ 
ПЕЕЕ 
ПЕЕВ 
ПЕЕВ 
IEFE 
ПЕЕВ 
ПЕҒЕ 
ПЕЕВ 
ПЕЕВ 
ПЕРЕ 
ПЕРЕ 
ПЕЕВ 


ЕМТ 
CALL 
СА. 
КЕТ 
FISH 
РУЗН 
FUSH 
LL 


ЕВЗЕТ 
ВЕК 

б 

ПЕ 

BE 

EC 

НЫЕ, ТАВЬЕ1-1 
А, (СН#) 
0 

2, КУТНМ1 
ЕС,7 

НЕ, ВС 

А, (TOF) 
С, А 

1 

NZ, RYTHM3 
A 2 
(CTV) А 
HL. BE: 

B; (НІ) 
А, (ОСТУ) 
А 

1, КҮТНМ2 
А 

7, УМ 

B 

ҰМ 

Е 

ПЕ 


202 


106A 210000 LD HL ,0000H 
1060 19 АПП HL , DE 

106E 10FD DJNZ =1 

1070 44 LD В,Н 

1071 40 LD С. 

1072 243200 LD HL, (RATIO) 
1075 7С LD А, Н 

1074 В5 OR L 

1077 2806 JR 2, КОЕС 

1079 CH220F CALL SOUT 

107С С! #М1: РОР BC 

1070 01 РОР IE 

107E C9 RET 

107Е ES RDEL: FUSH HL 

1080 3E04 LD А,4 

1082 32250Е LD (SOLUT1+1) A 
1085 212501 LL НЕ, 0125Н 
1088 СП220Е CALL SOUT 

1088 3E05 LD А, 5 

1080 32250Е LD (В01Т1+1) ,» А 
1090 Е! РОР HL 

1091 18Е9 JR \N1 

1093 ; 

1093 2А2А204П = ТІТМЕ5: ПЕРМ "жж MONITOR М2-12001М жж 


1097 4Ғ4Е4954 
109В 4Ғ52204П 
109Ғ 5А2П315А 
10АЗ 30303140 
10А7 202А2А 


ТОАА ОП ПЕЕВ OLH 
10АВ 5 

10АВ ; 

10АВ ЕЧЕЕК: DEFS 20 
ТОРЕ Н 

10FE Ы 

10FE Р ТЕЏРЕ: EQU 1140H 
10FB Р АТЕВ: EQU 1140H 
10FE Р NAME: EQU 1141H 
10ҒВ Р SIZE: Ell 1152 
10FE Р ПТАПК: Ес! 1154Н 
10FE F EXADR: EQU 1134H 
1ОЕВ Р COMNT: EQU 1152H 
10FE Р ТАВПАТ: EQN 11COH 
ТОРЕ Р ЕМППЕ: EQU 1100H 
10FE P ОЗРХУ: EQU 11h1H 
ТОРЕ Р MANG: ЕЦ 1102H 
10ЕВ Р пСТу: ЕШ! 11ЕЕН 
10FE Р FEAE: EQU 11ҒОН 
10FB Р ПРЕМТ: EQU 11F2H 
LOFE Р КУВПА: ЕСИ 11F3H 
10РВ Р ESTO: Ell 11F 4H 
10FE Р FARE: EHLI 1200H 
1OFB Р SCRN : EQU пооон 
1ОРЕ Р ЕХІТ: ЕС! ST 
10FB ; 

ТОРЕ Н 


10FE END 
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*N 1069 жМ1 107C 2НЕХ 0623 2НЕХІ 0638 ?CLER 044F 
?HINT 0650 ?0РСТ 0439 ?DSP 0840  ?PNT1 0С2С ?FONT 0с29 
?РКТ 0897 ?RDD 0282 ?RDI 028E ?ТМЕП OEA? ?TMST OESE 
ЗУКЕУ  Q2EE ?WRD 0282 ?ЫК1 0251 ADDGA 0784 АМРМ 000F 
ASC 0523 АТЕВ 1140 BELL OF14 ВІКІ 0400 BLES О4ПА 
ELK4 0407 ВЕК 0560  ВЕКЕУ 0562 BUFER 10АВ С2ПАТА ООЈЕ 


CANRVS OALC CCURS 0455 CCURS1 ОАЗЕ CH# 0006  СНЕ40  ОСЕЕ 
CHRSO OC7C снхо 0C96 CHX1 ОСЗЕ СНХ? OCD? CK80 076E 
CKS 1 0429 CRS2 0437 CKS3 0438  СКЗИМ 0423 СВО 0B31 
CELRS1 OB3 СМОПЕ 0480 COMES OLABE СОММТ 1158 СЕ ORES 
CRO OBF4 СК! OBFA CR2 OCOC CERHIS 0985 CSMDT 0033 
CURLI 0827 CURS1 ОАЕ5 CURS10 0665 CURS? овог CURSO ОАЕ? 
CURSL 0810 CURSR овог CURSI OAF? DIM 0504 DATA 0991 
ПАТА1 0424 [CL ОСПЕ DEL ОВЗА DELO 0864 DELI 0678 
DEL10 0870 DELIM 0517 DELE 0888 DELSOM 04AA DELA 0511 
ПЕТ 0500 ПІЕРМ 071Е DLY О55В ШҮК 0554 ПРЕМТ 1122 


DSEL OCAT DSMAG ОСІВ ПЯРО 0844 ПЕРІ 0852 П5РЗ 0864 
ПЕР4 0889  HSFJR 0850  ПЗРМАМ 05СЕ IHSFR ОСЗЕ ПЕРКЕП OCSE 
ОХРИ 0С50  HSPMRR 0049 ПЗРХУ 1101 DTADR 1154 DUMP 0120 
ПЈМРО 012А LUMF1 012Е DWLDIR 0650 DWLORN 0644 DYSCSL 0604 
EDGE 0446 | EDGE! 044Е ЕН. 0033 ESET 0583 EXADR 1154 
ЕХІТ 0081 FOO 0816 FOARE 0023 FARE 1200 FFWD 


04E1 
ЕКАЕ 11-0 FLASH 0000 FLASM 0829 FLFOS 0003 FLSDAT ОООЕ 
РМСОМ 01С0 FOUMES 0241 ҒТАВ 07С0 FUNC 0744 GAF 0327 


GAF 1 0307 БАР? ОЗОР  САРЗ ОЗЕ5 бЕТКҮ 0832 СЕТ 04A4 
GETLA 078A БЕТІВЕ 0505 GETLC 0799 БЕТІКМ 0791 GETLR 0741 
GLOP1 0742 GLOFZ 0786 бООИТ ООАЕ GRAFH 0498 СЕРНО 0988 
GT2 0732 6175 0751 GTERE 0754 GTER 0769 RTERO 0779 
НЕХ ОЗЕП НЕХІ OGOF HEXCR 0412 HL1 90421 HLHEX 0414 
наст OFE4 НОМЕ ОВ52 ТВУРЕ 1140  ІМІСІ 0014 INST ОВА1 
INSTO овва INST1 OBDA INST2 овсв ІМ5ТКО ОВАЕ INTEL 0049 
JST1 OIBO  ЈИМР огав KADD O9CF КАМА ОА7А КАМАП 0982 
КАТМ 0900  КВЗЕТ 0571 КОЛ OFA? | КОПАТИ 0024 КПАТИ1 0027 
ECOIN 099E KEY 0726 КЕҮПІЗ OLED KEYFL ОПА KEYKEY 090F 


KEYW 04AE 0624 ово КЕУМЗ OZCE EFINO 073B 
КЕТМА  О9ЗЕ ОА1Е 0907 КІМ 058С КІМІ 05SF 
КІМ? 0148 0598 0902 EMODE 1100 КМИМВ 0643 
KNUNES OLAZ 0417 0421  КЗКАМА ОА12 KSML ОЗЕП 
KSTD 11F4 0926 OH1E ETELG ОПАЕ  КТВІК ОБСЕ 
КТВІКЕ ОЕЗе ОЕО4 0076  КУВПА 11ЕЗ ド YFL1 О&ПЕ 
KYFLZ OALE ОАЗЕ LMONLY OSCC LOAMES 0220 


LEONG 0537 M#TEL 1002 MAGA 020 MANG 1103 MCLECT 00Е9 
MELDY ОЕЗЕ МЕМАМЕ 0153 MLD1 QF47 MLD2 OF7A MLH3 0F SS 
ML D4 OF34 MLOAD OICE МОМЕ OICF ММАМ1 0188 MONIT 0000 
МОТ! 044B MOTE 0478 MOTOR 0457 МОТЫ 0470 МОТИС 0497 


MPLAY 0402 МЕ ООЕЕ МЕМ О7ПЕ MSAVE 014Е MSG ова? 
MSG1 овес MSG 0595 _ MEGX 0875 MSGX1 ОЗ7Е М5ТОР 04CE 
MTEL OFEA МУЕКҮ 021А MVRFY 0217 MWARE 0214 МАМЕ 1141 
МАМЕСК 01F4 NL OAZ% МІМ55 0986 NLFHLS 05ВС NMSGST 0228 


Моко 0967 МОКО1 0987 МОКО2 O96F МОККЕҮ 0901 МОМЕ 0960 
осту ПЕЕ  ОКМЕЄ 0248  ОМРІ ОЕЗП ОМР2 ОЕЗА ОМРЗ 0F BS 
ОМРИ OFSA ПМТҮП 0005 DFEN 04SE OFTEL 101A OUTRT 0471 
FLAY 049В PONI 0027 РПКЕТІ 0Е87 РАМТ 0206 PRNTS 0204 
FRNTT 0860 PRTZ озво PRT озво РКТ4 овва FRTHL 05108 
PRTHX 0500 RATIO 0034 RBY1 03А4 RBY2 ӨЗЕС КВҮЗ 0305 


КВУТЕ ОЗАО RDI 0297 КП2 ОЗА6 КППАТ 0282 RIEL 107F 
RDINF О28Е REGIST 0007 БЕРТ 0719 КЕРТІ 0709 REPT2 0714 
КЕРТСТ 0035 КЕТНЕ OZFF RETHE1 ОЗЕЕ RETN ОА75 КОТ 0975 


КОТЕ 0998 КТАРІ 030F RTAFS 0327 КТАРЗ 0344 RTAFE ОЗОВ 
КУСКР 0409 RYTHM 1023 БҮТНМІ 104В КУТНМ2 1047 КУТНМ 1058 
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ЗАМЕ 
SERISH 
SCRQST 
SERSF 
SHORT 
SHUT1 
ST 
STRGF 
ЗУОКІ 
ТАВЬЕ 1 
TIMST 
ТМ4 
ТМХ 
ТУРІ 
MBY1 
WRIZ 
MTAF4 


043A 
0512 
000E 
04E1 
0510 
ОРГА 
0081 
0020 
ООЕВ 
1024 
ОЕЗЕ 
0421 
ОЕП2 
035С 
0395 
0271 
0302 


ЗАМЕ1 
ЗСКЕМО 
SERSET 
SETMES 
SIZE 
SAUTE 
STACK 
SUMIT 
TAB 
TAFER 
TITMES 
ТМАКК 
TMX 1 
ТУРІ 
MEYTE 
ИКТМЕЗ 
ИТАРЕ 


0630 
обос 
0803 
0672 
1152 
0ЕЗ5 
002E 
002B 
07ҒО 
0340 
1093 
03F 1 
QF01 
ОЗАА 
ОЗВЕ 
047B 
О2ПА 


ЗАМЕ2 
ЭСКМ 
SCRSIZ 
SHIFT 
SMALL 
SS 
START 
SUMMES 
ТАВ1 
ТПРСТ 
ТМ1 
ТМК 1 
ТМХ2 
TVRFY 
ИРКМЕЗ 
MRINF 
ХТЕМР 


0443 
0000 
0018 
ОУР2 
0489 
ООА? 
003B 
0692 
07FF 
0A4E 
ОЗЕА 
ОЕРА 
ОЕЕ7 
0358 
0684 
0251 


0Е50 


SAME3 
SCROZ 
SERST 
SHIFT1 
SMALL 
SSET 
START2 
ЗНЕР 
ТАВ2 
ТЕМЕН 
ТМ? 
ТМ51 
ТОЕ 
VERFY 
MRHAT 
MTAPF1 


0547 
ОАЕО 
0013 
0A01 
0288 
0574 
ООЗЕ 
0932 
0804 
0010 
ОЗЕВ 
0Е77 
0007 
OZBE 
0282 
OZDE 


SAVEGO 
SCROL 
SCRSTD 


ЗБЕРІ 
ЗТРКЕТ 
SMRE 
TABHAT 
TIMRD 
TM3 
TMUP 
ТЕРЕ 
УЕКМЕЗ 
WRI1 
НТАР2 


0185 
ОАА? 
0215 
O02ZE 
OF22 
04 BI 
О2АП 
0015 
1100 
ОЕА? 
0400 
ОРО7 
04F® 
0236 
025A 
02E7 
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A.5 BASIC テ ー プ の コピ ー 作 成 と 改訂 の 方 法 


BASIC テ ー プ の コピ ー を 作成 し た り 、BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 あ る い は Monitor MZ-1Z001M の 改訂 を 行う 
場合 に 必要 な 操作 を ここ に まとめ て お きま す 。 


MZ-2000 に 付属 の カセ モッ ト テ ー プ 「BASIC MZ-1Z001」 は 、 テ ー プ の 寿命 を 超え た 使用 ある い は 不慮 の 事故 に よる 破 
損 等 に よっ て 使用 で き な く な る こと が 考え られ ます の で 、 こ こ て で 述べ る コピ ー 操 作 に 従っ て あら か じ め 予 備 の BASIC テ ー 
プ を 作成 し て お く よ う お 願い 致し ます 。 ま た 、 万 一 、 BASIC イ ンタ ー プ リタ も し く は 、Monitor プ ログ ラム 内 に バグ (7 
ログ ラム の 誤り : bug) が 見 つか っ た 場合 は 、 も より の シャ ー プ サー ビス 窓口 (技術 サー ビス 部 ・ サ ービス ステ ーション ・* 
サー ビス プラ ンチ ) へ お 問い 合わ せく だ さい 。 訂正 方 法 を お 知ら せい た し ます 。 

な お 、 主 要 MZ マ イコ ン シ ョ ッ プ へ は 、 適 時 「MZ ソ フト ウェ ア ・ イ ン フ ォ メ ーション 」 を 配布 し て お り ま す の で ご 利用 
くだ さい 。 


Ш BASIC じ テー プ の コピ ー の 作り 方 「 


(1) BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 を 起動 し ます 。 
(2) MON コ マン ド を 実行 し て 、 シ ステ ムコ ント ロー ル を Monitor MZ-1Z001M へ 移し ます 。 | 
(3 モニ タコ マン ド M (Memory correction) に よっ て 、 次 の よう に Monitor プ ログ ラム 自身 の 一 部 分 を 変更 し ます 。 


アド レス 変更 前 の デー タ 変更 後 の デ ー タ 
0289 2A 一 21 ** MONITOR М=-12981М жж 
ҚА 2 = 90 1 ご ー1 ご ロロ 1 1.83 
028B 11 > 80 
02B9 2A =» 21 
02BA 54 = 00 
02BB 11 > 80 


в 
M 
* 
М 
в 
е 
2) 
М 
в 
2 - 
+ 


4) 続い て 、 モ ニタ コマ ンド L (Load) に よっ て 、BASIC テ ー プ を ロー ド し ます 。 この 時 、 BASIC イ ンタ ー プ リタ と 
Monitor プ ログ ラム は 、(3) で Monitor プ ログ ラム の 変更 を 行っ た た め に 、 メ モリ エリ ア 8000H 番 地 以 降 に ロー ド さ 
пат. 
ロー ディ ング を 終了 し た ら 、 新 し い カ セッ ト テ ー プ を カセ ッ ト デ ッ キ に セッ ト し 巻き 戻し を 実行 し て お きま す 。 

(5) 次 に 、 モ ニタ コマ ンド J (Jump) に よっ て 、 コ ント ロー ル を 、01B5H 番 地 へ 移し ます 。 こ の 操作 を 行う と 、 自動 的 
に カセ モット テー プ へ の 書き 込み 作業 が 開始 きれ 、BASIC (お よび Monitor プ ログ ラム ) の コピ ー テ ー プ が 作成 され 
ます 。 

(6) 作成 し た コピ ー テ ー プ は 、 書 き 込み 禁止 用 の ツメ を 折っ て ライ ト プ ロ テク ト を か け て お き 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 

(7) Monitor プ ログ ラム ある い は BASIC イ ンタ ー プ リタ で プロ グラ ミン グ を 再開 する 際 に は 、 (3) で 行っ た の と 逆 の 操作 
に よっ て 、 変 更 し た デー タ を も と の デー タ に 戻さ な けれ ば な D ませ ん 。 


t) モニ タコ マン ド S に よっ て 、Monitor プ ログ ラム 自身 を 含む エリ ア を カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ し よう と する と 、 サ ムチ ェ ッ ク で エラ ー が 
発生 し ます 。 従っ て 、BASIC テ ー プ の コピ ー は 、 単純 に モニ タコ マン ド S で 作成 する こと が で きず 、 こ こ て 示 す 操 作 が 必要 と な る の で す 。 
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Ш BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 ま た は Monitor MZ-1Z001M の 改訂 方 法 


BASIC イ ンタ ー プ リタ MZ-1Z001 ま だ は 、Monitor M 選 -1Z001M の 改訂 を 行う に は 、 前 記 の コ ピー 操作 に 於 いて 、(4) 
の ロー ディ ング 操作 と (5 の セー ブ プ 操 作 の 間 に 、 デ ー タ の 変更 (改正 ) 操作 を 加え る こと に な り ま す 。 


2 和 一双 株 去 会 社 


本 # T545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 電話 大 阪 (06) 621-1221( 大 代表 ) 
産業 機器 事業 本 部 7639-11 奈良 県 大 和 郡 山 市 美濃 庄 町 492 番 地 電話 大 和 郡 山 (07435)3-5521( 大 代表 ) 


@ お 客 様 ご 相談 窓口 お よび シャ ー プ エン ジニ アリ ング 
北海 道 (011)642-4649 88 Ж (0222)96-4649 ва 越 (0286)35-1151 
東 京 (03)893-4649 北 陸 (0762)49-4649 中 部 (052)322-4649 
Ж. № (06)643-4649 中 国 (082)874-4649 国 (0878)33-4649 
Л, ЭМ (092)572-4649 Xp #E (0988)62-2231 
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